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序 言

平泉町に所在する柳之御所遺跡は、 12世紀北方の王者として繁栄を誇った奥1'1'1藤原氏

の残した遺跡であり、古くから先人先学がこの地を訪れて往時の栄華に思いをはせた地

であります。

本遺跡は、ー級河川北上川上流改修一関遊水地事業及び国道4号改修平泉バイパス建

設事業に伴い、昭和63年から（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター、平泉町

教育委員会により事業予定地内の緊急発掘調査が実施されました。調査の進行にともな

い、大規模な掘立柱建築物跡・園池跡・井戸跡・塀跡が発見され、また、おびただしい

量のかわらけ・墨画資料・各種木製品など、質・量ともに内容豊かな遺物が出土しまし

た。これらの遺構・遺物は、 12世紀後半、特に奥州藤原氏三代秀衡との関連が強く、本

遣跡が『吾妻鏡』にみられる「平泉館」であるとの考えが多くの歴史家から指摘されて

いるところであります。

このような経過のなかで、遺跡に対する建設省（現国土交通省）のひとかたならぬ御

理解により、平成 5年には遺跡の永久保存が決定し、平成 9年3月には『柳之御所遺跡』

として国の史跡に指定されました。さらに、平成13年4月、本遺跡を含む「平泉の文化

遺産」が世界文化遺産の暫定リストに登録されたことを受けて、平成20年の世界遺産本

登録を目指した取り組みを進めております。

県では、本遺跡が国民共有の貴重な財産であるとの認織から、この遺跡を後世に伝え

るとともに広く活用されることを願い、将来的には史跡公園として整備し、平泉文化を

全国に発信して参りたいと考え、平成10年度から本格的な発掘調査を実施しており、本

年度は第 2次三ヵ年計画の最終年度となります。

本年度は、柳之御所遺跡の中心建物との関連が予想される園池について、詳細な調査

を行いました。その結果、新旧 2時期ある園池の各々の規模と構造が明らかとなり、今

後の復元に向けて貴重な資料を得ることができました。

本報告書は、平成15年度第57次調査の発掘成果とともに、今後追加指定を予定してい

る、柳之御所遺跡に隣接する猫間が淵遺跡の調査成果をまとめたものであり、文化財保

護と斯学発展の一助となれば幸いと存じます。

調査の実施と報告書作成に当たり、御指導御援助賜りました、平泉遺跡群調査整備指

導委員会の先生方をはじめ、文化庁記念物課、（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財

センター、平泉町教育委員会、国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所等の関係

の皆様に深く感謝申し上げます。

平成16年3月

岩手県教育委員会

教育長 佐 藤 勝
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本書は，岩手県教育委員会が平成15年度に実施した柳之御所遺跡整備調査事業に係る、史跡柳之御所遺

跡の第57次発掘調査の概要報告、岩手県教育委員会で実施した柳之御所遺跡の発掘調査本報告、今後国指

定史跡柳之御所遺跡への追加指定を予定している猫間が淵遺跡の発掘調査本報告である。

調査次数・期間・面積は次のとおりである。これらについては既に概報・略報を刊行しており、その書

名は下記のとおりである。

柳之御所遺跡（調査主体：岩手県教育委員会）

平成11年度 第50次調査平成11年5月13日-10月31日

平成12年度 第52次調査平成12年 5月9日-11月17日

平成13年度 第55次調査平成13年5月11日-11月13日

平成14年度 第56次調査平成14年5月13日-11月30日

平成15年度 第57次調査平成15年4月14日-10月31日

猫間が淵遺跡（調査主体：平泉町教育委員会）

昭和61年度 第1次調査 昭和61年

昭和62年度 第2次調査 昭和62年6月17日-8月12日

平成元年度 第3次調査 平成 2年2月4日-2月15日

平成元年度 第4次調査 平成 2年2月8日-2月23日

平成14年度 第5次調査 平成15年2月17日-3月28日 800面 平泉町文化財鯛査報告書第81集

柳之御所遺跡の発掘調査は、岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課が主体となり、（財）岩手県文化

振興事業団埋蔵文化財センターの協力を得て実施した。猫間が淵遺跡の発掘調査については猫間が淵遺跡

が柳之御所遺跡への追加指定に係ることから、平泉町教育委員会で調査・報告したものを岩手県教育委員

会でまとめたものである。

柳之御所遺跡第57次調査の調査および本報告書の制作体制は下記のとおりである。

〈岩手県教育委員会事務局〉 〈（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター〉

生涯学習文化課長 吉川健次 所 長 木村

文化財保護監 小田野哲憲 調査第一課長 佐々木

文化財保護監補佐 伊藤吉郎 文化財調査員 杉沢昭太郎（担当）

主任柳之御所調査主査斎藤邦雄（担当）

文化財調査員 大関真人（担当）

文化財調査員 戸根貴之（担当）

遺跡区割りは、昭和57年度から開始された柳之御所遺跡の範囲確認調査に際し、平泉町教育委員会が平

泉町全域の埋蔵文化財を想定して、国土調査法• 平面直角座標系第X系に基づいた測量基準点を設置し、

遺跡測量を行ってきた。その際の方法は以下のとおりである。

〔1〕遺跡全域を覆う 5mグリッドを設定し、北西隅に原点 (0-0) を置いた標示を行うことにする。

〔2〕グリッドは先の測呈基準点に従ったもので、原点から南へ 1-z.3......、同じように東へ 1から

の数字をつけ、その交点を標示し、 0 -1、1 -1・・・・・・100-105などのように呼称する。そのため、グ

リッドの呼称は昭和57年度以降に調査をおこなっている岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター、平泉

町教育委員会、岩手県教育委員会共通のものを使用し、今年度の調査についてもこの方法を原則としてい
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る。従って、今回使用している座標値及び方角軸線については、平成14年4月1日施行の改正測量法以前

のものを使用している。

なお、今年度の調査区のうち、〔4〕堀外部地区の調査については、野外調査時は調査区に便宜的にA

からKまでの 5X5mグリッドを設定し、その後平泉町教育委員会が設定したグリッドに合成している。

6 遺構の呼称は、昭和63年度に（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが実施した調査時の方法

に準拠し、下記の略称を使用した。遺構名の記載については遺構略号の前に調査次数を付してある。なお、

複数年次にわたる調査で明らかに同一と認定される遺構については、今回調査の遺構名とともに、当初の

調査時の遺構名を並列して記した。

SA: 塀．柱列 SB: 掘立柱建物 sc: 道路状遺構 SD: 溝・ 堀 SE: 井戸• 井戸状遺構
SG: 園池 SK: 土坑・ 柱穴の一部 sx: その他 S I : 竪穴住居 p: 柱穴
例： 57SD35 第57次調査の第35号溝．塀跡

7 図版、写真図版、遺物観察表中の遺物番号は共通である。遺物の実測図については一部を除いて 1/3

を基本にしており、スケールを図中に表示した。遺構遺物写真については縮尺不定である。

なお、番号の付与方法は次のとおりである。

柳之御所第57次…かわらけ、国産陶器、中国産陶磁器等種別毎に1,2,3,4とし、種別毎に分類番号を番

号の前に付与する。

例）かわらけ…1,2,3- 国産陶器…1001,1002, 1003- 中国産陶磁器…2001,2002, 2003-

猫間が淵遺跡…調査次数毎に器種分類し、その後通し番号を付与する。なお、概報旧番号を併記する。

柳之御所総括…既に刊行されている概報の遺物番号をそのまま付与する。

8 第57次発掘調査の調査成果の一部については、平泉遺跡群調査整備指導委員会等で公表してきたが、本

書の内容が優先するものである。

9 遺構の埋土観察、遺物の色調観察は、『新版標準土色帖』を参考にした。

10 分析や鑑定・保存処理は次の個人と機関に依頼・委託した（順不同：敬称略）。記して深く感謝いたし

ます。

銅印素材測定：国立歴史民俗博物館

年輪年代測定：光谷拓実（奈良国立文化財研究所）

樹種鑑定委託：パリノ・サーヴェイ株式会社

自然化学分析委託：株式会社 古環境研究所

木製保存処理委託：釜石埋蔵文化財保存処理センター・岩手県立博物館

11 後述する「平泉遺跡群調査整備指導委員会」の委員の先生方をはじめとして、下記の方々・機関の御協

力を得た。（順不同：敬称略）国立歴史民俗博物館 （財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

岩手県立博物館平泉町教育委員会平泉町文化財センター 柳之御所資料館福島大学 （財）水沢市

埋蔵文化財調査センター 鎌倉考古学研究所 奈良国立文化財研究所

12 野外調査・室内整理等に従事していただいた平泉町や近隣市町村の方々のご協力に深く感謝いたしま

す。

13 岩手県教育委員会で実施した、柳之御所遺跡に係る調査で得られた諸記録及び出土遺物は、岩手県教育

委員会が保管している。猫間が淵遺跡に係る調査で得られた諸記録及び出土遺物は平泉町教育委員会で保

管している。
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I はじめに

1 調査経過

〔1〕国史跡指定以前

昭和56年、高舘の南東、北上川右岸に立地する柳之御所遺跡を通る一級河川北上川上流改修ー関遊水地

事業及び平泉バイパス事業が計画されたことに伴い、（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターと平

泉町教育委員会によって、昭和63年から平成5年まで事前の緊急調査が実施された。

当初、柳之御所遺跡は、奥州藤原氏の初代清衡・ニ代基衡の居館と考えられ、北上川の浸食により既に

遺跡の大半は失われたものと考えられていた。しかし、発掘調査の進展に伴い、 12世紀を中心とする多量

の遺物とともに、遺跡を囲む大規模な堀跡や建物群を囲む塀跡、園池跡など重要な遺構の発見が相次ぎ、

各方面から遺跡保存の要望が出された。このような中で、岩手県教育委員会では、遺跡の実態を把握する

ための範囲確認調査や関係機関との協議を行い、平成5年11月、岩手県知事と建設省（現国土交通省）東北

地方建設局長は、「遺跡の保存と治水事業の両立を図り、事業計画を変更する。」との基本方針について合

意した。

これまでの調査から、柳之御所遺跡は12世紀後半奥州藤原氏三代秀衡時代の政治的な中枢をなす遺跡で

あることが明らかにされてきており、武士社会成立過程における地方支配拠点の様相を具体的に知る全国

でも類例の少ない遺跡とされ、平成9年3月5日に国指定史跡として官報告示された。

〔2〕国史跡指定以後

県教育委員会では、柳之御所遺跡が平成9年に国の史跡に指定されたことから、当遺跡を史跡公園とし

て整備し保存活用を図るため、文化庁や柳之御所遺跡調査研究指導委員会（現平泉遺跡群調査整備指導委

員会）の指導助言を得て、平成10年度から主に未調査区域を対象として内容確認の発掘調査を計画的・継

続的に実施している。三ヵ年を1サイクルとし、第 I期整備対象区域である堀内部地区を中心として調査

を実施している。

平成10年度実施した第49次調査は、既往の調査で検出されていた園池・中心建物群を囲む塀跡の追跡に

主眼を置いて実施した。北上川に面する東辺の追跡を行った結果、緊急調査時点で検出されていた部分か

ら7mほど北に向かい延長することが確認された。しかし、さらなる延長については検出されなかった。

当初から部分的に塀を設置しなかったものなのか、あるいは後世に失われたものなのか次年度以降の課題

とした。 12世紀後半の井戸状遺構 1基、 トイレ状遺構4基、 2XlO間の長大な掘立柱建物が検出された。

平成11年度実施した第50次調査では、既往の調査で確認された園池や大型の建物など、塀で囲まれた中

枢域の周辺地域での12世紀代の遺構の広がりと密度を確認することを目的として発掘調査を行った。その

結果、 12世紀代の遺構が現況の河岸縁まで分布し柳之御所遺跡の一部が北上川の侵食で失われていること

が確認された。 12世紀代の遺構についても、塀や井戸状遺構の検出、複雑に重複する掘立柱建物などが多

数検出され、複数時期にわたって遺跡が営まれたことが明らかにされた。また、「磐前村印」と刻印され

た銅印と器表面全体を漆の泌み込んだ麻布で被覆されたほぽ完全な形に近い白磁四耳壷が同一の井戸状遺

構から出土した。地名を刻印したと推定される鋼印の発見は、奥外I藤原氏の統治システムを考察する上で

貴重な資料となるばかりでなく、本邦の印章史の空白期を埋める資料として注目された。

平成12年度の第52次調査では、従来から指摘されていた圏池の周辺域の中心建物群とは異なるエリアか

ら、建物の軸線の異なる大型の建物が検出された。これは、時期を異にして大型の建物で構成される複数
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の地域が存在したことであり、柳之御所遺跡の遺構の変遷を考えるうえでは重要な課題を提示した。両者

とも12世紀後半代、三代秀衡の峙代に比定される遺構群であるが、中心域に移動がおこなわれた背景には、

平泉あるいは奥州藤原氏内部での何らかの重要な転換期を反映している可能性が考えられる。また、柳之御

所遺跡は従来まで遺跡のピークが三代秀衡の治世12世紀第3四半期にあることが指摘されてきたが、新たに

12世紀初頭あるいは前葉に位置づけられる一群の土器群が発見されたことで、当遺跡が12世紀前半代初代清

衡の時期まで遡ることが明らかにされた。これは、政庁「平泉館」の性格あるいは、奥外i藤原氏の平泉での

確立期の状況を推定させる重要な発見である。

平成13年度の第55次調査では、新たに園池の北側に大規模な建物の存在が明らかとなり、柳之御所遺跡の

中枢施設の移動が想定されるようになった。また、初代清衡の時代である12世紀初め頃のかわらけがまとまっ

て発見され、柳之御所遺跡の開始年代と遺跡の性格、ひいては平泉奥州藤原氏の設立期の問題を考える上で

非常に大きな問題を示唆することとなった。

平成14年度の第56次調査では、遺跡中枢部を囲む2条の堀跡の追跡調査を実施し、遺跡北部より 30数基の

トイレ状遺構が集中して見つかるなど、当時の生活の様子を具体的に分析できる資料が発掘された。また、

平泉では初めてとなる中国南部の吉州窯製の陶器片も出土し、奥州藤原氏の経済基盤の豊かさを知る手がか

りとなった。

平成15年度は第2次三カ年計画の最終年次に該当し、通時で第57次調査に相当する。今年度は、第23次（平

成元年度）の調査で造り替えが確認されていた、園池についての詳細な規模や造成時期の把握及び塀跡の追

跡と門跡の確認、高舘南側裾部分の遺構分布の確認を目的として調査を実施することにした。

2 本年度の調査について

〔1〕平泉遺跡群調査整備指導委員会

当教育委員会では、平成10年度から柳之御所遺跡の内容確認調査を再開するにあたり、 10名からなる「柳

之御所遺跡調査研究指導委員会」を設置し、柳之御所遺跡及び平泉遺跡群の発掘調査及び調査研究に対し

て指導助言を得てきた。平成12年に「平泉の文化遺産」が世界文化遺産の暫定リストに追加登載されたこ

とから、新たに5名の指導委員を委嘱し委員会の名称を「柳之御所遺跡調査整備指導委員会」に改め、さ

らに本年度、世界遺産本登録に向けたコアゾーン再検討の必要性から「平泉遺跡群調査整備指導委員会」

と改称するとともに、三分野からなる専門部会を設置し、新たに1名の指導委員を委嘱した。

本年度は以下の内容で委員会を開催した。

(1)第1回平泉遺跡群調査整備指導委員会

平成15年7月18日（金） 平泉町役場

・専門部会の設置について（県教育委員会）

・柳之御所遺跡整備実施計画策定について（県教育委員会）

•平泉遺跡群関連発掘調査計画について（平泉町教育委員会・岩手県立博物館）

• 平泉文化研究機関整備推進事業について（県教育委員会）

(2)平泉遺跡群調査整備指導委員会遺構検討部会

平成16年1月16日（金） 平泉郷土館

・柳之御所遺跡の遺構変遷について（県教育委員会）

・無量光院跡の調査状況について（平泉町世界遺産推進室）
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(3) 第2回平泉遺跡群調査整備指導委員会

平成16年2月19日（木） 平泉町役場

• 平成15年度平泉遺跡群の発掘調査成果について（県・平泉・衣川・前沢町教育委員会）

・保存管理計画について（平泉町教育委員会）

・柳之御所遣跡の遺構変遷及び整備計画について

(4)平泉遺跡群調査整備指導委員会整備検討部会

平成16年3月

・整備のゾーニングと動線（第1段階整備計画） ・整備手法の検討（建築遺構及び園池の整備、

遺構露出展示）

平泉遺跡群調壺整備指導委員会

氏名 役 職 専門分野 専門部会 備考

入間田宣夫 東北大学東北アジア研究センター教授 歴史学（古代・中世） 整備

牛川喜幸 京都橘女子大学教授 造園学・史跡整備 整備

遠藤セッ子 メビウスの会代表 地元有識者 整備

岡田茂弘 東北歴史博物館長 考古学（古代） 保存・整備

小野正敏 独立行政法人国立歴史民俗博物館助教授 考古学＜陶磁器〉 遺構

河原純之 川村学園女子大学教授 考古学（中世） 委員長

工藤雅樹 福島大学教授 考古学・ぇ歴史学（古代） 遺構・保存 副委員長

斉藤利男 弘前大学教授 歴史学（中世） 遺構

佐藤 信 東京大学教授 歴史学（古代） 保存・整備

清水 搬 東京工芸大学教授 建築学 遺構

清水真一
独立行政法人文化財研究所奈良文化財研

建築学 遺構
究所建造物研究室長

関宮治良 平泉町商工会事務局長 地元有識者 整備

田中哲雄 東北芸術工科大学 造園学 保存・整備

田辺征夫
独立行政法人文化財研究所奈良文化財研

考古学（歴史） 遺構
究所飛鳥藤原宮跡発掘調査部長

玉井哲雄 千葉大学教授 建築学 遺構

西村幸夫 東京大学教授 都市工学 保存

※ 専門部会 遺構・・・遺構検討部会、保存・・・保存管理計画検討部会、整備・・・整備検討部会

〔2〕調査の目的と調査の方法

平成15年度は柳之御所遺跡発掘調査第 2次三カ年計画の最終年次にあたり、堀内部地区中枢と想定される

園池部分と堀外部地区高舘南側裾部分を主な調査対象地区として調査を実施した。

今年度の調査は以下の内容を目的として行った。

(1)造り替えが明らかになっている園池について、さらに詳細な規模や造成時期の把握。

(2)高舘南側裾部分の遺構分布の確認。
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(3)第23次発掘調査で確認された塀の追跡調査及び門跡の有無。

発掘調査にあたって昭和63年度の（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが行った緊急発掘調

査の際に設定したグリッドに従った。グリッドの呼称についても同様である。

基本的には遺構の内容把握を主目的にしている。遺構の所属時期の確定・遺構の性格等を把握すること

を最優先しており、検出した遺構すべてを最終的な段階まで精査しているわけではない。なお、半裁ある

いは完掘した遺構については砂で埋め戻し、遺構面を覆い、可能な限り元の状態に復旧し保存を図ってい

る。

柳之御所遺跡発掘調壺年次計画

年 次 調査次数 調査面積 調査期間 予算（千円） 備考

5月15日～

第 平成10年度 第49次 500m' 18,211 国庫補助
10月31日

1 

次

力 平成11年度 第50次 1,800m' 
5月13日～

32,236 国庫補助

年
10月31日

次

計
5月15日～

画 平成12年度 第52次 2,500m2 43,341 国庫補助
11月17日

第 平成13年度 第55次 3, 100m' 
5月11日～

11月13日
46,103 国庫補助

2 

次

5月13日～
力 平成14年度 第56次 4,000m' 62,054 国庫補助

年
11月29日

次

計

画 平成15年度 第57次 4,000m' 
4月14日～

10月31日
67,195 国庫補助

第
平成16年度 3,100m' 3 

次

力 平成17年度

>
平成18年度

画

※ 平成15年度までは実績、 16年度以降は予定
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柳之御戸斤遺跡発掘調査年次別調査計画

年次 調査次数 調査内容等

平成10年度

第

1

次

第49次

ヵ

年

次

計

画

• 堀内部地内の中心建物群、特に最大建物である南北棟4間9間

42S8 1 (28S84と一部重複）の東側地区の解明。

・23次調査時の23S82建物跡の延長確認。

・23SA3柱列跡、 23SA1塀跡の延長確認。

・48S81建物跡の延長確認と所属時期の検討。

平成11年度 第50次

• 池跡及び中心建物群を囲む23SA1塀跡の追跡。

• 4間9間の南北棟の東側の状況及び建物群の伸長。

・42SD 1大溝とされていた遺構の時期及び伸展状況追跡。

・37次、 42次の内容確認調査で確認されていた溝・塀類の時期

及び伸展状況の把握。

平成12年度 第52次

• 堀内部地区、中心建物群の西側及び北西側地域の解明。

・祭祀遺構周辺域の解明。

・無量光院との対峙地域の解明。

・堀外部地区から延長すると推定される道路遺構の解明。

第

2

次

ヵ

年

計

画

平成13年度 第55次

.. 
・中心建物群の北側地区の解明。

・中心建物群を囲むと推定される塀跡の検出。

・堀外部地区から延長すると推定される道路遺構の解明。

・現存する微高地状の高まりの性格把握。

• 北上川縁地域の状況把握。

平成14年度 第56次

• 第52次発掘調査の際に検出された大規模な堀（内堀）と張出

施設を伴う溝の追跡。

• 北上川右岸縁での大型建物の展開の把握。

・遺跡を二分する外堀の追跡。

平成15年度 第57次

・旧池跡の規模と造成時期の把握。

・遺跡中枢を囲う塀の追跡調査及び門跡の確認。

・高舘南側裾部分の未調査地域の遺構分布の確認。

第

3
次
三
ヵ
年
計
画

平成16年度

・未調査区域であり、中心建物群の北側地区の解明。

・堀外部地区から延長すると推定される道路遺構の解明。

・北上川縁地域の状況把握

• 堀外部地区との連絡施設（道路・橋等）の確認。

51次 ・53次 ・54次調査は平泉町教育委員会が実施。
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II 
自 然環境

位置

追跡の所在する岩手県西磐井郡平泉町は、県南部に位附する面柏6,339km',

10km南には県南部の中心都市である一閲市があり、北は胆沢郡前沢町と衣川村、東は東磐井郡東山町に接

人口約9,050人の町である。

している。県都盛岡市からは南におよそ83kmに位附する。

県南部に位附するために、 冬期間の気條が厳しい岩手県のなかでは比較的温暖である。気候は内怪別で、

年平均気温は1J. 5℃ とやや低いが、 4月-10月は気温も上

昇し、年間降水帽は900mmと県平均を下但1り、

も少なし％

は25.9%

冬期の栢雪

土地利用は、山林原野が約48.2%ともっとも多く、耕地

（水田19.8%、JIII地6%) となっている。北上川

などの河川沿いの沖栢地と山地傾斜面を利用して、古くか

ら「米作プラス商業的畑作」という複合経営が営まれてい

た。また、北上川四i岸の平坦地にJR東北本線と国道4号が

並行して南北に走り、平泉駅前を中心に市街地が形成され、

旧国道4号線沿いに商店街が軒を並べている。市街地の西

端には昭和52年に開通した東北自動車道が走り、平泉駅の

北3.8km にある平泉• 前沢インターチェンジは、国内有数

の観光地である平泉へ多くの観光吝を受け入れる役割を呆

たしている。

柳之御所追跡へは次のような辺順をたどる。 JR東北本線

平泉駅を出るとすぐ交差点がある。そこを右折した道が1日

国道4号線で、直進してJR東北本線の跨切を越えると間も

なく県道相川一平泉線との交差，点があるので、そこを右折

すると300111ほどで右手に柳之御所贅料館が見える。その

手前の道路の両側に広がる台地の縁に柳之御所追跡があ

る。北側は台地の縁がほぽ北上川に接しているが、南側は
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北上川とのI闊に狭い沖積地が広がる。！訳からの距離は、およそ900111、徒歩10分である。 20万分の］の地勢図

では「一関」、 5万分の1の地形図では「一閃」の図幅に含まれ、北緯38°59 28"、東経141°7 35"付近

に位置する。

2
 
地形

平泉町は北上盆地南部に位附し、西に奥羽山脈が連なり、東に北上山地が並び、南端は西から張り出す磐

井丘陵に接している。盆地中央を、岩手県北部にある七時雨山付近に源を発し、岩手県を縦断して宮城県石

巻湾に注ぐ全長249kmの北上川が流れている。北上川は平泉町をすぎると一閲市の狐禅寺峡谷と呼ばれる狭

窄部に入るが、増水した川がこの狭窄部でせき止められる形になり、すぐ上流にあたる平泉・一閾地区に溢
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れ出して大洪水の要因の一つとなっている。昭和23年のカスリン台風、翌24年のアイオン台風による被害は、

ー関遊水地事業計画にも大きく影響している。反面、この北上川が12世紀の物資の流通に重要な役割を果た

していたことが出土遺物等からも推測できる。

平泉町付近では、北上盆地を挟んで、東は標高596mの束稲山、西は標高200m前後の衣川丘陵が広がる。

盆地中央部を南流する北上）IIに、平泉丘陵を挟んで北は衣川、南は太田川が西から流入している。衣川は古

代の奥六郡の南の境界となるもので、その北には広大な胆沢扇状地が広がる。衣川と太田川に挟まれた平野

部が現在の平泉町の中心部であるが、それは12世紀当時の「都市平泉」と重なるものである。

柳之御所遺跡は平泉市街地の東端の河岸段丘縁辺部に立地し、北西から南東に細長く、最大長約750m、

最大幅約220m、その面積はおおよそ11万面である。北端は義経最期の地と伝えられる高舘と接し、西は猫

間が淵と呼ばれる最大幅約58mの低地を挟み無醤光院跡と隣接している。また、東は北上川によって画され、

南東から南には沖積地が広がっている。標高は、南端が22-25mで、北へ向かって漸次高くなり、高舘と接

するあたりで約38mになる。

ー関遊水地・平泉バイパス建設事業が計画されたことに伴い、昭和63年から行われた緊急調査以前は、遺

跡内の広い範囲が宅地化されており、次いで水田や畑地として利用されていた。それに伴う地形改変や撹乱

は随所に見られ、特に県道相川—平泉線から北では遺構の大規模な削剥を伴っていた。

＜＜参考・引用文献≫

(1)平泉町ホームページ

(2) 三浦謙ー•松本建速 (1994) 『柳之御所（岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第228集）』（財）岩手県文化

振興事業団

ふ

第2図遺跡位置図 Cl: 25,000) 
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I11 柳之御所遺跡57次調査

1 検出された遺構と遺物

〔 1 〕 園池跡と附属施設

ー関遊水地事業・平泉バイパス建設関連の発掘調査で検出されていた23S G 1 園池跡を今回再調査した。

57次調査ではあるが23S G 1 という遺構名を引き続き用いることとした。前回出土の遺物と今回出土した遺
物が将来的に混乱しないために今回の遺物についてはY G57 S G 1と注記を変えている。本遺構のほかに附
属施設として関連が指摘されていた導水溝28S D 1 と排水溝31S D58、そして重複して検出された57S E 3 

についてもここで記述する。

はじめに先の調査によって得られた成果について、報告書から引用したい。
「園池跡は中心建物群の南西にあって塀23S A 1 の東辺から西へ65.5-95mの範囲にある。 主軸が南北方

向にあり、最大長40.5m 土、最大幅32.4m 士である。 23S G 1 は、 12世紀代には大きく 2 時期の変遷が考え
られ、古い方から順にI期 ー II 期とする。 そして、 II 期以降に東部の一部を埋め戻す形で塞いでおり、II 期
以降も園池として機能していたかあるいは自然の大規模な窪地の状態にあったことが埋土から推測でき、そ
れはII 期以降と言うことで記述する。

II期…I期を完全に改修し、基本形態を大幅に変更していることをトレンチ1の土層断面A-A'に見る
ことができる。 断面の観察では、池底は深度0.8から0.9m でほぼ一 定の平坦な面をもち、それを覆う16層灰
色粘土は層厚 5 -20cmで全体に広がる。その上に山形に載る21·2i ; 34層は地山起源の粘土が卓越し、最大
層厚55cmである。 この層は園池の堆積物のー 部ではなく、 II 期に伴う改修に用いられた粘土である。その結
果、滞水性の園池であるI期の形式は失われ、溝を多数掘り出すような形にし、曲水の範疇で捉えられるII

期の形式が成立する。 しかし、I期についてはこのトレンチで調査しただけで、他はII 期に伴う調査の際に
断片的に同じ状態が見られることを複数の箇所で確認しているにすぎない。 東部には…」

要約すると以下のようになる。
・園池跡23S G 1 は12世紀代には大きく 2 時期の変遷がある（古い方からI期 ー II 期と呼ぶこととする）。
. I期は滞水性の園池であるが部分的な調査により正確な規模や形状は不明である。
・排水溝はI期の園池に伴う。
. II 期はI期を完全に改修し（埋め立て）て、溝を多数掘り出すような形にし、大小の礫（景石）を配して

いる。流れを重視した曲水の範疇で考えることができる形式へと変化している。
・導水溝28S .D 1 は残りが悪く、 23S G 1 と接続しているのは確実だが導水溝とする根拠は多いとはいえな

vヽ
゜

• II 期以降については12世紀のものかそれ以降か判断し難い。
これらのことを踏まえ、今回は内容のよく判っていなかった古い段階の池跡(I期）を、主な調査の対象

とした。現実として古い段階の池跡(I期）は、新しい段階の池跡 (II 期）の下にあるため、発掘調査では
II 期の池跡を破壊しなければ I 期の状況を把握することは不可能であった。そのため、 II 期池跡の形状を大
きく損なわないよう（配置された大小の礫があまり分布していないところ）配慮してトレンチは必要最小限
に設定した。
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23 S G 1 · T 1 (第 5図・写真図版2)

前回の調査で設定したトレジチ1を再度クリ ー ニングしT 1とした。 前報告書で記載されている断面A­

A'とは逆方向の南側から北側を見る方向 で記録をとった。

1期 遺構検出面から地山を約9 0cm掘り下げて構築されている。 池底は概ね平坦で標高は25.0-24.9mを測

り、 西側が幾分高くなっている。 大小の礫は全く見られない。 池底から岸への立ち上がりは、 土を改めて入

れ直して整えられていた。12層がこれに相当する。I期の段階の埋土は 11層である。灰色の泥と砂から成り、

水を湛えた池底に沈殿した様相を呈していた。

II期 古い階段の池跡を埋め立てるかたちで構築されている。 立体的に土を入れて(5 - 9層）溝状の低い

部分と島伏・尾根状の高い部分とを造りだし、主に高いほうに礫を貼り付けている。 原則としてIl期の池が機

能していたときの堆積土は前調査時に掘られて残っていないが10層がそれに相当するかもしれない。 1 - 4 

層には人為的な盛土の間に流れ込んだような土もあり解釈が難しい。 こうした堆積状況はこの部分でしか観

察されなかったので現時点では、 Il期の池を構築する途中段階に雨水等と共に流れ込んだものと考えている。

出土遺物（第27図・写真図版22) かわらけ1 - 3がI期池に伴いほぼ底面から出土した。 4· 5はIl期池

に属する。

23SG1· T 2 -A (第6 図・写真図版3)

73-74-73-75グリッドに設定した。 23SG1北端部のほぼ中央にあたる。

1期 調査の結果、 この地点付近は古い階段の池跡の外側になることが判明した。

II期 遺構検出面から45cm程下げると地山を掘り込んだ底面に達した。 概ね平坦な底面から岸への立ち上が

りは北側と南側の両方で確認できたが南側のほうは溝を複数造りだす11期の池跡の溝と溝との間にできる

島・尾根状の高い部分への立ち上がりにあたる。 埋土は流れ込んだ砂が卓越し、 底面付近ではグライ化して

いる。 遣物は 3- 6 · 9層からの出土が目立つ。

出土遺物（第2 7図・写貞図版22) かわらけ 6 -17は11期池に属し、 まとまった状態で出土したことから一

時の廃棄による可能性が高い。

23SG1· T  2 - B (第6 図・写貞図版3)

74-75グリッド、 2 3SG1北半の中央に設定した。

I期 遺構検出面から40cm程掘り下げた段階で地山の池底を確認した。 平坦な底面で標高は25.0mを測る。

埋土は 2-4層の灰色泥・細砂が相当し、 止水状態で池底に沈殿したものと解釈 できる。 出土遺物はない。

II期 1層がI期の池を埋め立ててII期の池を造成した土に相当する。 摩耗したかわらけ細片を含む。

出土遺物 図化可能な遺物は出土しなかった。

23 S G 1 · T 2 -C (第6図・写真図版3)

73-76グリッド、 23S G 1池跡のほぼ中央に設定した。

I期 I期池跡より古い57 SE 3とIl期池の盛土に挟まれているため残存状態は非常に悪い。 前述した池底

の堆積土には、 断面A-Bでは4層が酷似し標高を比較しても矛盾しない。 この時期に伴う遺物は出土して

いない。

II期 断面C-Dでみると、 排水溝31S D 58を埋め、 57 SE 3より北側では新たに地山を掘削した後、 改め

て盛土し大小の礫を罹いて成形している。 1-7層がII期の池跡を造成する際に入れた土にあたる。

排水溝(31 S D58) 断面C-Dでみると、 II期の池跡を造成する段階で埋められていることが判る。 溝の
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底面で標高は24.85mあり、 I期の池底より僅かに低く作られている。埋土は砂と泥との互層が主体で本遺

構が排水の機能を有していた時期 tこ堆積したものと解釈できる。調査中に出土した板材は溝の側壁に使われ

ていたものが壊れて在ったものと思われる。

57S E 3 池跡23S G 1 (I·II期）や排水溝よりも古い。遺構検出面より1m程掘り下げた時点で調査を

中断し、 保存することとした。そのため詳細は不明である。

これらのことから、 このトレンチの部分がI期における池と排水溝とが接する部分にあたると判断した。

出土遺物（第27圏・写真図版22) かわらけ19-22はII期池に関連するものである。23は57S E 3 からの出

土で特大のロクロかわらけである。木製品も 9点掲載したが、4001に関しては、 排水溝の側板が破損したも

のと考えられる。検出はしたが取り上げずに埋め戻した材もある。57S E 3 と23S G 1が重複するため、 出

土した木製品も互 いの遺物が混じっている感がある。4005や4009は57S E 3 に属する可能性が高い。

23SG 1·T 3-A(第 7 図・写真図版4 )

71-75グリッド、 池北半部の西端に設定した。

1期 調査の結果、 この付近は池ではないことが判明した。

I[期 遺構検出面から約40cm掘り下げた段階で地山面に達した。この段階の池跡を構築する際に掘削した

部分にあたる。埋土は1- 3層までが1I期の池跡を成形するために盛られたものであるが、 4層は流れ込み

によるとみられる暗灰黄色泥である。現時点では1I期池跡の造成途中に雨水等と共に堆積したものと考えたい。

出土遺物（第28図・写真図版22·23) 3·4層の出土が多かった(24-37)。37には底面に穿孔が認めら

れる。

23S G 1·T 3 - B (第7図・写真図版 4 )

71-76グリッド、 池の北半部西側に設定した。

I期 調査の結果、 この付近は池ではないことが判明した。

II期 遺構検出面から20cm前後掘り下げると地山面並びに排水溝を確認した。南側は緩やかに立ち上がり

岸となる。埋土1層はII期池跡を造成した際に用いられた土で、 かわらけ片も多かった。

排水溝(31S D58) II期池跡によって埋められていた。幅48cm、 深さは16cmで溝底面の標高は24.88mを

測り、 その下には掘り方も確認できた。両側壁には板を用い、 柳之御所で検出された12世紀代の溝跡の中で

も、 しつかりとしたつくりである。埋土はグライ化した細砂が多く、 排水溝として機能していた時期に堆積

したものであろう。遺物は出土していない。

出土遺物（第28医・写真図版23) かわらけ38-48が出土した。何れもII期池に関連する。

23SG1•T4(第 7図・写真図版5)

75-74グリッド、 池北部の北東端近くに設定した。

I期 6層が池を掘削した後に改めて整形するために入れ直した土と判断した。地山面で標高は29.0m、 池

の底面と推測される 6層の上面では25.1-25.0mを測る。

]I期 I期の池跡よりもさらに北側へ規模を拡張する形で地山を掘削している。池を成形する際には、 北側

から南側へと緩やかに下るように土を入れてから礫を貼り付けている。北側の遺構検出面付近（標高約25.8

m) はこの時期の地表面とさほど変わっていないと思われる。この上に旧表土を厚く想定してしまうと、 池

と当時の地面との高低差が大きくなってしまうからである。

出土遺物（第28図・写真図版23) II期池に関連してかわらけ49が出土した。
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23S G 1 · T 5 (第8 図・写真図版5)

75-75グリッド、 池北半部の北東側に設定した。

1期 遣構検出面から最大で57cm下げると地山を掘り込んだ池底が確認された。 底面は平坦で標高は24.8

mを測る。 池底から岸への立ち上がりには改めて土を盛って緩やかに成形している(4層）。 埋土は 2· 3

層で水を湛えた池底に堆積した泥や砂が互層を成している。 かわらけ52はこの段階の池跡に伴う。

Il期 ］期の池跡を埋め立てるかたちで土を入れ表面には礫を貼り付けている。 摩滅したかわらけ片も少量含

む。北側は当時の岸にあたる部分だが、現地形の高低差を少なくするために広範囲で削平したものと推測される。

出土遺物（第28図・写真図版23) I期に伴って手づくねかわらけ52が、 I1期に関連して手づくねかわらけ

51が出土した。

23 S G 1 · T 6 (第8図· 写真図版5)

7 7 -73グリッド、 池の北東端付近に設定した。

1期 調査の結果、 池北側の岸部分になることが判った。

II期 遣構検出面から20cm前後地山を掘り込んでいた。 そこに盛土をし、 表面には礫を貼り付けている。

表面は立体的ではなく比較的平坦に整形されている部分である。

出土遺物 なし。

23S G 1 · T 7 (第8 図・写真屈版6)

73-75グリッド、 池北半部の中央付近に設定した。

1期 遺構検出面から約50cm下げると地山を掘り込んだこの時期の池底が確認された。 その上には岸へと立

ち上がる部分を成形するために入れられた 3層があり、 さらにば池が機能していた時に底に堆積した 2層が

のる。 遣物は 3層から手づくねかわらけ片が出土したが図化できなかった。

Il期 I期の池跡よりさらに北 ー 西側へと拡張するように地山を削平し、 その上に立体的に土を入れ、 表面

には礫を貼り付けている。 埋土にはかわらけの微細な破片を多く含んでいた。

23 S G 1 · T 8 (第9図・写真図版6)

排水溝が地形的な要因で自然消滅する部分に設定した。 標高は 2 4. 7 4mを測る。 池との取り付き口での標

高が24.85mあり、 緩やかではあるが傾斜がつけられている。 遣構検出のみで精査を行っていないが両側壁

に並べられた板材の痕跡と見られるプランは確認できた。 本来は柳之御所を区画する堀跡まで達していたと

考えるのが素直で、 そうなれば総長は43mとなる。

小 結

前回の調査と今回の調査によって明らかになったことについてここで整理しておく。

〈I期〉

・柳之御所堀内部地区に初めて造られた園池である。

• 水を湛える池で規模は東西最大で22m、 南北最大25mを測る。 8 0-90cmは少なくとも滞水が可能な深さを

有していた。

• 池の南端部についてはII期の深い溝③⑤の壁にあらわれるI期池の埋土から想定した。

・ 地山を掘り込んで平坦な池底とし、 底から岸への立ち上がりには改めて土を入れ直して緩やかに立ち上が

るように成形されている。
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．礫は一切用いられていない。

• 西端部には排水溝が付けられ、 西側へ延びて柳之御所を区画する堀へと排水されていた。

• 池底から出土したかわらけは手づくねかわらけで、 12世紀後半（秀衡期）のものである。

〈Il期〉

. I期の池を廃し、 その上に規模を拡大する形で構築されている。

・東西約40.5m、 南北約32.4mの範囲で地山を掘削し、 改めて立体的に盛土を行い大小の礫を表面に貼り付

けて整形している。

・幾筋もの溝状の 「流れる」低い部分とその溝の間にできる島・尾根状の高い部分 （低くない部分といった

方が適切か）から成る。 溝は8条程想定され、 その要所に景石が配置される。

・溝は大きく分けて南へ流れるものと、 南東側へ流れるものとがある。 前者は最終的に1本の溝に集結し、

やや蛇行して柳之御所を囲む堀へと延びている。 後者に関しては緩やかに下る地形の影響で遺構が自然消

滅してしまい全容は把握できない。 これらの溝に新旧関係が存在する可能性も否定できないが、 II期池の

埋土は前回の調査で掘られてないため今回の調査では検証できなかった。

・溝が大きく別れて流れる間の空間 （陸地の部分）には一見、 園池とは無関係に配置されたように見える礫

群がある。 礎石の根石との指摘もあり、 現存するものは記録をとったが残りが悪く、 建物になるように展

開するか分からなかった。

・出土したかわらけからは12世紀後半と位置づけるのが妥当で奥J廿藤原氏滅亡の頃まで機能していたと考え

たい。

〈Il期の園池に配された大小の礫〉

II期池の造成に伴って配置された大小の礫の石質について代表的なものをここで記しておく。 溝⑧に南接

する大型の礫群 （景石）では、 黒色頁岩や砂質頁岩（宮城県石巻付近あものに似る）を安山岩（奥羽山系）

や凝灰岩が取り囲むように配置されている。 またそのすぐ東側には、 北上川東岸産と見られる石英安山岩が

ある。 溝⑦東端部の北岸には安山岩（奥羽山系）、凝灰岩、黒色頁岩、花尚岩が護岸に並べて配されている。

そのすぐ南東部の溝⑤～⑧が集中する地点には緑色に変質した安山岩、 砂岩、砂質頁岩、 黒色頁岩 （北上山

系南部）などが窪みを囲むように並んでいる。 溝⑥と⑧が分かれる部分には砂岩（宮城県などでよく見られ

る）、安山岩、花尚岩などが置かれている。この他には蛇紋岩（北上山系）、凝灰質粘板岩、石英安山岩、チャ ー

ト、 流紋岩などで構成されている。 奥羽山系起源のほか、 対岸の束稲山麓や宮城県北を含む北上山系南部の

石材を多用しているようである。

〈園池周辺の地形〉

柳之御所遺跡全体の地形を簡単にいえば高舘山のある北西側から南東側へと緩やかに下る。 加えて北上川

に近い北側が高く、 反対に猫間が淵に近い南側が低くなるといった地形になっている。 園池を構築する際に

はこうした緩斜面を平坦にしなければならなかったと推測される。特に園池北側の高いほうでは大規模に削

平をしてから園池を構築していたと考えたい。 本遺構での遺構検出面は地山であったが、 この地山の上に当

時の表土を厚く想定してしまうと、池と当時の地表面との高低差が大きくなり過ぎてしまうのではないかと

思われる。 園池の北東側を中心に削平され水田として利用されていた部分があるが、 これは12世紀の園池造

成時の地形変化（土採り部分）を近年新たに手を加えたものではないかという可能性を指摘しておきたい。

その 一 方で猫間が淵に近い池南半部の低い部分には盛土されていたと推察され、 これは後に流失して痕跡が

わからないものと解釈したい。

〈園池の環境〉

I期池の埋土を中心に土壌サンプルを複数採取した。 分析結果については次の報告書にて記載したい。
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SGl Tl 
1 10 YR2/2黒褐色泥質土や褐灰色泥質土の互層 明黄褐色土もその間に見られ

るが、流れ込みと沈殿による堆積か 粘性 ・ 締りやや有
2.5Y5/l黄灰色泥質土 酸化鉄有 地山プロック少撮含む 粘性・締りやや
有
2.5Y4/l黄灰色泥 酸化鉄有 粘性 ・ 締りやや有
2.5Y3/l黒褐色泥 酸化鉄有 粘性 ・ 締りやや有
2.5Y7/6明黄褐色土プロック主体 他に淡黄色粘土プロック ・ 暗褐色土プ
ロック ・ 小～中河原石 ・ かわらけ微細片などを含む 粘性やや有 締ってい
る

2.5Y7/3浅黄色粘土プロック主体 他に黒褐色土・河原石（小）を含む 粘
性やや有 締っている
2.5Y5/2暗灰黄色砂質土 黒褐色土プロック微羅含む 粘性弱 締りやや有
2.5Y6/3にぶい黄色砂 粘性なし 締りやや有

3

4

5

 

7

8

 

9 !OYR6/3にぶい黄橙色砂 黒褐色土プロック ・ 淡黄色粘土プロック含む 粘
性弱 締りやや有

10 !OGY5/l緑灰砂質土 微小な河原石を微最含む 粘性弱 締り弱
11 !OY4/l灰色泥 IOY5/l灰色泥と交互に堆積 粘性・締りやや有 池底に沈

殿堆積した土
12 2.5Y7/3浅黄色粘土プロック主体 他に黒褐色土 ・ 河原石（小）を含む 粘

性やや有 締っている
1-4層は流れ込みと沈殿による堆積 つまり、11期の池の埋土か？

5-9層は11期溝を造る際の盛土
10層は11期池の盛土と思われる
11·12層は1期池の埋士
土サンプル「SGI Tl I期池」は11層から採った
土サンプル「SGI Tl II期池」は4層から採った

※
※
※
※
※
※
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＋ 74-76 

G 2.5YCV2灰黄色I· 炭粒と極小{jを1敗：，し含む 1布l'IややイI
る

7 2.SYG/21火りし色1-.プロソクと地,1,プロックがH本 仰小-Ii
:,: 含む !',';-Pi'ややイi 締ってしヽる

8 SYG/11火色砂質1-_ 酸化f)、fr ,,, 湘·締I)ややイ(
iJ 2. 5\'5/211行灰貨色祀と；,'rJ火色泥との,u,,1 粘ヤtやや｛，

紗、fr
10 SYS/II火色砂'/'[I-_粘性l}J) 締,, ややイJ
11 IOYIW/81VJ/, し褐色I 褐）火色プロノク·M/JMiをlf!Hi: 含む 粘ttやや

イi 締っている

〇

lcu 

SGI T2C 

() 

JIJJ 

SG! T2i\ 
I 10Yll7/4にぷし、黄位色砂河原ィi少：，：：含む枯性なし

締っている
2 IOYR/4/:Jにぷい貨褐色I: J也,1, プロソクを多：，tに含む

粘性ややイiり 締ってし、る
:J IOYRG/•lにぶしヽ俯杓色砂 かわらけ含む 炭粒� も11111,::含

む 粘性なし 締ってしヽる
4 !0Yll5/G/ii褐色砂炭粒ごく微：，し含む粘'l'Iなし締っ

ている
5 7.SYG/11火色砂'ftIー

． 炭粒ごく微:,::含む 粘竹・締りや
やイi

G 2.SYG/6叫黄褐色砂 酸化して赤茶色を','する部分もあ
る 粘性なし締っている

SG1 T2B 

締ってし、

炭粒を微

糸惰IJ琳； ，Ydヒ

]{) 

11 

※ 
※ 

5BC5/1 ,'/I火色砂部分flりに!,,J色0)泥もJli"l/iしてしヽる
帖ヤUil) 締りややイj
IOYJW/8明貨褐色砂酸化�-しし、 J",'1-1'! なし 締ってし、
る
7.5CY5/1緑灰色砂 部分的に酸化しl判黄褐色となる
粘性なし 締ってし、る
!OG\'li/1緑1火色粘IプロノクがUlヽて他に砂 児褐色I

などか混介する l,'1-t'Iイ1 締りややイj
J(J(;\"(;/J緑I火色砂粘I: プロソク 礫を少：，：含む柑，·I'!
弱締IJややイi
1 -111,、1はII期池のJI!!.!·.か，'
I: サンフル 「 T 2 1\, II Iり1池」はiJli•1から採った

c
』

L =25.500m D一
B
 

締り

c
 

A
」

L= 25.700m 

1------A L=25,500m B 

二sc;1 T2B 
I 2,SY7/\llリJ伍褐色I', 11:,1火/,',色1:·Ml!iし{, I小） ，かオ）らIJ命1111\''.かを含む

柑('袢ややイi 甜Iiってしヽる
2 SY1/1/火色泥 淡化り、イ{ 1',';1'1ややイ｝ 締（）ややイI
'.l SY,1/11火色砂粘ヤ1弱締I]ややイJ
•I 10\'1/l/火色泥 粘'l'Iややh 締ってしヽる
※ 11(1はII期池珈戊11\'0)盛I
※ 2 - ,] ,,,1は1期池のJ!H,'i

SGI T2C (C-IJI 
1 2,S\'8/•l淡黄色1 褐1火·!,<,\褐色1プロ9ク少：，：：含む わr1,;山少：，し含む 枯

性弱 締ってしヽる
2 IOYlltl/21火；,'i褐色［ 明針褐色1, プロ,, ク微：，： 河l!ii{i少：，：：含む 1',';1'1やや

h 締IJややイj
111\'R,(/'.Jにふし、必褐色I', 地(]]プロ；クごく1敗：，｝含む 粘'l'I:.締IJややイj
IOY\17/ふ＇，し粉色粘l,'/'fト 褐1火色lプロノク多：，しに含む W;、It·締I]ややイ｝
2,5\'7/•l浅訊色I', プロ9クl,H、 その1:1:111u1こl火黄色I',か少：，し人る Wl'l'I弱

締っている

12 10\'llS/l褐1火色I', 炭粒と地111プロ；クをこく微：，：；含む 判， 、l'Iやや{1
ややイi

l'.J 10\'Jl()/tllPJWi褐色I', !,I,\褐色l少：，：：人る !,'; 、l'Iややイ］ 締ってし、る
J,J lOYllS/1褐I火色I', 炭粒と地,1, プロックをごく微：，：：含む 粘'l'Iややイi 締,,

ややイi
IS 2,5\'7/,]没貨色I 酸化り、イi 枯It·締I]ややイI
!<I 2, SYfi/1 /,'i'/火色I', J也111プロ9ク少：，し含む 枯I'!:ややイi 締りやや介
17 5\り1/1灰色北と，',I,\褐色北のill I', 1','l'i'Iややh 締り弱
18 10\'llli/lilリ） /, し褐色I: 灰色泥. ,',I,\褐色1, プロック多：，tに含む ;,,//Jiいも多：，：，

に出I', 1',';'l'Iややイi 締りやや{,
l!J 2,5\'7/•l浅訊色I 酸化り、fr !,'d'I: ゃゃh 締ってし、る(l<,'Ui,j!Ll
※ I~ 7/ i'1は池盛(', 8 -101(•1はi,Yi 11-191(•1はn,;の!'I!, I', 
※ I', サンプル 「SCl T2C I Jり）池の耕水路」は9悩から採った
※ I: サンプル 「SGl I I 期）より古いJi'J;跡」は181(•1から採った

� 
20 

21 

\ 
1
9 

SC:! T2C <57S1"1> (/\-Ill 
la IOYRG/8貨褐色I·.プロック「H、 そo,1:1:i1:uににぷし喰y褐色I·. I似小;,,JI!;({; を

微：，：：含む 粘竹ややイi 締っている
lh IOYR5/l褐灰色I: 針褐色I: ・淡禎色粘I: プロックがiJU1• する 炭粒ごく

微;,:含む 枯性ややイi 締ってしヽる
2 2. 5Y6/21和＇，し色I·. ,\'i褐色I: プロックを小規1111に少:,:: 含む かわらけも含む

枯竹ややfr 締ってしヽる
:l IOYR7/GIリ1訊褐色I·.プロノクと褐1火色砂!'ti·.プロソクの枇合I: irr/lJJ({; IIり9

小）ごく1敗:,::含む粘1'Hf締りややイi
4 10Y4/ll火色l尼'i'il: Ihi1'lとの培にはI!/さが1cmに満たない炭O)li'Iが見られる

L =25.800m B 
T 

O 1 m 

I I I 

10 

また11,,1てもI·位のほうは砂っぽし、 l,', 
, Itややイi t,'(; IJやや{; ! I期池のJ'I'. Lか）

5 2.5\'8/1淡鉗色I: とlリ1が［褐色L Jしに"l
のi,iiれと忠われる 1\'i'l'I .. 締りfr (こわ
したのか）

ti IOYRl.7/1児色炭粒 部分的に淡貨色1',';
I·. が見られる 粘性弱締り弱

7 7.5Y5/ll火色砂'['[I: IリJi,し褐色I: i炎柑
色粘Lプロノク少：，t含む I'i'l'i'. 締りや
やイI

S 2. 5Y6/SIVJi, し褐色Lプロックと淡侑色砂
質I·. プロノクの混合I·. 1','; ヤt·締,, やや
fr 

!J 2. SYG/81リ）飢褐色Lプロックと淡柑色砂
質I: プロノクと褐灰色ii虹'f Iプロソクが
au,: する 粘性ややイi 締っている

Ill 7.5G5/l緑灰色泥質L 粘'l'I:ややイi 締,,,;,; 
II SYS/•! 淡凶色I: 粘性・締りややh
12 7.5Citi/l緑））く色砂'Ct I: 11 i(•lとの1::1に炭

,,,1 (/•/さlcmhMiたなし、1イ; 1'.'i'l'Ui1i 締
りを欠く

J:J IOY5/II火色砂質1 ・ 糾l'l.lil) 締りやや
{1 

l•I 'i"iヽOJ:,,JIJ;({jが多：，しに入る
※ I - :J 11'1は11期池0)盛I·.
※ 5 -1,11,,1は n,;のl'l!.I·. J, し本的には人朽

Jji'f/( 
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SGI T3A 

メ

A
 

L=25.600m 

st-72-76 
＼ 

SGI T3A 
I !OYR5/6黄褐色土 黄橙色土プロック微屈 河原石（小）ごく徴屈含む 粘性やや有

締っている
2 !OYRG/8明黄褐色土プロック主体 その隙間に黄灰色土徴屈 炭粒ごく1敗祉含む 淡

黄色粘土プロックを部分的に1敗屈含む 粘性やや有 締っている
3 2.5Y6/2灰黄色砂質土 明黄褐色土プロックを不規則に多批に含む 粘性弱 締りや

や有
4 2.5Y5/2暗灰黄色泥 粘性・締りやや有 滞水性・沈殿と流れ込み作用にて
※ 1-31名は人為堆梢(ll期） 4層は自然堆積(I期？）
※ 土サンプル「SGI T3A Il期池底」は41習から採った

SGI T38 

A L =25.600m 
← 

r 

SGl T3B 
la 10YR5/3にぶい黄褐色土 黄褐色土プロックを不規則に少賊含む かわらけも入る

粘性やや有 締っている
lb 10YR8/4浅黄橙色土プロック主体 灰黄褐色土プロックと混在 粘性やや布 締っ

ている
le 10YR7 /6明黄褐色プロック主体 灰黄褐色土プロックとの況合土 粘性ややあり

締っている
Id 10YR6/2灰黄褐色土 地111プロックごく微批含む 粘性· 締りやや布
2 7. 5GY5/l緑灰色砂質土 若千泥質土も混じる 粘性弱 締りやや打
3 !OG2/1緑黒泥 緑灰色砂と互／習を形成している 粘性やや布 締り弱
4 2.5GY6/lオリ ープ灰色砂 粘性弱 締りやや有
5 7.5GY5/l緑灰色砂質土 黒褐色土プロック等を少批含む 粘性· 締りやや布（排水

路の掘り方）
※ 2-51習は排水路

や

SGI T4 

\J> 七6-74

＋ 72-77 

A L=25.800m 
← 

B
一

SGJ T4 
I IOYR6/3にぶい黄橙色土 黄褐色及び褐灰色土プロックを多批に含む 上面には小河原石がのる 粘性

やや布 締っている
2 IOYR6/3にぶい黄橙色土 部分的に砂っぼい所もある 黄褐色及び黒褐色土プロックをごく微屈含む

粘性弱 締っている
3 JOYR6/3にぶい黄橙色土砂質土 褐色土プロック ・ 炭粒を少屈含む 粘性弱 締りやや有
4 JOYR6/3にぶい黄橙色土 径の大きい明黄褐色土プロック及ぴ暗褐色・褐灰色土プロックを大恨に含む

炭粒も微枇見られる 粘性· 締りやや布
5 2.5Y7/4 浅黄色砂質土（下部はグライ化して明緑灰色）明黄褐色粘土プロックを多麓に含む 粘性弱

締っている
6 2.5GY5/lオリ ープ灰色砂質土 暗褐色・黙褐色・淡黄色土のプロック大粒を多批に含む 粘性· 締り

やや有
※ いずれもIl期池の盛土と見たが、 6層だけはI期池の盛土の可能性がある。 ただし、 I期池の埋土が見

られず直上に盛土がある点は不自然か。

l CP O 1 m 

I I I 

第7図 SGl·T3A-T4

-17 -



A 
SG1 T5 で

ぢ5-75

SGl T5 
1 10YR5/3にぶい貨褐色上（ド部はグライ化して褐灰色）地111プロソクを

火婚に含む 炭粒も微：i:: 人る L·.1f1iには河原石がのる 粘'ItややイI
締っている

2 2.5GY1/111/}オリ ー フ灰色泥 粘性ややイi 締り弱
3 5Y7 /1浅仇色砂質土 粘性弱 締りややイi
1 7. 5YR2/2黒褐色上プロノク 褐灰色 ・ 淡訊色L. フ

｀
ロノクとのi)� 合 帖

、『"やや布 締っているI I期池の盛土）
※ 111'1はrr期池の盛上 2·:i I汁はI H/J池の)'I[」: ,1 I汁はI HJJ池の盛:I.
※ rr期池の盛I:にはlll(tli)かわいた上を使っている 大礫を配,;りした1りiても

大きく沈んだ形跡はない しかしド部はグライ化か，忍められるのて、 F 
は水っぽかったのであろうへ

※ I: サンプル 「 T5 I期池」は2 I付から採った

＋ 76-75 

逹

A L = 25.500m 

A L = 25.700m 
ト―

B
「

SGl Tfi 
1 10YR7/61リ]'/,し褐色上ブロックと黒褐色上プロック及び灰白色粘上プロノ

クから成る 枯性ややイ［ 締っている 11期池造成時の盛上
2 7. 5YR3/2黒褐色上 褐色を兒する部分もある 粘性ややイT 締ってい

る（掘りすぎ）
3 2.5Y7/3浅黄色粘上質土 粘性イT 締っている(ll:1iりすぎ）

A L = 25.600m 
← B

[
 

SGI T7 
I IOYR7/6Iリ）設褐色上プロックを主体とし、他に褐灰色土プロソク炭粒（ご

く微lil:l · 河原石（ごく微屈）を含む 粘性やや布 締っている
5Y6/l灰色砂質土 粘性弱 締りやや有
2. 5Y8/3淡黄色粘土を主体とし、浅訊色砂や灰色砂質上をが規刊）に少:,::
含む 粘性布 締っている

※ l府は11期池の盛土 2 I蜀はI期池の埋土 3)(iiはml池の盛上（かわ
らけを伴っている）

B
「

SG1 T6 
＋ 

77-74 

)> 

』{)J

SG1 T? 

\ 
-1 

＋ 
73-76 

ぐ

0 1 Ill 

I I I 

第8図 23S G l·T 5 -T 7 
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＋ 66-77 
＋ 67-77 
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第9図 23SG1·TB
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〔2〕 北側調査区

堀内部地区の北縁、 73-48-7 5 -49グリッドを調査した。 北上川による浸食及び護岸工事により北端部

が失われている状況を確認した（第13図）。 検出された遺構は、 井戸1基、 柱穴14基、 溝1状であるが、 12

世紀当時、 遺跡は現在では失われた北側へ展開していたことは疑いない。

57 S E 2 (第13図・写真図版9 )

遺跡北端部中央の北上川沿い(73-48)に位置している。 北側は調査区外へ延びており、 南半部のみを

精査している。 検出面での直径が1.8m、 底面径0.9m、 深さは2.0lmを測る。 底は黄褐色土の下層である

暗褐色土層を30cm程掘り込んでいる。 この面まで掘りあげたが湧水は認められなかった。 埋土は基本的に

人為堆積である。 2 · 4· 6 · 8 層には大量の炭粒が含まれる。 4層からは一 定量の遺物が出土した。

11·12層からは遺物の出土はない。 底面からの湧水もなく、 井戸としては浅い感があり別な性格の遺構

の可能性もある。

出土遺物（第29図・写真図版24·25) かわらけをみるとロクロかわらけのほうが多く出土している。 中

には101や102のように底径が小さく、 器高が高い個体も含まれる。 また常滑産陶器片が1点、 渥美産陶器

片2点、 須恵器系陶器片1点、 白磁片3点が出土している。

〔3〕東側調査区

(1)概 要

東側調査区は柳之御所遺跡の南東部に位置し、 第48次、 第49次、 第50次調査区に隣接する。 今回は、

23SA1の延長を追跡することを目的として調査を実施した。

(2)遺 構（第16図 写真図版9 ·10)

近現代の水道管跡や暗渠跡、 礫の集積等があるので、 12世紀の遺構確認面がある場合は、 もっと下層で

確認できる可能性はあるが、 調査目的としていた23SA1との比高差が著しく、 遺構が続いていく可能性は

低いと考えられるため、 掘削を中止し、 調査を終了した。

(3)遺 物

かわらけ細片が多く出土しているが、 近代陶器片やガラス片なども混じって出土している。
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238 A
 

七3-49 74-4�0/
"-2: 

士6-49

0 lm 

I I 

A 
57SE2 十 A

74-48 1--
L=27.800m 

北上川沿
74-48断面図

B 57SE2 
--, 1 10YR5/3にぶい黄褐色土地山ブロック多愉

大小の礫を大餓に含む粘性やや布締ってい
る（提の盛上）

2 10YR1/l褐灰色土 淡黄色粘土プロソク多祉·
炭粒と焼土粒を微椛含む粘性・ 締りやや布

3 10YR1/l褐灰色土粘土プロック少祉 炭粒・
焼土粒小凧含む粘性やや布締っている

1 10YR3/2黒褐色土炭粒を多姑：に含む 追物も
多く含まれる(Alけに相当）

5 lOYRS/3浅iiし橙土 淡Wi色粘土との/)託合 粘性
やや布締っている

6 10YR5/2灰黄褐色土炭粒多被含む粘性やや
布締り弱(Alfjに相当）

7 5Y7 /3浅貨色粘土酸化鉄含む粘ti:布締り
やや布(Bl柑/)

8 lOYRl. 7/1黒色炭層粘性なし締り弱(C
11'1'以下は全てCl習で良い）

9 5Y7 /3浅黄色粘土粘性布締りやや有
10 7.5YR5/1褐灰色土粘性やや布締り弱
11 5YR8/3淡黄色粘土褐灰色土少祉含む粘性

布締IJやや布
12 5YR8/3淡黄色粘土酸化鉄有粘性布締っ

ている
※ 涌水はないc未完掘の井戸か？埋土はその際に

一気に埋め戻したかc廃棄のための穴でもない
と息う。

c
」

L=29.040m D
一北上川沿7'1-'18断而図

I IOYR5/8黄褐色土粘性・締IJやや有
2 IOYR,t/,t褐色土表土草根多粘性 ・締り弱
3 IOYR6/6明黄褐色土プロック主体 その隙l間に褐色土や1こぶい

黄褐色土プロック 小中の礫を不規則に含む 粘性やや有締
まっている

,t 2.5Y'1/211脊灰黄色土プロックを主体 炭粒や地山プロック ・ 小
礫を含む 粘性・締りやや有

5 IOYR'1/2灰黄褐色土酸化鉄斑有粘性やや有締っている
※ 3·,t I昴は人為堆積（盛土）
※ 5 IMはIF.I表土

0 1 m 
I I I 

第13図 北側調査区遺構配置図及び57SE 2 
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第14図 57次調査堀外部地区遺構配置図
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竺

A - L=30.500m B 

基本土層
I 10YR4/4褐色シルト 粘性あまりなし締りやや有表土
II 10YR6/6明黄褐色シルト I層の土がやや多く混じる かわらけ片をわずかに含む Iはプロック状に堆
積している粘性強締り弱盛土

III 10YR4/2灰黄褐色砂質シルト 炭化物粒・かわらけ片をわずかに含む 粘性やや有締りあまりなし
III-2 10YR4/3にぶい黄褐色シルト 一部皿層の土が況じる かわらけ片・炭化物をわずかに含む 粘性やや有
締りあまりなし

N lOYR3/3暗褐色シルト 炭化物粒子をやや多く含む P 371の付近では地山ブロックもやや多く混じる
かわらけ片・陶器片等を少批含む 粘性・締りやや強

N-2 10YR3/2黒褐色シルト 炭化物プロックを多く含む かわらけ細片を少量含む 粘性あまりなし 締りや
や強

VVIVIl 

10YR3/3暗褐色シルト 粘性あまりなし締り強杭の穴か
10YR3/4暗褐色シルト 炭化物をわずかに含む縄文土器片がわずかに混じる 粘性やや有締り強
10YR3/4暗褐色シルト 炭化物をやや多く含む かわらけ片がわ］かに混じる 地山プロックがわずかに
混じる SX26とした埋土はこの層のもの SX26は単なる＜ぽみ ある 粘性やや有締りやや強

VllI 10YR6/8明黄褐色砂質シルト 東側地山面粘性あまりなし 締！強
IX 10YR6/8明黄褐色砂質シルト 西側地山面礫を多く含む粘性↓や有締り強
X 10YR6/8明黄褐色砂礫が主体粘性なし締り強
XI 10YR6/8明黄褐色砂粘性なし締り強
XII 2.5Y7/4浅黄色粘土粘性かなり強締りやや強
XIII 7.5YR6/8橙色粘土粘性・締り強
XN 2.5Y7/4浅黄色砂質粘土粘性・締り強

575D44 

J 
G
 ~ 

P351 
1 10YR4/3にぶい黄褐色シルト 壁土塊を10%・地山ブロックを30%・ 炭化物粒子を
5%・ かわらけ細片を含む。地山ブロックは上層に顕著に入る 粘性やや強 締り強

P372 
1 10YR3/3暗褐色シルト 炭化物粒をやや多く・地山プロックをやや多く• かわらけ片
をわずかに・陶器片をそれぞれ含む

※ 上層部分のみ残存のため、下層は不明。

P371 
1 10YR3/3暗褐色シルト 炭化物粒子わずかに含む 地山粘土プロックを15%含む か
わらけ片をわずかに含む 粘性やや強 締り強

k
 

P514 
1 10YR3/4暗褐色シルト かわらけ片・炭化物をわずかに含む 地山プロックをわずか
に含む 粘性・締り強

P528 

1 汀雲悶畠ぷ；らけ片をわずかに含む炭化物・地山プロックを少籠含 士:29 亡28
k — L=29.500m 

゜
K・~.三

-べf』~N

゜
2m' 

• 0 

第15図基本土層 ・57S044
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〔4〕堀外部地区

(l) 立 地

北上川右岸に形成された河岸段丘上に立地する。 柳之御所遺跡の北西部、 高舘の裾の部分に位置する。

(2) 調査経過

平成元年及び平成 4年に平泉町教育委員会が柳之御所遺跡の内容確認のために発掘調査を一部実施してい
る。区画溝跡や近世墓坑、柱穴等を検出している。今回はその既調査部分を含めて検出・精査を行っている。

バイパス建設に伴う調査区からは約13-15mほど離れており、 今回の調査区とバイパス建設に伴う調査区に

挟まれた範囲の調査は行われていない。

(3) 基本層序

基本層序は第15図のとおりである。 20cm前後の 表土の下に厚さ50cm-80cmの盛土がある。 盛土は西に向

かうにつれて厚くなる。 その下に12世紀の遺物包含層になるIlI層があり、 この下層を第1回目の遺構検出面

とした。 調査区東側では皿層の下が地山面になるが、 西側はW層に暗褐色土があり、 上面で遺構が確認でき

たことから、 1回目の遺構検出・精査終了後、 2回目の検出をVI層下層で行った。遣物の入る状況から、 IlI

N層は12世紀に、 VI層は縄文時代に形成された層であると考えられる。 なお、 VI層上面段階では57P351、

57P371の存在が断面で確認できた以外は、 平面での遺構の検出はできなかった。

(4) 遺構検出面の地形

遺構検出面の地形については、 南東側及び南西側の標高は30m前後を測るが、 北西に向かうにつれ標高は

下がり、 北西部の一番低いところで28.4mを測る。 すなわち地形は南東及び南西から北西に向かって傾斜を

している。このことは柳之御所遺跡第40次調査でも指摘されており、今回の調査でもこのことは追認できた。

(5) 遺 構（第14-26図 写爽図版10-21)

堀外部地区で検出された遣構には、 塀、 溝、 土坑、 その他の遺構、 柱穴がある。 以下でそれぞれの遺構に

ついて略述する。

なお、 遣構番号については、 下記の番号から始まっている。

塀・溝跡： 31番。 土坑： 31番。 その他の遣構： 21番。 柱穴： 301番。

A 塀跡・溝跡(SD) (第15·17·18図 写真図版14-21)

溝跡・塀跡は18条確認された。 ほとんどは溝跡であるが、 57SD44は塀跡である。

57 S D 44 35-27から35-29グリッドにかけて所在する。調査区域内での検出長は約7.8m、検出幅は0.15

-0.4m、深さは14-40cmを測る。崖際まで塀跡は伸びている。57SD45より古い。また57P524と切りあうが、

本遺構を完掘後に57P524を確認したことから、 新旧関係については明らかではない。 軸線角度は、 南端か

ら南側2. 78mまではほぼ真北だが、その先北側は東側に向きを変え、N- 8 °- Eになる。布掘の痕跡とともに、

板及び支柱と考えられる痕跡がある。

遣物については、 かわらけの細片が205 gぁるのみで、 時期については不明であるが、 12世紀の可能性が

高い。

- 30 -



57 S D35 (25 S  D 6) 40 -31から41-31グリッドにかけて位置する。57SD36より古い。区画溝跡として

すでに柳之御所遺跡第25次調査及び40 次調査で25SD6として検出されている。調査区域内での検出長は約4m、

検出幅は上場1.2-1. 7m、 下場は0.45-0.60 m、 深さは50-56cmを測り、 崖際まで溝は伸びる。軸線角度は

N-22.5° -E、断面形状はU字形である。なお、57SD35を掘り上げた段階で、57P519、57P520 を確認している。

溝を掘った後、 一部人為的に埋めたが、 全ては埋めなかったようである。

遺物はかわらけ12,335g、 国産陶器（常滑産・渥美産各10片、 須恵器系1片）、 中国産陶磁器（白磁・陶器

各1片）、 焼土塊、 石器などがある。石器も出土しているが、 最下層からかわらけや陶器片が出土している

ことから、 12世紀の遺構 と考えられる。

57 S D 40 37-28から37-29グリッドに位置する。後述する57SD41とほぼ平行に走る溝である。調査区域

内での検出長は4.55m、 検出幅は上場0.45-0.85m、 下場0.2-0.65m、 深さは19-30cmを測る。北側は近

現代の撹乱により壊されている。軸線角度はN- 5 ° -Eになる。断面形状は逆台形である。

埋土中にわずかに地山ブロックを含んでいるが、 人為堆積の様相はみられない。

遺物はかわらけ7,475g、 国産陶器片（常滑産1片、渥美産5片、 須恵器系2片）、 琥珀細片、縄文土器、

石器などがある。琥珀細片は、 形状をとどめておらず、 装飾品以外で使われたものと考えられる。かわらけ

は図化できるものが多く、23点図化している。ロクロかわらけも含まれるが、 手づくねかわらけが主体であ

る。

遺構の年代は、縄文時代の遺物も見られるものの、 底面付近でかわらけが見つかっており、12世紀後半の

遺構と考えられ、縄文土器・石器は流れ込みによるものと考えられる。

57 S D41 36-27-36-29グリッドに位置する。前述した57SD40 とほぽ平行に走る溝である。調査区域内

での検出長は9.45m、 検出幅は上場0.55-0.Sm、 下場0.1-0. 35m、 深さは21-4lcmを測り、 崖際まで溝は

伸びる。軸線角度はN- 2 ° -E、 断面形状はU字形である。57P497、s1Ps11、57SK31、 57SK32より新しい。

埋土中に黄褐色粘土ブロックが混じっており、 人為的に埋め戻した可能性もある。

遺物はかわらけ25,0 55 g、国産陶器（常滑産2片、渥美産5片、須恵器系6片）、中国産陶磁器（白磁 6 片、

青磁・陶器各1片）、縄文土器、石器などが出土している。白磁椀がほぼ完形に近い状態で見つかっている。

また、 図化できるかわらけも多く、 16点図化している。

遺構の年代は南側断面図においてかわらけ片が底面まで埋まっている状況、 さらに、 出土遺物の特徴など

から、 12世紀後半の遺構と考えられる。

上記以外の溝跡については次表のとおりである。

遺構名 グリッド 検出長 検出幅（上） 深さ 軸線角度 断面形状 時 期 備 考(m) （下） (cm) (cm) 

57SD31 39-30 5.60 20-50 4-10 N-25'- E 逆台形 12世紀か 57P398、57P437 より
20-35 新しい。

57SD32 39-30 3.31 30-45 9-15 N-20° - E U字形 12世紀 57SX21より新しい。25-30 

57SD33 42-32 2.20 18-40 
12-29 7-11 N-17° - E 近世以降 暗渠。敷石あり。

57SD34 42-32 1.46 16-48 
10-40 3-6 N-32° -E U字形 近世以降

57SD36 40-31 9.80 15-28 3-4 N-119° - E 逆台形 近世以降
57SD35、57SD37より

5-25 新しい。
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遺構名 グリッド 検出長 検出幅（上） 深さ
軸線角度 断面形状 時 期 備 考(m) か （下） (cm) (cm) 

57SD37 40-30 
29-34 

1. 92 
14-22 

10-14 N-25 ° - E U字形 近世以降 57S036より古い。

蛇行した溝。
24-44 N-4'-E-

逆台形 近世以降か
57SX22と切り合う。

57SD39 38-29 2.90 8-12 N-114° -E 57P442より新しい。10-30 
57P443より古い。

57SD42 14-20 N-13° -E 逆台形 近世以降36-28 1. 62 4 
8-13 

57SD43 11-20 N-4'- E U字形 近世以降35-29 l. 70 6 
5-9 

57SD45 35-28 1.18 
30-35 
20 

7-10 N-88° -E 逆台形 近世以降 57SD44より新しい。

57SD46 35-28 l. 85 25-37 4-11 N-18° -E 逆台形 近世以降6-25 

57SD49 37-27 0.45 35 6-12 N-0 ° -E 木の根により 12世紀か 第2面検出時に確認。
28-32 斯面図取れず。 崖際まで伸びる。

第2面検出時に確認。

57SD52 36-28- 5.48 24-40 5-13 
N-11 ° -E 

逆台形 12世紀か 57P482、57P484、
36-29 13-30 -N-21 ° -E 57P485、 57P486より

古い。

57SD54 38-29 0.50 20 
14 3 N-81 ° -E 逆台形 近世以降

B 土坑(SK) (第18図 写真図版12·13)

土坑は 3基確認されている。いずれも 2回目の検出時に確認されたものである。

57 SK 31 37-28グリッドに位置する。 平面形は楕円形を呈する。検出長は長軸0.62m、 短軸0.36m、

深さ40cmを測る。埋土中から須恵器系陶器片が1片出土している。遺構 の時代は12世紀のものと考えられる。

57 S K 32 37-29グリッドに位置する。平面形は楕円形を呈する。検出長は長軸0.60m、 短軸0.34m、

深さ12cmを測る。 浅い土坑である。 埋土中から遺物は出土していなので詳しい時期は不明である。

57 S K 33 38-29グリッドに位置する。 平面形は楕円形を呈する。検出長は長軸0.51m、 短軸0.32m、

深さ14cmを測る。検出時に縄文土器が出土しており、 縄文時代の遺構の可能性が高い。

c その他の遺構(S X) (第18-19図 写真図版13·14)

その他の遺構は以下のとおりである。なお、 57 S X26については、 検出時は遺構と考えて いたが、 精査の

結果、 くぽ地であることが分かった ので、 外している。

57 S X 21 38-30グリッドに位置する。南半分は調査区外のため、 正確な大きさ・形状は不明だが、 ほ

ぼ円形と考えられる。検出部分 の長軸は2.35m、 短軸は1.3m、 深さ1.05mを測る。 かつての調査では近世

墓坑とされているも のである。57SD32より古い。さらに、 柱穴を1つ切って いる。堆積の状況は自然堆積で

ある。底部20cm前後は地山ブロックが混入している状況から、 掘削後すぐに埋まった 様子が伺える。

遣物は崩落土中のものを含めて 、 かわらけ3,785g、 国産陶器片（常滑産・渥美産）、 中国産陶磁器片、 石

器などがある。
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遺構の性格は、 第40次調査のときは近世墓坑と考えられていたが、今回の調査の結果、近世墓坑ではなく、

土坑と考えられる。 時期は、 8層からかわらけが出土していること、57SD32の年代観および 出土した遺物

の特徴などから、12世紀と考えられる。

57 S X 22 38-29グリッドに位置する。平面形は楕円形を呈する。検出部分の長軸は1.45m、短軸は0.9m、

深さ34cmを測る。 57SD39と切りあうが、新旧関係は分からなかった。

出土遺物はかわらけ55g、 焼土塊60g、 石器である。 出土遺物などから、12世紀以降の遺構と考えられる。

57 S X 23 36-28グリッドに位置する。 平面形は不整楕円形を呈する。 検出部分の長軸は1. lm、 短軸は

0.7m、 深さ 8 cmを測る。 深さの非常に浅い遺構である。

出土遺物はかわらけがわずかに出土しているのみである。12世紀以降の遺構と考えられる。

57SX24 37-29グリッドに位置する。 平面形は楕円形を呈する。検出部分の長軸は0.7m、短軸は0.5m、

深さ20cm前後を測る。

出土遺物はかわらけ細片55g、焼土塊、 縄文土器である。12世紀以降の遺構である。

57 S X 25 37-28グリッドに位置する。 平面形は円形を2個組み合わせた形を呈する。 検出部分の長軸

は0.5m、 短軸は0.4m、深さ15-18cmを測る。 遺物が出土しておらず、本遺構の時期については不明である。

D 柱穴群(Pほか）（第19図～第26図）

柱穴については、調査区全域で191基確認されている。 特に37-28、37-30、40-31、40-29で囲まれたグリッ

ド内では集中して見つかっている。 しかし、 幅の狭い調査区であることなどのため、掘立柱建物跡や柱列を

確認するまでには至らなかった。 その中でも特筆すべきものについて略述する。

P 303 43-32グリッドに位置する。 長軸50cm、 短軸30cm、 深さ30c布を測る。 柱痕が明瞭に残り、根固め

石も認められる。抜き取り痕は認められない。 かわらけ細片がわずかに出土している。

P 321 42-32グリッドに位置する。 長軸45cm、 短軸37cmの卵形を呈する。 砥石が1点埋土中から出土して

いる。 かわらけは出土しなかったが、常滑産陶器片が 2点出土している。

P 354·P 369 ともに36-29グリッドに位置する。 直径25-30cmのほぽ円形を呈する。 埋土中からるつぽ

が出土している。

P 375 37-29グリッドに位置する。 長軸66cm、 短軸60cm、 深さ48cmを測る。 柱痕は明瞭に残る。抜き取

り痕は認められない。 かわらけ細片が80g出土している。

P 376 37-29グリッドに位置し、 前述したP375に隣接する。 長軸66cm、 短軸60cm、深さ56cmを測る。 柱

痕は明瞭に残る。抜き取り痕は認められない。 かわらけ細片45gが出土している。

P 387 36-29グリッドに位置する。 直径70cmのほぼ円形を呈し、 深さ60cmを測る。 柱痕及び抜き取り痕

は認められない。 すべての層に地山粘土ブロックが入っている。 かわらけ細片223g、渥美産陶器片2点が出

土している。 土坑の可能性が高い。

P 396 37-28グリッドに位置する。 長軸88cm、 短軸65cm、 深さ53cmを測る。 近現代の撹乱下から検出さ

れた。埋土中から、かわらけ片が2,618g、 中国産陶器片、石器などが出土している。 堀外部地区の柱穴から

出土するかわらけ量は多くて200g程度だが、この遺構のみ飛び抜けている。 土坑に近いものかもしれない。

なお、 柱穴については1回目の検出では検出できなかったものの、2回目の検出で検出されているものも

ある。 2 回目の検出で見つかった柱穴は、 以下の52基である。

P452-P456、P458、P463-465、P469- P491、P495、P497、P501- P 509、P511、P514、P516、
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P 521、 P526、 P527、 SK34、 S X28、 S X29。

これらの遺構のうち、 P445、,1 P479とP502は縄文時代のものの可能性もあるが、 大多数はわずかずつで

はあるが、 かわらけ細片が出土しており、 12世紀のものと考えられる。

(6) まとめと考察

A 塀跡について

堀外部地区では塀跡の存在が確認された。 塀跡の形状については、 菅原計二氏による集成（菅原 1994) 

がある。 菅原氏は塀跡の形態を 大きく4種に分類し、 A類についてはさらに4種に細分している。 今回検出

された57S D44には、 布掘があることからA類またはC類に当てはまるが、 柱列が並行していないので、 A

類であるのは確実である。さらに布掘内に柱穴・板痕跡があるので、 Al 類か A3 類になると考えられるが、

柱穴跡が数箇所あることから、 Al 類になるものと考えられる。

しかし、 課題もある。 今回確認された塀が、 区画のための塀であれば、 対応する塀はどこにあるのか。 対

応しないのであれば、 どの遺構が塀の役割を果たす のか。 57 P 375、 57P 376など明瞭に柱痕跡を残す柱穴も

あり、 建物との関係も含めて、 今後の調査によってその様相が明らかになることを期待したい。

分 類 A
布掘を行うもの。 溝状の遺構として検出される。 布掘には板痕跡や支柱などが痕跡を残していた
り、 材が残存している場合がある。

AO 類 支柱・板痕跡がともに確認できないもの。
Al 類 支柱・板痕跡が確認できるもの。
A2 類 板痕跡のみが確認できるもの。
A3 類 板痕跡の配列はAZ 類と同様だが、 両端に柱穴が配置される。

分類B 柱列で構成されるもの。 柱穴が直線状に並ぶ。
分類 c 布掘に柱列が並行するもの。
分類D 柱穴の掘り方が接して連続しているもの。 柵状の遺構。

塀跡の形態分類（菅原： 1 994) 

B 残存地形について

平成 4年度 の範囲確認調査で柳之御所遺跡南東部では遣構が台地の縁辺部にまで延びており、 柳之御所遺

跡が北上川により削られていることが明らかになった。 今回調査を行った堀外部地区でも、 塀跡57S D44や

区画溝跡57S D35 (25 S D6) が台地縁辺まで延びていることが明らかになり、 北上川によって遺跡が削ら

れていることが明らかになった。

このことについては、 今回の調査区のさらに西側を調査した際の柳之御所遺跡発掘調査報告書でも指摘さ

れているが、 この時は地山面がかなり低位に位置し、 従来は急斜面であったことから、 想像よりは浸食を受

けていない可能性が高いとしている（平泉町教育委員会ほか 1994)。

では、 今回の調査地点ではどのように考えられるか。 地盤の傾斜も一 定ではなく、 当時の水面標高も明ら

かではないので、 一概にいうことは難しいが、 今回の調査で分かったことから、 試案を提示したい。

その際、 北上川の水面標高を22mと仮定する。 その理由は、 10世紀の畑跡や中世の墓群が確認された北上

川を挟んだ対岸の本町II遺跡の遺構確認標高が凡そ23m前後（岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ ー ほ

か 2003)であり、 ほ ぼ同時期の柳之御所遣跡が存在した時期に、水につかっていないことが明らかなため、

さらに柳之御所遺跡の位置する標高の一 番低いところが22m前後のためである。

まず、 2500分の1の地図上における調査区西側57S D44付近では、 標高30mから22mまでの比高差8 m の距

離は約22mである。 そして、 柳之御所遺跡側の標高22mと現在の北上川を挟んで対岸の標高22mまでの距離

が およそ650mである。
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一方、 今回 の調査にお ける、 標高29 . 3mか ら 28 . 5mまでの比高差0 . 8m の 平面距離は6.6 m 前後を必要とし、

1 m 比高に差がある場合 の 平面距離壮8 . 25 m 必要 と なる。 こ の 傾斜を標高30 m か ら 22mまで の比高差8 m に

当て はめた 場合、 66m平面距離が必要 と い う ことになる。 すなわ ち 、 現在の標高30mか ら 22mまで の 平面距

離が22 m 、 今回 の調査にお ける比高差 8 m に必要な距離66 m 、 この 差44mが削 ら れた部分の 幅 と い う こと に

な る 。
数字も凡 そなので、 大雑把な見方で考 えなく てはなら ないが、 柳之御所遺跡北西部では、 現在の台地縁辺

部か ら 川に向か っ て約40m の地点まで柳之御所遺跡 の本来存在 した可能性がある と い え る のではないだろ う

か。

c 柱穴群 の 時期について

柱穴群 の 時期 についてであるが、 第 1 面で検出 さ れ た 柱穴 の 中にかわ ら け片が含まれずに縄文土器片 のみ

が含まれている柱穴があ っ た り 、 一 方、 第 2 面で検出 さ れた柱穴 の 中にかわ ら け片が入 っ ている柱穴もある。

それでは、 これ ら の 柱穴 の時期はいつ と 考 えるべきなのか。

結論か ら い え ば、 多 く のも のは ど ち ら も12世紀ま たはそれ以 降と考え ら れる。 柱穴埋土内 に かわ ら け片が

入っている と い う こ と は、 少な く と も12世紀以 降に埋ま っ たも の と い う こ と ができる。 しか し、 中にはかわ

ら けが含まれず に縄文土器 のみが含まれているも のもある。 縄文土器 のみが含まれているものが、 第2面で

検 出 さ れた柱穴であれ ば、 まだ縄文時代 のものと考 え るこ と は理解できる。 しか し 、 第1面で検 出 さ れ た 柱

穴であれ ば、 下層 の 遺構よ り 上層 の 遺構が古い と い う ことにな り 、 辻悽が合わな く なる。 たま たまかわ ら け

片がそ の柱穴に含まれず、 流れ込み の縄文土器だ けが入 っ た と 考 えれば、 辻棲も合 う 。 と なる と 、 今 回検出

され た柱穴の ほとん どは12世紀以 降のものと考え ら れる。 しか し 、 第1面で検出できずに第2面で検出でき た

と い う ものもあるのだか ら 、 12世紀内での 時期 差を検討する必要があ る のはい う までもない。

ただ し 、 今 回出土 した柱穴群が構成する建物の配置については、 十分な分析ができなか っ た ので、 早急に

分析を行い、 可能性を提示で き る よ う に したい。

D 手工業について

平泉町域 に お ける手工業については、 土廿禍や琥珀片 、 羽 口 の 出 土分布等か ら 分析 し た 八重樫忠郎氏 の 論考

がある （八重樫 2001) 。 論考では、 志羅山遺跡 及 び柳之御所遺跡堀 内 部地区に手工業者が集 中する傾 向が

あるこ と を指摘 している。 う ち 、 甜禍については、 志羅山遺跡第80次調査で31点もの堆渦が出土 してお り （岩

手県文化振興事業団埋蔵文化財 セ ンタ ー 2001) 、 平泉町域で出土してい る 甜禍 の 大多数を 占めてい る 。 今

回堀外部地区では堆禍が2点柱穴埋土 中か ら 出土 している。 さ ら に琥珀細 片や砥石など他の 手工業に関わる

出土品もあ る こ と か ら 、 柳之御所遺跡堀外部地区でも手工業者 の存在の可能性が出てきたとい える のではな

かろ う か。

E 調査区周辺の状況について

今回の調査区周辺は12世紀代 の遺構が多 いが、 縄文時代 の遺物も比較的多 く 出土 してお り （縄文土器片17

点 、 石器23点） 、 縄文時代か ら 柳之御所遺跡周辺は土地利 用 さ れていたものと思われる。 こ のことは、 第40

次調査の と きにも既 に 指摘 さ れていることである。 しかし、 縄文時代に形成 さ れたと考 え ら れるVI 層 のす ぐ

上層 に 、 12世紀 に 形成 さ れ た と み ら れる III 層が形成 さ れているとい う ことは、 そ の 間 の 弥生 時代か ら 平安時

代までの柳之御所遺跡周辺の 人 々 は どこにいたのだろ う か。 堀内部地区では遺構は確認 さ れていないが、 古

代 の土師器 ・ 須恵器が 出 土 してお り （岩手県教育委員 会 2002) 、 柳之御所遺跡周 辺で 人 々 が生活を してい
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た事 は容易 に 推定 さ れ る 。 想像 の域 は 出 な い も の の 、 今 回 の 調 査 区付近 は 1 2冊紀 及 びそ れ以前 の 人 々 が何度

も 先 人 の 生活痕跡 を 削 っ て 生 活
1
し て い た と い う こ と がで き る の で は な い だ ろ う か。
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8 IOYR4/3 に ぷ い黄 褐 色 粘 土 粘 土 プ ロ ソ ク 10% 含 む 炭化物粒 子 ( ,J, 5mm) を 少拭 含 む か わ ら け

片 を わ ず か に 含 む 粘性 ・ 締 り 強
9 !OYR4/21火黄褐色粘：I: 粘性 ・ 締 り 強
IO IOYR4/21火黄褐色粘土 炭化物粒

―
r- 1 <P 5mm以 ド ） を 少批 含 む 粘性 ・ 締 り 強

I I !OYR7/4 に ぶ い 黄橙色 粘性 ・ 締 り 強
12 1 0YR5/6黄褐色粘土 粘性 ・ 締 り 強
13 10YIW2/il<黄褐色粘：I: 粘性 ・ 締 り 強
14 1 0YR5/3 1 こ ぶ い j//褐 色粘土 粘性 ・ 締 り YJt
15 1 0YR4/21火黄褐色粘土 炭化物粒

―
r・ ( <P Imm) を わずか に 含 む 粘性強 締 り やや 布

16  1 0YR7/2 に ぶ い 黄橙t,'i :I: と IOYR4/2灰黄褐色粘：I:. のi比合屑 粘性 ・ 締 り 強 1 人 為 的 な 堆積か）
17  IOYR6/3 1 こ ぶい黄橙粘土 粘性 · 締 り 強
18 2 . 5Y3/2黒褐色粘土 2 .  5Y6/2灰黄色粘土 と 10YR5/4 に ぶ い黄 褐 色 の 消I直： プ ロ ッ ク が 多 lit l こ i)も じ

る 粘性 ・ 締 り 強
19  2 . 5Y5/3黄褐色粘土 粘性強 ・ 締 り や や 布
20 2 . 5Y6/3 にぶい黄色粘土 黒褐色粘土が ま だ ら に 人 る 粘性 ・ 締 り 強
a IOYR4/3 1 こ ぶ い 黄 褐 色 粘 ：l: 10YR5/6黄褐 色 プ ロ ッ ク を 含 む 粘性強 ・ 締 り や や 強 SD32の）!!! 

土か と ？
IOYR4/3に ぶ い黄褐色粘土 と 黄褐色粘土 と 2 . 5Y7 /4浅黄色粘土のi)も合1,n 柱穴の』I\土か と ？

゜ 2 m  

第1 8図 溝跡 ( 2 ) • 土坑ほか

- 38 -



57SX22 57SX24 

A
5

虞
口
／

／〗

57SX22 
1 10YR7/6 黄 橙 粘 土 .>!.OYR4/4 褐 色 土 が 15% 混 入 粘 性 や や 強

締 り 弱
2 10YR4/4 褐 色 土 炭 化 物 微撰 2 % 混 入 10YR7/6 黄 橙 粘 土 が

10%混入 粘性弱 締 り や や 強
3 10YR6/6明褐色土 炭化物微量含む 粘性弱 締 り 強
4 10YR2/2黒褐色土 炭化物微盤 に 1 %混入 粘性な し 締 り 弱
5 10YR6/4 に ぶ い黄橙色粘士 10YR2/2黒褐色土多最混入 粘性 B 

や や 強 締 り や や 弱

A
0
 

A
 -

-hs-30  

A- L•29.500m 3 - B 

▽菖四夏

士6-28

�9ー30

A- L,29.SOOm - B 

ヽ
57SX24 
1 lOYRZ/3黒褐土 炭化物 プ ロ ッ ク 30%含む 粘性や や 有 締 り

弱

57SX25 
1 10YR3/4暗褐色土 かわ ら け細片 を わ ず か に 含 む 粘性あ ま り

な し 締 り や や 有 575X25 

2 10YR6/4褐色粘土 粘性やや 有 締 り 強

｝ 器雷霜鷹魯土 誓麿伍？闘 ぷ胃？贔忍誓 じ る 。
57SX23 

,(E_〗》
B

57SX23 
1 10YR3/2黒 褐 土 5YR6/8橙の 土 2 %視入 酸化鉄か 粘性弱

締 り 弱

·· ··L,28.BOOm- · · -

翠

A ― L,29. l OOm ― B 下デ―-�
1 五29

゜ 2 m  

4
 

P303 p 303 

L=30.000m 1 10YR2/3 黒褐色粘土 地 山 粘土 プ ロ ッ ク ・
P320 

3 A- — B 炭化物粒 を 少量含む かわ ら け細片 を 少量 含

� 
2

� 迂はな炉農誌拉他腐麟芦心
7 含 む 粘性 ・ 締 り 強

3 10YR2/3 黒掲色枯土 地 山 粘土 プ ロ ッ ク を や や 多 く 含 む 炭化物
粒 · 焼土状粒子 を 少量含む 粘性 ・ 締 り 強

4 10YR3/2 黒 褐 色 土 10Y R5/8黄 褐 色 の 混 合粘 土 10YR5/8 主 体
炭化物粒 ・ 焼土状拉子 を わずかに含む 粘性強 · 締 り やや 強

5 10YR3/2 黒 褐 色 土 10Y R5/8黄 褐 色 の 混 合 粘 土 10YR5/8 主 体
かわ ら け 片 を わ ず か に 含 む 粘性 ・ 締 り り虫

6 10YR2/3 黒褐色土 焼土状粒子 ・ 炭化 物 わ ず か に 含 む 粘性 地
山 プ ロ ッ ク を や や 多 く 含む 粘性やや有 締 り 強

7 10YR2/3 f,IA 褐 色 土 焼土状粒子 ・ 炭化 物 わ ず か に 含 む 地 山 プ
ロ ッ ク を や や 多 く 含む 粘性や や 有 締 り 抽

8 10YR3/2 黒褐色土 樹木恨 を 含 む 炭化物粒 ・ 地 山 プ ロ ッ ク を 少抵
含む かわ ら け細）ヤ を わずかに含む 粘性強 · 締 り やや強 柱痕か

P 304 
P304, 41 1 、 449、 332 1 10YR3/4ll音褐色土 地 山 粘 土 プ ロ ッ ク ・ 炭化

物粒子 を 少最含む 粘性や や 有 締 り 強
A - L=29.800m -8 2 10Y R4/4 掲 色 粘 土 炭 化 物 粒 子 を 少 屈 含 む P327 

地 山 粘 土 プ ロ ッ ク を やや 多 く 含 む か わ ら け

三 『三；翌ここ��累t子 怠盆塁窄
P 449 
4 注記 な し
5 注記な し
P 332 

A -L=29.600m 6 j主記な し

文
B 

1 
3 

P305 P436 

P305、 436

P31 5 

A L•30.000m 

三B 

P3 1 9  

A - - B 

三

P305 · P436 (南か ら ）
P 305 
1 10YR4/4褐色粘土 地 山 枯土混入 炭化物粒

子 有 粘性 ・ 締 り 有
P 436 
2 10YR3/4暗掲色粘土 地 山粘土混入 かわ ら

け 有 炭化物粒子布 粘性やや 有 締 り やや
弧し

3 10YR5/4に ぷ い黄褐色粘土 粘性有 締 り や
や 強

4 10YR6/4 に ぶ い 黄橙色粘土 かわ ら け有 粘
性有 締 り や や 弱

P31 5  
1 10YR3/2黒褐色土 か わ ら け細 片 ・ 炭化物粒

子 を わ ず か に 含 む 粘性 ・ 締 り や や 有

P319 
1 10YR3/4暗褐色粘土 か わ ら け細片 を 少羅 ·

炭化物粒子 を わず か に ・ 地 山 粘 土 プ ロ ッ ク を
多 く 含む 粘性 ・ 締 り や や 有

A - - B 

----cニプ
―

P324 

A
-L=30.1 00m_ 8  

� 

A - - B 

言

P329 

A -L=29.700m - B 

可

P335 
L:29.SOOm 

A ここi,
8

P320 
1 10YR3/2黒褐色粘土 炭化物粒子 を 少最 ・ 地

山粘土 プ ロ ッ ク を や や 多 く 含 む かわ ら け 片
を 少量含む 粘性強 · 締 り やや有

P324 
1 10YR4/3 に ぶ い黄褐色粘土 かわ ら け細 片 を

少最含む 地 山 プ ロ ッ ク を 多最含む 炭化物
粒子 を 少量含む 粘性やや 有 締 り 強

2 10YR5/4 に ぶ い 黄褐色粘土 炭化物粒子 を 微
量含む 粘性強 · 締 り 有

P327 
1 10YR4/3 に ぶ い 黄橙色粘土 炭化物粒子 ( cf,

5 mm前後） 少量含む 地 山 プ ロ ッ ク 含 む 粘
性 ・ 締 り 強

2 10YR7/4 に ぷ い 黄橙 色 粘 土 炭化物粒子 ( cf,
5 mm前後） 少最含む か わ ら け 片 有 粘 性 ・

締 り 強
3 10YR3/4暗褐色粘土 炭化物粒子 ( cf, 5 mm前

後） 少 量 含 む か わ ら け 片 有 粘性や や 強 ・

締 り 強
4 10YR7/4 に ぶ い黄橙色粘土 炭化物粒子 ( cf,

5 mm前後） 少最含む 粘性強 · 締 り り やや有

P329 
1 7 . 5YR4/3褐色粘土 炭混入 か わ ら け 片 有

粘性有 締 り 強
2 7 . 5YR5/6 明 褐 色 粘 土 炭 混 入 か わ ら け 片

有 粘性有 締 り 強
3 7 . 5YR6/8橙色 粘 土 炭 混 入 粘性有 締 り

強

P335 
1 10YR4/4 褐 色 粘 土 炭 混 入 か わ ら け 片 有

粘性有 締 り 強
2 10YR5/6黄褐色粘土 粘性有 締 り 強
3 10YR5/8黄褐色粘土 粘性や や有 締 り 強゜ 2 m  

第19図 その他の遺構 ・ 柱穴断面図 ( 1 )

- 39 -



P337、 338

L=29.600m 
A宣 B

P342、 P341

P342 
I IOYR4/4褐色粘土 地 山 プ ロ ッ ク 混 入 炭化物粒

子 1 %混入 粘性 · 締 り 強
2 IOYR3/3暗褐色粘土 地 山 プ ロ ッ ク 混入 炭化物

A -L-29.?00m- B 粒子 1 %混入 か わ ら け細片混入 粘性 ・ 締 り 強
P375 

3 7 . 5YR5/8橙色 粘 土 !OYR3/3 暗 褐 色 粘 土 炭 化胃 口粒子 1 %混入 か わ ら け細片混入 粘性 ・ 締 り

P342 P341 P34] 
I IOYR3/2黒褐色粘土 地 山 プ ロ ッ ク 混入 炭化粒

子 1 %混入 石混入 か わ ら け細片混入 粘性 ・
締 り 強

2 !OYR6/6明黄褐色粘土 炭化粒子 1 %混入 l 層
プ ロ ッ ク 滉入 粘性 · 締 り 強

3 !OYR3/3暗褐色粘土 地 111 プ ロ ッ ク 混入 炭化粒
子 2 %混入 か わ ら け細 片 混 入 粘性 ・ 締 り 強

4 IOYR4/4褐色粘土 炭化粒子微最混入 粘性 · 締
り 強

P343、 344

A - L=29.800m - 8 

言
P347 

L=29.700m 
A - - B  

も

P349. 446 
L=29.500m 

A -

亨
- B 

1 層 はP349
2~4層 はP446

誓
m
B
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P337 
1 10YR6/6明黄褐色粘土 粘性あ ま り な し 締 り 強
2 10YR4/4褐色土 と 10'£R6/8明黄褐色粘土の混合土

か わ ら け混入有 粘性 な し 締 り 強
3 10YR4/4褐色粘土 地 山 プ ロ ッ ク 多 最 に混 入 炭

化物 1 %混入 粘性有 締 り や や 強
P338 
1 10YR6/6 に ぶ い 黄橙色 粘 土7 . 5YR5/6 明 褐 色 土 と

10YR4/3 に ぶ い 黄 褐 色 粘 土 の 混 合 粘 土 粘 性 有
締 り や や 強

2 10YR5/4 に ぶ い黄褐色土 と 10YR6/8明黄褐色粘土
と 10YR7/6明黄褐色粘土の混合土 炭化物 1 %混
入 粘性有 締 り 強

3 10YR6/8明黄褐色粘士 と 10YR5/4 に ぶ い 黄褐 色 粘
土の混合粘土 粘性有 締 り や や 強

4 10YR5/4 に ぶ い黄褐色土 と 10YR6/4 に ぶ い 黄橙色
粘土の混合粘土 粘性有 締 り やや 強

5 1 0YR7/8黄橙色粘士 と 10YR5/4 に ぶ い黄褐色粘土
と 7 . 5YR5/8 明 褐 色 粘 土 の 混 合 粘 土 炭化物 2 %
滉入 粘性有 締 り や や 強

6 10YR7 /4 に ぶ い 黄橙色粘土 と 10YR6/6明黄褐色粘
土の混合粘土 粘性有 締 り や や 強

P343 
1 10YR5/4 に ぶ い 黄褐色粘土 炭化物粒子 ( </J 5 mm) 

少 罷 含 む 10YR6/8 明 黄 褐 色 プ ロ ッ ク 多 最 含 む
粘性 ・ 締 り 強

2 10YR5/8黄褐色粘土 粘性 ・ 締 り 強
P344 
1 10YR3/3暗褐色粘土 10YR6/6明黄褐色 プ ロ ッ ク

少餓含む 炭化物粒子 ( </J 1 mm) 少最含む 粘性 ・
締 り 強

2 10YR6/8明黄褐色粘土 粘性 ・ 締 り 強

P347 
1 10YR4/4褐色粘土 粘性強 締 り や や有
2 10YR5/3 に ぶ い黄褐色粘土 と 10YR6/8明黄褐色粘

土の混合層 炭化物粒子 を微籠含む 粘性 ・ 締 り
強

P349 · P446 
1 10YR4/3 に ぶ い黄褐色粘土 と 10YR6/6明黄褐色粘

土 7 . 5YR5/8 明 褐 色 の 粘 土 プ ロ ッ ク 含 む 炭化
物粒子少羅混入 粘性や や 有 締 り 強

2 10YR7/4 に ぶ い黄橙色粘土 炭化物粒子混入 粘
性 や や 有 締 り 強

3 10YR5/3 に ぶ い 黄褐色粘土 炭化物粒子少抵混入
粘性や や有 締 り 強

4 10YR3/3暗褐色粘土 と 10YR5/4 に ぶ い 黄褐 色 粘 土
（地 山 プ ロ ッ ク か ？ ） 炭化物粒子少最混入 か わ

ら け 片 を 少最含む 粘性 ・ 締 り 強

P350 
1 10YR4/4褐 色 と 10YR6/6明黄褐色の混合粘 土 炭

化物粒子 3 %混入 粘性有 締 り 強
2 !OYR4/4褐色 と 10YR6/8明 黄 褐 色 と 2 . 5Y7/3浅黄

色の混合粘土 炭化物粒子混入 1 % 粘性有 締
り や や 強

P352 
1 5YR2/ 1 黒 褐 色 粘 土 炭 化 物 粒 子多 く 含 む 粘性

や や 強 締 り 強
2 10YR5/6黄褐色粘土 と 褐色粘土の混合層 炭化物

粒子少量含む 粘性強 締 り 強
3 10YR3/2黒褐色粘土 炭化物粒子多 く 含 む か わ

ら け細片混入 粘性強 締 り や や 強
4 10YR5/6黄褐色粘土 と 10YR4/6褐色粘土の混合層

炭化物粒子微盤 に 含 む 粘性 ・ 締 り 強

P36Z、 420

L-Z9 .400m 
A -

2 1 ° - 8 

P376 

P37 1  

P380  

P420 

P368 
La29.SOOm 

A - - 8  

口
L=29 .400m 

A旦シi;

B

A - L=29.400m - B 

胃

• P376 
1 10YR3/3 暗 褐 色 粘 土 炭 化 物 粒 子 ・ 地 山 粘 土 プ

ロ ッ ク を 少餓含む 焼土粒子 を わず か に 含 む 粘
A- La29.400m - B 性 や や 強 締 り 強

2 二, 2 10YR3/3暗褐色粘土 炭化物粒子 を わ ず か に 含 む
粘性や や 有 締 り 強

3 10YR3/3暗褐色粘土 炭化物粒子 ・ 地 山 プ ロ ッ ク
を わず か に 含 む 。 粘性 ・ 締 り 強

4 10YR3/4 11音 褐 色 粘 土 地 山 プ ロ ッ ク を 少恨 含 む
炭化物粒 子 及 び焼土粒子 を わず か に 含 む 粘性 ・
締 り 強

5 1 0YR3/4暗褐色粘土 炭化物粒子 ・ 焼土粒子 を わ
ず か に 含 む 粘性 ・ 締 り 強

6 1 0YR4/4褐色土 10YR3/4暗褐色粘土が混入す る
粘性あ ま り な し 締 り 強

7 1 0YR4/3 に ぶ い黄褐色粒土 炭化物粒子 を 少歴含
む 粘性 ・ 締 り 強

8 1 0YR4/3 に ぶ い 黄褐 色 粘 土 2 .  5Y6/3 に ぶ い 黄 色
粘土塊が層 の 中 央部 に 混 じ る 炭化物粒子 が わ ず
か に 混 じ る 粘性強 締 り や や 強

9 10YR6/6明黄褐色粘土10YR4/4褐色粘土の 混合層
粘性や や 強 締 り 強

10 ? 5Y6/3 に ぶ い黄色粘土 地 山 プ ロ ッ ク が滉 じ る
砧性強 締 り や や 強

1 1  10YR4/4褐色砂質粘土 炭化物粒子 を わずか に含
む 粘性 や や 強 締 り 強

〖芍
P385 
L•28.900m 
A - - B  

這；
P386 

A - L•28.900m - B 

～ 
第20図 柱穴断面 ( 2 )
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P362 
I !OYR3/4 に ぶ い 黄褐色土 粘性 あ ま り な し 締 り

強
2 !OYR4/6褐色粘土 炭化物粒子混入 1 % 粘性あ

ま り な し 締 り や や 強
P420 
3 IOYR3/4暗褐色粘土 炭化物粒子混入 1 % 地 i.lJ

粘土混入 粘性有 締 り 弱
4 IOYR4/4褐色粘土 炭化物粒子混入 1 % 地 山粘

土混入 粘性有 締 り 弱
5 !OYR5/6黄褐色粘土 炭化物粒子混入 1 % 地 111

粘土混入 粘性有 締 り や や弱

P368 
I IOY R4/4 褐 色 粘 土 炭 化 物 粒 子 を や や 多 く 含 む

地 山 プ ロ ッ ク を 少最含む 粘性強 締 り や や 有
2 I OYR4/4褐色粘土 2 .  5 Y 7  /3浅黄色粘土 ・ 黄褐色

土 プ ロ ッ ク （ 地 山 ） を 多 く 含む 炭化物粒子 を 少
罹含む 粘性強 ・ 締 り か な り 強

3 !OYR4/4褐色粘土 黄褐色土 プ ロ ッ ク を や や 多 く
含む ( 2 層 よ り は 少 な い ） 炭化物粒子 を 少倣含む
粘性強 締 り か な り 強

P371 
I IOYR3/2 黒褐色土 IOYR7 /6明黄褐色土 と の 混

合土 炭化物粒子 5 %混入 粘性 · 締 り や や 有
2 I OY R4/3 に ぶ い 黄 褐 色 土 炭 化 物 粒 子 1 % 混 入

粘性弱 · 締 り や や 有

P375 
I IOYR3/3暗褐色粘土 炭化物 を 少拙含む 焼土 プ

ロ ッ ク を わ ずか に含む 地 山 粘 土 プ ロ ッ ク を わ ず
か に 含 む 粘性強 締 り や や 強

2 IOYR3/2黒褐色粘土 炭化物 プ ロ ッ ク ・ 壁土 ・ 地
山粘土 プ ロ ッ ク を やや 多 く 含む 粘性強 締 り 弱

3 IOYR2/3黒褐色粘土 炭化物 を や や 多 く 含 む か
わ ら け 片 ・ 地 ［］」粘 土 プ ロ ッ ク を 少罷含む 焼土粒
子 を わ ず か に 含 む 粘性強 締 り や や 強

4 IOYR3/4暗褐色粘土 炭化物粒子 • か わ ら け 片 を
少批含む 粘性 · 締 り 強

5 IOYR4/4褐色粘土 炭化物 プ ロ ッ ク 及 びI OYR5/6
黄褐色粘土 プ ロ ッ ク を 多熾 に 含 む 粘性強 締 り
弱

6 IOYR3/4暗褐色粘土 炭化物粒子 を 少罷含む 粘
性 ・ 締 り 強

7 IOYR3/4暗褐色粘土 炭化物 プ ロ ッ ク を 多 く 含 む
粘性や や 有 締 り 弱

P380 
I IOYR3/4暗褐色粘土 炭化物粒子 を 少最含 む 粘

性 ・ 締 り 強
2 IOYR3/4暗褐色粘土 地 山 プ ロ ッ ク を や や多 く 含

む 炭化物粒子 を 少•巌 ・ かわ ら け細 ）キ を わ ず か に
含む 粘性強 締 り や や 有

P385 
I IOYR3/2黒褐色土 炭化物粒子 を 多盤 に含 む （特

に上部） 粘性 ・ 締 り やや 有
2 IOYR4/4褐色土 地 山 プ ロ ッ ク ・ 炭化物粒子 ・ か

わ ら け細片 を そ れぞれわずか に 含む 粘性 ・ 締 り
や や 有

P386注記 な し゜ 2 m  



P387 

A - L�29.500m - B 

a 
P396 

P387 
1 10YR3/4暗褐色粘土 か わ ら け 片 を 少量 ・ 炭

化物粒子 ( </> 1 mm- 紐mm) を やや多 く ・ 地 山粘
土 プ ロ ッ ク (10YR5/6黄褐色土） を やや 多 く
含む 円 礫 を わずかに含む 粘性 ・ 締 り 強

2 10YR4/6 褐 色 粘 土 地 山 粘 土 プ ロ ッ ク
(lOYR5/8黄褐色土） を 40%含む 礫 を わず

かに含む 粘性や や 有 締 り 強
3 10YR3/4暗褐色粘土 と 10YR5/8黄褐色土の混

合層 炭化物粒子 を わずかに含む 礫 を わず
かに含む 粘性やや 有 締 り 強

4 10YR3/4暗褐色粘土 炭化物 を わずかかに含
む 地山粘土プロ ッ ク を わ ずかに含む 円礫
を わずかに含む 粘性 ・ 締 り 強

5 10YR4/4褐色粘土 地 山 粘 土 プ ロ ッ ク を わず
か に 含 む 炭 化 物 粒 子 を わ ず か に 含 む 粘
性 ・ 締 り 強

P432 

L=29.400m 
A - - 8  

応2

P433 

A

=i
〗こS

B

�
433

屈雷悶誌嗜悶
子 を わずかに含

2 10YR4/6褐色粘土 と 10YR6/6明黄褐色粘土の
4 混合層 炭化物粒子 を わずかに含む 粘性 ・

締 り 強
3 10YR5/4 にぶ い黄褐色粘土 粘性 ・ 締 り 強
4 10YR5/8黄褐色土 粘性あ ま り な し 締 り 強·�〗二 , ;

aoo

旦言
喜喜竺崖s 2 10Y R3/3 暗 褐 色 土 炭 化 物 粒 子 ( </> 3 mm -

5 mm) を 少量 含 む 焼土粒子 を わ ず か に 含 む
地山粘土プロ ッ ク を 少量含む かわ ら け 片 を

P435 

わずかに含む 粘性や や 有 締 り 強
3 2 . 5Y7/3浅黄色粘土 10YR3/2黒褐色粘土が

混 じ る プ ロ ッ ク 状 に 入 っ て い る 粘性強
締 り や や 有

4 10YR4/3 に ぶい黄褐色粘土 炭化物粒子 を 少
撮含む 粘性 ・ 締 り 強

5 10YR4/3にぶ い黄褐色粘土 炭化物粒子 を 少
量含む 粘性 ・ 締 り 強

P402 
1 10YR4/4褐色粘土 10YR6/6明黄褐色粘土 プ

ロ ッ ク を や や多 く 含む 炭化物粒子 を わずか
に含む 粘性 ・ 締 り 強

2 10YR5/4 に ぶ い 黄褐色土 粘性 な し 締 り 弱
3 10YR4/4 褐 色 粘 土 か わ ら け 片 を 少量 含 む

粘性 ・ 締 り 強

P402 

L=29.000m 
A - - B  
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P407 

L •29.700m 
A - - B  

応
P408 、 409

L=29.700m 

喜
B

P41 2 

l•Z9.700m 'l" 

P405 
1 10YR5/8黄褐色粘土 と 10YR5/3 に ぶい黄褐色

粘土 粘性あ ま り な し 締 り 強 人為堆積か
2 10YR5/6 黄 褐 色 粘 土 と 10YR3/4 暗 褐 色 粘 土

炭化物粒子 を 微量含む 粘性あ ま り な し 締
り 強 人為堆積か

3 10YR3/3暗褐色粘土 と 10YR4/4褐色粘土 炭
化物粒子、 焼土状粒子有 粘 性 あ ま り な し
締 り 強

P407 
I 10YR3/4暗褐色粘土 炭化物粒子 ・ か わ ら け

片 を 微量含む 粘性 ・ 締 り や や 有
2 10YR3/2黒褐色粘土 に ぶ い黄橙色土 プ ロ ッ

ク を 少量含む 炭化物粒子 ( </> 1 mm) を 少盤含
む 粘性 ・ 締 り 強

3 7 . 5YR6/8橙色 粘 土 IOYR4/4褐色粘土 を や
や 多 く 含む 粘性 ・ 締 り 強

P408 
1 10YR3/4暗 褐 色 粘 土 炭 化 物 粒 子 微 量 混 入

か わ ら け 片少撮 ・ 地 山 プ ロ ッ ク 20%含む 粘
性有 締 り や や 強

2 10YR5/8 黄 褐 色 粘 土 粘 性 有 締 り や や 強
地 山 の崩落か

3 10YR3/4 暗褐 色 粘 土 炭 化物 粒 子 少 量 混 入
かわ ら け 片少量 ・ 地 山 プ ロ ッ ク 5 %含む 粘
性有 締 り やや 強

P409 
1 lOYR5/6黄褐色粘土 粘性有 締 り やや 強
2 10YR4/4褐色粘土 炭化物粒子少量混入 か

わ ら け 片 少量 ・ 地 山 プ ロ ッ ク 15%含む 粘性
有 締 り 強

3 lOYR5/8 黄 褐 色 粘 士 炭 化 物 粒 子 微量 混 入
粘性有 締 り や や 強

4 10YR4/4褐色粘土 炭化物粒子微量混入 地
山 プ ロ ッ ク 50%含む 粘性強 締 り や や 強

P412 
1 10YR3/4暗褐色粘 土 と 10YR5/4 に ぶ い 黄褐色

粘土 粘性やや 有 締 り 強
2 10YR5/4 に ぶ い 黄褐色粘土 粘性 ・ 締 り 強
3 lOYR5/3 に ぶ い 黄褐色粘土 炭化物粒子少量

混入 粘性 ・ 締 り 強
4 lOYR6/4 に ぶ い黄橙色粘土 炭化物粒子少量

混入 粘性 ・ 締 り 強

P432 
1 10YR2/2黒褐色土 10YR7/6明黄褐色土 と の

混 合 土 7 % 炭 化 物 粒 子 5 % 混 入 粘 性 弱
締 り やや 強

2 10YR4/3 に ぶ い黄褐色土 10YR7/6明黄褐色
土 微 量 混 合 炭 化 物 粒 子 1 % 混 入 粘性 弱
締 り や や 有

P434 

L=29.600m 
A - - B  

マ
P434 
1 10YR5/6黄褐色粘土層 10YR4/4褐色の土混

合 粘性な し 締 り やや弱

L•29.600m 
A- - B  

天3

P437  

L=29.800m 
A - - B 

賃

P442 
L=29. 500m 

A - -

� 
B 

P447 
L:29 .SOOm 

'lf" 
P456 

L=29.200m 
A- - B  

噸2

P469 
l•29. 1 00m 

A - - B  

泣

P435 
1 10YR5/8 黄 褐 色 粘 土 と 10YR4/4褐 色 粘 土 と

10YR7/4 に ぶ い 黄橙色粘土 粘性や や 有 締
り 強

2 10YR3/4暗褐色粘土 と 10YR5/4 に ぶ い黄褐色
粘土 か わ ら け 片 ・ 炭有 粘性やや 有 締 り
や や 強

3 10YR4/3 に ぶ い 黄褐色粘土 粘性やや有 締
り や や強

P437 
1 10YR3/2黒褐色粘土 と 10YR6/6明黄褐色粘土

炭化物粒子 ( c/, 5 mm前後） 2 %混入 かわ ら け
片多量に含む 粘性や や有 締 り 強

2 10YR4/3に ぶ い黄褐色粘土 地 山 プ ロ ッ ク 混
入 粘性やや有 締 り 強

※ 1 層 はSD31埋土 2 層 はP437埋土

4
 

P442 
1 10YR5/6黄褐色粘土 と 10YR3/4暗褐色粘土の

混合層 炭化物粒子 3 %混入 粘性 ・ 締 り 強
(10YR5/6 は地 山粘土）

P447 
1 10YR3/3 賠 褐 色 粘 土 か わ ら け 片 少 量 混 入

炭化物粒子 ( <J, 1 cm大） 混入 地 山 プ ロ ッ ク
20%含む 粘性有 締 り 弱

P456 
1 10YR3/4暗褐色粘土 地山粘土プロ ッ ク を 多

く 含む 粘性 ・ 締 り 強
2 10YR3/4暗褐色粘土 地山粘土プロ ッ ク は ほ

と ん ど入 ら な い 粘性 ・ 締 り 強

P469 
1 10YR3/4暗 褐 色 土 炭 化物粒子 を 少量 含 む

粘性 ・ 締 り やや 強
2 10YR4/4褐色土 地 山 プ ロ ッ ク を わず か に 含

む 粘性あ ま り な し 締 り 強

P51 9 

L=29.600m 
A - - B 

為2

P 519 
1 10YR3/4暗褐色土 炭化物粒子 を わずかに含

む 粘性あ ま り な し ・ 締 り 強
2 2 .  5Y6/3 に ぶ い黄色粘士 プ ロ ッ ク 主体 1 層

の土がま じ る 粘性 ・ 締 り 強

゜ 2 m  

第21図 柱穴断面 ( 3 )
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2 出土遺物

57次調査で出土した遣物は、 かわらけ（ロクロ ・手づくね）、 国産陶器（常滑、 渥美、 須恵器系）、 輸入陶

屈器（青磁、 白磁、 青白磁、 陶器）、 瓦（軒丸瓦 、 軒平瓦、 丸瓦、 平瓦）、 木製品、 石製品、 鉄器、 甜禍、 な

どがある。 ここでは種類ごとに概要をまとめ、 遣物の出土状況については皿 . 1で、 個々の遺物の特徴につ

いては観察表で触れることとする。

〔1〕 かわらけ（第27�30図・写真図版22�25)

12世紀のかわらけは57次調査全体で221,964 g出土した。 内訳は堀内部地区136,948 g、 堀外部地区85,016

gである。

出土したかわらけに関しては遺構出土のものを中心に掲載した(137点）。 個々の特徴については表にまと

めている。 かわらけはロクロ整形と手づくねに分けられ、 手づくねかわらけは以下のように分類される。

C 3 … 2段なで、 口縁部面取りなし C 4 … 2段なで、 口縁部をつまみ上げ

C 5 … 2段なで、 口縁部面取りあり

D3 … 1段なで、 口縁部面取りなし

D2 … 1段なで、 D縁部外反

D4 … l段なで、 口縁部面取りあり

ロクロかわらけについては特別、 形態分類をしていないが、 法量は表に載せている。 これは実測図上で計

閲したものである。 よって反転実測で求められた数値を記している場合もある。

〔2〕 国産陶器（第31�34図・写真図版26�30)

遣構内外から認世紀の国産陶器（常滑産、 渥美産、 須恵器系）の破片が多量に出土している。 堀内部地区

では常滑産陶器は34片、 渥美産陶器は54片、 須恵器系陶器が15片である。 合計すると103片になる。 堀外部

池区では常滑産陶器は56片、 渥美産陶器は125片、 須恵器系陶器が33片である。 合計すると214片になる。 面

偵が小さいわりに堀外部地区からの出土は多かった。

〔3〕 中国産陶磁器（第35·36図 ・ 写真図版30·31)

白磁31片 、 青磁2片、 青白磁〇片が出土した。 代表的なものを実測し、 写真と観察表には実測しなかった

ものも加えて全点を掲載した。 中国産陶器は20片が出土し、 その大半を掲載した。 中国産陶磁器の構成は以

下のようなる。 また、 堀内部・外部とに分け、 過去の出土量に加算したものも併せて作成したものは総括編

に記載した。

〔4〕 瓦（第37図·写真図版31)

今回の調査では少量しか出土していない。 この中から代表的なものを中心に軒丸瓦1点と丸瓦2点、 平瓦

2点を掲載した。
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貿易陶磁器構成 (57次）

器種 壷類
_,_ 

椀 類 JIil 
I 

II ill II III 椀 化 化 化 N V 化 化 II 疋ヽ. , . 
総

逍跡名 白 有 無
細分類 III 椀 無 II N V VI ¥'Ill Jill 有 jll .. E 、 II 皿 N V VI 

窯 数椀 椀

系 系 系 類 皿 Jlll 皿 椀 V VIII JIil Jill m 

柳之御所内部地区

゜
3 4 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 10 

柳之佃所外部地区

゜
7 4 1 0 0 0 0 1 0 2 0 0 3 4 0 0 0 0 0 0 0 0 

゜
1 0 0 23 

総 数

゜
10 8 1 0 0 0 0 1 0 2 2 0 3 4 0 0 0 0 0 0 0 0 

゜
1 1 0 33 

貿易陶磁器構成 (57次）

種類 青 磁
行白磁 陶 器

分類 龍泉窯系 同安窯系

＇ 
逍跡名

青
椀 13 13 15 椀 椀 合 小 褐 黄 緑 緑 絞 13 陶 総数

器種 椀 皿 亜＝只 椀 椀 椀 Jill 椀 1111 暉''" 芦~ 特 特 胎 陶

JIil 1111 m"'・ ミ, 1111 1111 Jill 子 叩ユ= 壷 ~ 咄 ,~ 亜 盤 戸,mス 器 器

柳之御所内部地屈 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

゜゚゜゚
0 1 0 0 

゜
1 

柳之栂所外部地区 0 0 Z 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 13 0 0 0 0 

゜
20 

総数 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 13 0 1 0 0 

゜
21 

〔5〕 木製品（第38図・写真図版32)

園池23SG 1に設定したトレンチT-3Cでは23SG 1より古い井戸と考えられる遺構57SE 2が検出さ

れている。この遺構の検出面及び埋土から 9点ほどを取り上げ、その全てを掲載した。種類を特定できるも

のは少ないが4001は排水路の側板が破損したものと考えられる。 4005は削り出しの縁を持つ板材である。

〔6〕 その他の遺物（第37·38図・写真図版32~34)

羽口 5001は遺構外出土である。

士甘渦 5002は柱穴 (P359) から出土した。ほぼ完形品で、注口もつくりだしてある。内面には付着物が残

る。

刀子 5003は腐食が著しい。遺構外出土により 12恨紀のものではない可能性もある。残存値での長さ9.8cm

を測る。

碁石 57 SE 1より出土したが、遣構に伴わない。

砥石 5004は柱穴 (P321) から出土した。上部を欠く。

縄文土器・石器 (5006-5013) 堀外部地区を中心に土器・石器が散布していた。状態の良いものを掲載し

たが、遺構に伴って出土したものはない。

煙管 遣構外から 2点出土している

近世・近代の陶磁器 堀内部地区の東側調査区を中心にコンテナ (42X 32 X 30cm)で0.5箱ほどの出上があっ

た。
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口ーニ こニエ三ノ
1~36は23SG1
1~5はT1 6~15・17はT2A

□□工三望 19~23はT2C 23は57SE3
16・24~36はT3A

ロニ 二
~2 こ二ニ三三~3 ~ 三ー14

こ二三三ジ）;5 ~ こ三＝ニク16

□三三＝二~o

こ二ニ三三ジ~,
ーニ ,-、___, " 

22 

ロニ三~eし三 ~ ニ三

口こ＼

こ二戸 、二~0
36 

第27図かわらけ (l)
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ピ三:::?so ごロロニ三〕

こ三三二

□三二J.5~三ロニ

~ 

□□ロニ~

~ ニ→ ーニぇ

\ー~
37は23SG1・T3A
38~48は23SG1・T3B
49·50は 23SG1• T4 

二二□三1,2

,---、
（、＇

51・52は23SG1・T5
53は57S032
54は57S035

二□□□二／
ロニニニ三ご三二~。

{ C、一 こ1 ご三エニぇ 55~65は57SD40

更ーーロ3 ~ 三三~4 麦゜
1 : 3 10cm 

第28図かわらけ (2)
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ご三三三え

こ三王亨。
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こ7 ミニ~8
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□三三二ご三~三 二~。
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第29図かわらけ (3)
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第30図かわらけ (4)
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第31図渥美産陶器 (l)
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第32図 渥美産陶器 (2)・常滑産陶器 (l)
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第33図常滑産陶器 (2)
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第34図 須恵器系陶器他
ふ

-56 -



e::;;;:; ,f 三〗〈〗／

□ ロ05'1I :,,.> 2006 
喜,~.,~鳳。1()〗
□ ~ll • ,§ 

2012 - :/  /~--

／ニヵ □ 2011 口:!
V!,~q~:!7 

□ I~7) 2023 2024 

□。／二~?
0 1 : 2 5cm 
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第36図中国産陶磁器 (2)
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第38図 木製品・縄文土器・石器
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柱穴番号 椋高 (m) 深さ (cm) 備 考

I 26 034 未堀
柱穴番号 標高 (m) 深さ (cm) 備 考

85 26 052 未堀
標裔 (m) 深さ (cm) 備 考

169 25. 976 未堀

2 26 032 未堀 86 26. 019 未堀 170 25 826 未堀

3 26.010 未堀 87 26.024 未堀 171 25 740 未堀

4 25. 996 未堀 88 25. 980 未堀 172 25 647 未堀

5 25. 925 未堀 89 25. 940 未堀 173 25.467 未堀

6 25. 930 未堀 90 25 822 未堀 174 25.490 未堀

7 25. 940 未堀 91 25 795 未堀 175 25. 661 未堀

8 25.875 レベル不明 92 25. 773 未堀 176 25. 575 未堀， 欠番 93 25 659 未堀 177 25.475 未堀

10 25. 605 未堀 94 25 605 未堀 178 25. 502 未堀

11 25. 350 12 6 95 25 700 レベル不明 179 25. 667 未堀

12 25 643 レベル不明 96 25. 445 未堀 180 25. 670 未堀

13 25 856 未堀 97 25. 744 未堀 181 25. 388 未堀

14 25 798 レベル不明 98 25. 724 未堀 182 25 620 未堀

15 25.850 未堀 99 25 473 未堀 183 25 402 未堀

16 25. 664 未堀 100 25. 656 未堀 184 25. 594 未堀

17 25. 736 レベル不明 101 25.442 未堀 185 25. 643 未堀

18 欠番 102 25. 643 未堀 186 25.535 未堀

19 25 551 未堀 103 25 593 未堀 187 欠番

20 25. 716 未堀 104 25 645 未堀 188 25. 470 未堀

21 25. 761 未堀 105 25. 698 未堀 189 25.402 未堀
22 25. 789 未堀 106 25.645 未堀 190 25.365 未堀
23 25. 795 107 25. 554 未堀 191 25. 345 未堀
24 25. 766 未堀 108 25 670 未堀 192 25 249 未堀
25 25. 738 109 25. 504 未堀 193 25. 334 レベル不明

26 25 958 未堀 110 25. 623 未堀 194 25. 375 未堀
27 25.857 未堀 111 25. 717 未堀 195 25. 250 未堀
28 25. 972 未堀 112 25 715 未堀 196 25.283 未堀
29 25 685 未堀 113 25.632 未堀 197 25.448 未堀
30 25 865 未堀 114 25.697 未堀 198 25. 575 未堀
31 25. 981 未堀 115 25. 670 未堀 199 25. 585 未堀
32 25. 998 未堀 116 欠番 200 25 568 未堀
33 26 038 未堀 117 25 692 未堀 201 欠番
34 26 015 未堀 118 25. 642 未堀 202 欠番
35 25. 969 未堀 119 25. 594 未堀 203 25. 511 未堀
36 25. 870 未堀 120 25. 620 未堀 204 25. 552 未堀
37 25 848 未堀 121 25.662 未堀 205 25 470 未堀
38 25.828 未堀 122 25. 657 未堀 206 25. 559 未堀
39 26.153 未堀 123 207 25. 486 未堀
40 26.134 未堀 124 25. 613 未堀 208 25. 526 未堀
41 26 .115 未堀 125 25 624 未堀 209 25. 517 未堀
42 25 686 15.3 126 25. 640 未堀 210 25.138 未堀
43 25. 686 13 2 127 25. 592 未堀 心 211 25.140 未堀
44 25. 726 レベル不明 128 25. 533 レベル不明 212 25. 615 未堀
45 25. 950 未堀 129 欠番 213 25 621 未堀
46 25.806 未堀 130 25. 638 未堀 214 25. 532 未堀
47 26 .198 未堀 131 25. 650 未堀‘ 215 25. 476 未堀
48 26.190 未堀 132 25. 642 未堀 216 25. 355 未堀
49 26 218 未堀 133 25 526 未堀 217 24. 730 未堀
50 26 158 未堀 134 25.654 未堀 218 24. 994 未堀
51 26 .152 未堀 135 25. 640 未堀 219 24. 756 未堀
52 26.138 未堀 136 25. 667 未堀 220 25. 391 未堀
53 26. 101 未堀 137 25 602 16. 6 221 25 350 未堀
54 26 090 未堀 138 25 628 未堀 222 25. 215 未堀
55 26 .156 未堀 139 欠番 223 24. 615 未堀
56 26 .115 未堀 140 25. 561 未堀 224 25. 038 未堀
57 26 133 未堀 141 25. 601 未堀 225 24. 985 未堀
58 26.122 未堀 142 25. 568 未堀 226 25. 022 未堀
59 26.085 未堀 143 25. 660 未堀 227 24. 545 未堀
60 26.153 未堀 144 25. 628 未堀 228 25.190 未堀
61 25 662 未堀 145 25 695 未堀 229 27 375 9.1 

62 25 660 未堀 146 欠番 230 27. 376 7.6 
63 25. 569 未堀 147 25. 533 未堀 231 27. 378 30.0 
64 25. 609 未堀 148 25. 679 15.0 232 27. 596 20.8 

65 25. 604 未堀 149 25 642 10. 2 233 27. 632 32.0 

66 25 851 未堀 150 25. 610 14.0 234 27 596 19.6 
67 25.829 未堀 151 25. 579 未堀 235 27. 564 レベル不明
68 25. 886 未堀 152 欠番 236 27. 580 9.2 

69 25 850 未堀 153 25. 734 未堀 237 27. 600 8.5 

70 25. 779 未堀 154 欠番 238 27 568 1. 9 

71 25. 605 未堀 155 26. 235 未堀 239 27 .588 16. 0 

72 25. 520 未堀 156 26 .133 未堀 240 27. 568 6 4 

73 25 538 未堀 157 26 073 未堀 241 27. 548 未堀
74 25 589 未堀 158 25.807 未堀 242 27. 018 32.2 

75 25.420 未堀 159 25.880 未堀 243 欠番

76 25.444 未堀 160 25.827 未堀 244 25.106 未堀
77 25 453 未堀 161 25 976 未堀 245 25. 295 未堀
78 25 374 未堀 162 25 832 未堀 246 25.208 未堀
79 25 602 未堀 163 25. 900 未堀 247 25.278 未堀
80 25. 553 未堀 164 25. 925 未堀 248 25.258 未堀
81 25. 582 未堀 165 25. 665 未堀 249 25. 344 未堀

82 25.380 未堀 166 25. 676 未堀 250 25. 307 未堀

83 25 613 未堀 167 25 660 未堀 251 25.338 未堀

84 26 043 未堀 168 25. 972 未堀 252 25.400 I 未堀 l 

柱穴計測表 (l)
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杵穴酢り 椋，•,':; (Ill) 深さ 1cm) 備 Jt, 村穴番り 椋，心； (111) 深さ (CJnl 佃j !5 村穴番り・ 椋砧； (111) 深さ (cm) 佃j 考

2s:i 25 ,J75 未堀 :Jfi9 29 311 12 5 ,15:J 29 070 :1 8 
2;i,J 2S~97 木堀 370 29 336 10 1 4o4 29 12~ 27 1 

255 25'i1S 未堀 371 29 397 22 :i 455 29 160 5 8 

2:iG 25 595 未堀 ::172 2~113 6,1 9 ,J5(i 29 HG 20 6 

2:i7 欠番 373 29 :rn,1 32 2 ,157 欠番

2S8 2:i 331 19 2 :m 29 355 10 Ii 158 29 180 14 0 

259 z~9:,3 未堀 :J7S 29 290 :iO Z 459 欠番

260 25 :)95 ~'堀 376 29 271 ss 1 460 欠番

261 2:i 27:i 未堀 377 29 250 67 S 461 欠爵

ZGZ 25 210 未堀 3i8 28 92-1 H 2 462 欠番

2G:J 25 215 未堀 379 29 080 17 2 16:J 28 986 5 6 

26l 2S 160 未堀 :J80 29 050 32 G ,16~ 28 980 7 2 

265 2S 3:l9 未堀 381 29 J2;1 :1:J 0 465 28 930 20 0 

266 欠番 382 28 898 9 2 466 欠番

267 21 795 未堀 383 28 900 レヘルイ澗j ,JG7 欠番

2(i8 2-1 675 未堀 :JS,¥ 28 716 1~Z ,168 欠番

301 欠番 38S 28 78,1 18 9 469 29 052 zo z 

302 29 970 木堀 381i 28 77,1 19 3 470 28 9:ll 27 1 

303 29 9S5 32. 5 387 29 :H:J GI ,J 171 28 !120 4湯1¥
:JO~ 29 li60 16 S :J88 欠& 172 n 474 17 8 

:JO:i 29 :,31 HJ 3 :,8;) 欠番 ,J7:J 28 806 6 6 

306 欠番 :mo 欠番 474 28 772 16 0 

30i 29~~5 H~ :l91 28 856 :18 0 ,170 28 81G 21 2 

:,08 欠番 :192 28 7,16 12 4 ~76 28 710 20 0 

309 29.161 15 9 :J9:l 28 0:1,1 19 0 ~77 28 650 17 5 

310 2¥J :is~ 23 8 :l!H 28 Gl2 15 G 478 28 622 7 8 

311 欠番 :rns 28 592 8 8 179 28 57:J 11 :i 

:i12 28 912 未堀 :J9G 28 6~2 3:l~ 180 29 328 25 G 

:Jl:J 欠番 :l97 欠番 ,181 29 269 15 9 

3H 欠番 :J¥18 29 151 (i :1 482 29 160 15~ 
31 S 2D %0 20 6 ;)99 29 :i:io 15 7 ~83 29 110 22 0 
:rn; 欠番 ~00 29 :,,M 21 6 181 29 00~ 10 8 

317 欠番 ,101 29 908 レベルイ渭lj ~85 28 915 19 G 

318 欠番 ,102 28 958 29 :1 ,18G 28 971 28 9 

319 29 910 20 0 ,10:, 29 OH ¥) 8 ~87 29 069 22 9 

:mi 29 9:;o Hi 0 ~0,1 29 058 IG 8 ,J88 28 902 l:J I 

:m 29 910 レベル不明 -105 29 266 ,1:J 0 ,18!) Z8 985 8 6 

322 29 810 レベルが明 ,IO(i 29 ,152 レベル不ljj 490 28 8:lO 15 0 

323 欠番 407 29 G07 :M 8 ~91 2¥J 17:l 17 8 

:,2~ 29 510 10 0 ~08 29 :i70 12 0 ~92 欠番
,')"_}「,-, 欠番 ,109 2!) 5!)7 2:; 0 ,19:J 欠番

326 29 S8S ,J 3 ,11() 29 616 :n ,1 ,194 欠番

327 29 (i(i5 31i 9 411 29 628 22 9 " ~95 29 125 4 7 

328 29 555 21 1 112 29 58,¥ 58 G ,190 欠番

:J29 29 503 21 9 11:1 29 ,120 IS G ~97 29 077 27 2 

:ml 29 :i11i C ,） J C ,JH 29 ,1,15 21 I ,J98 28 8;5 木JJ11¥
331 欠爵 ~JS 29 1:J2 '-)') - ~99 欠酢

:n2 29 589 17 8 4 IG 欠番 500 欠番
,,),,,),,,) , 2¥) ,133 38 8 117 2!l :MO :15 ,J 501 28 G59 22 1 

331 29 111 26 l ~18 29 :15:J :i1 2 502 28 ()16 未坊1¥
0,,,0,c ,) 29 :is:i 11 9 ,119 2¥1 281 :1¥J 5 50:l 29 128 13 G 
:rn; 29 170 :JO 9 "20 29 286 52 1 50" 29 102 12 8 

:i:l7 29 509 20 0 ,12 I 2!) :J2!) :2,1 9 sos 29 !:JO 18 6 

338 29 171i 23 3 ,122 "9 ]8,j 22 7 506 29 10G 16 6 
3:)9 29~28 1 1 /42:J 29 12,1 18 6 S07 29 060 10 G 

:MO 29 555 :is 9 ,1z,1 28 998 l:l8 508 28 965 ,1 9 

311 29 5G8 :,,1 :J ,125 28 799 :i1 8 509 28 517 36 3 

312 29 (i12 10 S ~2(i 29 099 JO 2 ;i]Q 欠香
3,13 29 fi22 ,13 6 ,127 28 922 6 1 511 28 970 未堀
:111 29 G39 25 8 ,128 欠番 G12 欠番

:i1s 29 580 21 1 /42D 28 925 12 0 513 欠番
:w; 29 550 17 9 ,no 28 792 1:J 8 511 29 :353 17 9 

317 29 610 21 7 ,1:i1 28 4G2 2,1~ :il:i 欠番

3-18 29 60(i 18 8 1:12 2() ,108 28 8 516 28 912 12 6 
3,19 29 190 Hi 5 ,J:J:l 28 957 ,18 I :"il 7 29 316 12 3 
:iso 29 :i56 ,10 3 ,J:J,J 29 525 J:l 0 518 欠番

3!il 29 353 30 1 ,1:;5 29 392 ]:J 0 519 29 518 18 9 

352 29 -173 58 1 ,J3G 29 529 17 0 520 29 583 13 1 

353 29 ,¥32 19. 9 ,1:l7 29 fi:J:J 15 5 521 29 121 l(j 8 

3:i-1 29 110 ~s s ~:J8 29 2:J7 ,J:; I 522 28 7~0 20 5 
.),,-;)-,) 29 371 19 9 ,1:J(J 28 G5G 20 1 ;i23 28 860 1,1 8 
3;i(i 29 :J28 13 0 ,1~0 28 802 29 1 521 29 201 H fi 

35i 29 270 10 1 /44 I 欠番 525 28 877 6 5 
:JS8 29 280 15 S ,Mz 29 450 25 9 526 29 155 6 3 
3S9 29 180 H 0 ,1,1:i 29 458 16 3 527 29 2,10 32 5 

360 29 137 35 8 4,14 29 85(i レベル不明 528 29 630 5 0 断面のみ
31il 29 235 13 5 445 29 916 レベルイ;iリ） 57SK31 28~GS 16 5 柱穴になった
3G2 29 293 3 (i ,J,J(i 29 5IO :15 0 57SX28 28 978 11 3 柱穴になった
3(i:l 29 125 11 8 ,,~, 29 4:J3 58 0 57SX29 29 000 15 0 札穴になった
361 2() 201 39 7 448 欠番

365 29 1(i2 8 2 ,1'1() 29 G:JO 21 G 

31ili 29 296 32 (i ,150 29 ,122 7 G 

3£i7 29 295 l(j 1 ,151 欠番

3G8 29 ,100 58 0 ,152 29 !El 17 0 
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番号 出 土 位 置 分類
法量 (cm)

底径／口径 備考 図版 譴口径 底径 器高

1 23S G 1、T1・11層③ C3 13.6 2.5 27 22 

2 23S G 1、T1・11層① D3 13.2 2.4 風化著しい 27 22 

3 23S G 1、T1・11層② D3 8.6 1. 7 風化 、 27 22 

4 23 S G 1、Tl D3 13.4 2.9 27 zz 
5 23S G 1、Tl ロクロ小 7.8 4.5 2.1 0.58 27 22 

6 23S G 1、T2 A・3層①1 C3 13.6 2.6 27 22 

7 23S G 1、T2 A・3層③ C 5 13.0 2.9 27 22 

8 23S G 1、T2 A・4層⑪1 D4 14.4 2.9 27 22 ， 23S G 1、T2 A・4層⑧ C 3 13.4 2.8 27 22 

10 23 S G 1、T2 A・4層⑩1 D3 13.0 2.8 27 22 

11 23S G 1、T2 A・4層⑦ D3 13.4 3.0 27 22 
12 23S G 1、T2 A・4層⑨1 D3 13.2 2.0 風化著しい 27 22 

13 23 S G 1、T2 A・5層⑤ D3 8.8 1.4 風化著しい 27 22 
14 23S G 1、T2 A・6層②2 D2 9.0 1.4 歪み 27 22 
15 23S G 1、T2 A・6層②1 D3 9.0 1.8 風化 27 22 
16 23S G 1、T3 A・4層⑪ D3 9.2 1.6 27 22 
17 23 S G 1、T2A・1-11 D4 13.2 2.6 27 22 
18 23S G 1、II期池盛土 D3 13.8 1.2 すのこ痕 27 22 
19 23S G 1、T2 C・2層③ C 5 13.2 3.0 すのこ痕 27 22 
20 23 S G 1、T2 C・2層① D4 13.5 2.7 27 22 
21 23 S G 1、T2 C・2層② D3 9.0 1. 7 27 22 
22 23S G 1、T2 C・2層① ロクロ大 14.4 6.0 3.5 0.42 風化著しい 27 22 
23 23S G 1、T2C・10層⑤(SE 3) ロクロ大 9.6 (2.5) 特大のかわらけ 27 22 
24 23 S G 1、T3 A・2層⑨ ロクロ小 8.1 5.3 2.2 0.65 表面剥落、石多 27 22 
25 23S G 1、T3 A・2層⑧ ロクロ小 8.5 5.0 2.1 0.59 24と同じ胎土 27 22 
26 23S G 1、T3 A・3層② C4 13.8 3.3 表面剥落 27 22 
27 23S G 1、T3 A・3層③ ロクロ小 8.4 4.5 1.6 0.54 28と同じ胎土 27 22 
28 23S G 1、T3 A・3層⑭ D3 14.4 3.2 27 22 
29 23S G 1、T3 A・3層① D4 13.8 3.3 表面やや剥落 27 22 
30 23S G 1、T3 A・3層⑮ D4 13.0 2.8 27 23 
31 23S G 1、T3 A・3層⑫ ロクロ大 13.9 6.7 3.7 0.48 表面は風化している 27 23 
32 23 S G 1、T3 A・3層⑮ ロクロ大 13.1 7.0 3.2 0.53 風化著しい 27 23 
33 23 S G 1、T3 A・4層⑰ C3 13.0 2.7 27 23 
34 23S G 1、T3A・l-4層 C 5 12.6 (2.5) 

｀ 
27 23 

35 23S G 1、T3A・1-4層 D3 10.2 1.8 27 23 
36 23S G 1、T3A・1-4層 ロクロ小 5.8 (0. 9) 28 23 
37 23S G 1、T3 A・3層④ D4 12.8 2.9 低部穿孔 28 23 
38 23S G 1 、 T3B•la 層① C3 14.0 3.3 28 23 
39 23S G 1 、 T3B•la 層② D4 13.9 2.6 風化著しい 28 23 
40 23S G 1 、 T3B•la 層④ ロクロ大 12.8 (2.4) 表面が剥落 28 23 
41 23S G 1、T3B・ld層⑦ D3 9.3 1.9 28 23 
42 23 S G 1、T3B・ld層⑨ D3 9.2 1. 7 風化著しい 28 23 
43 23S G 1、T3 B・1層 D3 7.9 1.4 28 23 
44 23S G 1、T3 B・1層 ロクロ小 8.3 5.6 1.5 0.67 28 23 
45 23S G 1、T3B・ld層⑥ C3 13.0 3.1 表面が剥落 28 23 
46 23S G 1、T3B・ld層⑧2 ロクロ大 14.0 8.0 3.1 0.57 28 23 
47 23S G 1、T3B・ ③ C 5 14.6 2.5 風化著しい 28 23 
48 23S G 1、T3A・1-4層 DZ 13.4 2.0 28 23 
49 23S G 1、T4・3層① D3 12.2 3.2 風化著しい 28 23 
50 23S G 1、T4・1-5層 ロクロ小 7.6 7.0 1.3 0.92 28 23 
51 23S G 1、T5・1層② D4 13.0 2.6 風化著しい 28 23 
52 23 S G 1、T5・2層① D4 13.1 3.0 28 23 
53 57 S D32埋土 C 5 13.8 (2.5) 28 23 
54 57 S D35、4層 D3 9.6 (1. 7) 28 23 
55 57 S D40埋土③ D3 14.4 3.2 28 23 
56 57 S D40埋土 D3 13.8 (2. 9) 28 23 
57 57 S D40埋土 D4 15.6 3.1 28 23 
58 57 S D40埋土 D4 12.7 2.9 28 23 
59 57 S D40埋土 D4 13.8 (2.4) 28 24 
60 57 S D40埋土 D4 13.8 2.9 28 24 
61 57 S D40埋土 D4 14.4 (2.4) 28 24 
62 57 S D40埋土 C 3 9.2 2.0 28 24 
63 57 S D40埋土 C 3 9.2 1.6 28 24 
64 57 S D40埋土 C 3 8.8 1.9 28 24 
65 57 S D40埋土 C4 10.0 1. 7 28 24 

66 57 S D40埋土 D2 8.6 1.6 29 24 

67 57 S D40埋土 D3 9.0 1.8 29 24 

68 57 S D40埋土 D3 8.8 2.0 29 24 

69 57 S D40埋土 D3 9.2 1.5 29 24 

柳之御所57次かわらけ観察表 (1)
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番号 Ill 土 位 ri'i: 分頻
法批 (cm)

底径 u径 fiiii 考 図版 賃巖LI径 底径 器蒻

70 57 S D40狸十 D3 8.8 1.6 29 24 

71 57 S D40狸土⑤ D3 8.6 2.1 29 24 

72 57 S D40H!!.~I孔．⑦ D3 8.8 1. 5 29 24 

73 57 S 040:!-lll土 D4 8.6 l. 9 29 24 

74 57 S 040:l'll土① D4 8.5 1.8 29 24 

75 57 S D40狸土 D1 8.4 1. 8 29 24 

76 57 S D40狸土② ロクロ小 5.8 (1.2) 29 24 

77 57 S D40:l!H・I・ ロクロ）く 7.0 (2. 9) 29 24 

78 57 S D4H'IじI:: C3 12. 6 2.5 29 24 

79 57 S D4 lt'll±. C 5 13.6 2.8 29 24 

80 57 S D41狸士 C 5 J 2.6 2.8 29 24 

81 57 S D41狸土① D3 13.6 3.0 砂多い胎土 29 24 

82 57 S D41月［土 D 2 12.6 2.4 29 24 

83 57 S D4 1哩土 D 2 8.2 1. 7 夕j./氏1こ奇＇：［悲目痕 29 24 

84 57 S D41狸上 D3 8.0 2.1 大きく歪む 29 24 

85 57 S D41:t'l¥士 D3 8.6 1.8 砂多しヽ 11合土 29 24 

86 ci7SD4lJ-J]!_土 D3 8.2 2.0 歪み布り 29 24 

87 57 S 041狸 I・ D4 9.4 1. 8 29 24 

88 57 S D41狸土 ロクロ）く l2 2 6.4 3.7 0.52 29 24 

89 57 S D4 I狸上 ロクロ大 14.8 7.0 3.8 0.47 29 24 

90 57 S D4l狸土 ロクロ小 8.5 5.3 2.0 0.G2 風化芳しい 29 24 

91 57 S D4 l埋土 ロクロ小 9.0 6. 1 1.7 0.68 29 24 

92 57 S D4l狸士． ロクロ小 8.8 6.4 1.6 0.73 29 24 

93 57 S 04 I期土 ロクロ小 8 7 5.8 I. 7 0.67 表而風化 29 24 

94 57 SE  2罪土 D3 13.0 (2. 9) 風化 29 24 

95 57 SE  2 J-'J!. 土 C ,¥ I ,I. 0 2.5 29 24 

96 57 SE  2、① ロクロ小 9.9 5.6 3.3 0.57 表iiriが剥落 29 24 

97 57 SE  2、②2 ロクロ）ゞ 13.6 7.2 3.5 0. 53 29 24 

98 57 SE  2、 4悩 ロクロ）く l3.G 6. ,1 ." ,. -I 0. 47 29 24 

99 57 SE  2、 4/,;外 ロクロ）く 14 .4 G.8 3. I 0.47 29 24 

100 57 SE  2、 4II"',: ロクロ）く 12.8 8.4 3.0 0.GG 焼成良くない 29 24 

101 57 SE  2、IJ/,li ロクロ）く 12.9 6.0 3.9 0.47 風化署しい 29 25 

102 57 SE  2 狸—1-. ロクロ）ゞ 13.4 6.0 ,1.2 0.40 29 25 

103 57 SE  2、② 1 ロクロ小 8.2 4.6 2.0 0. 56 すのこ痕 29 25 

104 57 SE  2、 7I肛i ロクロ小 9.4 5.G 2.2 必 0.60 29 25 

105 57 SE  2、 8-121,;,-,: ロクロ小 8.0 5.0 1. 7 0.63 29 25 

106 57 S E 2 J-!¥l土 ロクロ小 7.7 ,J.8 2.4 0.62 風化 30 25 

107 57 SE  2狸．―I. ロクロ小 8.4 6.2 2.0 0.74 棗み大 30 25 

108 57 SE  2狸土 ロクロ小 8. I 5.8 I. 9 0.72 30 25 

109 57 SE  2狸上 ロクロ小 8.6 5_,j 1 .4 0.63 30 25 

110 S7 S XZJ、i1)i浴 l:.1I―I D3  13.4 2.6 30 25 

Ill 57 S XZI狸土 C4 10.:i 1.8 外底に籾痕 30 25 

112 57 S X2tJJI¥土 ロクロ小 8.0 4.8 I. 9 0.60 30 25 

113 57 S X2l、/J'.り落土中 脚部、骨ii 30 25 

114 57 S X 2GJ:L]!_土 ロクロ大 ],! .8 s.,1 3.2 0.6 '¥')・ 針・ 30 25 
115 57 S X26皿土 ロクロ小 9.0 5.8 I. 7 0.6 砂、骨針 30 25 

I JG P335t11U:. D4 13.2 2.4 30 25 

117 P337、 1Iや,,: ロクロ小 8.4 6.0 l.2 0.7 30 25 
118 P368狸土① ロクロ小 8.8 6.2 l. 7 0.7 砂、 •i'l令I 30 25 

119 P 396狸．十． C 3 10.8 2.0 30 25 
120 37-28周刃、検出 C 4 13.8 3.2 30 25 
121 38-29周辺 04 12.4 り.:,. .:, 0 歪み、すのこ痕 30 25 
122 36-28周辺、粗掘 D4 15. 6 3.1 30 25 
123 36-28周辺、粗JJ:ii D4 9.4 2.2 30 25 
124 39-29・39-30、検出 D ,J 9.0 l 7 風化 30 25 
125 37-29周辺、粗掘 C4 9 .1 1. 6 砂多い胎土 30 25 
126 36-28周辺、粗り：ii ロクロ小 7.6 5.2 1. 4 0.7 30 25 
127 37-29、IVI曽 ロクロ小 7.8 4.S 1.7 0.6 30 25 
128 38-29、IV),,羽上部A ロクロ小 8.8 .)r.~ / 2.2 0.6 30 25 
129 90-73、 I-II層 C 3 13.4 2. 1 30 25 
130 90-70 D3  9.8 1.8 30 25 
131 90-71埋土 内折iし 9.0 1. 1 30 25 
132 89-72、 I-III悦 ロクロ大 13.2 9.4 3.1 0.7 30 25 
133 89-70-89-7]、 I-Il I位 ロクロ大 14.6 7.0 4.2 0.5 30 25 
134 89-70-89-71、 II歯 ロクロ大 (2. l) 4.2 風化 30 25 
135 89-70-89-71、 I-III凶 ロクロ小 9.4 6.6 2. l 0.7 30 25 
136 91-71:rllし1こ ロクロ小 9.8 7.0 l. 9 0.7 30 25 
137 89-70-89-7]、 Il@i ロクロ小 (1 .4) 4.4 30 25 
138 36-28・36-29、IV、VIIIや'i ロクロ w~ ・し布 IJ 写輿のみ
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番号 種類 器種 部位 出土位置 年代など そ の 他 図版 写真図版

1001 渥美 山茶碗か 口縁 89-70・89-71、I・II層 31 26 

1002 渥美 山茶碗 口縁 35-27-44-33、粗掘 31 26 

1003 渥美 山茶碗 口縁 37-29周辺、 m層 31 26 

1004 渥美 皿類 体部 37-29周辺、旧-N層 内面釉 31 26 

1005 渥美 広口壺 口縁 37-27・37-28、N・VI・VII層 31 26 

1006 渥美 甕 口縁 85-70-85-71、I層 31 26 

1007 渥美 広口壺 口縁 86-72・87-72、I層 31 26 

1008 渥美 甕か 体部 57 SE 1埋士 31 26 

1009 渥美 壺類か 体部 89-70-89-71、I層 31 26 

1010 渥美 甕 口縁 P 372、W層 31 26 

1011 渥美 甕 口縁 37-28-37-29、粗掘 31 26 

1012 渥美 甕 口縁 37-28-37-29、粗掘 31 26 

1013 渥美 甕 口縁 35-28、粗掘 31 26 

1014 渥美 壺類か 頸部 57 SE 2埋土 ' 31 26 

1015 渥美 甕 頸部 23 S G 1、75-78・II期盛土検 31 26 

1016 渥美 売 頸部 57 S X21埋土 31 26 

1017 渥美 鉢類か 体部 57 SE 2埋土 31 27 

1018 渥美 甕 底部付近 57 S D35、4層 31 27 

1019 渥美 甕 体部 23S G 1、T2検 31 27 

1020 渥美 壺類か 体部 P233埋土 線描 31 27 

1021 渥美 甕 体部 57 S D31埋土 押印 31 27 

1022 渥美 甕 1本部 57 S D32埋土 押印 31 27 

1023 渥美 甕 体部 35-28、粗掘 ・37-28-37-29、祖掘 ・35-27周辺、粗掘 32 27 

1024 渥美 嘩コ 体部 57 S D41埋土 32 27 

1025 渥美 甕 体部 57 S 035、4層 押印 32 28 

1026 渥美 嘩コ 体部 57 S X26埋土 常滑か 32 28 

1027 渥美 甕 体部 87-70・87-71、I層 押印 32 28 

1028 渥美 甕 体部 57 S D40埋土 天地逆か 32 28 

1029 渥美 甕 体部 57 S X21埋士 押印 32 28 

1030 =吊:,.m.~ 片口鉢 底部 35-28、粗掘 ケズリ 32 28 

1031 A吊、｛,,,_目 広□壺 口縁 P321埋土 32 28 

1032 常滑 壺 体部 35-27周辺、粗掘 沈線 32 28 

1033 ,"4吊1',ill.目 山茶碗か 古向ム口 89-70-86-71、2層 32 28 

1034 常滑 宰- 口縁 38-29、粗掘 .. 32 28 

1035 常滑 コ嘩 体部 23 S G 1、T4・1-5層 押印 32 28 

1036 -吊--／皿目 空- 体部 89-70・89-71、I層 沈線 32 28 

1037 A吊、／,,,.目 広口壺 体部 57 S 035、4層 33 28 

1038 ,=吊: 旧皿 広口壺 頸部 23 S G 1 、 T4·1~5 層 33 28 

1039 常滑 甕 1本部 90-71 33 28 

1040 常滑 甕か 体部 57 S D35、2層 33 28 

1041 ,u,.吊;,皿~ 甕 頸部 57 S D41埋土 33 29 

1042 =吊:／.m.目 甕 体部 23S G 1、T1・12層 産地自信ない 33 29 

1043 常滑 甕 体部 P233埋土 天地逆か 33 29 

1044 常滑 甕 体部 P233埋土 33 29 

1045 常滑 甕 体部 P233埋土 33 29 

1046 A吊、,‘皿~ 甕 体部 57 SE 2埋土 33 29 

1047 須恵器系 乖ゃ 口縁 57 SE 2埋土 34 29 

1048 須恵器系 -空 口縁 36-28・36-29、VII層 34 29 

1049 須恵器系 宰ギ 口縁 36-28周辺、粗掘 常滑か 34 30 

1050 須恵器系 壺 屑部 39-30周辺、粗掘 波状紋 34 30 

1051 須恵器系 甕 体部 43-32周辺、旧層 34 30 

1052 須恵器系 甕 体部 35-38周辺、粗掘 別個体がつく 34 30 

1053 須恵器系 甕 体部 91-70 34 30 

1054 須恵器系 甕 低部 57 S D41埋土 産地自信ない 34 30 

1055 須恵器系 域写 体部 57 S K31埋土 34 30 

1056 須恵器系 甕 体部 85-70・85-71 34 30 

1057 猿投 57 S D35、2層 34 30 

1058 猿投 碗か 体部 87-72-89-72、I層 産地自信ない 34 30 

1059 常滑 広口壺 体部 57 S D40埋土 器種自信ない 写真のみ

1060 須恵器系 空- 体部 57 S D41埋土 常滑か 写真のみ

1061 須恵器系 甕 体部 37-28周辺、粗掘 写真のみ
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番号 器種 部位 出 十一 位 wI旦s 太宰府分類 年代観 ;<. ' の 他 図版 、が真［叉［版

2001 白磁壺 口縁部 86-70・71、II曽 II系 12C 35 P 214 

2002 白磁壺 屑部 73-74、t1l/HIIか 皿 12C 35 P 214 

2003 白磁壺 肩部 35-27-44-33、粗掘 Ill 12C 35 P 21'1 

2004 白磁壺 体部 57 SE 2埋土 Ill 12C 35 P 214 

2005 白磁壺 屑部 57 S D41埋土⑥ IllかII 12C 35 P 214 

2006 白磁壺 1本部I'● 90-71 ill 12C 35 P 211 

2007 白磁壺 体部 85-70・71、I/1''1 II 12C 35 P 214 

2008 白磁壺 体部 表採 II IZC 釉剥洛 35 P 214 

2009 白磁壺 体部 37-28-37-29 II 12C 釉剥落 35 PZH 

2010 白磁壺 1本部 57 S D41埋土 II 12C 35 P 214 

2011 白磁浙 体部 37-28周辺 皿 12C 35 30 

2012 白磁壺 1本部 37-27-37-28 II 12C 35 30 

2013 白磁碗 体部 57 SE 2、3層 NZc JZC 35 30 

2014 白磁壺 体部 57 SE 2埋土 III 12C 35 30 

2015 白磁壺 体部 57 S D35、5I杓 III 12C 35 30 

2016 白磁壺 体部 36-28周辺、粗掘 II 12C 釉剥落 35 30 

2017 陶器盤？ 底部 37-29周辺、机掘 12C 器種,;11けない 35 30 

2018 白磁壺 体部 35-27-44-33 II 12C 35 :10 

2019 白磁壺 体部 37-29周辺、柑掘 II 12C 35 30 

2020 白磁碗 体部 38-29周辺 II l2C 35 30 

2021 白磁碗 底部 36-28周辺 ＼「か\~ 12C 35 30 

2022 白磁碗 休部1く 57 S X21埋1こ VかVI 12C 35 30 

2023 白磁碗 [_J緑部 36-28周辺 II lZC 35 30 

2024 白磁椀 口縁 89-70・71、I@ N 12C 35 30 

2025 白磁JITL 口縁部 85-70・71、II曽 VI 12C 35 30 

2026 白磁碗 口緑部 P 320埋土 V 1 b 12C 35 30 

2027 白磁碗 口縁部 57 S D41埋土④ V 2 c 12C 35 30 

2027 白磁碗 口緑部 57 S 041埋土③ V 2 c 12C 36 30 

2027 白磁Jill LI緑部 57 S D41、(5) V 2 c 12C 36 30 

2028 行磁碗 口縁 57 S D41埋土 I 6 b 12C 龍泉窯系 36 30 

2029 'l1i磁碗 体部 57 S D32埋土 IかW IZC 龍泉窯系 3G 30 

2030 掏器盤？ 休部 23S G 1、T6・1層 磁HI窯系 12C 軟質な胎土、被熱 :JG 30 

2031 陶器壺 体部 P 310埋土 C群 12C 貨釉か 36 30 

2032 陶器倣 体部 36-28周辺 C/i!'III 12 <,; 黄釉 36 30 

2033 陶器壺 1本部 36-28周辺 cm,rn 12C 黄釉 36 :io 

2031 陶器壺 1本部 P 396J'I¥土 c群JII 12C 黄釉 36 30 

2035 陶器壺 1本部 37-29周辺、 III/171 cm珊I 12C 黄釉 36 30 

2036 陶器壺 体部 37-29/i'i]辺、 III/il/ c群m 12C 貨釉 36 30 

2037 陶器壺 1本部 35-27周辺 c群皿 12C 貨釉 36 31 

2038 陶器'.!：ii 体部 35-27-11-33、牛1l枷！ cm珊I lZC 貨釉 36 31 

2039 陶器壺 体部 35-27-44-33 c群III 12C 黄釉 36 31 

2040 陶器壺 体部 57 S D35、2I曽 C ill'Ill 12C 褐釉 36 31 

2041 陶器壺 体部 57 S D32埋土 c群III 12C 褐釉 3G 31 

2042 陶器壺 休部 73-48-76-49 III lZC 批人物が少ない、円盤タタキ 36 31 

2043 陶器壺 体部 39-29・39-30 c群m? 12C 黄釉、 1駁手 36 31 

2044 闘若大甕り虎!'イ本部 57 S D41埋土 N? 12C ノーマルな胎土ではない 36 31 

2045 白磁壺 体部 38-29周辺、 ml曽 II 12C 36 31 

2046 掏器/1(か イ本部 89-70・89-71 12C 36 31 

2047 掏器壺か 底部 57 S X21埋土 c群皿か 12C 36 :11 

2048 附諾付不ITJJ 体部 表採 12C 36 31 

2049 白磁壺 体部 57 S D41狸土 皿 12C 31 

2050 白磁碗 1本部 35-27-44-33、釆ll札H 12C 31 

2051 陶器壺 体部 37-28・37-29 c群III 12C 黄釉 31 

2052 新しい 36-28周辺 12C 

2053 新しい 89-70・89-71、 l/0 
2054 37-28/月辺、検出時

新しい 不掲載

新しい 不掲叔

柳之御所57次中国産陶磁器観察表
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種類 出土位置 特 徴 重さ (g) 図版 写真図版

軒丸瓦 23S G 1、T4・1-5層 軟質な焼き上がり。 20 37 31 

丸瓦 23S G 1、T4・1-5層 軟質な焼き上がり。 70 37 31 

丸瓦 87-70・87-71、I層 内面は黒く変色している。 100 37 31 

平瓦 89-70、Il層 硬質な焼き上がり。 12泄紀ではないかもしれない。 230 37 31 

平瓦 23 S G 1、T1・12層 表面は風化している。 llO 37 31 

柳之御所57次瓦観察表

番号 種類 出 土 位 置
法 量 (cm)

備 考 図版 写真回版
最大長 最大幅 厚さ

4001 側板か 23S G 1、T2C(SE3)、7・13層① 9.5 8.4 1. 6 排水溝の側板か 38 32 

4002 不明 23 S G 1、T2C(SE3)、14層⑧ 9.4 3 1 0. 7 38 32 

4003 不明 23 S G 1、T2C(SE3)、7・13層⑤ 11. 4 3.5 1. 9 38 32 

4004 不明 23S G 1、T2C(SE3)、14層③ 21.3 2.5 1.3 38 32 

4005 板材 23S G 1、T2C(SE3)、14層⑦ 26.8 5.0 0.8 高さ 3mm程の縁がつく 38 32 

4006 不明 23S G 1、T2C(SE3)、7・13層②―B 13 2 2.6 0. 7 38 32 

4007 不明 23 S G 1、T2C(SE3)、7・13層④ 16.6 2.5 0.3 38 32 

4008 不明 23 S G 1、T2C(SE3)、14層⑨ 9.0 3.7 2.9 先を尖らせている 38 32 

4009 不明 23S G 1、T2C(SE3)、7・13層②ーA 11.8 0.6 0.3 38 32 

柳之御所57次木製品観察表

かわら 国産掏磁器 輸入掏磁器 瓦 その他 その他
木然製追物品な・自ど

追構名 け 営滑 渥美 須恵系 水沼 その他 白磁 青磁 行白磁 掏器 平瓦 丸瓦 焼土塊
畠§ 遺物の内容煎屈 破片数 破片数 破片数 破片数 破片数 破）打数 破片数 破片数 破片数 破片数 破片数 璽薗 箱数 備考

23S G 1 20455 3 8 1 2 2 70 炭17 種子］点

71 -75検出 3 l片

東側詞査区遺構外 107965 22 31 10 2 5 1 3 1 200 46 

北J!IJ調査屈遺構外 385 1 I 1 20 

堀外菰地区追構内 66043 28 50 13 12 2 6 2440 20犀 石器16畠 冒
堀外蔀地屈遥構外 27053 30 80 22 12 ， 315 11 

畠土位置不明 1 3 1 

表採 60 6 7 1 1 1 

総数 221964 90 179 48 

゜
2 31 2 

゜
19 5 3 3045 77眉砧‘ 石器16畠 闘

柳之御所遺跡57次調査出土遺物計測表
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w 猫間が淵跡の発掘調壺
第1章はじめに

1 遺跡の概要

猫間が淵跡はJR東北本線平泉駅の北約700mのところに位置し、北上川右岸に形成された河岸段丘上に立

地する。周辺には奥什I藤原氏の三代秀衡の政庁跡とされる柳之御所遺跡、秀衡が造営した無量光院、秀衡及

び四代泰衡の居館跡と伝えられる伽羅之御所跡があり、猫間が淵跡はこれらの遺跡に囲まれた一段低い地形

である。現況は水田としての利用が大部分であるが、住宅部分も存在する。

猫間が淵跡は柳之御所遺跡に南接して並行している為、範囲は北西から南東方向に長さ700mと細長く、

南東に向かうにつれて用地は段々に低くなる。北西の最高位部分は東北電力平泉変電所付近と現在では考え

られている。この地点は高館の南麓であり、山からのしぽり水と金鶏山の西谷頭から北に向かって大きく曲

がる水系が注ぐ場所である。

地形図からの判読ではあるが、無量光院跡の北東部と、伽羅之御所跡の北東部から北側の柳之御所遣跡に

向かって張り出しが見られる。この 2箇所は発掘調査が行われていないことから、詳細については明らかで

はない。猫間が淵跡の全体的形状は、長さ700m、幅50-60mを測る。海抜は最高位部分で30m、最低位部

分で20mを測り、その差が10mもある。

この低い田地では以前からかわらけや陶磁器片とともに、木製品の下駄などが、電柱の建て替えや耕作時

に出土している。

2 「猫間が淵」の由来

猫間が淵の文献上の初出は元禄9(1696)年の『書上写』であり、「猫麿ヶ淵」と記載されている。その後、

享保19(1734)年の『奥み平泉名所記』や、宝暦10(1760)年の『平泉旧蹟志』、安永元 (1772)年の『封

内風土記』、天明6(1786)年に菅江真澄によって記された『かすむこまがた』等多くの文献に表記は種々あ

るが（註 1)、猫間が淵の位置及び各資料に記された当時の現況などが書かれている。位置は「加羅（伽羅

之御所か）より北」、「高舘城の下」、「高館の下東南」、「柳御所南」、「義経堂から巽壱丁」などとある。

由来について触れている文献は 2つある。 1つは安永年間 (1772-1780) に書かれた『磐井郡西磐井平泉

村風土記御用書出』である。昔は中島に扇に似た石があるところを猫摩扇と呼んでおり、そこから名前がつ

いたという由来と、清衡以下三代のうちの何代目かの時に、扇ノ前という女が淵へ飛び込んで死んだ時に猫

魔ヶ淵という名がついたという 2つの由来が記されている。

もう 1つは文化8 (1779)年に記された『嚢塵埃捨録』である。扇淵・扇石の項に猫魔ヶ淵という記述があ

る。扇淵の由来には 2説あるが、異説を説明する際に猫魔ケ淵のに記述がみられる。

なお、全国的には地名に「猫」がついている地名が見られる。北上市の猫谷地などのように、低湿地の意

味合いで「猫」が使われている可能性もある。

-68 -



第39図 猫間が淵跡の周辺地形図(S=l/4000)
1/2500平泉町都市計
画図洵ノ御所J を使用 (jt↑) 



第2章調査経過

1 猫間が淵跡の範囲内における調査（第39図）

猫間が淵跡に直接関係する調査は次のとおりである。

調査次数 調査年度 調査期日 調査面梢 調査機関 調査目的

(l) 
第1期第 1次平泉

昭和45年度
昭和46年 3月15日

平泉逍跡調査会 遥柑亦休］名f屑伯認
館跡 -3月311」

猫間が淵跡第 1次
平泉II「]教育委員会

住宅建築に伴う
(2) 昭和61年度 1161112 
(NF 1) 緊急調査（試掘）

猫間が淵跡第 2次 昭和62年 6月17日
平泉町教育委員会

住宅建築に伴う
(3) 昭和62年度 300m2 
(NF 2) -8月12日 緊急調査

猫間が淵跡第 3次 平成 2年 2月4日
平泉町教育委員会

鉄塔建設に伴う
(4) 平成元年度 531112 
(NF 3) -2月151:::I 禁急調査

猫間が淵跡第4次 平成 2年 2月8日
平泉町教育委員会

鉄塔建設に伴う
(5) 平成元年度 571112 
(NF 4) -2月23日 緊急調査

猫間が淵跡第 5次 平成15年 2月17日 宅地造成に伴う
(6) 平成14年度 800111' 平泉町教育委員会
(NF 5) -3月28日 緊急調査

(1) 第 1期第 1次平泉館跡の調査

猫間が淵跡の発掘調査は、平泉辿跡調査会によって昭和46年に行われたのが最初である。この時は平泉館

跡の調査としているが、その際の第 2トレンチが猫間が淵跡の部分に当たる。無凰光院跡から張り出した堤

防跡かと考えられるところの東北低地にトレンチをT字型に設定している。

①遺構（第40図）

幅l.2111の溝が、北西から南東へ、東方向に向きを変えながら走っている状況で検出されている。

なお、溝の性質については、今後さらに東ヘトレンチを拡張して明らかにしたいとしているが、その後

調査は行われていないうえ、断面形状や深さ等については記載がなく、不明である。

②遺物

かわらけ、瓦、国産陶器などの遺物が多く出土している（註 2)。なお、実測図は当時の報告書には掲

載されていない。

かわらけはロクロかわらけ、手づくねかわらけ双方が出土している。口径は12-14cmの大堕のものと、

7 -8 cmの小型のものがある。出土数は、大型の手づくねかわらけ10点、ロクロかわらけ46点、小捌の手

づくねかわらけ 4点、ロクロかわらけ 8点、形状不明104点である。

瓦は、軒平瓦 3点、軒丸瓦が 1点、平瓦が36点、丸瓦が12点出土している。軒丸瓦は、三巴文、連珠文、

剣頭文を持ち、中尊寺伝小経蔵址出土のものと同箔と見られるとある。軒平瓦は、 3点とも種類が違うと

記されている。 1点は中尊寺伝小経蔵址出土のものと同箆と見られるとしている。あと 2点は中尊寺調査

中の遣物には認められていない。 1点は剣頭文及び重圏をもち、もう l点は巴文を並列したものであると
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※本回におけるトレンチ位置は推定である。

第40図 第1期第1次平泉館跡調査第2トレンチ平面図

している。平瓦片には布目、縄目を持つものと、ヘラ削りのものの 2種類があるとしている。

国産陶器は15点出土している。すべて大型の甕の破片である。灰釉がかかっているものが2点、肩部に

まばらなタタキ目をもち、格子目文のものが 1点、スダレ状文のものが2点あるとしている。

猫間が淵跡第 1次（調査略号： NF 1)調査

猫間が淵跡のほぼ中央付近、柳之御所遺跡の堀内部地区を取り囲む 2条の堀の南西隅近くに位置する。住

宅建設に伴う試掘調査である。住宅建設予定地内にトレンチを設定している。

①遺構（第41図写真図版36)

遺構としては、猫間が淵の南壁、土坑 1基が確認されている。

猫間が淵の南壁は、 1号土坑の北東にある。深さ約l.lm、30゚ 角の勾配をもって直線的に傾斜する。

底面は北に緩やかに傾斜している。北壁は検出できなかった。

(2) 
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1号土坑からは、検出段階で多数の加工木材が出土している。

②遺物（第42図）

かわらけ、国産陶器、中国産陶磁器、縄文土器、石器が出土している。図化されているものは、かわら

け6点と縄文土器 1点である。

かわらけは、細片は多く出土しているが、実測可能なものは、大型のロクロかわらけ 1点、小型のロク

ロかわらけ 2点、大型の手づくねかわらけ 1点、小型の手づくねかわらけ1点、内折れかわらけl点である。

耕作土もしくはその下の灰褐色土層から出土している。

陶器は、常滑産・渥美産の大甕破片と在地産と見られる須恵器系陶器の甕破片が少数出土している。

磁器は、中国産の白磁が6点出土している。大半が壷破片であるが、四耳壺の耳部分の破片等も認めら

れる。全て耕作土もしくはその下の灰褐色土層からの出土である。

縄文土器は、 トレンチ北東部の表土下Z.5mの青灰色粗砂層から 3点出土している。縄文後期中業に属

するものと見られる。この他に、 トレンチ南西部猫間が淵の北側（淵の中）から 2点出土している。

石器は数点出土しているが、全てフレイクであり、製品は認められない。

③小括

猫間が淵の南壁は検出されたが、北壁は検出されなかったことから、町道下で立ち上がるようである。

(3) 猫間が淵跡第 2次（調査略号： NF 2)調査

前年度に実施した猫間が淵跡第1次調査で遺構が確認されたことに伴い、実施した調査である。今回の調

査では、第1次調査の南側について、調査範囲を拡大している。

①遺構（第41・42図写真図版36)

淵の壁の立ち上がりの一部、土坑4基が確認されている。

淵跡は、 2段の平坦面の北東側に淵跡の一部を検出した。上端ラインは北から南に向かって東に走る弧

を描く。壁面の上方は約20゚ 、下方は約50゚ で底面になる。表土から最も深い底面まで2.5111あるので、

追跡調査はできなかった。埋土の中～下層にかけて遣物は少なくなり、底面付近から縄文時代後期中葉か

ら晩期にかけての粗雑な土器が数点出土しているのみである。

なお、浅い溝や土坑 1・2、淵跡を覆うように厚さ10-20cmの炭化物が多量に混入している黒色土層

を今回の調査で検出した。黒色土層の存在は調査区西側、前年度調査トレンチの中央から北にかけては確

認できなかった。この層からは、多量の椀形滓、ふいごの羽口、かわらけ片が出土している。

土坑 1は、前年度の第 1次調査で確認されていたものである。黒色土層の下に確認面が存在する。多量

に出土した木製品は、埋土の上半分、土坑の上端より外側にはみ出している。規模は、東西l.6111、南北

1. 7m、北西がやや張り出た隅丸方形で、底面は直径約0.5111の円形に近く、深さは1.2111を測る。埋土の中

層から底面にかけて遺物は見つからなかったが、中層から上層にかけて部分的に炭化した板材・角材が投

げ捨てられたように発見されている。材と材の間から器肉の厚さが0.8cmの小型のロクロかわらけが完形

で1個出土している。

土坑 2は、淵跡の肩の部分、土坑 1の4m東の位置で検出された。 1.2m四方の隅丸方形で、深さは

1.5111を測る。土坑 1と同様に、部分的に炭化した角材・板材が多量に土坑の中央から、上方にかけて投

げ込まれた状態で出土している。埋土中に 3辺を組んだ材が出土しており、井戸枠の可能性がある。

土坑 3ば淵跡の壁下部から発見されている。長軸が東西に細い楕円形であり、埋土は粘性のある黒色土

層である。遺物は出土していない。

土坑4は形状不明である。皿状に掘られた方形土坑かと思われる。遺物は出土していない。
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第42図 猫間が淵跡第 1 次•第 2 次調査断面図・出土遺物

②遺物（第42図）

かわらけ、国産陶器、中国産陶磁謡、瓦、木製品が出土している。図化されている物は、かわらけ10点

である。

かわらけは、①南側平坦面地山直上②北東ー東西に走る浅い溝③淵跡の上に乗る黒色土層中の 3箇所に

限定して出土している。大型かわらけはフイゴの羽口や鉄滓とともに黒色土層中の出土である。黒色土層

中からはかわらけ細片は多量に出土する。図化できたものは大型の手づくねかわらけ 4点、ロクロかわら
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け2点、小型の手づくねかわらけ 3点、ロクロかわらけ 1点である。

陶磁器片等については、常滑．渥美の大甕破片は多量に出土している。この他に、溝跡埋土上層から、

片口部分はないが、底部から口縁まで接合するこね鉢片、白磁の碗皿片・壺片、青白磁細片、布目の平瓦

細片も出土している。

溝の底面直上からは柄と見られる木製品が出土している。長さ14.5cm、幅2.4cm、厚さ1.5cmを測る。

一端から穴があけられており、目釘穴が1個ある。

③小括

今回の調査で護岸や土坑も確認されたこと、今までに電柱の建て替えや水田耕作時にかわらけや陶磁器

片、木製品などが出土すること、柳之御所や無量光院の堀が猫間が淵跡につながることなどが明らかに

なった。

しかし、北側では、十和田 a火山灰が堆積しており、深い部分はどこかで立ち上がるようである。今回

の調査区では淵跡の北側は検出されていない事から、今回検出された淵跡については、無量光院跡の北側

の堀の可能性も考慮に入れる必要があるかもしれない。

(4) 猫間が淵跡第 3次（調査略号： NF 3)調査

柳之御所遺跡に接した猫間が淵跡の一角に位置する。標高は22.Zmを測り、現況は水田である。昭和57年

度の柳之御所跡第15次調査地点は今回の調査地点のすぐ北に位置する。コの字状にトレンチを 3本設定して

いる。

①遺構（第43図写真図版37)

T2で溝跡を検出している。シルト質の黄灰色土の地山を掘りこんでいて、溝の上端幅1.9m、底幅0.7m、

深さl.Omを測り、断面形は逆台形を呈する。埋土は円砂礫混じりの砂層の単層である。 T3ではT2に続

＜溝跡は検出することはできなかった。

②遺物（第43図）

遣物としては、溝埋土中から多量のかわらけ細片、国産陶器片（渥美33片・常滑36片・ 在地産とみられ

る甕破片l片）、中国産陶磁器片、瓦、縄文時代の石器が出土している。図化できたものは、在地産陶器片

1点、軒平瓦、軒丸瓦の 3点、縄文時代の石鏃と石斧 1点ずつの計6点である。

かわらけは、ほとんどが細片のため、実測できるものはなかった。

国産陶器片については、大半はT2溝埋土から出土している。器種別では甕片が90%を占め、残りは壷

と鉢の口縁部である。

中国産陶磁器の出土は、白磁 4 片・青磁 1 片• 青白磁2片・褐釉陶器9片である。いずれも溝埋土から

の出土である。白磁は四耳壷・折り曲げ口縁の碗、青白磁は、櫛描文のものである。陶器については、硬

質な胎土の1片を除いた 8片は胎土・厚さ・釉薬のかかり具合が類似していて、同一個体と考えられる。

国産・中国産の陶磁器に見られる共通点として、割れた断面、表面が河原石と同様に摩滅していること、

二次的に火を受けていることがあげられる。

布目瓦は、ほとんどが溝埋土からの出土である。点数は、平瓦 9片、丸瓦18片、軒平瓦2片、軒丸瓦 1

片、種類不明64片の計94片である。軒丸瓦は、中央に三巴文、その外周に剣頭文を配したものである。軒

平瓦は、 1点は三巴文と剣頭文が交互に配される種類の部分、もう 1点は唐草文の部分である。

その他に、溝の埋土中から縄文時代の石器2個と剥片 5個が出土している。石器は石鏃と石斧である。

石鏃は長さ2.3cm、幅1.3cmの無茎石鏃であり、石斧は長さ 8cm、幅3.5cm、厚さ1.5cmの磨製石斧である。

石斧は、刃部が欠損している。
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③小括

柳之御所遺跡との関連遺構は検出されなかったが、柳之御所方向から流れ込んできたとみられる遺物が

多数出土している。国産・中国産陶磁器片は割れ面が摩滅し、かわらけも細片である。瓦片については、

柳之御所第13次・第15次でも多量の瓦が出土しているが、破片の状況から、本調査区は廃棄された瓦の移

動した最終地点で、柳之御所跡第13次調査区の北側あるいはその付近に瓦を使用した建物があったのでは

ないかと考えられる。

(5) 猫間が淵跡第 4次（調査略号： NF4)調査

無量光院の北に接し、北西から南東に細長い猫間が淵跡の中間に位置する。東側に100m離れたところに

猫間が淵跡第 2次調査区がある。トレンチはコの字型に 3本設定した。

①遺構（第44図写真図版37)

Tlでは、表土から 3層Hの炭化物粒子を多く含む暗褐色土中からかわらけ片が出土した。鉄分が付着

している。南東隅から多量のかわらけが出土しているが、すべて細片で、溝状の埋土内に含まれている。

TZはTlに直交して設定した。 3層の下層であるシルト質の灰褐色土層中から完形のかわらけが多数

第44図猫間が淵跡第4次調査平面図
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平面的に分布して出上している。表土下 Jmにあり、 Tlの北西部では同レベルは砂層に変化するが、こ

こではかわらけ細片がわずかに出上したのみである。

T3は調脊区北東側に細長く設定した。同一レベルからは南東に寄ったところから完形かわらけが1点

畠tしている。

これらのかわらけの出土面は市側（無贔光院側）からの流れ込みとみられる。

T 1「n隅にて北に下る地山miの一部を検出したことから、 T2市側に小トレンチを設定した。かわらけ
出土屈•は急激に減少し、 FL旧土が水分の多いシルト質の賠褐色上屈中から、クルミ種子ーや木片が出土するよ

うになる。

地山面は青灰色の礫質で、煎1i1iは北に45゚ 下る斜1f1iを持ち、表土下2.6111 (椋高23.26111) のレベルで底

而になる。かわらけは青灰色に変化し、下屈から}JIJ工の板材、漆抱りの椀片が出土している。

②遺物（第45図）

かわらけ、国産陶揺、中国栢磁似、加工板材、漆希りの椀が出土している。図化できたものはかわらけ

56, 点である。

かわらけ片は主に 3ヶI叶から多畠に出土している。上）員では溝状遣構の月し上内から出土している。細片

が多く、実測は不Ii]'能である。中）r』では無畠光院方向から流れ込んだ完形かわらけが多い。表土下 1mの

レベルでT2に主に分布する。図化したかわらけの大半はここから出たものである。下層では猫間がi!lll跡

皿上からの出上で、青灰色に変色したかわらけである。実測可能なかわらけは、手づくねかわらけでは大

塵27個、小四1114個、ロクロかわらけでは大Jf;'I7 i[<';I、小刈ii8 ii甜Iである。 [:I径11.8cmの手づくねかわらけを除

しヽ て今まで出：Iこした規格に当てはまる。内折れ崎；の特殊かわらけはなし％

陶磁器片の出土凰は、かわらけの出土惜に比して翡‘常に少ない。混美産の甕 2 点、 'i1~'i骨産の甕 4 点であ

る。喪のII緑部の陶器片から12[11:紀の処物である。

中国陀磁岱は、白磁・青磁の碗Jill片が各 1},'.,、i'H:Iこしたのみである。

漆喰りの椀片は、青灰色土/17,:から出卜しており、内外1f1iに黒漆を塗ったものである。

③小括

無娼光院跡との北接地、点でもあることから、両追跡のかかわりの一部が発見されるのではないかと期待

していた地/:(だったが、調奔範間が狭しヽこと、追構検出而が深しヽこと、両逍跡間に水路が現存しているこ

とから、今回の調査ではそれについて言及することができる賽料を得ることができなかった。

(6) 猫間が淵跡第 5次（調査略号： NF 5)調査

猫間が淵跡の北両側、猫間が淵では上流の部分に位附する。猫間が淵跡を柚断するように南北に 5本のト

レンチを設定している。なお、追構．の分布状況の把握を主限とした調査であり、平而確認にとどめている。

①遺構（第46図写真図版38)

柱穴、土坑、溝などが、 トレンチの南端・北端で集中して検出されている。なお、遺構数については報

告曹に記迩がないので不明である。各トレンチに部分的な深掘りをすると、底部で河原石• 砂層があり、

流れを伴う沢の痕跡が確認される。しかし、後には自然堆梢層が厚く堆積している様子が確認され、流水

の状態は認められなかった。なお、 1トレンチでは表土よりそれほど深くないところに火山灰の堆積が確

認されている。

②小括

流れを伴う沢の様子が認められることから、流水の時期があるものの、 1トレンチで認められる火山灰

の堆積状況などから勘案すると、 12粧紀段階では既に埋まっており、淵の様柑を呈していなかったものと

考えられる。
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（） りOrn

第46図猫間が淵跡第5次調査平面図

2 猫間が淵跡に関連する調査

,ii,';)禿名称は猫間が淵跡ではないが、茄'j間が淵の形成過秤に直按関係する瀾吼ti戊呆があがっているので、本

稿で心辿することとする。

(1) 柳之御所遺跡第38次（調査略号： YG38)調査

平成 4年）斐に囀杏が行われており、対象1f1[柏は140111'である。瀾脊区内のTl、T2で猫1/i]が淵に1児係する

成呆があがっている。

柳之御所遣跡の堀内部地区を取り囲む堀跡の竹j[!Lj 隅付近に位閻する。 40111 北 [llj には猫 Iii」か淵跡第 1 次• 第2

次』恥芋区がある。

①遺構（第47・48図写真図版38・39)

溝・堀跡が計3条確認された。このうち、堀跡38SD3で1伯間が淵跡に1児連する成果があがっている）

まず、 38SD 3について虚咀する。

T 1では、士．端輻7.2111、ド端幅3.2111、深さ1.9111を測る。覆上は最上）,,,)の人／叫i柏),;,",:、下）,;,')は流水によっ

て述ばれた砂悩と地111を主体とした睾ibl欺屈、 1[11;,・，，｝は水性JI[柏の沈殴),』であり、 1[1央にあるイ［械質）'/i(Hli' 

訓図における27),,、り）によって上下に分け、 41位に）喜ljてきる 0
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有機質層は黒褐色を基調とする極めて粘土に近い層である。草のような有機質が多量に含まれ、この層

の部分で水草等が生い茂った状態があったことを示している。

最下層は堀の掘削当初に堆積した層であり、壁が崩壊する前に比較的流れの速い流水があったことが想

像され、壁の崩壊後滞水するようになったとみられる。

T2ではトレンチ東端の地山上の自然層を確認面とするおおよそ南北の壁を確認している。壁面は地山

上に掘りこまれている。 Tlでは地山は南に下がっていき、低位に位置したが、この部分では高位に位置

している。壁面の一部を検出したにすぎないものの、猫間が淵跡第1次調査のトレンチの調査結果と考え

あわせると38SD3が西に進まずに、北側に向きを変じていることは明らかである。

壁面の一部を調査したにすぎないが、 Tlにはない黒色の炭化層を検出した。この層の上位や下位から

はかわらけ細片しか出土していないが、この層からは多くの遺物が出土している。この層がTlのどの層

にあたるかは不明だが、上位に入る人為堆積層と滞水性の沈殿層が認められ、有機質層の可能性がある。

次に猫間が淵跡の部分について説明する。

Tlでは、 38SD3の南壁は自然堆積層を切っている。さらに地山が38SD3の南壁で立ち上がりかける

ものの、また南に向かって下がっていく部分が認められた。層位は最上層の人為堆積層、火山灰上位層、

火山灰下位層の 3層に大別できる。

最上層からはかわらけ細片や常滑産の甕片が出土している。 38SD3と同時期か古い層である。つまり、

38SD 3を掘ったときには既に平坦地になっていたことが分かる。この層は12祉紀に堆積している。

火山灰上位層から剥片石器が 1点、下位層から剥片石器 2点及び石核が出土している。火山灰層は低地

の窪みに堆積した様相を呈しており、猫間が淵跡第1次調査で検出したものと同じものと考えられる。火

山灰は十和田 a、胆沢、灰白色火山灰のいずれかと考えられる。いずれも 9世紀末から10戦紀前半の降灰

年代が与えられている。すなわち、最も新しく考えても10世紀には既にこの付近が平場になっていたこと

を示す。

猫間が淵跡第1次調査のトレンチ北側では火山灰層を掘り下げても地山は検出できなかったが、この付

近も12世紀にば淵跡にはなっていない。南部の無最光院跡の台地の北側では淵跡らしき遺構を検出してい

るが、この遺構は無量光院の堀跡の可能性もある。

T2では、 38SD3より下位の自然層の直下に地山が確認できる。ここからも12世紀において、この部分

が淵状になっていないことが分かる。一部で1トレンチ南部から検出した人為堆積層と火山灰を検出して

いる。自然層から遺物は出土していない。

②遺物（第50・51図）

38SD 3からはかわらけ、国産陶器、中国産陶磁器、瓦、木製品、剥片石器が出土している。猫間が淵

跡からはかわらけ、国産陶器、剥片石器などが出土している。ただし、図化しているのは、 38SD3の遺

物のみである。

③小括

今回の調査で、猫間が淵跡は少なくとも、この付近において、堀が掘られた段階には平場になっていた。

38SD 3南部の地山ブロックを主体とした人為堆積層は、12世紀に堆積したものであり、38SD3との関係は、

同時期かもしくは古いものである。この層の供給源は堀を掘ったときの排土の可能性もある。いずれ、猫

間が淵跡ば沼地状にはなっていないが、実際は低湿地であったと見られる。北は柳之御所遣跡の台地、南

は無量光院跡の台地に挟まれた低地であり、中尊寺もしくは花立山からの沢状の低地になっていること、

平泉において火山灰を検出している場所は 5ヶ所あるが、今回の調査区を除くと全てが低湿地状の部分で

あることが根拠として挙げられる。
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Tl 土層注記

I. 褐色 l);,-i I IIJYl\1•11 シルト質鉄分、小11人る 人 !.,Jlifi'!I•;••,:
:!. Iこふし、 /1し褐色 I);,』，: I 10¥'li・l・::1 シル 1、'['[ け、分、炭化物、 カーホン
人る
.・:. 樹灰色 I);,-/ 1111¥'l<:i I 1 
火山灰入る
I. I火机色!);,•,: I:! :i¥'Jili :!I 
る

:;, I火りし色 1-.1,;,;,1111¥'IU :!I {炒『[ ,Jヽ ｛，、鉄分人る
Ii. I こふしヽ貨色 1);•1 1111¥'l,li :;i シルト質 鉄分人る
7. I火机褐色 I);,、/ I 111¥'l<:i :!I シルト質 鉄分、カーホン人6
8. !.I.'褐色 i);,j 110¥'l¥:i :!I シルトし＇［ 鉄分、カーホン人る
，．褐灰色 1-.Ji・,j 110¥'l<ii II シルト質 炭化物、小イ）人る
10. I火色 Uii l'iYli:11 シルト質 小11、カーホン入る ドは砂質
II. にふし、伯杓色 l);,j I 10¥'Hli :;i シルト質 欽分、カーホン人る
訊色 Lの大，.uくプロ／ク人る

I:!. Iこふし、りし1分色 I);,-,: 1111¥'l<ii!:,J け、分、 カーホン人る
と,,,りし褐色 I:のタマコ）くプロノク入る

1:,. I火りし褐色[);,•,: 1111¥'R:i :!I シルト'!'[ 鉄分、カーホン、炭化物人る
II. オリーフ偵色 U·•·/ 1:i¥'li:il シルト質 欽分、カーホン人る il, 机
色 l.i此人

Io. I こふし、偵褐色!);,•,: I 10¥'l,1 :11 『)、分、カーホン、 ;J;;り＼色 1胤人
lfi. 褐灰色 !-.Iii 1111¥'l<li Ii シルト '!'l jj、分、カーホン人る 沈殿 l•,•i
17. りし褐色 I);,-/ I:! c;y:; :;1 シルト'!'l jj、分、 カーホン、炭化物人る
18. J也111
l!I. にふし、/1'i色 l);,i l:!.:i¥'li:・11 シルト'['[ 炭化物、鉄分入る
:!II. 褐I火色 l);,-i I IIJYJ,,J I I シルト質 炭化物iJし人 1り1貨衛色 Iの人，..,
）ぐブロ／` クか人る

21. 緑I火色 1-.1怜 110(;¥':;11 {i少質 水分ある
2:!. 灰色 I);,・,: I IIJ¥'o I I /1少'['[ タマコ大の｛）か多く人る
認．衛色 I.I怜 I10\'!i·I• 11 シルト'!'[ り、分、炭化物、カーホン人る
杓色 I.の）、リ）、フロ J クiJい人 ）＼幼Jlih'tl•,•i 
n 訊褐色 1);,-i 12. :;yc, ::1 シルト質 り、Ji入る
:!:i. 褐灰色 1);,-i 110¥―!i(i Ii シルト質 水分ある
訊褐1火色 l);,-i I 10¥'Iぷ Ii {, 少竹炭化物混人
27.'..l.\t姑色 I);,•,: 1111¥'IC [I 炭fl物人る イflit質I,;,-/
:!8. II脊オリーブ色 l);,-i 1:i¥ I ::1 1'i'i l・.'i't カーホン、木)',、小イ）入る
沈殿1,;,1

:!!I. I火オリーブ色 U;,-i l'>¥l/21 帖 I.質 ）ヽ,.. 「人のイi入る
： :11. オリーブI火色 IJ.•1 12.:ic;yc, I I {, 少質 ）、見人のイi、IH'人る
:： I. II介オリープ灰色 l);,-i 1:!.C,(;y I I I {,・ 少質 炭化物入る
:： 2. II;¥オリープ1火色 l)ii 12.c,c;¥―I II シルト質
：： ::. オリープ、'.i.';巳I);,-/ IIIIY!i::.:!I シルト'['[ {(少-,Iiし、小イ1、H11、入る
::-1. オリーブ，'Pc 色 l);•i IIIIYln.21 シルト質 小ィ，、材か人る
ぷ．緑I火色 l);,-i i lOCY:i I I {i少'!'l { ,-、 Hか入る 附 ii1iJ災 i•,•i
: lli. I火色 I);,•,: 17.:i¥'I I I 粘 I'!'l J1、';j-iJも人 沈殿,,;,•,:
::7. 緑灰色 U¥"i 1:;c;1; I I シルト'['[ I・ 駄 II¥I 

シルト fl

シルト'i'i

鉄分、炭化物、カーホン人る

鉄分人る 211'/,, 砂'('[フ~ 口 J ク人

、

r
、

J
tツ

~
~
（
 

にふし、/1し色 I.

/1¥ 

沈殿l'.'i

T 2 土層注記

I . J、I
2. Iリ1褐色 l・.I(,) I IOY!Ci Iii 
：；． 褐1火色 I.I:・，・/ I IOY!i I I I 
ン混人
I. 褐I火色 I"./:",; I IOY!l I J 1 シルトns1、分、かオ）ら It、小イ1、カーホ
ンill人 1リ)!,し褐色 1人る
0. 褐l火色 I"./,;,'., I I OY!lo I I シルト l't jj、分、かオ）ら It、小イ1、カーホ
ンill人

Ii. 褐色 I);,'., IIIIY!ll ¥I シル 1、質 け、分、カーホン多く含む
7. 褐灰色 I);,-/IIOY!il II シルト質 鉄分含む
8. Iこふしヽ 貨怜色 I.Iり・/ I IIIYl¥7 :n 砂'ti jj、分‘り、!,'!
!I. /1'し掲色 I);,•,; I IOYl,o 81 砂'l'[ タマゴ）、-),• •. ,:)、O){I多く人る
分多し 9

111. 褐灰色 u・,・/IIOY!io II /i• 少'i'[ 鉄分、炭化物含む
コ）'-)く •.i),のプロ；クて入る

II. にふしヽ 褐色 I);,) I IIIY!ic 11 シルト質 鉄分、炭化物、カーホン人る
12. I火禎褐色 I);,-/I IOYl,li 21 シルト'('[ jj、1」‘、 タマコ）、0){'入る
1:1. I火机褐色、 I);,•,; I IOYl<ii 21 Ii少質 jj、1」‘、カーホン入る
11. I; くりし衛色 1:/:•1 IIOYlili 21 Ii少＇翡 かhらけ、炭化物、カーホン人る
Io ..'.1_', 褐色 l);,-i I IIIY!i:l 21 I少質 炭化物、カーホン、鉄分混人
Iii. 褐色 I);••,; 110n, 1 1, シルトし＇［ り、分、カーホン直人
17. I;, りし褐色 l);,-iI l(IYl,o 21 シルト質 鉄分、カーホン、炭化物枇入
灰白色 I.か）,•.U, フロ）クて入る
18. り、机褐色 I);,-/ I IIIY!io 21 シルト質 鉄分、カーホン、炭化物、 4ヽ
1 iilし入

シルト質 り、分り、ii'!
シルト質 け、分、力、オ）ら It、4ヽイ1、カーホ

水

伯褐色 I.かタマ

盛緑I火色 U,1'1:;c;:;・1I 11少'['[小.(j人る
:： !I. lこふし、伍色 l'./i"i 12.:iYli ::i シルトし＇［ カーホン、炭化物含む
分多く混人
Ill. I火オリーフ色 l)t/ l'iY.,.21 
タマゴ人ブロ I ク混人

II. にふしヽ貨褐色 1};•1 I I IIY!i I :: I シルト質 峨崩壊/,;,j
I:!. Iリ]/,し褐色 U:••i I IOYRli 81 シルトゲ[ 11;:: 崩壊 1(•1 欽分多し、
1::. I火色 1)// IIOYiil. ¥1 I少質 炭化物、小イii]し人 木製晶Ii',I 
II. オリープI.I¥色 I・./,;りIIIJYIC, I I j,'; 1-.'i'[ ! オ混人
l'i. ll;'i鉗I火色 l)ti l!()(;J/11 シルト質 灰化物批人 緑 I火色 l'.:;0'% 枇~ し
る即iJiJJ乳/,;,j

訊緑I火色 l)ti I IOG:i I Iシルト＇員
僻iiりJ衷li"i
17. 緑灰色 I),,•/ 1:;c;;; 11 W, l・.'i'l 
lo. 11(1'緑I火色 IJ;,j 17.'iCYI II Ii少'i'l
l!J. 緑I火色 I),,•/ 17 :;c;y:;.11 シルト質け、分混人 水分多し、
:ill. II(; 緑灰色 l);,j I IIJ(;Y 1/1 I シルト質 水分多し、
:,1. 1.1.¥r紗色 l),,'i IIOYIぶj,J) シルト質 カーホン、鉄分多し、
:,2. 11(1' 灰机色 I);,•,: 12.'iYI 21 シルト質 鉄分り、｛心
:i: ● ：．人 I.
:,1. I火りし色 I),、••i 12. :iYli. 21 I沙質 り、分多し＼
:;:;, (Iし褐色 1 」',、•'i l:!.:iY'i. :;, シルト質 欽分、カーホン多く ilも人
渾. II訂！火机色 l)ti 12.:;y,1•21 シルト'['[ カーホン、『1、分ci]1人
"・11;';1火りし色 l:J:・11 12.:iY'i,21 砂'!'[ jj、1iil1人 訊灰色 l・.O)今人フロ J
ク人る

謁. I火り＼褐色 l);,j IIIJY!il,21 
1',・iJ1人

汎 II訂ォ-11ーブ灰色 1,1,,,;,10,c;y:: I I Ni U'[ II;', オリーブ灰色 l:UJ(i少を多
く含む

lill. II謬ill火色 1.1:••i 17.:iC;,TJI シルト質 緑I火色 Iのブロ／ク入る
Iii. I火りし褐色 l);,jI IIIY!il':'I シル 1、t'[ カーホン、鉄分、炭化物祝人
饂灰色 l);,•i 17.:iY Iii I シルト質炭化物、鉄分、 4ヽ.(j人る
(i::. I火伯色 !)ii 12.'iYli 21 1, 少＇質鉄分多し、
Ii I. l;i 色 U;•、i 17 _:;ye; I I シルト質 鉄分多し、
lie. I火ォ・']ーブ色 l)ii l:iY(i':!I I炒'['[ jj、ク}U、柏
lili. 11(1灰机位 l);,j 12.:iY:i/21 I少'tr Jj、分cj]1人
Ii,. I火色 I),,・/ 1:,y1.11 シルト『t J次分、 ）''.l・大のイ，．、炭｛じ物、力、オ）ら
け片混人

郎. I火りし色 l)ti 12 :iYli/21 I少'['[ I少鉄、 かi,らIt、炭化物il1人
印. ll;',l;i/1\ 色 l).••i 12 :;y I 21 シルト質 鉄分、 ,jヽイi入る
711, 褐I火色 1)/i 17 :iYJ,:; I I シルト質 け、分多しヽ 炭化物、かhらIt1'1 
枇人

71. 褐灰色 l)ti I IIIYR I I I 
批人 ら

72. ・',I,';褐色 Uti I IIIY!C:. 11 

:!II, 
:!I. 
:!:! 
n 

柳之御所遺跡第38次調査

炒f'(

シルト 'l'i

ンルト質

欽分、炭化物l]/人

シルト質 鉄分多し、

：ヽ
ー
~,
j
 

,',I,! 褐色 [:O)

賠緑,,,色 I.の人，,,t)ぐブロック iJ~人

タマコ~）ゞ 0){'陶悩

鉄分多し、 炭化物、力、オ）ら It1'1 

カーホン、鉄分多し、

i!I, にふし、 /1し 1分色 I 内••,: I IIIYiili :JI Jj、Ji、カーホン人る
マコ~火プロ I クか 1、)jに人る

灰!'I色 l)ti I IIIYl/7 I I /1'少＇仇~ 所々にカーホンとり、分か人る
褐灰色 I・lvi I 111¥'R:i 11 シルト質. j'J、分ilも人
褐I火色 II-ti I IIIYI⑰ ii シル 1、質り、分、かi,ら1打11入
机褐色 II-ti I 111¥'li:i. iii シルト質机怜色 1か）ヽ •J}、～タマゴ人プロ I
クて混人

!1,1リj/1し樹色 ii-ti 12.:;n1:1 シルト'!'[ 鉄分、カーホンil1人小11入る
2:;, にぶし、 /1し褐色 I.I:•·/ 1111¥'R:i 11 シルト質 鉄分、炭化物ilも人
!Ii, !t 色 IJ•,1 I 111¥'1'8 I I シルト 'i'l I火/1'i掲色 I・.oi J, •.U, フ~口／ク入る
27, 11;",'I火員色 I.iii l!.:;y:; !I シルト質 鉄分、炭化物、カーホンili人
浅/1'i色 I.のタマコ),フ~口／クか人る

28. 11;';'1火員色 l・)ti 12.:iY:,, !I シルト質炭化物、鉄分砒人 1火偵色 j・yJj々
に入る

!!I. l;d·1 色 I),·,•,: I IIIYl¥8 21 Ii少質 鉄分含む
:m. 褐 1火色 I.Ir•·/ 1111¥'ICi 11 シルト 'i'[ jj、分、カーホンil1入力、オ）ら It、
小れ、机色 l:U))ヽ,.u、ブロ／ク人る 人朽Jlif,'i

31. 褐I火色 l)ti 1111¥'li:i II シルト質 カーホン、鉄分ill人 沈殿J,,,j
:l!. I火色 I),,;:l:iY I I I シルト 'i'l W, 1:-,11し、 鉄匁・i此人 沈殴Jr,;:
::::. I火色 l)iil:iYI II シルト 'i'[ ・;';1; 炭化物り、柏欽分ilし人沈殿Iii
::1. I火色 II-ii l:iYI 11 シルト質 粘 1:-,1:l'し、
:::;, 緑灰色 l),•'i IIO(;Yii II I(少質 カーホン混人
::1i. Iこふ＼ヽ 訊褐色 l),,'i I 111n,:; :11 シルト質 カーホン、 jj、 9」•ilし人

灰白色 I'.のタ

土層断面注記

しかし、 12111:紀において猫1月が淵跡は行在してしヽなかったのかということになるとこれも 1リlらかではな

い。猫 Iり］が淵跡第 2 次調令の 111~::1::光院側でしつかりとした臀訓を検出しているが、その北間では今同の調

孔f[.>{[,,J1汲火,1,灰/,,りを検出してしヽる。』恥撃が足の合［；分もあるか、茄'iii'りが；）間が12111:紀に存介してしヽたとしても、
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56 T2 SD39 
T2 <基本±I硲
Xla IOYR4/3にぷい鋲褐色砂質土 鉄分含む 粘性やや布 稲り弱
Xlb 5Y4/l灰色砂質上 Xa陪がグライ化している か 粘性やや・打 締り限
XII 2. 5Y311.\li, 褐色泥質．十． 粘性やや有 締りやや布

<T2 SD39> 
I 10YR6l2灰黄褐色土 鉄分微批含む 粘性弱 締っている
2 10YR4/4褐色土 鉄分'ii 粘性やや有 締っている
3 10YR513にぷい黄褐色土 鉄分含む 地山プロック不規WIJに少抵含む 粘性やや有 締りやや

布
4 2.5Y4/l黄灰色砂楓土 炭粒ごく微·屎含む 粘性やや布 締I)やや布
5 2 .5Y4/3オリ ー プ褐色土 鉄分多批含む 粘性やや布 締りやや有 炭粒ごく激凪含む
6 2.5Y5/2賠灰黄砂質士 鉄分：：：く1敗屈含む 炭泣ごく微焼含む 粘性弱 締り ・ヤや布
7 JOYR4/3にぶい黄糊色土 鉄分布 地IIIプロック不規\11Jに含む （とくに西方） 粘性やや有

締っていろ
8 10YR4/3にぶい黄褐色土 鉄分有 若干砂っぽい 粘性やや有 締っている
9 2.5Y6/2灰黄色砂 鉄分含む 粘性弱 締っている
JO 2.GY311屈褐色土 粘性ややイ了 締っている
11 2. SYG/2灰黄色砂 黒褐色土との丘層 粘性なし 締っている
12 10YR4/2灰餃渇色上 砂少屈混じる 枯性やや有 締りやや布
13 10YR3/2品褐色土 径2cm以上の河Ii応右を微:ill:含む 粘性やや右 締りやや有
I-1 2.5Y6/3にぷい炭色砂 粘11;弱 締ってし、る
IS 10YR5/2灰黄椛色砂賀土 鉄分含む 炭粒ごく微批含む 枯性やや有 締りやや有
16 10YR4/2灰黄祝色泥 砂との互閣 粘性やや有 締りやや布 （沈）
17 IOYR3/2馬褐色土 木皮・ 炭粒などが堆精する 粘性やや布 締i)弱
18 7.5Y4/l灰色土 粘性やや布 締りやや有
19 7.GY::i/1灰色土 粘性布 締っている

20 10¥6/2オリ ー プ灰砂妓土 鉄分有 枯性やや有 締っている
2J 7. 5Y3/2オ＇］ ー プ黒色土 地11.,プロックごく鍬批含む 粘性やや有 締りやや有
22 2. 5Y3/2黒褐色此 低を部分的に含む 粘忙有 締り弱
23 2. 5Y5/3黄褐色砂 黄灰色土との互層 粘性弱 締りやや有
叫 2.5Y4/2賠灰黄色砂 黒褐色士との互屑で；可J凩伍をごく微批含む 枯性弱 締りややc{i
25a 2 .5Y3/2黒褐色上 砂多足に含む 粘性やや布 締り弱
25b 2. 5Y3/2黒褐色士 砂と地山プロックを含む 炭粒ごく微拭含む 粘性やや有 締り弱
26 5Y4/2灰オリ ー プ色砂 黒褐色土との混合土 粘性弱 締りやや布
27 2. 5Y5/3黄褐色砂 地,,,プロック大粒を多散に含む 粘性弱 締っている
28 5Y3/lオリ ー プ黒色土 砂との混土 粘性やや有 締り弱
29 10YR212黒褐色土 木皮草木含 粘性ややli 締りやや有
30 1UYR2/3馬褐色::L 炭拉と河原石をごく微J;し含む 粘性やや有 締りやや有
31 5Y3、'lオ,,.ープ出色土 砂との滉土 粘性やや打 締っている
32 2.5GY5/lオリ ー プ灰色砂 粘性弱 締りヤや布
祁 7. 5ヤ312オリ ー プ尉色± 砂との互層 粘性やや有 締っている
34 5G5/l緑灰色土 地山プロックを多貸に含む 極小河麻石を多盤に含む 粘性やや有 締りや

や布
35a 7. 5GY 4/1暗緑灰色泥 粘性有 締り弱 （盛の/j))れか ）
35b IOGY5/l緑灰色泥 粘性布 締り弱 沈殿
36 !OG5/l緑灰色石例土 浅黄色土との互陪 粘性やや弱 締りやや有
37 2. 5Y2/l黒色土 地山プロック少搬含む 河原石ごく微枇含む 粘性有 締りやや弱
33 2. 5Y2/l黒色土 粘性やや弱 締っている

T2 <5(iSD37> 
1 JOYR4/3にぶい費況色土 か わらけ1ヤを少址含む 小礫を少批含む 粘性やや有 締っていろ
2 2.5Y4/l黄灰色土 小際こ＾く微批含む 粘性布 締っている
3 2.5¥5/2暗灰黄色泥 粘性やや有 締弱

T2く整地潜〉土型？
'.D 10YR3/2黒褐色七 黄褐色地山プロック多量に含む 粘性やや有 締っている
② IOYR7/611JJ黄褐色土 にぷい黄褐色地山プロックで構される 底面は鉄分で橙色を呈する 粘

性やや布 締っている

T2 <誌本層序・猫間〉
la !OYR3/-1陪褐色土 旧耕作土 粘性やや有 締りやや有
lb 10YR4/2灰黄褐色上 水ll3士 粘性やや有 締りやや有
II 10YR6/8明黄褐色土床ヒ 鉄分多最に含む 粘性弱 締っている
ID JOYR3/4暗褐色砂質土 粘性弱 締りやや有
N 10YR4/4褐色ナ 鉄分含み追干砂っぼい 枯性やや弱 紹っていろ（堀のJ旦土となろがもしれ

ないが立ち上がりは見えない）
V 10YR5/暉褐色砂 粘性なし 締っている これも床土か？
vla 2.5Y4/l設灰色土 鉄分ごく微荒有 粘性やや布 締っている
Vlb 2.5¥4/1黄灰色泥 黒褐色土やにぷい黄褐色土と混じる 粘性有 締りやや有
VII 7 .5Y7/3浅黄色粘土 同色の砂との混土 粘性やや有締りやや有（整地の可能性もある ）
珊 lOYRZ/1黒色土 粘性やや有 締っている
IX 10YR8/l灰白色火山灰(To-a)陪下後低地に流れ集免った感じ 粘性なしら締りやや有
X 10YR3/3暗褐色土 Vll-X I層への漸移層 粘性やや有 締っている
XI 2.5GY 暗オリ ー プ仄砂質土 粘性やや有 締り1やや有
XII 2 5Y3/2忠褐色土 粘性やや有 縮っている 微細な砂を幾分含んでいる
X ID Z. 5GY5/l *'i ープ灰砂質土 粘性やや有 締り弱い

T2 <SD38堀）
1 IOGY暗緑灰色土 粘性やや有 締りやや有
2 5GY5/lが） ープ灰色砂 泥の沈殿層も中に見られる 粘性なし 締りやや有
3 5Y2/2オリ ー プ黒色泥 沈殿層 粘性やや有 締り弱
4 10Y5/l灰色砂質土 地山プロック1)ヽ粒を不規即に含む 粘性弱 締り弱

L=24.0m 
C-

56T2猫間が淵
ーD

.

I

 

＼
 

-
‘

 

ー

5G T2 猫間が潤（西側）
I b 10YR4/2灰黄褐色土 水田上 粘性やや布 締りやや有
IT !OYR6/8明黄褐色士 床J- 鉄分多量に含 粘性弱 締っていろ
ill !OYR3/4暗褐色砂質士 粘�111'弱 締りやや有
N !OYR4/2灰黄褐色士 粘性やや有 締っている
V 10YR1/2灰黄褐色土 鉄分多量に含む 粘性やや有 締っている
Via 2. 5Y3/2黒褐色土 粘性やや有 締っている
Vlb 10YR4/3にぷい黄褐色砂賀土 炭粒ごく微益含む 粘性やや有 締っている
Vic 10YR5/2灰黄褐色砂質土 鉄分含む 粘性弱 締っている
Vld 10YR3/4暗褐色土 若干砂っぽい 鉄分多歪含む 粘性弱 締っている
12 10YR4/2灰黄掲色：t 砂少塁混じる 粘性やや布 締りやや有
珊 !OYR3/3暗褐色土 鉄分微登含む 粘性やや布 締りやや有
\� 10YR2/2馬褐色土 粘性やや有 締っていろ
lX 2.5Y7/l灰白色火山灰 粘性なし 締I)やや有
X 2 5Y4/2賠灰黄色砂質土 決分ごく微量含む 祐性弱 締りやや有
XI a 10YR6/2灰黄褐色砂 粒は粗い 粘性なし 締っている
X 1 b 2.5Y4/l暗オリ ー プ灰色砂 粘性なし 締りやや有
Xlc 2.5GY6/lオリ ープ灰色砂 黒褐色土との互層 粘性なし 締I)やや衣
XI d 2.5Y4/1黄灰色砂質土 粘性やや有 締りやや有
X I e 10Y4/l灰色砂 粒がやや粗い 黒褐色土混じる 粘性弱 締りやや有
XII 5Y3/lオリ ープ黒色土 炭粒ごく徴景含む 粘性やや布 締っている
X Ill 2.5GY4/l暗＊＇） ー プ灰色土 若干砂っぽい 粘性やや有 締りやや有
X N 2.5GY4/l昭＊＇） ー プ灰色砂 黒褐色土との互層 粘性弱 締りやや有
XV 2.5Y3/l黒褐色土 砂との互層 卓が多量に入る 粘性やや有 締りやや有

。 2m 

第49図 柳之御所遺跡第56次調査 T2断面図
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第50図 柳之御所遺跡第38次調査38803出土遺物 (l)
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かなりの小範囲であることが考えられる。

(2) 花立I遺跡第20次（調査略号： HD I -20)調査

平成12年度に調査が行われている。 対象面積は324面である。 花立I遺跡の北東側に位置し、 柳之御所遺

跡や猫間が淵跡に近接している。 調査の結果、12世紀には沢であったようであり、 猫間が淵跡につながるも

のと考えられる。

①遺構（第52 図 写真図版39)

橋脚と見られる丸太状の木を2本検出している。 東側は長さl.Om、 径27cm、 西側は長さ1.25m、径40cm

である。 それぞれは0.9m離れて建っていた。

なお、 下層に礫や木片を多く含み、 流水の痕跡が顕著に見られる層がある。

②遺物（第52図）

かわらけ、 褐釉四耳壺、 国産陶器、 木製品等が出土している。 図化できたものは、 褐釉四耳壷、 木製品

の2点である。

③小括

12世紀代には沢であったようであり、 橋が架かっていた可能性もある。 沢の流れの方向は周辺地形と過

去の調査から勘案すると、 南西の花立山から、今回の調査地点を通り、 猫間が淵に達すると考えられる。

(3) 柳之御所遺跡第56次（調査略号： YG56)調査

平成14年度に調査を行った。 調査対象面積は4,000吋で、 堀跡、 トイレ状遣構、 溝跡、 掘立柱建物跡など

が検出されている。 このうち、56SD39のすぐ脇で猫間が淵の様相が認められる部分が確認されている。

①遺構（第49·5 3·54図 写真図版40)

56SD39のすぐ脇で猫間が淵の様相が確認できる部分が見つかっている。

56SD39は柳之御所遺跡を巡る2条の堀のうち、外側の堀に当たる。表土下約35cmのところで検出される。

上幅 約6.5-9 m、 下幅2.8- 3.3 m、 深さ2.lmを測る。 底面は概ね平坦で、 断面は逆台形を呈する。 埋土

は概ね自然堆積の様相を呈し、 泥質及び砂質土が交互に流れ込んでいる。 西側の堀底面の立ち上がりが極

端に緩やかである。 これは猫間が淵という土質のやわらかい低地を掘削している為である。

猫間が淵跡は地表下0. 7-l.3m (標高22.5-2 3. lm)の位置で確認されている。 また、 猫間が淵確認面

の約10cm下で十和田a火山灰(915年頃降下か）と見られる灰白色火山灰層が認められる。 少なくとも1 0

世紀前半以降には当該部分は淵跡になっておらず、 低湿地の様相を呈していたものと考えられる。

②遺物（第55 -59図）

56SD39からは、 かわらけ片が約14kg、 国産陶器58片、 中国産陶磁器 8片、 瓦3 片、 木製品、 動植物遺

体などが出土している。 なお、 底部に脚が取り付くと見られる折敷も出土している。

猫間が淵跡からはT2 のみからではあるが、 かわらけ約6 kg、 国産陶器片 3片、 自然木などが出土して

いる。

③小括

地表から約35 cm掘り下げると堀跡が確認できることから、12世紀から現代までの間に35cm程度しか土

の堆積は進んでいない。 すなわち、 地形的に今日と大きな変化はなさそうである。 つまり、12世紀の猫間

が淵は低地・低湿地的な地形であったとはいえ、 常時湛水していたような景観は今回の調査地点では想定

できないことが明らかになった。
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第52図 花立I遺跡第20次調査遺構図 ・ 断面図 ・ 出土遺物
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A-
56T4SD39 

一B

゜
2m 

56 T4 SD39 
く基本土層〉

撹乱 2.5Y3/3暗オリープ褐色土 地山プロック少量混入粘性やや
有締りやや有
I 2. 5Y3/3暗オリープ褐色土酸化鉄有粘性やや有締りやや有
II 10YR4/6褐色土水田床土粘性弱締っている
皿 10YR2/l黒色土酸化鉄有粘性やや有締りやや有
N 10YR4/3にぶい黄褐色土 地山プロック少粒をごく微量含む 粘性や
や有締っている
V 10YR7/6明黄褐色土粘性やや有締っている（地山）
VI 2.5Y7/4浅黄色砂礫砂と 5-10cmの礫からなる 粘性なし締って
いる

圃 2.5Y7/3浅黄色砂粘性やや有締り弱

T4く整地部分〉
1 10YR5/8黄褐色土暗褐色土プロック少量含む粘性やや有締って
いる

2 2.5Y7/3浅黄色砂質土 暗褐色・黄褐色土プロックと混合する 粘性
やや有締っている
3 2.5Y8/3淡黄色土暗褐色土・小礫との混合土粘性有締っている

T4 <56SD37〉
4 2.5Y3/l黒褐色土径20cm前後の河原石を含む粘性やや有締りや
や有
5 10YR4/4褐色砂小礫ごく微量含む粘性弱締りやや有

T4 <56SD39〉
6 10YR4/2灰黄褐色土酸化鉄多量に見られる 小礫ごく微最含む粘
性やや有締っている
7 2.5Y3/l黒褐色土 中小礫少量含む粘性やや有締りやや有
8 10YR4/2泥質土酸化鉄有、粘性有締りやや有
9 2.5GY4/1暗オリープ灰色泥酸化鉄有、粘性有締りやや有（沈殿層）
10 5GY4/1暗オリープ灰色土地山プロック多量含粘性やや有締っ
ている
11 7.5Y3/2オリープ黒色泥粘性強締りやや有（沈殿）
12 5Y3/lオリープ黒泥粘性強締りやや有（沈殿）
13 10YR2/1黒色土炭粒を大量かわらけ細片を少量含む粘性やや有
締りやや有（人為か）（木器）
14 2.5Y5/3黄褐色土壁崩落土か粘性やや有締りやや有
15 10YR4/2暗灰黄色砂粘性やや有締り弱
16 5Y4/l灰色泥木器入る 粘性やや有締っている
17 7.5Y5/l灰色砂質土粘性やや有締りやや有
18 5Y4/l灰色泥地山プロック少量含む粘性強締り弱（沈殿）
19 2.5Y4/l暗オリープ灰色泥木器含む粘性やや有締り弱（沈殿）
20 7.5GY5/磁訳色砂粘性やや有締り弱（流れ込み）
21 2.5Y4/l黄灰色土粘性有締り弱
22 5.6GY灰オリープ砂質土灰色土との混合土木質逍物含粘性やや
有締り弱

第54図柳之御所遺跡第56次調査 T4断面図

第3章まとめ

l 遺構について

(1)淵跡

明らかに淵跡と考えられる遺構が検出されているのは、猫間が淵跡第 2次調査の際の淵跡 1箇所のみで

あり、位置は無量光院側の境の部分である。

しかし、猫間が淵跡第4次調査では、かわらけが出土しているが、かわらけの出土面が無量光院からの

流れこみと考えられている。さらに、柳之御所第38次調査や56次調査、猫間が淵跡第 5次調査で12世紀当

時猫間が淵は淵を呈さず、低湿地の様相を呈しているという調査結果から勘案すると、猫間が淵跡第 2次

調査の際の淵跡は、淵跡のほかに無量光院側の堀の壁の可能性も考えなくてはならない。猫間が淵跡第1

次調査の際に、無量光院側の表土下I.Omで地山が検出されているが、中央部は地表下0.5mで検出を止め

ていることからも、今後の調査によって、猫間が淵跡第2次調査の淵跡とされているものが、淵跡になる

か、堀跡になるかということが明らかになるだろう。

淵跡として形成された時期は、おそらく縄文時代後期前後になるのではないか。淵跡底部や表土下
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10cm 

第57図 柳之御所遺跡第56次調査568039出土遺物(3)
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第59図 柳之御所遺跡第56次調査568039出土遺物 (5)

2.5mに縄文土器片が確認されていることなどがその根拠としてあげられよう。

(2)土坑跡

土坑跡は猫間が淵跡第 1 次および第 2 次調査で検出されている。 いずれも淵跡の南、 無量光院側で確認さ

れている。 確実に12世紀の遺構になると考えられるのは、 土坑 1 のみである。 その他の 3 基については、 年

代の特定できる遺物が伴っていないので、 時期については不明である。

(3)溝・堀跡

溝· 堀跡は、 昭和46年の平泉遺跡調査会の調査、 猫間が淵跡第 3 次、 柳之御所第38次• 第56次で検出され
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ている。

昭和46年の平泉遣跡調査会の調査については断面形状などの記述がなく、 不明である。

猫間が淵跡第3次調査の溝は、 埋土中から多量のかわらけ片、 国産陶器片、 瓦片、 縄文時代の石器、 剥片

が出土している。 時期については、 溝埋土という事もあり、 確実なところは不明だが、 12世紀あるいはそれ

以降のものであるといえよう。

柳之御所跡第38次調査では、 3本の溝・堀跡が検出されている。 うち、 12世紀に関わるものは38SD 3で

あり、 他の2本は近世以降のものである。

38SD 3は堀跡で、 南側で猫間が淵の自然堆積層を切っている。 かわらけや国産陶器、 中国産磁謡、 木製

品が堀の埋土上層から、 最下層から木製品が出土している。 堀が自然堆積を切っていたり、 埋土中からのか

わらけ等の出土状況から、 12世紀かそれ以前に堀は掘られたものと考えられる。

柳之御所遺跡第56次調査の56SD39も、 柳之御所遺跡第38次調査の38SD 3と同様に、 南側で猫間が淵の自

然堆積層を切っている。 共伴する遣物からも12世紀の遣構と考えられる。

2 遺物について

遣物については、 かわらけ、 国産陶器、 中国産陶磁器、 縄文上器、 石器、 木製品などが出土している。 多

くはかわらけ、 国産陶器、 中国産陶磁器である。

縄文土器・石器は、 猫間が淵跡第1次調査～第3次調査で出土している。 第3次調査の石器は溝埋土内の

出土である。 第3次調査の溝からはかわらけ片なども出土しており、 後世の流入であると考えられる。 第 1

次• 第2次調査の際の縄文土器は、 淵跡底面や表土下2.5mからの出土である。

かわらけ・国産陶器・中国産陶磁器は、 各調査区から出土している。 特に猫間が淵跡第4次、 柳之御所跡

第38次、 柳之御所遣跡第56次から出土したものは、 猫間が淵の形成過程についても示唆することになる。

3 猫間が淵の地形変化について

猫間が淵は元々、 西の花立山から沢状の地形を呈していた。 このことは地形図からも読み取れるし、 花立

I遮跡第20次調査や猫間が淵跡第5次調査でも底部では河原石や砂層が確認され、 流れを伴う沢の痕跡を示

していることからも裏付けられる。

猫間が淵は、 縄文時代にはすでに形成されていたものと考えられる。 猫間が淵跡第1次調査ではトレンチ

北東部表土下2.5mから後期中葉に属すると見られる土器が出土しており、 猫間が淵跡第2次調査では淵跡

の底面から後期中葉～晩期にかけての粗雑な土器が出土していること、 柳之御所跡第38次調査の38SD 3の

南側の自然堆積層中の火山灰下位層に剥片石器・石核など出土していること等がその根拠として挙げられよ

。
、
つ

では、 12世紀の猫間が淵の様相はどのようであったのだろうか。 結論からいえば、 淵の様相は呈しておら

ず、 低湿地であった可能性が高い。 その根拠としては、 柳之御所跡第 38次調査の堀跡である38SD 3とその

南側に形成される堆積層の関係において、 38SD 3の立ち上がり以南に堆積した層の最上層である人為堆積

層の形成年代が38SD 3と同時期あるいはそれより古いことがあげられる。 人為堆積層を堀が切っているこ

とから、 12世紀の段階ではすでにかなりの堆積があったことが想像される。 さらに、 人為堆積層の下層に火

山灰層が認められる。 火山灰は十和田a、 胆沢、 灰白色火山灰のいずれかと考えられるが、 いずれも 9世紀

末から10世紀前半の降灰年代が与えられるものであり、 新しく考えても10世紀前半以降には既にこの付近に

はかなりの堆積があったことが伺われる。 さらに、 写真からではあるが、 猫間が淵跡第4次調査の際のかわ

らけの出土状況からも12世紀の段階ではかなりの土砂の堆積があり、 淵の様相を呈していなかったのではな
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いかということを推測させる。 猫間が淵跡第5次調査でも、 現地表面からそれほど深くないところで火山灰

が堆積し、 流水の状況は見られないこと、 同年に実施した柳之御所遺跡第56次調査でも堀の検出面が現地表

面からlmも低くならない上、10世紀前半代の十和田a火山灰が現地表面から1,5m下に確認されていること

からも裏付けられるのではないだろうか。

しかし、 柳之御所遺跡や無量光院跡を造る際に埋めることも可能であったのにも関わらず、 埋めることを

せずに低地として生かしていることも明らかになった。 つまり、 低地として猫間が淵を残したことにもその

意味があったのだろうか。 これは今後の検討課題である。

註
(1)猫間が淵・猫魔ヶ淵のほかに、 猫摩淵・猫釜淵などの表記がある。

(2)原報告書では、「かわらけ」は 「土師質土器」、 「 国産陶器」は 「須恵質陶器」としているが、以降の調査との統一 を図る

ため、それぞれかわらけ、 国産陶器とした。
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番号 調査次数 ,叙
I
.
E!
, 且

番
に二ifニ

号
弄I•· 

出 土 位 岡 rJJ 、 煩
法 絋(cm) ）

開信 追( 存% 率 備 考 図版u 径 底径 器高
1 猫1rcu力ゞ淵跡第1次 1 ロクロ大 15. 6 8 0 3.7 0 51 完形 表面摩滅芳しい。 42 
2 2 ロクロ小 9.0 7 0 I 5 42 
3 3 ロクロ小 9.0 6 4 1 7 42 
4 4 手づくね大 13. 0 2 7 1/2 42 
5 5 手づくね小 8.4 1. 9 完形 42 
6 6 特殊かわらけ 10.0 1. 1 1/4 42 
8 猫冊が淵跡第2次 5 地111直上 ロクロ大 14.8 6 6 4.5 0.45 42 
， (i 黒色土層中 ロクロ大 14 3 8 2 3.9 0.57 42 
10 10 土坑l埋土上/,;ti ロクロ小 9 2 6.6 2.2 完形 器肉厚0.8cm。 42 
11 1 溝埋土 手づくね大 15. 2 3.9 42 
12 2 黒色·U約1,, 手づくね大 16 2 3 8 42 
13 3 黒色土1料中 手づくね大 16 2 3 2 42 
14 4 黒色土］爵中 手づくね大 15. 6 3.8 42 
15 7 手づくね小 9.3 2 2 42 
16 8 手づくね小 9.3 1 7 42 
17 ， 地山直上 手づくね小 8.9 1. 7 42 
24 猫i間l力りml蹄；外�4)欠 28 Tl溝 埋土 ロクロ大 14.0 9 5 2.8 0.68 1/3 45 
25 29 T2 灰褐色土1爵 ロクロ大 15 0 7.8 3.5 0 52 1/2 45 
26 30 T2 灰褐色土1罰 ロクロ大 15 6 8 0 3.9 0 51 1/3 45 
27 31 T2 灰褐色土/f1 ロクロ大 14. 2 8 4 3.8 0.59 3/5 45 
28 32 T2 灰褐色土I蜀 ロクロ大 14 4 7.3 3.8 0. 51 完形 45 
29 33 T2 灰褐色土層 ロクロ大 14 .1 7.8 3.5 0. 55 完形 すのこ痕あり。 45 
30 34 Tl溝 埋土 ロクロ大 12. 7 7.2 3 2 0. 57 完形 45 
31 49 Tl南側淵跡 埋士

―
ド1杓 ロクロ小 8 9 7.2 1 6 2/3 45 

32 50 TH行11111淵1跡 埋·I:.下1習 ロクロ小 8.2 4 4 2.1 1/3 45 
33 52 Tl粗掘 ロクロ小 7 2 4.4 1 4 1/3 45 
34 54 Tl南側淵跡 埋土下I/り ロクロ小 8 7 5 9 1. 6 1/2 45 
35 51 Tl粗掘 ロクロ小 8.4 5.3 1. 7 1/2 45 
36 53 Tl南側淵跡 狸土ドIM ロクロ小 8.8 6.4 1 5 1/3 45 
37 55 Tl南側淵跡 埋土ド）粁 ロクロ小 8.6 5 6 1. 8 1/4 45 
38 56 Tl南側淵跡 埋：I: ド層 ロクロ小 8.2 5 7 1 6 1/3 45 
39 1 T2卑lU/:1! 手づくね大 13 7 2.9 3/4 45 
40 2 T2机掘 手づくね大 14 4 一� 2. 9 1/3 45 
41 3 T2粗掘 手づくね大 13.2 1 9 1/4 45 
42 4 Tl柑掘 手づくね大 15 0 2 1 1/2 45 
43 5 T2粘土I約,, 手づくね大 13. 8 2.2 1/3 45 
44 6 Tl溝 埋 —L 手づくね大 11.8 2 5 2/3 45 
45 7 Tl粗掘 手づくね大 13 0 2 6 1/2 45 
46 8 Tl粗掘 手づくね大 13 8 2.4 1/3 45 

＇ 47 ， Tl机掘 手づくね大 13. 2 2.6 1/4 45 
48 10 T2南jI[lj 灰褐色土I粁 手づくね大 13.2 2 5 1/4 45 

11 T2溝 灰褐色土料 手づくね大 13 0 2.5 1/4 45 
12 Tl溝 埋土 手づくね大 14.0 2 5 1/4 45 

51 13 T2 灰褐色土/,:,-) 手づくね大 14.0 2 3 1/4 45 
＇ 

52 14 Tl机掘 手づくね大 14 8 2.5 1/4 45 
＇ 

53 15 Tl粗掘 手づくね大 13.2 2 2 1/2 45 
54 16 Tl溝 埋土 手づくね大 13 0 2.1 1/5 45 
55 17 Tl溝 埋土 手づくね大 13 6 2.0 1/5 45 
56 18 Tl粗掘 手づくね大 13. 4 1 9 1/4 45 
57 19 TZ 灰褐色土IM 手づくね大 13.6 3 1 完形 45 
58 20 T2 灰褐色土層 手づくね大 14 0 3.0 2/3 45 

＇ 59 21 Tl溝 埋土 手づくね大 12.6 2 4 1/2 45 
60 22 T2 灰褐色土1粁 手づくね大 12 6 2. 9 1/2 45 

23 T2 灰褐色土層 手づくね大 13 .1 3.0 完形 すのこ痕あり。 45 
24 T2 灰褐色土層 手づくね大 13.0 2 4 1/2 すのこ痕あり。 45 
25 T2 灰褐色土層 手づくね大 14 4 3 1 完形 すのこ痕あり。 45 

64 26 T2 灰褐色土層 手づくね大 14.0 3.3 完形 45 
27 T2 灰褐色土層 手づくね大 13.4 3 2 1/2 45 

66 35 T2 灰褐色土陪 手づくね小 8.2 1 7 完形 45 
67 36 T2 灰褐色土1爵 手づくね小 8 0 1. 7 完形 45 
68 37 T2 灰褐色土陪 手づくね小 9 1 2.6 完形 45 
69 38 Tl溝 埋土 手づくね小 9 0 1. 5 完形 45 
70 39 Tl溝 埋土粗掘 手づくね小 9.2 2.0 1/2 45 
71 40 T2粗掘 手づくね小 8 4 1. 6 1/2 45 
72 41 T2 灰褐色土1柑 手づくね小 9 0 1.8 完形 45 
73 42 Tl粗掘 手づくね小 8 8 1.9 1/2 45 

猫間が淵跡関係出土かわらけ観察表(1)

-100-



調査次数 報旧 告番害号 出 土 位 置 分 類 法 量(cm) 唱誓 遺（
存

％
率 備 考 図版番号 口径 底径 器高

履
猫問が淵跡第4次 43 Tl粗掘 手づくね小 8.8 1.7 1/2 45 

44 Tl溝 埋土 手づくね小 9.2 2.1 1/3 45 
45 Tl粗掘 手づくね小 8.8 1.5 1/3 45 
46 Tl粗掘 手づくね小 8.4 1.8 1/3 45 

三 47 Tl粗掘 手づくね小 8. 7 1.6 1/3 45 
79 48 T2 灰褐色土層 手づくね小 9.4 1. 7 1/2 45 

旦 柳之得所遺跡第38次 OKS Tl 拡張部38SD3上層（人為） ロクロ大 13.1 7.1 3.5 0.54 3/4 すのこ痕あり。麿滅。 50 

� OK28 Tl 菰張部38SD3人為堆積層（最上） ロクロ大 14.2 5.7 3.6 0.40 1/3 50 

旦� OK31 Tl 38SD3 有機質層上 ロクロ大 8.4 底都のみ 底部肥厚。 50 

� OK32 Tl 38SD3有機質層上 ロクロ大 14.4 8.0 4.1 0.56 1/6 50 

己
OK40 Tl 38SD3有機質層下 ロクロ大 13.2 5.8 3. 7 0.44 1/3 すのこ痕あり。 50 

85 OK41 Tl 38SD3 有機質層下 ロクロ大 14.6 6.9 3.6 0.47 1/4 すのこ痕あり。 50 
86 OK42 Tl 38SD3 有機質層下 ロクロ大 14.0 6.0 3.9 0.43 1/4 すのこ痕あり。 50 
87 OK9 Tl 38SD3 有機質層上 ロクロ小 9.2 5.6 1.8 2/3 すのこ痕あり。 50 

� OK33 Tl 38SD3 有機質層上 ロクロ小 8.6 5.0 2.0 1/2 50 

旦
OK43 Tl 38SD3 有機質層下 ロクロ小 8.0 5.6 2.1 1/3 50 

旦
OK 7 Tl 拡張部385D3 上層（人為） 手づくね大 14.2 2.5 2/3 すのこ痕あり。 50 

: ＇ 91 OKll T2 褐灰色土層 手づくね大 13.2 2.5 213 摩滅。 50 

旦 OK12 T2 38SD3 黒色層 手づくね大 16.0 2. 7 1/2 50 
93 OK29 Tl 拡張謁38SD3 人為埋積層（最J:) 手づくね大 17. 7 3.3 2/3 すのこ痕あり。 50 

OK30 Tl 拡張菰38SD3 人為雌積層（最上） 手づくね大 15.0 3.0 1/3 50 
95 OK3 Tl 38SD3有機質層上 手づくね小 9.0 1.5 1/2 50 

I 

OK4 Tl 拡張祁38SD3 上層（人為） 手づくね小 9.0 1.5 完形 50 96 
I 

OK5 Tl 拡張郁38SD3 上層（人為） 手づくね小 8.8 2/3 50 に 1. 7 
98 OK6 Tl 拡張蔀38SD3 上層（人為） 手づくね小 9.0 1.6 1/2 摩滅。 50 

OKlO Tl 38SD3 有機質層上 手づくね小 1/2 すのこ痕あり。 50 99 9.8 1.8 
OK13 T2 38SD3 黒色層 手づくね小 完形 50 い壁 9.0 1.8 

101 OK14 T2 38SD3 黒色層 手づくね小 8.6 1.3 1/2 50 
120 柳之餌所遺跡第56次 95 T2 猫間 x層 ロクロ大 15.4 6.8 4.1 0.44 3/10 55 
121 96 

I 
T2 整地層 56SD38-39の問 ロクロ大 13.4 7.6 3.1 0.57 1/2 55 

122 100 T4 56SD39 15層 ロクロ大 14.4 6.6 3.8 0.46 3/5 55 
123 101 T4 排土中 ロクロ大 13.8 6.2 3.3 0.45 3/5 55 
124 102 T4 56SD39 埋土 ロクロ大 14.0 7.6 泌.8 0.54 ほぼ完形 55 

104 T4 56SD39 15層 ロクロ小 9.0 5.7 2.3 3/5 55 
＇ 126 103 T4 56SD39 13-22層 ロクロ 5.0 (2.9) 1/20 55 

127 90 T2 56SD39 22-26層 手づくね大 13.8 3.0 3/10 55 
＇ 128 91 T2 56SD39埋土 手づくね大 16. 0 3.3 ほぼ完形 すのこ痕あり。 55 
＇ 129 92 T2 56SD39 22·23層 手づくね大 14.2 3.2 ほぼ完形 すのこ痕あり。 55 
＇ 130 93 T2 56SD39 39層 手づくね大 14.2 3.1 完形 55 
＇ 131 94 T2 56SD39 Ill·N層、1~3層 手づくね大 13.2 3.0 4/5 55 
＇ 132 98 T4 56SD39 13層 手づくね大 13.6 3.2 1/2 すのこ痕あり。 55 

133 99 T4 56SD39 13層 手づくね大 14.0 2.8 3/10 底に指紋あり。 55 
97 T4 56SD39 2-34層 手づくね小 10.0 2.4 3/5 55 

猫間が淵跡関係出土かわらけ観察表(2)
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番号 調 ft 次 数 骰
番
：＼曹

I Iこ1 号 種 類 辟種 部位． 出 : I :  位 ii"• 年1t そ の 他 図版

18 狛'i l /ll 力外）：：I U亦 打� 3 以欠 5 1  在 地 廂 胴 T3 表」 ： 12C 内1i1i に あ て 具痕あ り 。 43 
105 柳之御所追跡 第38次 Ot20G ボ"；"• ．．、',,', 党 IJl,;J T l  拡張部 38SD3 上 層 （ 人 為 ） 12C 51 
106 Ot3 1 3  .,,,1, ,・功/J JL う！も IJIDJ T l  38SD3 布機質）11 上 12C 51  
107  Ot435 ヽ,肖1,• 、/I,., ,J, 克 胴 T l  38SD3 イT 機質/,;1 ,,· 1 2C 5 1  
1
1
0
0
8 
9 

Ot31 2 iiせ 美 甕 Ill叶 Tl 38SD3 イi 機 質It外 」•• 1 2C 5 1  
Ot4 37 iiサ 災 ,Jif' 心 胴 Tl 38SD3 1T 機 質 層 ,_. 12C 51 

1 10 Ot434 ii-TI 美 克 胴 T l  38SD3 布 機 質 ,,,; ,_. 12C 5 1  
11 1 Ot440 須恵器系 甕 Id Tl JI}、,；l之名!, 38SD3 人為JII:積11'1 (最上） 12C 厚手。 令1/

i
i タ タ キ 。 51 

1 12  Ot441 須忠器 か 売 WI Tl {Ji、 /Ji ,りI, 38SD3 人為址積l\''i (最上） l OC? 湖T 令ifli木 II タ タ キ ヘ 5 1  
1 3 5  柳之御所追跡第56次 1038 .,,,1, ,. l. _,l,J , _ 壷 力‘ I I緑 56SD39 T4 tりしI·. 1 2C 叫卦 産 陶 器 か。 55 
1 36 1039 ,,,,1, ,. l.. ,i,l ,. 広 l」 面 1 1緑 56SD39 Tl 表土 12C 2-31rJJU、l if11 !el り，；利lo 55 
137 1 04 2  ,ヽ胄, 』_ l._,1,1, 壷 か 体部 56S039 T4 8/r1i 1 2C 55 
1 38 1013 『ヽ沼1 ' 1• ')11,L 1 ', · u 鉢 底部 56S039 Tl  12C ヘ ラ ケ ズ リ 。 55 
139 1044 、,,,,,』. ..Il

.,,
l 
,. 加 1 1 緑 56S039 T2 12C 売 の 可能!'Iがあ る 。 55 

140 1045  、,;,1 , ,. .. 111 ,,,. , 1L1, : 休部 56S039 Tl  表土 12C 押印。 55 
14 l 1099 i犀 災 党 休部 56SD39 T4  13/o/i 1 2C 55 
1 1 2  1103 渥 災 喪 頸 部 56SD39 Tl  表 土 12C 外1/ri に 釉 。 5 5  
143 1 1 00 iiせ 美 山 茶碗 11 緑 5GSD39 T2 底 部付 近 1 2C 55  
144 1 101 if 'X: が 明 u 緑 5GSD39 T l  lZC 55 
1 1 5  1 1 4 1  須忠盛系 、-\I I, (- LI 緑 56SD39 T1 2 · 3 J,;,•i 1 2C 胎」に開色小院 を 含む。 55 
1 46  1 1 1 2  須忠淵系 売 1 1 緑 56SD39 Tl l 2C 55  
14 7 1 143  須忠器系 党 1本部 56SD39 T4 1 5 11'1 lZC 55 

猫間が淵跡関係出土国産陶器観察表

番り ;J,\] 在 次 数 報
I l

l 告

番
礼

り
：• 種 粕 器 種 部 位 出 土 位 i�i: 火宰府分類 年 代 そ の 他 図 版

1 1 3  柳 之 御所辿跡 第38次 Og8 1 ' 1 磁 LLLI 耳;,:':;' hi部 （把手） Tl  j; よりJh'il,38SD3 J.1怜 1 人為 ） 白 壷 皿 系 12C 51 
] ] ,j  Ogl 9  白 磁 ,一'�Ill,” - 11 緑部 T2 38SD3 黒 他l悩 白 ii'ii ll 系 l l C 後 - 1 2C1lii 51 
1 1 5  Og21 白 磁 椀 l」緑部 T2 38SD3 黒 色LI汁 1:1 椀 ＼ 虹 X 罷l l l C後 - 1 2C 51 
1 1 8  化立 I 逍跡 第20次 褐 釉 陶 器 Jill 耳,ヽi'ii Jri 部 52 
148 柳之稚Ii i折辿跡 第56次 201 3  白 磁 ',Iii J,j 部 56S039 埋土 I11 系 12C 55  
1 49  201 1 白 磁 叫� [． 頸 部 56SD39 Tl  I I曽 [] 系か ! I C 後 - 1 2C前 f!J 1f11:f!!i:f1l1 55 
1 50 2012  1' 1 磁 '.• I I( , .• Ii) 部 56SD39 Tl I 11'!: [] 系 l lC後- 12C1i1i 小F,籾）壷： 55 
1 5 1  2014 1' 1 磁 JIi l力 ‘ L I緑部 56SD39 T l  検 出 珊 1 2C 中 - 13C 55 

152 2029 Vi磁 碗 u緑剖； 56SD39 T4 21汁 龍 泉 碗 I 12C 内 i/1i l こ } ', · 55 2か3 切 り 彫 り

猫間 が淵跡関係出土中国産陶磁器観察表
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調 査 次 数 靡畠〗 器 種
出 土 位 置

法 量 ( c m)
備 考 図版番号 最大長 最大幅 厚 さ

� 117 
柳之御所遺跡第38次 不明 38SD3 37 . 4  2 . 1  1 . 2  5 1  

下駄 38SD3 25 . 4  16 . 8  9 . 0  5 1  
119 花立 I 遺跡第20次 不明 8 . 8  0 . 8  0 . 5  52 a 158 柳之御所遺跡第56次 4050 部材 56SD39 T2埋土 80 . 9  14 . 8  4 . 0  57 

4051 下駄歯 56SD39 T 2  8層 7 . 4  6 . 9  2 . 2  56 
4052 箸 56SD39 T2 9-11層 20 . 3  0 . 6 0 . 4  56 
4053 不明 56SD39 T 2  13層 ⑰ 16 . 4  2 . 7  0 . 2  56 
4054 杓子形木製品 56SD39 T 2  13層 31 . 4  13 . 7  0 . 5  56 
4055 下駄 56SD39 T2 16層 19 . 9  12 . 1  2 . 9  連歯下駄。 残存状態不良。 56 

164 4056 不明 56SD39 T 2  13-22層 16 . 3  7 . 5  1 . 8  残存状態不良。 56 
言 4057 不明 56SD39 T 2  22層 [22] 5 . 8  1 .  5 1 . 0  樹皮残存。 56 
＇ 166 4058 棒状製品 56SD39 T 2  22層 [23] 14 . 1  4 . 0  3 . 4  加工痕あ り 。 56 

167 4059 不明 56SD39 T2 22層 [25] 7 . 2  8 . 1 1 .  5 穿孔あ り 。 56 
168 4060 不明 5656SD39 T2 22層 11 . 1  7 . 9  0 . 4  端部に穿孔あ り 。 56 
169 4061 不明 56SD39 T 2  22層 [21] 8 . 6 2 . 3  0 . 5  穿孔あ り 。 56 

＇ 170 4062 不明 56SD39 T 2  22層 ⑮ 20 . 5  5 . 5  0 . 3  56 
171 4063 不明 56SD39 T 2  25-31層 2 . 1  3 . 0  1 . 0  56 
172 4064 棒状製品 56SD39 T2 27-31層 24 . 7 2 . 5  2 . 4  加工痕あ り 。 56 
173 4065 不明 56SD39 T2 27-31層 22 . 8  0 . 9 0 . 4  57 

4066 箸 56SD39 T 2  27-31層 22. 7 0 . 8  0 . 5  57 
4067 箸 56SD39 T 2  27-31層 22 . 1  0 . 8  0 . 5  57 
4068 箸 56SD39 T 2  27-31層 12 . 0  0 . 6  0 . 4  57 
4069 曲物側板 56SD39 T 2  27-38層 ⑦ 21 . 4  3 . 8  0 . 5  穿孔2 ヶ 所あ り 。 57 
4070 箸 56SD39 T 2  27-38層 26 . 0  0 . 6  0 . 5  57 

冒祠―

4071 箸 56SD39 T 2  27-38層 24 . 2  0 . 5 0 . 5 57 
4072 箸 56SD39 T 2 27-38層 12 . 2  0 . 6  0 . 5  57 
4073 箸 56SD39 T 2  27-38層 12 . 6  0 .  7 0 . 6  57 
4074 箸 56SD39 T2 27-38層 ⑧ 15 . 1  0 .  7 0 . 3  57 
4075 不明 56SD39 T 2  27-38層 16 . 1  0 . 8  0 . 8  57 
4076 不明 56SD39 T 2  27-38層 17 . 1  1 .  9 1 . 0  57 
4077 不明 56SD39 T2 3 1-38層 1 5 . 1 1 . 2  0 . 8  57 
4078 不明 56SD39 T 2  31-38層 21 . 6  4 . 2  0 . 6  57 
4079 不明 56SD39 T2 31-38層 18 . 3  1 .  l. 0 .  7 57 
4080 不明 56SD39 T 2  31-38層 20 . 1 1 . 8  1 .  2 57 

旦 4081 不明 56SD39 T 2  31-38層 7 . 2  4 . 6  0 .  7 57 
190 4082 不明 56SD39 T2 31-38層 1 5 . 4  3 . 8  0 . 6  57 

＇ 191 4083 漆器椀 56SD39 T2 34層 ⑫ 16.6 (1]径） - 4.1 I麟） 両面黒襟塗 り 。 漆は剥離著 しい。 57 
＇ 192 4084 不明 56SD39 T2  35  a 層 15 . 9  14 . 9  5 . 5  残存状態不良。 57 
＇ 193 4085 墨書板片 56SD39 TZ 36-37層 8 .  7 2 . 2  0 . 2  釈読は不明。 57 

194 4086 不明 56SD39 T 2  37-38層 5 4 3 . 5  2 . 8  57 
195 4087 棒状製品 56SD39 T2 37-38層 16 . 1  2 . 8  2 . 6  加工痕あ り 。 57 
196 4088 不明 56SD39 T 2埋土 4 . 6  6 . 5  4 . 5 57 
197 4089 不明 56SD39 T 2埋土 16 . 5  5 . 8  2 . 8  57 
198 4090 箸 56SD39 T 2埋土 20 . 6  0 .  7 0 .  7 57 
199 4091 箸 56SD39 T2埋土 21 . 0  0 . 6  0 . 4  57 
200 4092 下駄 56SD39 T 2埋土 18 . 5  6 . 2  3 . 0  連歯下駄。 58 
201 4093 匙形木製品 56SD39 T 2埋土 16 . 0 3 . 1  1 . 0  58 

4094 不明 56SD39 T 2埋土 8 . 8  8 . 4  6 . 5  58 
4095 不明 56SD39 T 4 14-15層 13 . 4  4 . 5  0 .  7 木釘跡4 ヶ所あ り 。 58 
4096 不明 56SD39 T4 14-15層 20. 1 9 . 0  0 . 6  穿孔あ り 。 炭化部分あ り 。 58 
4097 椀 56SD39 T 4 14-15層 - 76 (底径） 15 (器扁） ロ ク ロ 爪跡あ り 。 残存状態不良。 58 
4098 下駄歯 56SD39 T 4  13層 9 . 4  14 . 9 2 . 0  割 を 継い で い る 。 58 
4099 不明 56SD39 T 4  14-15層 7 . 1 6 . 1 2 . 0  58 
4100 不明 56SD39 T4 14-15層 8 . 5  3 . 5  3 . 5  加工痕あ り 。 58 

209 4101 不明 56SD39 T4 14-15層 14 .  9 0 .  7 0 .  7 黒漆付着。 58 
210 4102 不明 56SD39 T 4  14-15層 21 . 5 2 . 1  1 . 0  58 
211 4103 不明 56SD39 T4 14-15層 22 . 5  5 . 5  0 .  7 木釘跡4 ヶ 所あ り 。 58 
212 4104 不 明 56SD39 T 4  14- 15層 22 . 9  2 . 5  1 .  5 58 
213 4105 不明 56SD39 T 4 14-15層 29 . 2  6 . 5  1 . 0  植物性綴 じ具あ り 。 58 

214 4106 不明 56SD39 T 4 14-15層 35 . 0  1 1 . 5  1 . 1  
木
り 合釘っ跡て9 ヶ出所

土
あか

。
り 。 215 と 重 な 58 

215 4107 不明 56SD39 T4 14-15層 35 . 2  9 . 6  1 . 2  植
り 合物性っ 綴て 出じ土

具かあ
。
り 。 214 と 重 な 58 

216 4 108 不明 56SD39 T 4  14-15層 16 . 0  6 . 7  3 . 0  58 

217 4109 折板・敷縁）（底 56SD39 T4 14-15層 39 . 0  26 . 0  2 . 4  炭木
字

化釘に部跡多分数が
あ

あ局る緑
り 。

。
部

台

表
及

が

衷
ぴつ
に
衷

い

傷
面
て

跡
中裔多央

杯

数に
状

あ

楕に

り
円な

。
状
る か・ 十。 59 

猫間が淵跡関係出土木製品観察表 ( l )
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猫間が淵跡関係出土木製品観察表 ( 2 )

w :
斎
' ;· , ' :  

I l l り 監釉 I I ', I. 1:,: ii'i 色 ， ;),',] 紐1吹

(i() 車 i 丸 '「2i 1'I,' JIil I. I)( 1 · 1  軌
] (j ,卜 I ' I' T2i ,'•'i J I ! '. I. &i, し 怜 仙
(i i 'Iii ' I ' T2i ,1\' JI !! I :  灰 恢

:JOO�  'l il JL :i!iSD:l'J T I  t爽: I I ', 1 i 1 1  灰 り
＇
し

:JOO:J 丸 :iliSIJ39 T I  t奥: / l ', 1 ( 1 1 灰 1 · 1 軟
:mo:; 丸 � liSD:rn T2 J 1 11. I :  灰 1 ' 1 硬
:;oo,1 丸 :i liS!l:l ! I  T l  j災 / l ', 1 11 1 淡飢 軟
:J0 \ 2 f· りilSD:) l) T l  +災: ,' 1 ', 1 11 1 i., ,,ミ.

出
,, •• 

軟

猫間が淵跡関係出土瓦観察表

j1,ij ぢ

樹 皮 残 {{ /Jil U」't あ り
残 {r

ー
；I犬態 イ＜良

平 さ �ヽ<- 0) 他( g  I 

,J :l 剣珀文
2(i ：． 巴 文
1 0  /, I f/(,: 文
,J ;i 賜），： ： 巴 陽連f1、 文
80 ］が滅
7ci 砂 を 含 ま な い

1 0:i 
250 離 れ 砂 か 見 ら れ な い

·,<'-1'
斎
', ,' ·· " ' "  

I I ', I. f,, ii"i 分' J乳
法：， し l cn i J

j1iiJ 苔I l l り I l it 底 仔 r'""' , .",. ' 
I 縄 文 1 監 I ',
Ii イ 潰；
7 附， '\l1 ,( I 斧
OK l :i  T 2  :J8SD:l 、'且 色 ),;,•,:

( ) ](38 Tl Jil、 1Jk ;".,j; :ms lJ:J A l\ JII fれ I 製 I ' ! 盤 炭1じ物 1、j �';,,,,1 ( 最 I. I

OK:rn '「 I 111、 り」U;1; :l 8S JJ :J Jd, J Ii h't I :  投 l ' J 盤J,;,'i ( 最 I. I

猫間が淵跡関係出土その他遺物土器観察表
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V 第1次•第2次内容確認調査総括

1 遺 構

柳之御所遺跡で検出した12世紀の主な遺構には、 柵（塀）建物、 道路、 溝（堀）、 井戸、 池、 土坑、 その

他の施設などがある。 本遺跡は表土が薄く、 遺構確認面までの深さは場所によって異なるが30cm程のところ

が多い。 部分的に盛土整地された面や主に低い地形などに残る暗褐色土層面で検出される遺構もあるが、 殆

どの遺構は地山面で一 斉に確認される。 以下、 遺構の種類別に全体を概観するが、 遺構の方位に関しては座

標北で記述する。 各遺構の時期については第 3節で記述する。

〔1〕柵（塀）

(1) 柵（塀）の分類

平泉遺跡群でこれまでに検出された12世紀の柵（塀）跡については以下のような構造の違いが指摘されてい

る。

A 
布掘りを行うもの。 溝状遺構として検出される。 布掘りには板の痕跡や支柱などが痕跡を残し

分 ていることや、 材が残存している場合がある。

B 柱列で構成されるもの。柱穴が直線状に並ぶ。

類 C 布掘りに柱列が並行するもの。

D 柱穴の掘方が接して連続しているもの。 柵状の遺構。

゜ 検出状況によって支柱や板痕跡が確認できないもの。
A 

支柱・板痕跡ともに確認できるもの。の 1 

細 2 板痕跡のみが確認できるもの。
分

3 板痕跡の配列はAZ類と同じであるが両端に柱穴が配置される

(2) 柵（塀）の具体例（第60-62図）

52S A 2 板材を並べた板塀である。 道路状遺構の南側側溝52S D29の南側に平行して在り、 道路状遺構と

同時存在である。軸方向（直交する）はNl7
°

Eである。約40mにわたり途切れ途切れの状態で検出された。

23S A 1 23 S G 1南端部の東約22mから検出された。 東西方向 に延びる南辺(N87
°

W、42m)と、 その

東端からほぼ直角に北へ延びる東辺（軸線は南北方向、 22m)からなる。 南辺東端と東辺南端は遺構検出に

おいては離れているが、 本来は一体のものとみなせる。

南辺の西端は近年削平されており、 塀はさらに西へ延びていたと推測できる。 また、 東辺の北端はさらに

北へと延びていたと推測できるが、 追跡調査では確認できなかった。 北上川へ向い形成されている小規模谷

地形などにより失われたと判断される。

幅30-70cm、 深さ50cm程の布掘りに、 幅10-20cmの連続した材の痕跡が全域に続き、 角材を隙間無く並び

据えられた柵状であったと想定された。

12世紀の遺構である23S A 3·23S A 4 ·23S K60·23S K61·23S K62·23S K83より新しい。

28S A 1 園池23S G 1北辺の北約30mに位置する。南に開いたコ字状に配置された塀である。北辺は29.24

m (N85
°

W)、 西辺が19.18m (N 4
°

E)、 東辺が8.98m (NS)である。 北辺のほぽ中央には塀の掘方

がない部分がl. lmある。 そこには構造物がなかったと推測できる。 東辺の北端部には約2 mほど掘方のな

い部分があり、 北辺東端と東辺は接していない。 ここには、 土地に据えられた構造物はなかったと考えられ
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るっjlli辺は由に延びるにつれ戊くなり、 消滅する。 地1111こ11本が後に削られたと拙測できる。 東辺の内端は深

いまま終わっておりJj外がそこで終わってしヽたといえる。 布掘りに残された痕跡から、オ翡造は23SA 1 に似る

が塀 c, 1本は掘り抜かれ、 坪めらオした箇所か多かった。

28S D 1 

23S A 3 

28S X 1に切られる。 空間的に28S B 1 ·28 S B 2と重なる。 28SB l は28S X 1を切る。

23 SA 1東辺の両約12111の所に、 それに平行して検出された甘列である。 直線上に並ぶ15基の柱

列である。 ほぽ南北方印に廷びてしヽるが、 IJ哺方向はN 2
° 

E である。 北端甘 ー 南端杵までは31.6rnを測る。

柱穴には1/:1: り抜かれたものも多し、。 23S A 1 ·23 S A 4に削られてしヽる。

23S A 4 直線」こに、1(; ふ11間(23. 5m)の打列が23SA 3に重なって検出された。,[iiり方向は NlO
゜

Eである。

柱が掘り抜かれたオl・・ 穴とそうでない杵穴とがある。 2::l SA 3の札•穴の—.• つを削り、 23SA 1に一 つの柱穴が

削られている。

丸太材を連続して並べた塀である。車111方向（直交する）はN 17
° 

E である。52S A 1 

55柱列1 L 字刈ljの柱列である。南北筋は「}jj[!ljへなお続く可能竹．がある。朴穴から辿物は出土してしヽなしヽが、

周辺にある追構の状況から121u紀伯
‘
『のllj能刊か高し'o

55柱列2 L 字刈I/の1主列である。 布釧り状の溝が伴う1\1; 分があり、 本来は仝休が溝の111に柱穴が配される形

態であったと誰測される。 12111:紀後lo

,1il/l, 名 j,,:i?i 神れ�！ }j[i,J 

"IIS .\ I K:1-(i:!--Kl)-(i:1 !111) 東1 14 till! 

;11 S I , XX-Ii I - !111-hh till! 1h.lじ・東I'り1111)

,II S \ :, 刈—hi-沢I-Ii召 柵 Ill、lt(III)

oils,\ , 応ー Iii, - "-Iii, 板II,/ 東1 14 till) 

'>�S I I 71H I - 7'-liC, I}凡 東I'りtlill

"s \ " lih-o�- ,:Hil 板//Ji 東1'4!111)

:.:.Ii・タI] I x11-1;11-x�-riri li穴りlj 11」.It·iii'411111

:,:,j、iダ1)2 78-h 1�8:i-(i l tu、ダLJ 1/i.! じ ・ 東1灯!Ill[
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55柱列1

柱穴番号
底面標扁

深さ(cm)
lml 

P 478 26.160 54.5 

P 479 26.509 15.6 

P 480 26.595 5.2 

P 579 26.303 27 1 

P 642 26.349 27.7 

P 1312 26.795 33.0 

P 1349 26 575 35.5 

P 1350 26.667 16.8 

P 1358 26.601 45.6 

P 1361 26 721 15 2 

P 1384 26 595 18.5 

P 1405 26.588 23.2 

P 1406 26 556 22.1 

P 1466 26.493 22.1 

P 1467 26.219 31.1 
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西辺N-11 °-E
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嘩
55柱列2

嘩

忙岱

嘩

柱穴番号
底面標高

深さ(cm)
(m) 

P 351 26.893 39.6 

P 1314 26.879 31. 7 

P 1323 26.973 21. 5 

P 1345 26.612 32.0 

P 1348 26.530 30.1 

P 1360 

P 1381 26.473 37.5 

P 1388 26.376 37.2 

P 1403 26.367 40.1 

P 1425 26.268 31. 0 

P 1439 26.922 7.8 

P 1468 26.788 36.5 

P 1469 26.998 20.7 

P 1470 26.723 63.2 

P 1471 26.515 71. 2 

P 1472 26.916 25.1 

P 1473 26.764 51.4 

P 1475 26.578 74.0 

P 1476 26.493 76.8 

P 1477 26.535 71. 3 

P 2103 26.928 24.4 

P 2105 

忙�61
゜ 10m 

第62図 柵・塀．柱穴列(2)
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〔2〕 建物跡

本逍跡では柱穴を多放検出したが、 その中で]2世紀の建物跡と判l祈したものの合計は46棟である。 この他

に近懺及びそれ以降と思われる建物跡も38棟推定されている。 また、 建物に想定できなかった柱穴も放多く

あるが、 これも何らかの施設を成していたはずである。 建物は掘立柱建物跡で平地建物の主休をなす。 礎石

姑物跡は確認されていないが、 11J能性を指摘されているところについては触れたい。

(1) オ）：il建立柱建物跡

これまでに報告された建物跡及び柱穴群に1判して、jlf検詞をした。

結果、 変更したものや祈たに想定された建物跡が22棟ある。 これらの建物跡について州庸方向・柱間寸法を

示した第63-66図を作成し、 新しい直札り：名はHSBOOとした。 糾l「II児係や主な特徴に関しては—ー·'此表に咆匁

理した。

軸方向 t1:. 方位に近い角度の建物は、 主に堀内部地区のほほ中央に位:i?iし規校も大きい。 本班跡の中心的な

建物に多用されていた州庸方向と見て大過ない。 他に、 N3 - 6
°

Eのもの、 N17
°

Eを砧翡とするもの。 N

11
°

Eを成すものとに大別され、 前辿したir方1立の建物の周辺に展lllJする。

柱間寸法 様々な寸法が用いられているようである。 建物の規校、l翡造が似辿っていても柱間、いよが一 孜し

てくるわけでもなく、 梁布と111'行とで巽なる間尺を使用しているものも多い。 そうした中で陥準値的なもの

を打1廿1-'iするのは靴しいが、 よく使われる間）丈となると6 - 8 Jぐである。 また、 本追跡のなかでも規校の大き

な（床面積200111'以I一
． ）建物に関しては柱間、J

・
法も大きく10尺以上が）廿いられている。

堀内部地区での占地 固池23 S G 1の北東約20111、 堀11、J部地区ほぼ中央は規位の人きな建物が密に分布する

ところである。 建物は重複して検出されており、 本追跡でも中心となる建物が同じ場所で立て杵えを繰り返

していた椋相を呈する。 これらの大塵建物を中心建物群と呼んでいるが、 この場所のほかに規較の大きな建

物が占地するところとしては、 辿跡中央北側がある。1前述した中心建物群が、 ある時期に北へと移動したも

のと名えられる。 この他、 中・少規模の建物はこれらの大別建物の固辺に分布するが、 道路状追構に並び、

角度を揃えるものが多い。 追跡南端部にも多数の柱穴が行るが大別の建物は想定できず、 小規模な建物のみ

で構成されている。 逍跡市1Jtj部（猫間が淵や無婿光院にJ}llする地域）では地形的に低くなっており、 辿構の

残りは良くない可能I化がある。 建物の分布が希汎tなのはそうした条件による11f能性がある。

建物の規模 最も大きな建物は55SB 6 (6 X 6間、 358111')である。 大聞の処物は200111'以上のもので4 111[ 

庇の建物が多い。 中規模の建物で約120111'(JJ_Ljjff[庇・ ニ面庇の建物の他に、 様々な形態の建物がある）、 それ

より小規模な建物もある。 本追跡の特徴として大）-r;i1の建物は南北棟となるものが多い。

(2) 礎石鑑物の可能性

礎石建物は確認されていないが可能性が指摘されているものについて触れておく。

·28 SA 1は23 S G 1池跡の北約20 rnに位置するコの字形を呈する塀跡であるが、 この塀が礎石建物の焙壇

を載せる土留めの痕跡である可能性。

·23 S G 1池跡の中央南1111」にぐり石状の痕跡が数力所で確認できるが配置は少し乱れる。

. ll次調査区（堀内部地区の南西部）付近では瓦の出土が他に比べて多いことから御幽的な建物があった可

能性が指摘される。
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第66図 掘立柱建物跡(4)

追構名 位ii,' 規 模 ,1,11i)i[f,J 'I'1i1i I移式 li 1/11、1社、 fiiii ど
II SB I 8:J-',:, 桁行,I [ii] X梁行小lり］ N - H'-E 東['ljj東 Ii !JI↓多Ill

II SB 2 8H7 朴rir•tl闊X甘ぐir 211:1 N-11° -E 東両棟 1巖々な、Ji!、か使われてし)る

HS Il 3 82-:,7 杵ili3 5111] x UHi 2 1::1 N - 7'- E 束にiJi/1', を持つ 様々な、Ji人が使わjtて＼ヽる

HS 13 Ii 83-',5 /irh c, liil x梁行111:1にIiじ N-IS" -E 怜i1i111こ）J，c:IJ、1こ11::JJ艮り付く 桁行では8 leと8 21'!. を多Ill

HS l3 7 82-5,1 什i行j 1::1以I· N -17° - E 東両棟の2 iililJし建物か 'i 5~8 :i尺

II SB 8 83-55 I 1111 X I 1111 

HS Il 10 83-',', 桁行3 liil X梁行l liil以I· N -22° - E 束1'り棟 8 5-�Iii-'. 

I― IS 811 8,Hili liiliif::Jx党frj[ll)Iこ3 X3[1:J N -11 ° - E 東i14棟建物の1Nに3 x :; IB]Oli]i/1\ 液行8 3/↓、liri― i'i31
―

しか多Ill 2�S B Iより/Jr

11S BJ:l 87-98 21廿Ix I 1111 N -2:l° - E 11J;Iじ棟 7 Ii、Ii ,JI<. 

HSBH 88-98 /irfr 3 /1\j X甘:fr I /Ill N -27" - E 東I'り棟 桁行は（；尺代を多Ill

HS B15 88-98 廿jfr,t/::Jx路m1i::1 N-15° -E 東西棟 1iill!IIIこ 一 部Yli/1',

HS Elli 87-99 fti1J 2 /1:J X糾!h21::1 N -21i° - E 如ij/東 tirfflょ9 5「↓、�!iil:lli ol{力 9

HS B 17 86-98 /iri f 3 Iii) X身m11:u N- 2 ° -E 1li:lt棟 Iii行は�3尺を多Ill

HS B 18 88-100 !iii了3 Iii) x材ぐfr 2 liU N-6'-E 2 /1:J X 2 /IIJO)l'/1側に11111,;uり出す 8尺か多Ill

HS B 19 89-lOl jjjfr ,J lil) X材ぐ1子2 1:u N- 1• -W iii.It棟 "i-7 II{ 

HS B20 8(i-96 !iifr 2 liil x牙と1子 l liil K-3"-E Iii-It棟 桁行は約10/�

HS B21 88-96 liifr 2 I廿IX糾:fr I lill K - I'- E ;Jtfi!IJIこりしかつく東西棟 lir行は約KI�

HS B22 8:iー !rn liifr、ii廿)\)、IX糾11・i'l I廿I 1'- I'- E 東西棟 liiiilよIi !J-8 Iii↓ 

掘立柱建物跡観察表
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〔3〕 道路 ・ 橋跡

柳之御所遺跡を取り囲む堀跡に架かる橋跡に通じる道路、様々な遺構の変遷を検討していく上で位置、規

模、形態などから道路側溝と考えるのが妥当であると判断した溝跡など、道路遺構とした遺構は 3基である。

ここでは橋跡と橋の予想される場所についても記しておく。

(1)道路（第67·68図）

21 SC 1道路状遺構 柳之御所を取り囲む堀跡21SD 1南端部に架かる橋21S X35北部の延長上に、ほぼ並

行した 2条の溝が検出されている。この溝に挟まれた区域にはそれと同時期の遺構がないことから、 これら

の溝を道路脇の側溝と考え、これらに挟まれた区域を道路状遺構とした。道路幅は10.2-7 .6m、 検出でき

た溝の総延長は約57mで両溝ともほぽ南北を向いている直線状だが、東側溝はN 4° E、西側溝はN 2
°

E 

の傾きを持つ。東西側溝ともに北端部では底面からほぽ垂直に立ち上がっており、検出された北端部が元々

の最北端であったことが推測できる。しかしながら、道路としてはさらに北側へと延びて東西道路52SC 1· 

55S C 1と連結すると類推される。 また、橋脚を渡り遺跡の外へ出て直線的に南へ行くと泉屋遺跡13·16次

調査で検出されている南北道路(13S D 12·13 S D 13·16 S D 8)に行き着くことになる。道路側溝は12世

紀の遺構である21S X36や21S K115を覆う整地層上に造られている。東側側溝には多量のかわらけが廃棄

された状態で出土する地点もあるが西側溝からはあまりかわらけは出土していない。遺構の重複関係や出土

したかわらけの特徴などから12世紀後半以降に設置されたと推測でき、その後は埋め戻されたことはなく奥

州藤原氏滅亡までは機能していた可能性が高い。

52S C 1道路状遺構 52 S D29と52S D30からなり、 この二つの溝は対になる道路側溝である。道路幅は溝

を含めて約Sm、残存状態は良くなく、所々途切れつつ約30m検出されたが、 本来は東西にまだまだ続いて

いたと推測される。高舘の裾を通り中尊寺に至る道の一部分と考えられる。重複関係を整理すると本遺構は

52S B25と重複するが道路状遺構が古い。また52S E 7 、52S I 2 、52S K39とは同時存在ではない。52S

D32が新しく、52S A 2 は同時存在と考えられる。

55S C 1道路状遺構 50S A 1柵列状の塀とそれに平行する55S A 3板塀との間（幅は約12mある）に道路

を想定した。50S A 1と55S A 3 の内側には道路側溝は残存していないが、西側に延長すると52S D32と52

S DlOがある。また、 東側の延長上には37SD 4がある。これらを道路状遺構の残存とみなして55SC 1と

した（軸方向Nll0 E)。この道路の軸方向では堀外部地区で検出された道路にスム ー ズにつながらない。

堀跡を跨ぐ付近で北側に緩やかに道路がカ ー ブして堀外部地区の道路につながると推測される。

逍構名 遺構名細分 位置 時期 方 向

東側溝
93-94 -
91-106 

21 S Cl 12C後半
南北

代と推測
西側溝

90-94-
90-105 

』し側溝(52 S D30) 
67-56-
72-59 

12Cに52 S C 1 
属する 東西

南側溝(52 S D29) 66-57 -
52SA 2 70-59 

52 S D32、55SA 5、 66-56 -
37S D 4 90-62 

55S C 1 12Cに
東西

属する
52S DIO、50 SA I、 69-59-
50S A 5 

＇ 

方位 全長(m) 幅(m}

N4'E 57北端で
10.2 
南端で

NZ'E 56 7.6 

N60' W 

約30 約8.0

N65
°

W 

N79' W 125 西端で
13.0 
南端で

N79' W 102 1.0 

その他特記事項

推定全長190m。東西側溝とも北から南へ緩く傾斜。東西溝とも検出さ
れた北端部が元々の最北娼と推測。特に東側溝から集中的にかわらけ出
土。12世紀の遺構である21SX36や21SK115を覆う整地層上に造られてい
る。

推定全長185m。かわらけ、 国産掏器片出土。道路側溝から出土したか
わらけの形態と

重
路

複
面
す

上
る
に

カ
3期の遺構が存在することから4期と推定され

る。52SB25と ＜道路状遺構が古い。52SD30と52SD32が重複す
るが52SD32が新しい。52SE7、52S12、52SK39と道路遺構は重複するが、
切り合い関係がなく前後判断はできないが、同時存在ではない。

推定全長172m、軸方向が同じ板塀と溝状遺構を組み合わせて想定した。

道路状遺構一覧表
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A 25.400 A' 

f-- -i 

� 
I p 

1 10YR3/2黒褐色粘土混じりシルト。炭化物片、 焼
土粒が少量入る。 かわらけ片を含む。

｀ 1 JOYR3/2馬褐色砂視じりシルト。 炭化物片、 かわ
らけ片を含む。緊密。

2 JOYRZ/3黒褐色粘土視じりシルト。
3 JOYRZ/3黒褐色粘土混じりシルト。 炭化物片を含

む。

E 25.100 
← 

E
' 

-—{ 

デ
1 10YR3/2黒褐色粘土混じりシルトが主体。砂が混

じる。炭化物片、 かわらけ片、 礫が多い。
2 10YR4/2灰黄褐色粘土混じりシルト。 かわらけ片

が入る。
3 IOYR4/l褐色粘土混じりシルト。

F 25. 900 F
" 

← 

文2

1 !OYR4/l褐灰色シルト。 炭化物片を多く含む。
2 10YR4/2灰黄褐色シルト。

゜

第68図 道路状遺構(1)
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(2)橋（第69-73図）

A 検出された1訴（土橋）

柳之御所を取り囲む堀21 SD 1には、 橋が 2基架かっていた。 また、 他に橋の可能 ‘性のある追構］基が41

SD2-BI、レンチから検出されている他、 56S D40には土橋56S X 16が設間されていた。

21 S X 35 21 S D 1南端部に架けられている。橋脚は桁行 2間、梁行1間である。桁方向はN 12
°

Eである。

橋脚桁行は13.6111を測り、梁行は北が3.36111、南が4.36111である。造り枠えはない。橋脚穴の中で21SK 1 ·  

21 SK 3 の下部には柱痕が一部残っていた。 前者は径44cm、 後者は径36cmで両者とも八角柱と推定される。

本造構は柳之御所堀内部地区と平泉拠点地区を結ぶ橋 脚である。 1裔脚を渡り堀内部へと入ると21SC 1道

路状逍構が直線的に延び、 反対に外部へ行くと、 泉屋逍跡13·16次で検出された道路状遣構(13S D 12·13 

SD13·16SD8)につながる。

23 S X 12 21 S D 1堀中部と北端部の接合部に構築されていた。 橋脚は桁行2間、 梁行2間である。 桁行方

向はN75
°

Wである。 調禿時点では、1行行方向は同じだが異なる2基の橋があったと推定していた。 但し、

一見柱穴を堀改めたように見える土でも別の解釈が成り立ち、 橋は1つしかなく、 新1日はなかった可能性も

ある。

橋脚穴21SK 18の底面には34cm X 31 cm、 厚さ約5 mmの板材が水平にあった。 23S Kl7には径44cm、 23SK 

19には最大径50cm、 23S K 21には最大径52cm、 23S K25には最大径44cmの柱板が底面に残っていたこと、 し

かもそれぞれが隣接している柱穴を切っているようにも見えることから、 調壺時点では、 これら柱根が残っ

ていた柱穴を最新の橋I]却穴と考え、 橋は2期にわたって造り枠えられたと考えていた。 橋/j却 柱根は八角柱と

拙定できる。

41SX2 41SD2 -Bトレンチから、 柱穴とそれに付随する柱根が堀の東西法面に1基ずつ検出された。

2基の柱穴が堀を跨いでいることから、 それらを橋の桁方向の橋脚であると拙測したが、 対になる桁方向の

橋IJ翡lはBl、 レンチ内にはない。 橋脚穴41S K36と41S K37を結んだ軸方向はN90
°

Eである。 東西橋脚柱根

の間隔は4.08111である。 41S K36の柱根平lfri形は直径16cmの円形、 41S K37の柱根平血形は23 X 21cmの角が

とれた5角形のような円形である。 調脊は逍構検出のみで、 柱根は取り上げずに埋め戻した。

本逍桃に関連する追路状逍構としては52SC 1を四にほほ直線上に延長させて見れば最も可能性が高い。

しかしながら対悴にあたる堀外部の発掘調壺では道路逍構は検出されていないため、 この追構を橋脚跡とは

みなさない見解もある。 その場合52SC 1はやや北四に向きを変え、 堀外祁地区で検出されている道路逍構

につながるといった解釈になる。

56 S X 16土橋 内堀56S D40の北端部から南四へ19111 (63-53グリッド）に位置している。 長さ6.0111、 上

幅2.8-1.5111、 下幅は約3 111と推測される。 北側2カ所で粕査したところ、 内堀の底面から土橋上面への立

ち上がりが観察され、 追跡ののる基盤層を掘り残すかたちで土橋を構築していることが明らかになった。 内

堀に直交するように設骰されており、,1叫線はN40
°

Wを指す。 門などの付属する施設並びに関係する道路は

判然としない。

B 橋が想定される場所について

これまでの発掘調査の成果から、 調査が及んでいない地域でも橋が架かっていた可能性を指摘できるとこ

ろがあるので以下に記しておく。
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＼二／
11.100 

21S K5-6 
2ISK5 
I 10\'11:l/2黒褐色砂枇しりシルトかii i炎り＇（色判，

I: プロノクか少：，：散(1: 炭化物I\、かわらltl\
か多：，｝に含まれる

2 lll\'1{2/:1黒褐色砂ilしじりシルト炭化物I', 少：，：•
-- :1 10\'R:J/]児褐色砂IllしIJシルト 炭化物Ii多：，：

含 かわらけI', 多：，し含
、I IO\'IM/21火/,',褐色Ji加l! しりシルトかL I火1·1色

浮ィjか少：，：•人る 炭化物I', 含 かわらけI\少：，：
含

!J 10\'J<,J!2I火飢褐色砂混しIJシルトかi•. 淡机色
1',';1'. フロックが約0IO%liと‘ ！牧/1する 炭化物I',
含 かわらけI', 少：，｝含

10 IO\'J{,1/1褐I火色砂、シルト混しりl\';1: 炭化物
I',、か;, らけI', 含焼1:1や少：，： ill根l

2ISKtl 
5 lll\'11•1::1にふし、貨褐色砂illじりシルトかL 地

叫',';I·.プロノク約,JO%散fr 炭化物ll少：，：
ti lll\'J<,J/31こふし、/,'i褐色砂ilししりシルトかi• 地

廿11',';I: プロJク約7%/l屈 炭化物I', 少：，：•
7 lll\'lit:/GIリ1訊褐色砂混しりシル1、 小iNiもill

しる
� 2. 5\'2; :;;£ 貨色粘I

''""" 
---, 

"""" ← —→ 

� 

\g. 

23 SK 16 
n.soo ． 

21SKI 
I IOYR•ll:Jにふし、紐褐色(,少枷しりシル1、 地1111',',

l:•Iヽフナ ロック少:,::/ltfr ·hU: 粒少：，｝含
IOYJi,1/:Jにぷし、貨褐色Ii少illじりシルl、 aY,. ,1 
浅仇色粘U,小フロックか約lll%!iH 炭化物
／：、焼!·.粒含 かわらIt I', 含

:, IIJYJ!,\/1褐Iii色砂、シルト叫しり1',I; L I、·m:1こ
緑／火色村，I:プロJクltt/1: 炭化物/', 合
oc;1;11緑1火色砂illしIJシルト
IOYl!7/,Iにぷし 、 札岱釦',',!:嵐しりシルト
什根（低叫II

Z!SI岱
1 2.:,n/,1浅貨色粘!:illしりシル1、プロJクとに

ふし、/,',褐色柑，I:プロJクか7対：｝の割合でill
/,: [,',[く緊密
,_;Y7;,1;, 貨色粘! -.illしりシルトプロック 固
＜緊密
IOY1i2, 況I_\褐色砂枇しりシルトかL 浅り'i色シ
ルトプロ）ク少：，し散!,・炭化物I\含焼LP: 含
I•'•!<緊密

I IOY!i-1/2!.i.'曹褐色砂illしりシルトかし 没伍色シ
ルトプロJク、明貨褐色シルトプ□ -; クか多：，：
に散在 炭化物I'll数：，：� 浅債柁色 ;-n,少：，： !,',[ 
＜緊i令：

11 S Kl • _ - - 、

□7 
n.,oo 

11 S K7 

柱"

2:JSK!li·17 
1 ',YK/'.J淡飢色粘I ・

・ やや杓れる
2 5\°,Sl'.J淡!<し色柑，I: プロック、 !OYRG/2 

灰貨褐色シルトフロックがl々
� :J 5\"81'.Ji炎りし色粘I. プロIク、 lOYRli,21火 � 

偵褐色シル［、プロック 1火 i<'i褐色I:•れ越
火小フロJクiiし人

,[ lilY!iG12、JOY li•l/21火訊褐色シルトプ
口／クかL '>Y81:Ji炎貨色柑，LA小フ
ロック約:JO%
IOY!i、1:21火りし褐色シルトかi '. SY8.':J淡
黄色W,LJぐブロック約:JO%
2. 5Y•l/l b'O火色+Kl:
2.,Y•L'l'i<し灰色柑，I ・．力、 i '. I、.,ド［よ緑I火褐
色粘しかプロ／ク：1人にi)1人

8 lilYR•l/21火貨褐色シル［、かi'. 5Y,�/:J柑，
I: 小プロJクI if約l-2cml約:JO%

!I lOYli、1/21火訊褐色シルトかi'. I胆1,粘I·
の中小ブロソクitk/1

10 lOYR'.l/1).1,', 褐色かi '. q, 小の地1l11'<',I:フ
ロック散在

I I lOYll•l/21火貨褐色Lかi '. if約1 cmの地
,1, 粘Iプロ／ク2s-:rn%

12 !ilYR,l/21火りし褐色I:かi'. if約I cmの地
叫',';IプロIク約,[(YY,,

1:: IOY!i2叫．＇褐色I·. 10に似るか、含まれ
るj也,1, 判,l·.7・ロソクの割合が ，心iし、

J.[ lllYli2'2黒褐色L 10、I:Jに似る 地1l1
W; I:!, プロソク散fr 皐りl0%)J, I' I、;'ii,
の1'<'11:プロ，クは5GYG/l緑1火色

2\SIぶ3
!OYR•l/11シルトillしり砂
JOYli•\/,\砂、シルトilしし1)1',f;·[·. i炎り，1色粘
LA小プロノク含
lllYR1l/l砂、シル）·iJ/しり粘I: 炭化物I',
含 木製品少：,:: I! 屈脚0)変化したものか）
SGi/1明緑I火色、 シルトilししり粘I: I橋脚

の変化したものか）
＊低叫IOJl,'i][ll)には黒色粘I:がI~ 2cmほど
見られる 低脚がI/姐伯しI: となったものて
あろう

21SK7 
1 2.SY7/叫lb'i褐色粘I: プロJク
2 10\'lCJ/,\II行褐色砂ii, じり シ ルトか」

5\'8/,\淡貨色判，I·プロック多く散在 炭化
物片含 かわらIt!; 多：，t

:, lOY li:l/2黒褐色判，I:小プロックIlk/!: 炭化
物l',·;.',:{1 かわらけi: 多：.:: 

•I 10YR:l/2Lじ褐色粘I.A小プロックIIIfr か
わらけ1:少：，：

21SKI I 
2.5\"7/-J淡訊色粘l:iJもじりシルトプロック
と、にぷい偵褐色砂illしりシルトプロック
とか9対lの割合でilも{1: 1,,,1 <槃密
2. 5\"7 /,j浅貨色1Kl".il1じりシルl、 プロノク
と、にふしヽ貨褐色砂混しりシルトプロソク

かG N•I OJ"/ilJ合でil凶 炭化物I\少：，：• 1-"I 
＜緊密
7. 5\― Ii•l!•I褐I火色砂混しりシルトがiー． 浅
訊色シルトプロックがり'.({,• 炭化物I\少｛，：
固く緊密
2.5\

―

71,1浅軋色柑，l:il1じりシルl、プロック
と、にふしヽ貨褐色砂混じりシルトプロノク
とか8対2の"/;,J合てilU,: 炭化物1;-、焼I
枕含 ，Iii角礫含 固く槃密
10\"li2!1黒褐色砂枇じりシルトがL 浅訊
色_,リj飢褐色シルl、プロックがiJW 炭化
物I', ー、焼I:粒少：，:: l.',I <緊密
10\"Ji:l/•III行褐色（切此じりシルトかi•. 浅黄
色シルトプロJクか散{1: I↓',I< 
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23SK18·19 
J JOYR4/4褐色シルト。 かわらけ極細片。 炭化物片散在。
2 JOYR4/3にぶい黄褐色が主。5Y8/3淡黄色粘土プロック散在。
3 JOYR4/2灰黄褐色が主。地山粘土小プロック約5%。炭化物片散在。
4 2.5Y4/l黄灰色粘土。水分多く軟質。
5 5Y8/3淡黄色粘土大プロックが主。 JOYRS/4にぶい黄褐色粘土プ

ロック。
6 JOYR4/4褐色土が主。 径約1 cmの地山粘土小プロック。
7a ·!OYR4/2灰黄褐色土が主。径約I cmの地山粘土プロック約10%以下。

かわらけ細片含。
7b 10YR4/2灰黄褐色土が主。 7aとほぼ同じ。 地山粘土プロックにや

や大型のもの含む。
8 JOYR3/2黒褐色土が主。 地山粘土中小プロック約10%以下。
9 JOYR4/l褐灰色土が主。 径約3 cmの地山粘土プロック約20%。
JO JOYR3/l黒褐色土が主。 地山粘土中小プロックが上半に散在。

"'□ロ
235 "" ロ、

23S K21 

4
 

-, 
\23S K21 
， : -
＇ 
， 

、 、ヽ---
22.000 

235K24-25 23S K26 

二｀〗
＿ 

□八
23,000 
← — 

� 

23SK25 
1 10YR3/lオリ ープ黒色粘土質土に大小プロックや細砂が混入。
2 10GY5/l緑灰色粘土。
3 10YR4/lオリ ープ黒色粘土。
4 10GY5/1緑灰色粘土と10GY3/lオリ ー プ黒色粘土質土。
5 10GY4/l暗緑灰色-10GY3/lオリ ー プ黒色粘土質土と2.5Y5/2暗黄

灰色細砂の葉理。
6 1に似る。粒径50mm土の礫を含む。
7 10G5/l緑灰色土。 細砂卓越。
8 10Y3/lオリ ー プ馬色。
9 10Y3/lオリ ー プ黒色士。 粘土の大小プロックと最大粒径100mm以

下の礫を含む。
※2-4が23SK25の埋土。

23SK21 
la !OYR4/1褐灰色-IOYR3/l灰黄褐色土。大小の粘土プロックを含む。
lb IOBG4/l暗青灰色土。laが疑似グライ化したもの。
2 !OGY2/l黒色粘土。

23SK26 
1 10YR4/2灰黄褐色土が主。 地山粘土大小プロック多量。径約5 cm以

下の礫少量。
5BG6/l青灰色粘土。
10YR3/l黒色粘土混じりシルトと地山粘土大小プロックが半々。 粘
士は還元し、 青灰色。

56SX16土橋（西）
Lo28.2m 

A― 

56SX16土橋（東）

-• 
L•2B.2m 

c-

□□ 
ー0

三
56 内堀の一部 西
I !OYR5/4にぶい黄褐色土 地山プロックごく微量含む 粘性やや有 締って

いる
!OYRZ/2黒褐色土 地山プロック極小～大粒を多量に含む 粘性やや有

締っている
3 2. 5Y3/l馬褐色土 地山プロック大粒を大量·に含む 粘性有 締っている

鉄分有
4 2.5Y7/4浅黄色粘土 地山 黒褐色土ごく微量含む 粘性有 締っている

鉄分有
2.5Y7/3浅黄色粘土 灰黄色土との混土 鉄分有 粘性有 締りやや有
2.5Y6/2灰黄色土 黒褐色土微紐含む 粘性やや有 締りやや有
IOYRZ/1黒色泥 部分的に灰黄色を呈する 浅黄色地山土含む 3 -4層と
の境には樹皮が沈殿している 粘性やや有 締りやや有

8 2.5Y7/3浅黄色粘土 灰黄色土少最含む 粘性やや有 締っている 鉄分含
む

9 2.5Y8/4淡黄色粘土質土 鉄分含む 粘性有 締っている

56 内堀の一部 東
1 10YR6/3にぶい黄橙色粘土質 堅く締る ,f, 3 mm程の炭化物少量、 かわら

け少量
2 10YR4/3にぶい黄橙色粘土質 堅く締る 10-ZOcm大の円礫を含む 炭化

物・かわらけ少量（内堀埋土中の別の遺構？）
3 10YR3/3暗褐色粘土質 堅く締る 炭化物・かわらけ片やや多く含む（内堀

埋土中の別の遺構？）
4 10YR6/4にぶい黄橙色粘土 堅く締る 暗褐色土含む（下半にやや多い）
5 10YR6/3にぶい黄橙色粘土 堅く締る 暗褐色土含む 灰色の砂質土壌少量
6 10YR6/2灰黄褐粘土質 堅く締る 10YR4/2灰黄褐色土含む
7 2.5Y7/3浅黄色粘土 締り有 炭化物微量 均質な土
8 10YR6/3にぶい黄橙色粘土質 締り有 灰黄褐色塊少量 にぶい黄色の砂質

土含む
9 2.5Y6/4にぶい黄色粘士 堅く締る 炭化物ごく秒含む 均質な土
※ 1-9人為堆積

゜ 2m 

第71図 橋跡(3)
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柳之御所堀外部地区から堀内部地区へ渡る橋

堀外晶地区で検II', さオした道路j[[IJi翡跡(2りSD

:l·25 S D 7 ·29 S D 1 ·29 S D 2) と堀内

糾地区で検出された道路52 SC 1と5りSCI

とを繋く1紅；が包定さオしる 位iiりは道路追札)の

処に線I:.で1叫l之御所堀内祁地1メ．をIIflむ堀跡の

; ··;1; 分になる ヘ

無量光院と柳之御所堀内部地区を結ぶ橋

本追肘＇］、と無：;: 光院は茄＼間が;1::1伯かと呼ばiLるfl(;

地を挟んで椅り合ってしヽる ） 411「::i: 光I勺しか；立化；

さオした12111:紀後'I'には本直跡と,11lfj仕光院を糾

ふ迅路及び低を茄『間が淵跡の中に設けてし、た

と見I.定するのがI,ー［然である ，． り））な場面とし

ては、 M :ヽ,:光院開から本直跡のはうへ,-r;:IJはこ

リkり出す］嵐形がある、， ここは1り「、：廿光院の北東

隅にあたり、心壻r'. I I I直跡でii、ru:はさiLた1H;Iじ直

路を北へ延にし皿·灯：光院と）JI囁＇御1叶の間を迎

りここにポる ＼） そして •刀は東に1111がりり」;di',

地形から茄＼間か淵跡とその111に構給されたJJ』

を渡りWll之/nlli肝堀F'、Ji
『

,I\地区へ、 もう 一 • カは[lli

ヘijii、じて:111t:i: 光院北辺の」•塁1こ沿って1j1iり、『

方111iへと延びるとぢえられる 0
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〔4〕 堀跡 ・ 溝跡

溝は幅14cm、 深さ8 cm、 全長6.3111の小規模なものから、 幅が4.5111、 深さが1111、 全長約85111に及ぶ大規

模なものまである。素掘りのものが多いが、側壁に板材を組んだ構造のものもある。機能面から見ると排水、

区両、 道路側溝、 自然流路などが挙げられるが、 はっきり分けることができないものも多かった。

(1) 堀跡

堀は3条確認されている。 柳之御所遣跡を取り囲む2重の堀跡は本逍跡を代表する逍構である。 また、 も

う 一 つの堀も遣跡の性格を考える上で興味深い遣構といえる。

A 柳之御所を取り囲む2重の堀（第74-79図）

柳之御所遣跡は北上川西岸の台地上に形成されているが、 堀は東側では沖積低地との境界、 南 ー 南西側で

は猫間が淵の縁の自然地形に沿って巡り、 西 ー 北西部では台地を切り低地へとぬけるかたちで構築されてい

る。 予想される全長は500111に及ぶが、 緊急調査時には南東部を主に、 内容確認調査時には北西部の一 部を

調査したにすぎない。

内側の堀 これまでに21 SD 1 ·41 SD 2 ·56 S D38という遺構名が付されているが調査次と地点が異なる

だけで全て同じ堀のことである。

21 SD 1 堀の東南部分にあたる。 開口部幅は、 8.0-13.7m (平均的な幅は約10 Ill)である。 深さは2.2-

4.6m、 堀内の台地部と堀底面の比高が2.2mである。 断而形はほぼ逆台形状、 底面はほぽ平坦である。 底面

の幅は1.4-2.0mである。 また、 底面には間仕切り状の区画を有する部分がある。 埋土は堀が構築された段

階から次第に土が堆積し、 近世から近代の頃にやっと埋まりきったことを示しているが、 12世紀の逍物はか

わらけの完形品や木製品が集中して多景に入るなど、 廃棄したり意図的に置くなどして、 人間が直接関与し

た堆積状況を示すものも多かった。

堀南端部の北岸と中部南半部の西岸に整地層が検出されている。

41 SD 2 内側の堀の北西部分にあたる地点に3つのトレンチを設定して調査した。

Bトレンチからは橋脚の可能性がある柱穴と柱根が検出された。 堀底面の幅は0. 4 Illと狭くなっている。 埋

土は基本的に自然堆積で、 腐食土を主体とし、 有機質遣物を多く含む。 淀んでいたことを推測させる層も見

られる。 中には人間が有機物を捨ててできた層も確認されている。 かわらけはロクロ整形のものが多く、 最

下層からは遣物は全く出土していない。

56S D38 AトレンチとDトレンチの中間に設定した。 この付近において堀は現町道の下を通っていること

が判り、 立ち上がる両岸部分をこのトレンチと56次調査で猫間が淵跡に設定したT2トレンチで確認した。

開口部での幅は約10m、 深さは少なくとも3 m以上あるものと考えられる。 加えて、 12懺紀末まで機能して

いたと考えられる溝56 S D20 が堀に土砂を流し込む状況を観察し、 12世紀後半には内側の堀は埋まりかけて

いたことも確認できた。

遣物はかわらけ、 陶磁器、 瓦、 木製品等が多醤に出土しているが、 廃棄されたものと土砂とともに流れ込

んだものとが複雑に混ざり合う状態で出土している。

外側の堀 これまでに21 SD 2 、 56 S D39という遣構名が付されているが調査次と地点が異なるだけで同じ

遺構のことである。

21 SD 2 堀跡21 SD 1の南から検出された。 上幅9.0から12.6111、 下幅は3.6m、 断面形は比較的鈍い角度
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の逆台形で深さは2.4-2.6mを測る。 調査区にそのごく一部がかかっていただけだったので、 細かな状況ま

では述べられないが形態・規模などは21SD 1南端部に類似する。 埋土下層は自然堆積土（古期層）である

がその層を切って堆積する人為堆積も認められた（新期層）。 いずれも12世紀の堆積と判断される。

56S D39 堀南西部にあたり猫間が淵跡と呼ばれる低地の中にトレンチを設定して調査した。 地表面から35

-85cm程掘り下げた段階で開口部を検出している。 上幅約6.5m、 下幅3.3m、 深さは約 2.lmを測る。 底面

は概ね平坦で断面形は逆台形を呈する。 猫間が淵と呼ばれる低地地形を掘り込んで構築されている。 埋土は

基本的に自然堆積の様相を呈し、 泥質及び砂質土が交互に流れ込んでおり、 流水と沈殿を交互に繰り返した

ようだが、 常に水を湛えた状況は考えにくい、 原則は空堀であったといえる。

遺物はかわらけ、 陶磁器、 瓦、 木製品（自然木含む）が出土しているが、 その量は内側の堀に比べ極端に

少ないのが特徴である。

B 56 S D4 0 堀跡（第67図）

遺跡の西側に位置し、 全長は約65mで西側に緩やかに膨らむ弓状を呈する。 幅5-6 m、 深さ0.8-1.Zm

を測る。 重複する全ての12世紀に属する遺構より本遺構は古い。 堀の両端部は底面から急角度で立ち上がっ

ており、 全長がこれ以上延びるとは考えられない。 埋土は底面付近に僅かな自然堆積層がありここからは自

然木が出土しているのみで土器・陶磁器等は無い。 その上層には人為堆積層が厚くみられ一 気に埋め戻され

ている。 この遺構にはやや北寄りに幅が2 mに満たない土橋(56S Xl6)が設けられている。

遺構に伴う遺物はない。 しかしながら、 他の1 2世紀の遺構との重複関係では何れも本遺構が古く、 12世紀

のある段階には機能を失い埋め戻された施設といえる。 そうした意味からも12世紀の中でも古い段階に位置

づけられる可能性を有し、 その上限は12世紀に限らない。 堀内部地区の西側を区画する堀跡と考えられる。

( 2 ) 溝跡

41S01 52SD26·56SD2 0も同じ溝のことである。 堀内部地区の西側に位置している。 標高の高い北側

から猫間が淵や堀の巡る南側へ蛇行しながら延びている。全長は約85m、上幅は1-4m、深さは0.2- 1.lm

を測る。 標高の最も高いところ(66-5 3)から溝を掘り始めていることを断面観察から確認した。 この溝は

それから低い方へ蛇行して流れ、 最も西側に面した部分は 「 コ」字状の張り出しを持つように掘削されてい

る。 それからは南側へ向きを変え柳之御所を取り囲む堀跡（内側の堀）にまで達している。 埋土は基本的に

自然堆積である。 流水や周辺からの土砂が流れ込み、 時間をかけて徐々に埋没したものと考えられる。多量

の遺物を含み、 これらは全て12世紀以前の遺物であるが、 その多くは奥州藤原氏が滅亡した直後の状況と解

釈される。 よって本遺構は1189年の奥州藤原氏滅亡時に開口していたことになり、 柳之御所遺跡の最終段階

の遺構とすることができる。 埋土の状況からは排水目的の溝といえるが、 その規模から堀内部地区をさらに

区画する意味も有していた可能性もある

この溝から柳之御所を囲む堀跡に土砂を流し込む状況を観察した結果、 堀よりも本遺構は新しく、 堀は12

世紀後半には埋まりかけていたことも判明した。
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SE 
← 22.000m 21S01ベルトNo.3北面土層断面

NW 
----, 

16 27 28 

21SDI ベルトNo 3 
l !OYR4/3にぶい黄褐色シル

ト。 炭化物、 かわらIt/ヤ、
礫を含む。

2 !OYR4/2/反黄褐色シルトに
2.5Y6/3にぶい黄色シルト質
粘土が プロックで入る。 炭
化物、 かわらけ/',・、 酸化鉄、
礫を含む。 整地11\J。

:J !OYR4/3 に ぶ い 黄褐色に
2. 5Y5/3黄褐色がプロック状
に人るシルト。 炭化物、 か
わらけ/',·、 酸化鉄を含む。

4 2.5Y4/2暗灰黄色シルトc 炭
化物、 かわらけ1ヤ、 酸化鉄、
礫を含む。

5 2.5¥4/211音灰 黄 色 シ ル ト が
主。2.5Y6/4にぶい黄色シル
トがわずかに入る。炭化物、
かわらけ片、 酸化鉄を含む。

6 JOY R4/2 Iii<黄褐色シルト。

w 
f- 24.000m 

礫を含む。
7 IOYR4/3にぶい黄褐色シル

ト。やややわらかい。酸化鉄、
炭化物、 多j;しのかわらけ）r 、
礫を含む。215D35の）1ll土。

8 IOYR3/2黒褐色シルト。 酸化
鉄、 炭化物、 かわらけ片、 礫
を含む。121U:紀の21SDJJ11ヒl云

9 2.5Y41211l'il天黄色シルトが
主。IOYR6/4にぶい貨橙色シ
ルトをわずかに含む。炭化物、
かわらけ片、 酸化鉄を含む。
121ll: 紀の215D1埋土c

10 2.5Y4IJ11i灰色シルトが主。
やわらかい。 2.5Y5/3黄褐色
砂質土がわずかに入る。 炭化
物、 かわらけ片、 酸化鉄、 礫
を含む。121せ紀の21SDJJJIヒIら

11 5Y 4/1灰色粘土質シルト, 12 
IU: 紀の215D1埋土s

12 2.5Y4/! 黄灰色粘土質土こ 炭
化物、 微：：代の酸化鉄を含む4

13 IOYR4/3にぷい黄褐色シルト
と!OYR5/4にぷい黄褐色粘土
質シルトがilHL 炭化物、 か
わらけ）ヤ、 酸化鉄を含むJ

14 !OYR4/3にぶい黄褐色砂質
土。 かわらけ）tと礫を多姑に
含む。

15 !OYR3/! 黒褐色粘土質土こ1敗
批の酸化鉄を含む。 2!SD34
のIll[土。

16 5Y 4/1灰色砂質土。 かわらけ
片、 媒を含むc

17 IOYR4/2灰黄褐色シル トと
2. 5Y5/3黄褐色シ ルトが混
在。 酸化鉄を含む'j登地l"1。

18 IOYR4/2I天黄褐色シルトが
主。 2.5Y5/3黄褐色シルトを
含む·, 酸化鉄、 礫を含む。

19 IOG4/lll雑緑灰色砂質土 3

20 !OG4/l II糾緑灰色粘土質シル
ト．

21 2.5Y4/211行灰黄 色 シ ル トに
2.5Y7/2灰黄色シルトが長い
プロックで人る3 緊弗ピ 炭化
物、 かわらltlヤ、 酸化鉄を含
む。215D35のJJil土。

22 2. 5Y 4/3オリ ー プ褐色 シ ル
Iヽ， 炭化物、 かわらIt)ャ、 礫
を含む, 215D35の狸土c

23 2. SY 4/3オリ ープ褐色粘土質
シルト3 炭化物、 かわらけI',
を含む， 酸化鉄が含まれる3

215D35の｝距I:。
24 2.5Y6/3にぶい黄色粘土質シ

ルトが主, !OYR4/3にぶい黄
褐色粘土質シルトが入る。 酸
化鉄が含まれる。 215D35の
）I LL土：

25 IOYR4/2灰黄褐色粘土質シル
ト。 炭化物、 かわらけ片、礫
枇人。 酸 化鉄が含まれる。

21S035の）m土。
26 2.5Y4/l黄灰色 粘 土質 シ ル

ト。 酸 化 鉄 が含ま れ る＾
21S035の狸土。

27 7.5Y4/l灰色粘土質シルI·,
酸化鉄が含まれる， 21S035
の月！土。

28 IOYR5/4にぶい黄褐色砂質シ
ルト。21S035のJ!I!土。

29 5Y4/l灰色粘土質シルトこ 炭
化物、 酸化鉄が含まれ る。
21S035の狸土。

30 2.5Y4/2暗灰黄色粘土質シル
ト。 炭化物、 かわらけ）ヤを含
む, 21S035の）用土。

31 10YR3/l黒褐色粘土質シルト
が主。 2.5Y7/3浅黄色粘土質
シル1、プロックが人る。 炭化
物、 か わ ら け片を 含 むc
21S035の埋土。

32 7. 5Y灰色粘土質砂。炭化物、
かわらけ片、 礫、 酸化鉄を含
む。 21S035のJli!土。

21S01ベルトNo.6南面土層断面 E

T
 

、*―

21SD1 ベル1、No 6 
1 10YR4/3に ぶいJ/i褐色シルト

質。 炭化物とかわらけ片、 小礫
(2-3cm)を含む。

2 10YR3/3II行褐色やや机いシルト
質、 小礫を含む。

3 10YR3/3賠褐色粘土質シルト。
炭化物を含む。 酸化鉄が認めら
れる。

4 IOYR5/3にぶい黄褐色シルト質
土に2.5Y6/4にぶい黄色シルト
質土がプロック状に入る。 炭化
物、 かわらけ片、 小礫をわずか
に含む。 酸化鉄が認められる。

5 IOYR4/3鈍い黄褐色シルト質。
炭化物、 かわらけ片、 小礫を含
む。 酸化鉄が認められる。

6 10YR5/4にぶい黄褐色と2.5Y8
/3淡い黄色士の混土c 整地層で
ある。

7 10YR5/3にぶい黄褐色やや固い
シルト。 炭化物、 かわらけ片を
わずかに含む。 中央部やや西側
に礫の集積が見られる。

8 IOYR4/3にぶい黄褐色やや固い
シルト。 炭化物、 かわらけ片を
わずかに含む。

9 10YR5/3にぶい黄褐色シルト質

19 

土。炭化物、かわらけ片を含むc
酸化鉄が見られる。

10 2.5Y7/4浅黄色主体に10YR6/3
にぶい黄橙色がわずかに況人す
る。 シルト質粘土。酸化鉄が見
られる。

11 10YR5/3灰黄褐色シルト質土，
炭化物、 かわらけ片を含む。 酸
化鉄が認められる。

12 7.5Y4/2灰黄褐色シルト質土に
2.5Y6/4にぶい黄色土（粘土質）
がプロック状に入る。 炭化物、
かわらけ片を 5%程I父含む。 酸
化鉄が見られる。

13 酸化鉄I曽
14 10YR4/2灰黄褐色粘土質土。 炭

化物、 かわらけ片を含む。酸化
鉄が見られる3

15 10YR4/l褐灰色粘土質土。 炭化
物、 かわらけ片を含む酸化鉄
が見られる。

16 IOYR4/2灰黄褐色シルド炭化
物、 かわらけ片を含む。

17 IOYR3/l黒褐色粘土質土3 炭化
物、 かわらIt片、 礫を含む。酸
化鉄が兄られる。

18 10YR4/l褐灰色に7. 5Y6/l緑灰
色がプロックで入る粘土質シル
ト。炭化物、かわらけ片を含む。

酸化鉄が見られる。
19 炭化物層
20 10YR3/l黒褐色に7.5GY6/l緑

灰色がプロックで入る粘土質シ
ルト。 炭化物、 かわらけ片を含
む。 酸化鉄が見られる。

21 IOYR4/l褐灰色粘土質土。 酸化
鉄がみられる。

22 !OYR4/3 に ぶ い 黄 褐 色 に
5GY5/lオリープ灰色粘土質土
がプロックで入る砂質土。 炭化
物を含むc

23 !OYR3/l灰褐色に5G6/l緑灰色
がプロックで人る粘土質土3 炭
化物、 かわらけ片、 礫を含む。
酸化鉄が見られる。

24 7. 5GY5/l緑灰色粘土質土。砂、
酸化鉄が見られる。

25 2.4Y7/4浅黄色主体に!OYR5/2
灰黄褐色わずかに入る粘土質土
シルト3 炭化物を含む。酸化鉄
が見られる。

27 2. 5Y4/l黄灰色に7.5GY6/l緑
灰色がプロックで入る粘土質シ
ルト。炭化物を含む。酸化鉄が
見られる。

28 2.5Y7/3 浅黄色粘土質土が主
体。10YR5/3にぶい黄褐色シル
卜質土が20%混入。 酸化鉄若干

見られる。

゜ 2m 
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2 1 S D I  ベ ル ト �o l l 
I I IJY l!:J/2 .'い 褐 色 I. か わ ら I t / ', 多 り に 合 ま i L る
, I O Y J! ,, >2 1火 貨 褐 色 I : ,,,'_,, ;j);O) マ ン ガ ン か 含 ま れ る
:; 1 11\ ' l ! -1·21火 飴 色 I : に i炎 貨 色 Iii I ·  人 ブ ロ ； ク か 軋 し る 巾 央 池 は と‘ プ ロ J ク

か 多 い
I I OYl! -J I J 褐 I火 色 I : 、9知II、0) マ ン カ ン か 含 ま i t る 炭 化物 1 :· か 少 ：, :  含 ま i l る

" "  2 . "謬•I 淡 机 色 帖 I ブ ロ ／ ク が り、 合 し た l1'•1 ,:1: に 砂 か iiも し る ：廿: \やI/、 酸
化鉄 含 ま れ る

S b  2 . S\' 8, 、1 淡 貨 色 W, I :  - ;;1: に （蒻囁 じ る 、: , :: 行Ii、 酸 化 鉄 か 含 ま れ る
Ii I OY li. ・l • i .'.I. ! 褐 色 1村， 1 怯名柑 炒 か /1·· 1 :IJ、 に 直 し る
7 I IIYl! ,J > l 褐 I火 色 I : ,l li·1 よ り も ，'.I.\ 褐 色 味 か 強 し 、 ,: , :: \屯II、酸 化 鉄 か 含 ま i t る
8 1 11\' lfa• l 脚火 色 I. 枯 I小 プ ロ 1 ク と 砂 かiJし し る 、,_'_,, ;] 人 、 怜：1人 の II笈 化『）、か

含 ま れ る
!la I O( ;\ ' , I , I I闘緑I火 色剖1 1 /i少 に r,t; I· か枇 し る 1• , 閣 に W, I :  か 巾 越 す る 木 , : 、 炭

化物 ／ ＇ ， か 含 ま れ る
!JI, ]0( ;\ ' , 1 > 1 11;\緑］火 色脊Ill 砂 に I','; I か 叫 し る 木 ） i 、 炭 化物 ／ ＇ ， か 含 ま れ る
1 0  1 11c;y. 1 : 1 1爵緑］火 色 1\'i 1 ·. 1 こ 砂 か 含 ま J L る
1 1  1 11c;y. 1 : 1 1賃緑］火 色 N i I :  に 細 砂 の ラ ミ ネ イ シ ョ ン か 人 る
1 2  I I)(;\'(/-] 緑 I火 色 - I OYl! - 1 : 1 褐 I火 色 、 < i ' /i少 か L /1、 if約 I rm の 判， I プ ロ ｝ ク

や'·'·' 色 I : フ ロ ソ ク か1,:,1 状 に 人 る 本 ／ ＇ 1 か 含 ま れ る
1 :ia 1 11 ( ; \' (i: ] 料I火 色 - I O Y Iく］，＇ ］ 褐 ］火 色 、 , i , 1;少 か L 休 1 2 に 比 へ る と 粒: if oJ !、 さ

し • I,', 1-. プ ロ ／ ク か 小 規 1 !11 に iJし 人
1 :1 1 ,  I I I C :Y li.' l 緑 灰 色 、 IOY !i•l / 1 褐 l火 色 、 r,i; I: フ ロ ッ ク か i'. 休 （ 最 人 1セ 径 約 ', rm l 

l' f,',:/1'1 と の li•1 J州 1 iti に 木 製 品 か 最 も 多 く 含 ま , , る
1 , 1  I OY Kl / 1 褐 I火 色 I · ·'曹'_,, :I); 、 -:,:, 怜1人酸化鉄、 炭 化 物 / ',か 含 ま " る
I S  2 . S\' 8 , , l i炎 伍 色 粘 1 -. ,'; I よ こ· , c た j','; I · 酸 化 り、 各 し ＼ ヽ
Hi I O ]l(; 11: 1 ,';' I火 色 l't'; I ·
I 7 I OY J<:J: I 閉 褐 色 - ,り ／火 色 l,I; l : J, 小 プ 0 ., ク と 斗' l l 砂 の 人 プ ロ J ク
1 8  1 11c;Y , l : l l l存緑I火 色 ~ I O( ;Yl/ , 1 緑 I火 色 t,1, I :  か i'.11ヽ 糸111 1少 の 複 数 枚 の ラ ミ ナ

か発迂 本 製 品 か 少 ：， ：合 ま れ る

2 5 a -/  

1 8  

1 !1 1 11\ ' I CJ  t ,'J.' 褐 色 1か L H、 l () ( i \ ' - 1  i l l;',"象'"火 色 I",', ! ·. · i l l i ) ( i ( j I 1 '1 1火 色 l"i' ; I フ
口 J ク か 令 休 に il'J. /t - ;;1: に 脊111 /i"少 の 複 数 枚 の ラ ミ ナ か 危 逹 炭 化物 I i か や
や 多 く 人 る

211 I O !l ( ili I i'J I火 色 1','; I·. · IO\ ' Iぶ; 1 :1.'褐 色 粘 I : · ; y ; 1 ; U, し 色 'h ' , ! -. I - I ('Ill 
の )'i さ に 複 数 枚 の ラ ミ ナ か 発 .ii

2 1  S\ 'i I i火 色 · I OC : Y I I 緑 り、 色 1. I、 l- 1 :; は 1火 色 の I",', I. I ·. ·  「2 :; は 刹 I I 砂 と
灰 色 I",'; I の 複 牧枚 の ラ ミ ナ か 梵 逹 し て し 、 之

2 2  2 . i\ ' ll - 1 1 こ ふ， ＼ ヽ 員 色. ! -.  . 褐 I火 色 I : · l l l l l C : ll · l , ' i• I火 色 I : I、 l 2 :―: 1 よ , i , 砂 を
I に し た 複 数 枚 の ラ ミ ナ か 発泣 し て し 、 る W, I小 フ ロ ！ ク の 投 牧 枚 の ラ ミ

ナ も あ る 1、 · 1 ·-- 1 :, は 逆 に 、 粘 I : 小 ブ ロ ！ ク か 化 合 し た l•:·i か 発 逹 し 、 そ 1 l
に 砂か札 し る 1、 '「 I :―: 1 こ は 、 炭 化 物 I ', や 1 · 1 然 木 I i 力 、 多 し ，

, :  ―: S Y S  I I火 色 I l ·. f、'( か ら 1",'; I: — 痒Ill 砂 ー I",'; I の 複 牧枚 の ラ ミ ナ カ 、 le .ii 1 · 1 /J_、
本 を L に し た 木 I ', か や や 多 し 、

2-1 l l l C :\'I  1 1隋緑)j、 色 ! ·_ · 1 1 1\' Iぷ) . 1 ,'. I\ 褐 色 I : い さ 数 II J l l l i j i 位 の 砂 の ラ ミ ナ か
似 放枚 梵 逹 ， ! •  I、 ,·, 1: 1 こ I火 色 他 の I",'; I.Ii·! や そ j ( ら の 小 プ ロ J ク か 見 ら i l る

2恥 1 1 1\ ' J < ll , :: に ふ し ， 札 伶 色 よ こ 1 し ・I','; I マ ン ガ ン や 炭 化物 I i ー か 含 ま j L る
2',b l l l\' J{(i : ― } に ふ し 、 ,,'il't 色 よ こ J t 1,1 i I :  マ ン ガ ン や 炭 化 物 I ',か 含 ま l l る
21; 1 1 1\ ' li - 1  21火 りし 糾 色 I : マ ン ガ ン 、 ー：廿竹':IJ; 酸 化 鉄か 合 ま i L る
2 7  , _ ;y; _  t i l 貨 色 1. - 1 1 1\ ' li l- - l 褐 色 I : Ill. 砂 か 枇 人
2o S \"7 I 戊 偵 色 ! ·他 Ill砂 か が 越 す る 部 に Jl:11 り す ざ も あ り
2!J S\" 7 I 伐 机 色 1 : 1也 I",'; I : か 小 越 す る • 祁 1 こ Jl:ii り す き も あ り

2 1 0 1 ペ ル ト N o . 1 4南面 土 層 断 面 s
 

2 1 SD I ヘ ル ト oo l 、 1
I \ OY l<:1 : 2 ;,I,'曹 褐 色 I : .Jlc'i,i' I こ 燦密 炭 化物 I ', · 、 か わ ら I t 奇11 1 1 ', を 多 ：廿 1 こ 含 む
2 I OY R:l 2黒 褐 色 I ·. 1 11· り に 似 る か 、 酸 化 し た ，如IJ、0) 「 か 多 ： ， ： に 含 ま れ る
:1 I OY 1!2i2 .' 曹I,\ 褐 色 I. 2 l('j よ り も /',' l ' ;.I,'味か 強 し 、 」1 1 ',',i" i こ 緊密 炭 化物 I ', 、

か わ ら け 紺1 1 : かilし 人 す る 視指）』練 か 少 ：, :  人 る
I I OY J!;J, :l l l脊 札｝ 色 粘 l ' l'i I 炭 化 物 1 : 少 ： ，： 酸 化 し た 、,.'!、;IJ、o) I. か 令 休 に 兄 り

れ る
I O Y !i:l.2 黒 褐 色 粘 1. '/'i 1. 炭 化物 I ', 微 ： ， ： か ; , ら I t 紺I I \ 視1行 ）く の I党 か l',
1 人 る
I UY!i: か2: .1'. 褐 色 I : 炭 化物 1 : · 1::1 : , :; か わ ら I t 甜11 1 ', 、 'f; 大 の 舘 か /'.' I 人 る
\ OYJ<2<2 黒 褐 色 粘 U'{ I· 炭 化物 1 ', · /li/ 1 , 1混 人 か オ ） ら け 痒111 1 ', か 多 ： ， ： に 人 る
視 指 人 の 佳 も 少 ：，： 入 る

8 7 1i•J と H · O l t計I I
Ii l ll\' l<:: •2黒 褐 色 I· 炭 化物 I ', 、 か オ ） ら I t 糸111 1 ', 少 ： ， ：
1 0  1 0 Y l! 2 '3 '曹し！ 褐 色 I. 炭 化物 1 : 、 比 較 的 大 き し ヽ か ; , ら I t I ヤ 少贔 視1行 ）、 、 な

大 の 條 か 多：, :; に 人 る
I I  I OYR:t 2;  曹l,t 褐 色 枯 l. t'i l 炭 化物 I i 、 か わ ら け I iか 多：，｝ に 人 る
1 2  I OYl<:l - 1 ;.I.', 褐 色 l,1i l : 'i' i J-. oYG I オ リ ー フ 色 シ ル ト ilH 炭 化物 1 : 、 か オ ）

ら け 甜11 1 \ i」し 入
1 ;; \ OYl<:l ;11 1 , 竹 褐 色 N, l ·. 'i'i I: 2� 1け に 比へ か オ ） ら け 1 : のill 人・かか fl, し 、 か 、 炭 化

物 I ', り） : , :  は 多 し 、 1 ·_ ;';1, 1 こ 2 . '>Yl i 1 1 ご ふ し ヽ 貨 色 粘 I ·小 ブ ロ ／ ク あ り
1 - 1  IOYKI 、 1 褐 色 粘 I. 質 I : 炭 化物 I ', 、 か わ ら I t 荊11 1 \ ilし 人 l ll\ " 1 <7  o b'し 枠 色 W ,

I. 小 プ ロ ／ ク 股 Ii :
15  I OY l! , I  - 1 褐 色 粘 l. 'Ci I :  I I と 1人 分 は 1 , ,1 し た か 、 !K l : フ ロ 9 ク の iJい 人 ： ， ：か少

な し 、
IG l llYl!3 :11 1訂 褐 色 1、, 1, 1 ·. 'l'i l 炭 化物 1 ', l', l ' iJ し 人

1 7  1 . iYi  I i し 貨 色 ン ル ト 質 I · 1,1 ; I :  も 含 ま " る 炭 化物 I ', 少 ： ， ：
l o  1 . iYII • I I こ ぷ し ， 糾 色1','; l : 'i'i I 炭 化物 I ', 少 ： ， ：
I ll I IIY !(I . :J I こ ふ し , ,,'( 褐 色 I ; I IIY l! I  1 1火 筑 褐 色 1',り 1. 'i'l I か L '> \ ' Ii :; オ リ ー

プ 貨 色 柑， I ; か ilU1
111 I IIYKI  :; に ぷ し ヽ 貨 褐 色 L l,I; I · 少 なし 、
1 1  I IIY l!L :; に ふ し 、 仇 褐 已 L l' i' i l :  多
11 '>Yi  I 浅 貨 色 シ ル l、 'i'i I ·. 1','; I も 含 む か オ ） ら I t I ', ll� /1 
z:: I I IY l!:i 1;.I.'. 褐 色 1','; I· 緊 密 、 酸 化 訊か 、•.\:I!、 1 こ ）i、 力 ＇ る 炭 化 物 1 ; 、 力 、 , , ら I t

礼1 1 1 : 少 : , : iJし 人
11 I IIYKL :: : こ ぶ し 、 b't 褐 色 枯 I. 酸 化鉄か · )ill し こ 分 布
z ;  I IIY l!1 • 1 1火 !•'i 褐 色 W, L 'i'l L 酸 化 鉄 llk /1•. ; n  I 淡 貨 色h'i I フ� ロ I ク 牧 /1
1G I IIYWi 1 黒 褐 色 1','; I: 炭 化 物 I ', 少 ： ， ： J O Y !!  I i i火 色 柑， I ; 小 フ ロ ノ ク ，」し /1
17 I IIY!il  I I火 色 枯 I ・ グ ラ イ 1,;,•i 木 製 品 や 、 完 成 品 を 含 む か わ ら け I ', を 多 ： ， ：

に 含 む
1 X  7 . '>Y I l l!i 色 1,:,, 1,』U;krn1 0J /i少IIし し ： I l,1, 1-. 1(•1 1 こ , ,: i,:,-;
111 I OY l!:J :l ll ;') 褐 色 ｀村， I : 緊帝 ） , P: o J 炭 化物 1 ; 含 む か ; , ら 1 樗111 1 ', 多 ： ， ：

（ ） 2 I ll  
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56SD38 (41SD2) 
A­ L=25.0m - B 

56SD38 (41SD2) 
I 7 . 5YR7/8黄橙色粘土 締 り 強 粘性やや 布 </, 3 - 5 cm の 灰 黄 褐 色 粘 土 を プ ロ ッ ク 状 に 5 % 程 ／父 含 む

整地層 か ？
2 !OYR4/2灰黄褐色砂質土 締 り 布 粘性な し 下 層 に 酸化鉄がl習状 に 含 ま れ る 部分布 東 側 に 黄 橙色粘

土 プ ロ ッ ク を 微批含む
!OYR4/3 に ぶい黄褐色砂質土 締 り や や 有 粘性 な し か わ ら け 片 を 少姐 炭化物 を 微批含む
10YR4/4褐 色砂質土 締 り 有 粘性な し 礫 · かわ ら け 片 を 少批含む
10YR3/2黒褐色砂質土 締 り や や 有 粘性やや布 炭化物 を 少枇 含 む かわ ら け 片 を 少批含む 礫 を 多
く 含む
!OYR3/2焦褐色砂質土 締 り 強 粘性な し 炭化物 ・ か わ ら け 片 を 少批含む
10YR5/6黄褐色砂質土 締 り 弛 粘性な し
10YR4/4褐色砂賀土 締 り 強 粘性 な し か わ ら け片が徴批 入 る

9 IOYR4/4褐 色砂質土 締 り 弛 粘性や や 有 かわ ら け 片 ］ コ 有
10 !OYR4/4褐 色砂質土 締 り 強 粘性あ ま り な し 明黄褐色砂質土 プ ロ ッ ク を 微拡含む かわ ら け 片 l 点

含む
11 10YR4/4褐色砂 締 り や や 有 粘性な し
12 IOYR3/4暗褐色砂質土 締 り 有 粘性やや有 か わ ら け片少批含む 炭化物微批含む
13 2 .  5YS/2灰 白 色砂質粘土 締 り やや有 粘性やや有 かわ ら け 1 片 含 む
1 4  10YR4/4褐色砂質土 締 り 有 粘 性 や や 有 かわ ら け 片 を 少批含む
15  2 . 5Y7/3浅黄色砂質土 締 り 有 粘性やや有 かわ ら け 片 を や や 多 く 含 む 礫 を 少批含む 炭化物 を 微

飛 含 む

1 6  !OYR3/3暗褐色砂質粘土 締 り 強 粘性やや布 礫 ・ か わ ら け少散 炭化物 を
やや多 く 含 む

17 2 . 5Y4/2暗灰黄色砂 締 り あ ま り な し 粘性な し 炭化物 を 少批含む 黄褐色
粘土 プ ロ ッ ク を 微批含む

18 !OYR4/4褐色砂質粘土 締 り 有 粘性布 かわ ら け 片 を 少枇 含 む 炭化物 を 微
餓 含 む 明黄褐色粘土プ ロ ッ ク を 微屈含 む

1 9  !OYR4/4褐 色砂質土 締 り あ ま り な し 粘性 ほ と ん ど な し 炭化物 ・ か わ ら I t
片 微 飛 黄褐色粘土プ ロ ッ ク を 少批含む

20 2 . 5¥4/3 オ リ ー プ褐色砂質土 と 2 . 5¥3/3暗 オ リ ー プ褐 色 砂 質 粘 土の 混合）習 締
り やや有 粘性やや有 か わ ら け 片 ・ 炭化物 を微批含む

21 2 .  5Y5/l黄灰砂 締 り あ ま り な し 粘性 な し 黄 褐 色粘土粒子 ( </, 3 mm) · 
炭化物 ・ か わ ら け 片 を 微散含む 水成堆積 の様相あ り

22 2 . 5Y7/2黄色粘土 締 り 強 粘性強 炭化物 を 微Jit含む
23 2 . 5¥4/6 オ リ ー プ褐色砂質粘土 締 り 強 粘性やや有 明 黄 褐 色 粘 土 プ ロ ッ ク

を微撒含む
24 2 . 5Y4/l暗 オ リ ー プ灰 色砂 締 り 弱 粘性 あ ま り な し 炭化物 を ご く 徴址含む
25 2 . 5GY4/llll'i オ リ ー プ灰色砂 締 り 弱 粘性あ ま り な し
26 2 . 5GY2/l焦色 シ ル ト 質土 と 7 . 5GY3/lllf'i緑灰 色砂 の混合層 締 り 弱 粘性やや

布 かわ ら け 片 を 微址含む 炭化物 を 微批含む礫 を 少批含む

27 10YR3/3II音褐色砂質粘土 締 り やや布 粘性強 炭化物 プ ロ ッ ク を わ ず か に 含
む 炭化物粒 を 少祉含む 黄褐色土粒子 を 若 干 含 む

28 2 . 5GY4/l 暗 オ リ ー プ灰 色 シ ル ト 質粘土 締 り 布 粘性強 炭化物粒子 を 多 く
含 む かわ ら け 片 を 少恨 含 む 木製品検出多 し

29 10YR2/2黒褐 色 シ ル ト 質粘土 締 り やや有 粘性強 炭化物粒 を や や 多 く 含 む
木片 が少槌含 ま れ る

3 0  10YR2/2黒褐 色砂質土 締 り 弱 粘性やや布
3 1  5GY4/l 暗 オ リ ー プ灰色砂質粘土 締 り 弱 粘性や や 有
32 2 . 5Y3/ l黒褐色 シ ル ト 質土 締 り 弱 粘 性 布 炭化物粒 を 微批含む
33 5G6/l緑灰色 シ ル ト 粘土 締 り 弱 粘性強
34 2 . 5Y3/ l黒褐色 シ ル ト 質粘土締 り や や有 粘性強
35 2 . 5GY4/l暗 オ リ ー プ灰色 砂質 シ ル ト 質粘土 締 り やや有 粘性強
36 10YR4/4褐 色砂 締 り 有 粘性やや有
37 IOYR4/3 に ぶ い黄褐色粘土 締 り 強 粘性強
38 7 . 5GY5/ l緑灰色粘土 締 り 強 粘性有
39 2. 5GY3/lll音 オ リ ー プ灰色砂 締 り な し 粘性な し

s 
1- 23.500m 21 S02ベルトNo.1 東面土層断面

--l
N 

゜ 2 m  
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56T2SD39 

56T 2 SD39 堀 （南而）
① 10YR4/2灰黄褐色土 炭粒やかわ ら け 片 を 多 屈 に 含 む 粘性やや有 締 っ て い

る
② 2 . 5Y3/2黒褐色土 鉄分含む 粘性有 締 り 弱
③ 10YR2/2黒褐 色 泥 粘性やや有 締 り 弱
I 10YR3/2黒褐色土 粘性や や 有 締 り やや有 （耕作士）
Il 10YR6/6 11/j黄褐色土 床土 粘性やや有 締 っ て い る
ID 10YR3/2黒褐色土 粘性や や 布 締 り やや有
I 10YR2/3黒褐色土 鉄分徴批含む 粘性有 締 り や や 布
2 1 0YR4/3 に ぶ い黄褐色土 鉄分 ご く 微批含む 粘性やや有 締 っ て い る
3 1 0YR6/8明黄褐色土 プ ロ ッ ク 主体 そ の 隙 間 に 黒褐 色 土 ご く 微枇 粘性やや有

締 り やや有
4 10YR5/3 に ぶ い黄褐色粘土質土 粘性有 締 り やや有 （鉄分微屈含）
5 10YR4/2灰黄褐色土 鉄分 ご く 微批 含む 粘性や や 有 締 り や や 有
6 10YR4/2灰黄褐色土 鉄分含 む 粘性やや有 締 り やや布
7 2 . 5Y5/211悧灰黄色土 鉄分含む 粘性府 締 り や や 有
8 2 . 5Y7/2灰黄色砂 鉄分微批 含 む 粘性 な し 締 り や や 有
9 10YR4/2灰黄褐色泥質土 砂 と の互I曽 を 成す 粘性や や 有 締 り や や 有
10 10YR5/3 に ぶ い 黄褐色砂質土 粘性や や 有 締 り やや弱
1 1  10YR4/2灰黄褐 色泥質土 に ぶい黄橙色砂 と の 混合 粘性や や 有 締 っ て い る

L忍2n
A― 

56T 4 SD39 
く基本土1蜀 〉

56T4$D39 

か く ら ん 2. 5Y3/3 11行 オ リ ー プ 褐 色 土 地 ill プ ロ ッ ク 少賊 批 入 粘 性 や や 布
締 り やや布

I 2 . 5Y3/3暗 オ リ ー プ褐色土 酸化鉄布 粘性や や 有 締 I) や や 布
Il 10YR4/6褐色土 水田床土 粘性弱 締 っ て い る
III lOYRZ/1黒色土 酸化鉄布 粘性やや布 締 り やや布
N 10YR4/3 に ぶ い 黄 褐 色 土 地 111 プ ロ ッ ク 少 粒 を ご く 微祉 含 む 粘 性 や や 布

締 っ て い る
V 10YR7/6明黄褐色土 粘性やや布 締 っ て い る （ 地 山 ）
VI 2 . 5Y7/4浅黄色砂礫 砂 と 5 - !0cmの礫か ら な る 粘性 な し 締 っ て い る
珊 2 . 5Y7/3浅黄 色砂 粘性やや有 締 り 弱

T4 〈整地部分〉
1 10YR5/8黄褐 色土 II附褐色 土 プ ロ ッ ク 少批含む 粘性やや布 締 っ て い る
2 2 . 5Y7/3浅黄 色 砂 質 土 暗 褐 色 ・ 黄 褐 色 土 プ ロ ッ ク と 況 合 す る 粘性 や や 有

締 っ て い る
3 2 . 5Y8/3淡黄色土 暗褐色土 ・ 小礫 と の混合土 粘性打 締 っ て い る

T4 〈565D37〉
4 2 . 5Y3/ l黙褐色土 径20cm前 後の 河原石 を 含む 粘性やや有 締 り やや布
5 10YR4/4褐色砂 小媒 ご く 微批含 む 粘性弱 締 り やや有

12  !OYR5/2灰黄褐色砂 部分的に泥質土 を 含 む 粘性な し 締 り やや有
13 2 .  5Y3/l馬褐色土 と に ぶ い黄褐橙色砂 と の互層 粘性やや有 締 り やや有
14 7 .  5Y3/ l オ リ ー プ黒色泥 部分的に緑灰色土含む 粘性やや有 締 り 弱
1 5  !OY3/2 オ リ ー プ黒色泥 泥 と の互層 を 成す 粘性弱 締っ て い る
16 IOYR2/3黙褐 色土 砂 と の互層 を 成す 18 · 19層 と の培に小木片や 木皮等が沈

殿 し て い る 粘性やや布 締 り 弱
1 7  IOYR4/3 に ぶ い黄褐色土 地 111 プ ロ ッ ク 多罷 に 含 む 粘性やや有 締 り や や 有
1 8  IOYR3/2 オ リ ー プ黒色砂 黒褐色泥微批含む 粘性無 締っ て い る
19 2 . 5Y4/2暗灰黄色泥 砂 と 互屑 を 成 す 炭粒微批含む 粘性やや弱 締 り や や

有
20 JOY3/2 オ リ ー プ焦色砂 焦褐色泥微枇含む 粘性無 締 っ て い る
21 2 . 5Y4/2暗灰黄色泥 砂 と の混合 炭粒 を 少枇含む 粘性やや弱 締 り や や 有
22 7 .  5 Y  4/1灰色砂 粘性弱 締 り やや有
23 JOY3/2 オ リ ー プ黒色砂質土 粘性やや弱 締 り やや弱
24 7 .  5GY5/l緑灰 色 土 プ ロ ッ ク 主 体 そ の 隙 間 に 砂 が 入 る （ 同 色） 粘性 や や 有

締 り や や 布
25 JOY4/ l 灰 色 土 プ ロ ッ ク 主 体 そ の 隙 間 に 灰 黄 褐 色 土 少 批 入 る 粘 性 や や 有

締 り や や 布
26 2 . 5Y3/2黒褐色泥 粘性有 締 り やや 有
27 2 . 5Y4/l黄灰色土 粘性やや有 締 り やや有 （掘 り す ぎか）

ー・

T4 〈56SD39〉
6 IOYR4/2灰黄褐色土 酸化鉄多址 に 見 ら れ る 小礫 ご く 微屈含む 粘性やや有

締っ て い る
7 2 . 5Y3/l黒褐色土 中小礫少飛含む 粘性やや有 締 り やや有
8 IOYR4/2 ど ろ 質 土 酸化鉄有 粘性布 締 り やや 有
9 2 . 5GY4/l暗 オ リ ー プ灰色泥 酸化鉄有 粘性有 締 り やや有 （沈殿層）
10 5GY4/l 暗 オ リ ー プ灰色土 地 111 プ ロ ッ ク 多餓含 粘性やや有 締 っ て い る
1 1  7 . 5Y3/2 オ リ ー プ黒色泥 粘性強 締 り やや 布 （沈殿）
12  5Y3/l オ リ ー プ媒泥 粘性強 締 り やや 有 （沈殿）
13 !OyR2/l黒色土 炭粒 を 大枇 か わ ら け細片 を 少抵含む 粘性やや有 締 り や

や有 （人為か） （木器）
14 2 . 5Y5/3黄褐色土 猥//Jj落土か 粘性やや有 締 り やや 有
1 5  IOYR4/2暗灰黄色砂 粘性やや有 締 り 弱
16 5Y4/l灰色泥 木器入る 粘性やや有 締 っ て い る
1 7  7 . 5Y5/l灰 色砂質土 粘性やや有 締 り やや 有
18 5Y4/l灰色泥 地 I ll プ ロ ッ ク 少枇含む 粘性強 締 り 弱 （沈殿）
19 2 . 5Y4/l暗オ リ ー プ灰色泥 木器含む 粘性やや有 締 り 弱 （沈殿）
20 7 . 5GY5/l緑灰色砂 粘性やや有 締 り 弱 （流れ込み）
21  2 . 5Y4/l黄灰色土 粘性有 締 り 弱
22 5 .  6Y灰 オ リ ー プ 砂 質土 灰 色 土 と の 混合土 木 質遺物含 粘性や や 有 締 り

弱

2m 
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〔 5 〕 井戸

こ れまで の 調 査 で57基 の 井戸 が確認さ れている。 分布は堀 内 部地 区 の ほ ぼ 中 央 及 びそ の南西側、 中 心建物

群と1危l 池の周 辺か ら まとま っ て検 出 されている。 他 に 逍跡北東 部 、 北西部 、 南部からも少 な いが検 出 さ れ て

いる。 検 出 されて いない地区としては追跡北部と東部がある。 本辿跡での 形態を見ると、 井戸枠を持つもの

と素掘 り のものと に 大 別 されるが前者は 2 悲 しか検 出 されて お ら ず少な い 。 主 体は素掘りの•井戸である。 中

には井 戸 な の か 、 そ の 他の施設なのか判 断 に 迷 う もの も あ っ た。 以前 の 報告では追構 略号が S K とな っ て い

たものの中 で実際 は 井戸状 の 追 構 で あ ると出載 し て いたものも今回は含 め て いる。 出 土逍物には 遣 跡の性格 、

時其）］ 的 な 変 遷な どを推察する上で良好な脊料が 多 く あ り 、 こ こ で は そ う した例を中 心 に 、 構造や 井 戸 の 廃絶

な ど に 特徴的 な ものについ て も概説したい 。 検 出 さ れた井 戸 に ついては一 麗 表 に まとめた。 （ 第80-84図）

21 S E  2 平面形は検 出 面 で は ほ ぽ円形、 底 部は楕 円 形をしている。 検 出 面か ら l . JO m ほ ど の 深さの 所 に 井

戸枠の方形 に 組 ま れた柚棧が残 っ て いた。 そ こ か ら 、 底 面まではほほ円 筒 形である。 底 面に近づ く につ れ 、

し ヽ く ら かは狭ま り 、 深さは5 . 47 m を 測る。

28S E 2 平面形 は 検 出 而では不整形 で 、 途 中か ら 整 っ た隅 丸長方形に な り 底面 に 至る。 上部は 円 筒 形で途

中か ら 底Hriまでは隅 丸 四 角 柱を呈 し 深さは3 . 96 m を測る。 埋土上 部は知時 間 に一 気 に 埋 められたと誰測 でき

る 人 為 堆柏I箇、 下部は比較的長 い 時 間をかけ て 土 や 追物を入れられて形成 さ れた層と考 え ら れる。

哀 殿造 の 対の犀 と 考え ら れる絵が拙かれた折放が 6 層 か ら 出 土した。 同 じ 図か ら は 、 年輪年代 測 定に よ る

と1130年、 1 1 4 1 年の年 輪を持つ 折放が検 出され 、 多烙 の か わ ら けな どと共·に一 括廃菓された状況を呈 する。

28S E 3 28 S B  l 両端 の 北西約 6 Ill に 位 慨 する。 中 心 建物群 の 北部 に あたる。 平面形は検 出 面では隅 丸 方

形で、 底面も は ぼ詞 じ 形を し ている。 深さは2 , 4 2  Ill を測る。 埋土は基本的 に 人 為 堆栢であ るが、 そ の 中 層に

焼けた土禦 の 破 片を多量に含 む 人 為推栢I曽があ り 、 か わらけの完形晶も20 、r且 ほ ど含まれて いた。 最下層 の 粘

上屈 には折放や完形のかわ ら けが十 放点 ほ ど含 ま れていた。 年輪年代11 7 5年 の 折班文 が 出 土 し ているほか木製

小宝塔 も 出 土した。

28S E 4 28 S B  5 の東辺を切る。 検 什11 / (ti での平面形は隅 丸 方 形 、 底面はほぼ方形で深 さ は4 . 55 1 1 1 を測る。

埋土下部の 12槻紀の 人 為対梢層か ら はか わ ら けや 木製 品が大歌 に 出 土 している。 こ の 中 に 裏面 に 人 の 韻が描

かれた手づ く ねか わ ら け があ る。 墨を用 い 、 筆で描か れている。 また 、 年輪年代 1 124 年 の 折敷も出 土して い

る。

28 S E 1 1  28 S B 8 と空間的 に は重 な る位 附 に あ る。 検［＇廿 面での 平面形は不整円 形 で 、 底面は隅 丸 方形を呈

し深さ は 4 . 37 111 である。 間 口 部か ら 深さ1 . 2 111 程 の と こ ろ までは 人 為 堆積と 自 然堆積との 互層で、 そ の 下 部

か ら 底面までは黒褐 色粘土が主体の 人 為 堆梢 あ る (15層 ） 。 こ こ から馬の轡や折敷 (11 7 9年 伐採のものあり） 、

か わ ら け 、 焼土壁他が出土して い る。 年輪年代 1 179年と測 定 さ れた折敷の出土状況か ら 、 こ の遺構はそ の 年

以 降 に 埋 め ら れたと誰測 でき、 1 2世紀第 4 四半期に埋 め ら れた造構とみ る こ とができる。

28S E 1 6  園 池23 S G 1 北辺 中 央 の 北約 7 Ill に あ る。 検 出 面での平 面形は隅 丸方形、 底面はほぼ方形で深さ

は 3 . 22 rn である。 埋土は、 最上部 1 層 以外は 人 為 堆祖 で あ る。 逍物は 3 - 5 層から多 く 出 土 し た。 か わらけ、
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呪符 、 折敷、 糸 巻 、 物 差、 箸 、 陶磁器 な どで あ る 。 3 層 の 標高24 . 45 m あ た り の 遺構 中 央 か ら 3 枚の 花 び ら

が開 い た よ う な 格好で 3 枚の 折敷が出土 し た 。 「 人 々 給絹 日 記」 と 記 さ れ た も の は そ の 中 の 1 点 で る 。 年輪

年代 1158年 の 折敷 も 出 土 し て い る 。 機織 り に 関 連す る 木製品 が多 く 出 土 し た 。

31 S E 1 79 - 82 グ リ ッ ド に 位置 し て い る 。 検 出 面 で の平面形 は ほ ぼ方形、 底面 も 方形で あ る 。 底面 は 平坦

で深 さ は6 . 15 m を 測 る 。 埋土 は 最上部が 自 然堆積、 そ の 下 に は 短時 間 の う ち に で き た 人為堆積、 そ の 下 に 比

較的長時 間 の う ち に 廃棄 さ れ て で き た と と れ る 層 があ る 。 遺物 を 見 る と 、 か わ ら け が極端 に 少 な く 1 点 の み

図化で き た 。 大箆、 何 ら か の 部材 な どが出 土 し て い る 。

31 S E 2 園 池23 S G 1 の西側、 69 - 74 グ リ ッ ド に 位置 し て い る 。 検 出 面 で の 平面形 は 隅丸方形、 底面 も ほ

ぽ同 じ 形で深 さ は 3 . 65 m を 測 る 。 底面 に は灰 白 色粘土が ほ ぼ水平 に 敷かれ、 そ の上面 ほ ぼ中 央部 に松鶴鏡が

置か れ て い た 。 こ の 鏡 を 覆 う 埋土 に は ウ リ 科種子 も 含 ま れ て い た 。 そ の 上 の埋土 ( 9 層） が こ の 遺構埋土 の

大部分 を 占 め 、 手づ く ね か わ ら け が入 る 。 そ の 中 に は 建築部材が多量 に 廃棄 さ れ て い た 。 そ の 上部層 ( 7 層

以上） を み る と 短期 間 の う ち に 一 気 に埋め ら れ た 土で構成 さ れ て い る 。

37 S E 2 (50次調査で精査） か わ ら け 、 部材 な どが出土 し て い る 。 検出面で井戸本体の外周 を 環状 に 囲 む

よ う に粘土が貼 ら れ て い た （厚 さ は 4 - 16cm ) 。 し か し な が ら 、 こ の 用 途 、 意味は現在 の と こ ろ 判 断 し か ね る 。

50 S E 3 素掘 り の 井戸 で あ る 。 埋土 に は 人 的 に 一 時 に埋め ら れ た層 と や や 時 間 差 を も っ て 人為 と 自 然 と が

介在 し て 生 成 さ れ た 層 と か ら な る 。 鋼 製 印 章 、 漆布 の つ い た 白磁四耳壺が出土。

 
52 S E 8 下 部 で や や 膨 ら む 断面形 を 呈す る 素掘 り の井戸 で あ る 。 埋土 は 各層 共 に 人為 的 な 遺物 を 多 く 含み

人為 を 介在 し な が ら 徐 々 に 堆積 し た と 考 え ら れ る 。 埋土下位 ( 9 層） か ら 出 土 し た折敷の 年輪年代 は 1 186年

伐採 と の結果で あ っ た 。 か わ ら け の 形態 も 12世紀第 4 四 半期 の 特徴 を 有 し 、 柳 之御所遺跡が機能 し て い た 最

終段階 に 位置づけ ら れ る 遺構 で あ る 。

52 S E 1 0  深 さ 2 . 3 m 程 で割合 に 浅 い 。 下 部 の 8 層 は 一気 に埋 め た 土 と 考 え ら れ る 。 9 層 は 炭化物 が多 く 混

じ る 層 で箸が一 本 出 土 し た 。 5 層 か ら は か わ ら け が多量 に 出 土 し 、 こ れ ら は 12世紀第 1 四 半期 に位置づけ ら

れ る 。

55 S E 1 井戸枠 を 持つ 井 戸 で あ る 。 井 戸枠 は 検 出 面 か ら 1 . 7 m よ り 上 に 存在 し 、 そ の 下 は 素堀 で あ る 。 深

さ は 8 . 5 m を 測 り 、 堀 内 部地 区 で は 最深 で あ る 。 枠 の 板材 は 抜 き 取 ら れ た と 推測 さ れ る 。 12世紀前半 の か わ

ら け が埋土の上部か ら 出 土 し て い る 。
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追構名 位 Vi

2 1 SE I  87- 1 02 

2 1 SE1 83-9:; 

Z lSE:l 80-92 

2 1 %1 82-8!1 

2 1SK2 1 90-1 0,J 

2 1SK2:J 87- 1 0 1  

28SE1 i8-Gi 

28SE2 79-li8 

28SE:J 77-(i'J 

28%1 7,1 -68 

28SE! 7:i-70 

28SEli ili-70 

28SE7 i8-i0 

28SE8 78-70 

28SE!l 78-71 

2RSE I O  79-70 

28SE I I 82-70 

28SE12 77-77  

28SE J :l 77-78 

28SEH i,J -ii 

28SE1 s 7 1 -72 

28SE ! li  i5-i2 

28SE 1 7  8 1 -73 

28SE l 8  73-77 

3 1SE I  i9-82 

:J 1SE2 (i9-7,I 

3 1 SE3 69-73 

3 1SE,1 i0-i2 

:l l SEo 卵—72

IIヤ ltll

1 2C 後'I'代

1 2C 後'I' 代

1 2C後r代

1 2C 後r代
1 2C 後 乎 代 に
)IJ! め ら れ た と
Jllii!II 
1 2C 後 l 代 に
)1[1 め ら れ た と
猟il!il

1 ,C 後 平代

1 2( 後 半
た

代
と

に
J!j! ま っ Jli 
測

1 2C 第 ,J IILI 'I' 
1!11 1村 に）り1め ら
iした と Jli測

1 2し� 後 T ft l こ
)'!! め ら れ た と
Jliii!II 
1 2C 後

内
平
，

代 て
も ）/祉 部

1i
i1 地 Ix:利 I I J OJ 'l' !!IJ

と すliil!II
1 2C 後'l' (t

J1!f2秘C 後
と '!'J!i

fil!I
tI OJ 

1 2C
柏

後
と半すIi

代 の
Jlf il!IJ 

1 2C 後
内

l

I
部
tf地

し で
も 堀て は比 的糾I

x

し し ヽ と il!lj 
1 2C 後 Tl\、

1 2C 第）1
LL 
,\ l�l l 

期 に め ら れ
た と lfi叶1!11

1 2C 後 l 代 と
lli測
I ZC I受 平 代 に
J'llめ ら れ た と
Jliil!il 
1 2C 後 l fし 1 こ
)'I[め ら れ た と
Jliii!II 
1 2C 後 T IUこ
Jillめ ら れ た と
捕測
1 1 5811 よ り 後
にJli!め ら れ た
と 11揺\lj
1 2C 後 l fし に
JI[! め ら れ た と
Jfiil!II 
1 2( 後'I 代 に
JIilめ ら れ た と
すIi測
12C 後 'l' fし 1 こ
雌め ら れ た と
Jliii!I] 
1 2C 後 平 代 に
Ji l lめ ら れ た と
拙測
12C 後 平 代 に
)'Iしめ ら れ た と
Jliii!II 
1 2C 後 'I f し 1 こ
)'[\め ら れ た と
lfiil!II 
! 2C 後 l 代 に
)lj! め ら れ た と
Jliil!II 

規校 ( 111 I 
長 さ 輻
3 H 2 90 

2 O:l I ,H 

1 ' >2 I ,J 8 

2 00 

3 00 2 91i 

: l  22 3 22 

1 ,\ ', I 3o 

I !JO 1 ;);) 

I l iO I SS 

2 23 2 1 8  

I 5:l 1 ,11; 

?- '-)" " 2 o:i 

1 i2 I ,J O 

1 82 1 sz 

2 38 I !lo 

1 82 1 82 

I 80 I iii 

I 30 I 2, 

I :12 I 28 

1 71i 1 H  

1 92 I 8,J 

1 l i 8  1 ,\ 8 

I : iG 1 30 

1 2,1 I 18 

2 00 1 88 

' O,J I 93 

I 7(i I 6,1 

2 28 1 80 

2 20 2 08 

'"'"、 -'(-

1 72 

o ,1 7 

3 i8 

2 00 

2 Iヤl

2 I ,) 

:, 9li 

2 1 2  

,1 �� 

3 li7 

S 29 

Z :,,1 

3 :,,1 

I 32 

I 88 

, I  37 

1 , i :, 

z :iii 

:1 Ii i 

I 9o 

:l 22 

-' )  ,,), ,,) , 

Z 8i 

Ii l o  

:; li'i 

2 1 2  

:1 , \O 

I 70 

底証1忍裔
Im I 

20 2,1 

20 29 

21 l li 

2:i 1 8  

22 7,1 

2,1 ( 18 

23 o:, 

2,1 '.H 

22 'J,t 

22 80 

21 ,J O 

2,1 H 

2:i 5;) 

22 2!1 

2,1 % 

21 !)!I 

23 o:l 

23 07 

21 08 

2,1 :37 

23 3 1  

2,\ 3:1 

22 7 1  

1 9  ,J ] 

22 2'i 

23 91i 

22 Si 

2,1 38 

l'i 徴

かわ ら け 、 上鍋I', 、 !) -(- ' / ) はず、 1条器碗、 1111物かI I ', L 

木糸II J I-P と 考・ え ら れ る か わ ら け 、 掏器I\ 、 1-[破 I ', 、 扇骨、 折敷片、 連歯ド駄、 ',!り＇｝：木I', 、 漆器か/1 \ :l:
ウ リ 手1釉子 も 設数/ILi ·

’↓ h'l'の も の を ふ く め 多：，｝ の か わ ら け が 出 上 折敷破I', 、 粋 、 各釉木製品、 1:,a器 ）「か /I ', 上 ウ ＇） 利 の神
'(- も ・複 数I I ',I 

JJJi /!!I] の 一 部 と Jli測 さ れ る 材か残っ て し ヽ た か わ ら け 、 陶 悩 } ',・ 、 瓦 } ', 、 ウ リ 利•神子が複数/1\ L 

構造は）n ;;IJ迅lt/li(J) 範貼 に 人 る か わ ら け） ヤが比校的多 く 1 1 /2以上の破片 は •I .点 、 令収：， ：は :l l . aOS g I 
入 る /11U·. I、部か ら 111 1物 2 {,: 、 )Il l丁．材 l 点が/ Il l .

構造はJI ; qJ、追構0)飩貼 に 人 る かわ ら け I\ か比枚的 多 く ( 1 /2以IO>破 / ', は 3 'れ 、 破I\令屯：i は 3 , 220
g ) 人 る )111 [ I部か ら [li[1:/([:,\J )訊 1 7.'.',1、 WI: 中 部か ら 本製品がし ヽ く ら かI I ',I 

か わ ら け 、 ウ リ 朴OJ j屯一jこ か 多 数 /ILi: �ill之 illl J りi跡堀 内 部 の 地 I? に お け る 最 後 の 時 期 の 追構 て あ る 可 能
l'Iがあ る

かわ ら け 、 対 の 1がか描かれた折敷、 1 1 3011 と 1 1 ,1 1 年 の 年 論年代il!IJ定結果の折敷 28SB2 · 2SSB7の村穴
を 切 っ て い る

か わ ら け 、 ［し 破 I \ 、 'i' l 'i 'J心 、 炭化 し た 品材、 卜駄、 木製小宝塔、 焼 け 」壁 片 、 l l i'i年 の年輪年代11!1] 定
結果：0) /}『吼1 28S.�,I を りj る

人 Iiiド!-h4'かわ ら け を 含 む 多：，；の か わ ら け、 1 1 2川 のり翰年代11!1]定結 限 を 含む折敷I', 、 袴 、 糸 も き 枠木
の 一 ，';Iぶ 漆器椀破I \ 、 1匈飴盆I \ かr' llI ウ 「） 科の種子が複数r'l l 上

かわ ら け 、 焼 け た も の を 含め た飴悩I ',- , t ' i 然鋼 、 ウ リ flHザかI',I 磁器／ 「 の 数，＇凡 は 、 28SE 1 6 · 28SK 1 9
と 接 合

ほ と ん ど追物 を 含 ま ずかわ ら け と 木製品が数点、 袴か1 1 \ .l: 28SB2を 切 る

28S82 と 窄 1:11 的 に ，F な る J lc r i :IJ演'.t t/1/ だか 、 辻物 よ り 新 し い と lli:測 迅物 の /! \_]· は 少 な く 、 かわ ら け と
1ll 1 l勿力 、 t'.(.'.',,、 / I \I .  

辿物 は 少 な く 、 穿孔かわ ら け を 含めすへて ロ ク ロ か わ ら けか少：，:· 1 1 •, 」'

か わ ら け 、 ［匂器 ／ ｝ 、 白 飴 I \ 、 J、L i ', 、 八険饒破/ ',ー ， 漆器碗蔽 片 、 木板か11 \J: 28SE9は複 数の逍構 を 切 る

追物 はcJI,詣 に 少 な し 、 かわ ら け、 1匂器 , : 、 i' I 飴 ／ ＇ 1 、 焼壁LI ',·か/ 1\I 

か わ ら け 、 折敷破I', . JJ の 鞘 を 含む木製品、 焼 壁 1 1', 、 陶器）ヤが/ ILi: 1 1 79年 の 年 1協年代測凡結果 を
j寺つJld)iカ' I IU

逍物は あ ま リ 多 く な し 、 か わ ら け 少：，｝ 、 糸 も き 枠木、 横木、 唸 な とが/ 1 \上

ヵ 、 オ ） ら I t 、 ウ リ 科飩子が板数/ I ',L 

辿 物 は あ ま り 多 く な く 、 nr形木 製 品 、 ヘ ラ 状木製品 、 か わ ら け な どか/I ', 上 )'1' .l: 蔽上部か ら l'I 磁l肘
且· ,;/:Uバ介似波 I', カ 、 ,' I\I 

多： ,: り） か わ ら lt l j· 、 木 I i 、 木炭片 、 桃のHi子、 �t上H't li 、 1り半瓦破1 杓が,'IiI 他 に 、 金f•IW往、 伍器片、
掏盛片 な と� が出J:

か わ ら け、
人
11)/々 1か

給
、 折散、 糸な枠人、 糸な横木、 小）） 0) /1り と 鞘、 l1:iJlO )納、 物 ；，；・ 、 'I\ 、 陶 器 I \ 、 1! 1 磁 1「

がI\ I ― 斎ii l l ,iし」 と ，:t'. さ れ た 折敷、 1 1 58{卜 の' I庫糾1 代測定結 児 を よI'つ折敷0)辺部材かあ る

か わ ら け 、 /) 子 、 扇骨 、 多:,:·の瓦 1 「 か/H cL

人丁．逍物 は非 ‘常 に 少な く 、 ロ ク ロ か わ ら け の ] /2以 I.破片か2!'( /H 上

かわ ら I t 、 大箆 、 部材� な ど1 1',上

か わ ら It } ',- 、 松鶴鋭 、 ウ リ H神―f、 建梵部材か/ I \上

かわ ら I t / ,· 、 I'l l磁片 、 鉄；亨、 下駄， ウ リ 科釉・子か/ \ \上 3 1SB•I よ り 糾 し ＼ ヽ

か わ ら け 、 述歯I汀見 を 含む木製 品 、 鹿 のi: ,m骨、 ウ リ 利神 —子 な どI llL 3 1SE3 よ り 古＼ ヽ 3 1SB•I に りJ ら れ
て い る

そ れ ほ と造 物 は 多 く な い か わ ら け 、 白 磁llll底部か/ 1\I • 3 1 SE3 よ り も 古い31SB•I に 切 ら れ て い る

柳之御所遺跡井戸一覧表 ( l )
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逍構名 位骰

31SE6 68-72 

3 ISE7 67-71 

3!SE8 74-74 

31SE9 69-84 

31SEIO 69-83 

3 1SE! l  67-80 

36SE2 62-59 

36SE3 61-58 

41SEI 65-69 

41SE2 64-70 

4 1SE3 65-68 

4 1SE4 65-67 

37SE2 88-64 

50SEI 86-62 

50SE2 92-66 

50SE3 92-64 

52SE1 70-60 

52SE7 71 -60 

52SE8 68-65 

52SE9 6'1-59 

52SEIO 63-58 

55SE1 73-64 

55SK38 74-54 

55SK43 80-54 

55SK44 80-53 

56SEI 66-53 

56SE3 57-58 

56SK80 56-50 

時 期

12C 後
ら

半
れ

代た
に

埋め と
推測
12C 後 半

れ
代
た

に
埋め ら と
推測

埋
IZCめ後ら半

れ
代
た

に
と

推測
12C 後 半

れ
代た

に
埋め ら と
推ill!
12Cめ後

ら
半
れ

代
た

に
埋 と
推測
IZC 後 半

れ
代
た

に
埋め ら と
推測
IZCめ後

ら
半
れ

代
た に埋 と

推測
12Cめ後

ら
半
れ

代
た

に
埋 と
推測
IZC 後 半 代 に
埋め ら れた と
推測

1も2C
の

後
と

半
推

代
測

の

12Cめ後
ら半れ

代
た に埋 と

推測

埋IZCめ後
ら

半
れ

代
た

に
と

推測

12C の 皿 期 新
と 推測

Iは
ZC

あ
の
る

追
が

構期 で
は

不明

12C の I 期 と
推定

12C 後 半代 と
推測

12C 後 半 代 と
推測

12C 第
可

4 四 半
期
高

の 能性が
し ‘

12C
の中可業

能
の
性遺が胃ぃ

12C 初 頭 の 遺
構 と 推測

12C前半

12C 

12C 

12C 

12C 

12C 

12C 

規模 (m)
長 さ 幅

I . SO 1 76 

2 . 36 1 . 76 

1 68 I 48 

I 40 I 37 

1 . 78 1 . 65 

1 64 1 . 56 

I 08 0 96 

0 . 88 0 . 84 

2 20 2 00 

2 . 00 1 80 

2 15  2 . 00 

2 . 00 I 88 

3 55 2 . 95 

2 35 2 10  

I 85  I .  75  

2 37  2 25  

2 . 05 1 . 82 

1 60 1 . 39 

2 10 1 90 

2 . 20 2 . 10 

2 20 1 . 88 

3 . 15 2 60 

2 00 I 85 

1 . 60 1 25 

1 . 80 1 . 70 

I 95 1 . 85 

I .  98 1 85 

1 20 I 20 

底面標高
深 さ (m) 

3 33 22 . 62 

5 80 20 20 

2 . 55 23 . 4 3  

1 . 25 23 . 07 

I . SO 22 78 

1 . 52 22 .  92 

2 .  90 24 . 00 

2 86 23 91 

3 . 33 22 . 4 9  

I 1 2  24 . 66 

1 . 31 24 . 98 

3 10  23 . 40 

2 . 23 23 75 

0 . 05 26 . 38 

I .  25 24 46  

2 .  98  22 .  72  

3 . 60 24 . 15 

1 . 60 26 . 50 

3 .  90 23 . 07 

3 90 21 1 2  

2 . 35 25 . 1 1  

8 . 45 18 . 95 

2 . 40 25 07 

2 65 24 . 75 

3 15 24 . 20 

2 . 40 25 30 

2 .  6で 中 断

1 .  65 26 . 56 

特 徴

も っ と も 多い遺物 は 焼土壁 片 であ り 、 白壁破片 も 含 ま れ る 。 他に 、 かわ ら け 、 陶器片、 磁器片、 木製 品 、
ウ リ 科種子 も 出土。

多籠 の焼土壁片、 か わ ら け、 箸が出土 し た 。 他に、 白 壁破片、 獣骨片、 白磁片、 漆塗 り 木片 、 格子片、
ウ リ ・ 桃 ・ 胡桃の種子 な どが出土。 焼 けた 遺物が比較的多 い。

木製 品、 獣骨片 、 桃や胡桃の種子が比較的多 く 出土。 他に、 横木、 かわ ら け、 柱状高台 の 台部が出土。

造物 は少な く 、 か わ ら け破片 がい く ら か入 っ て い る 。 宋銭 「開元通賓」、 連歯下駄、 瓦片 が出 土。

遺物 は少 な い。 i泰 を 旅 る 際の淡入れ容器 と し て使用 さ れた と 推測で き る かわ ら け 出 土。

か わ ら け破片 がい く ら か含 ま れ る だ け であ る 。

かわ ら け 片 、 陶器片 、 刀形破片、 箸、 角 材 、 桃の種、 ウ リ 科の種子が出土。

曲物底板 、 箸、 刀子 の 柄、 部材 、 木片 、 削 り かす な どが出土。 他 に 、 桃の 種、 ウ リ 科種子の 複数、 柱
状高台の 台部、 フ イ ゴ羽 口 片 が出土。

多批の角 材、 瓢箪、 節 を抜かれた竹、 連歯下駄 な どが出土。

ま っ た く 含 ま れな い 。 浅い の で井戸 と は考え ら れず、 用途不明。

穿孔 さ れた か わ ら け、 腐食 し た板、 平瓦が出土。

呪符、 31SEIか ら 出 土 し た も の と 類似 し て い る 部材が出土。

かわ ら け 、 部材 な どが出土。

かわ ら け を 多批に含む。

か わ ら け、 方形曲物、 加工材 が出土。
ふ

かわ ら け 、 白 磁皿、 愚書木片 を 含む木製品、 白磁四耳壺、 「磐前村印」 印章な ど出土。

か
5
て
2S
両

わ
E
者

ら
Iが

は

け
古
同
、

い
時
渥。

に
美ま開

産
た
口
陶

、
器
し

5
て

片
2Sし

、 白 磁四 耳は
壺底 部 片 、 瓦、

土
穿 孔し た

石瓦、 木
と

共製通品
す
な どる

瓦
が

の
出大土形

。 52SDI と 璽複た
す る が

D10か ら 、 52SEIか ら 出 る 片 が出 士 し 。 よ っ
ヽ た可能性が甜い。

か わ ら け が多撒 に 出 土。 他に、 渥美産甕片、 竹製 の絹物が出土。 大型建物52SB25の柱穴 よ り 古い。 ま
た 、 道路逍構 の路面内 に位置す る の で、 同時存在 で は な い 。

カ モ メ 貝 の巣産
穴の あ る 粘国

板
産岩陶磁

、 大
器

型
、 礫瓦、

な
焼

ど
壁

出
土

土
片。で

1 1
構

8
成
6年さ

の
れ年る輪層年、

代
多批

測
の か わ ら け

を
や
持

板
つ材折

・ 部
が

材出が出土。そ の他、 国 陶器 、 中 定の結果 敷 土。

かわ ら ら け 、 国産掏器、 中 国産掏磁器、 瓦、 折敷 ・ 曲 物 を 含む木製品が出土。

か わ ら け、 柑禍片、 箸な ど出土。

井戸枠を 持つ が、 枠板は抜 き 取 ら れた と 推測。 かわ ら け の 総出土凪 は22. 410gであ る 。 他に 、 国産掏
器片、 漆器椀 ・ 墨嘗木片 ・ 鞘 ・ 扇 の骨 ・ 箸 な どを含む木製 品 が出土。

井戸状遺構 にすべき であ る が調査時の名称の ま ま であ る 。 かわ ら け片 、 国産掏器片、 平瓦が出土。

井戸状遣構 にすべ き であ る が調究時の 名称の ま ま で あ る 。 完形かわ ら け を 含むかわ ら け細片 ， 中 国産陶
器 片 、 折敷、 墨書片が出土。

井戸状遺構 に すべ き で あ る が調査時の 名称の ま ま であ る 。 完形かわ ら け折 り 重 な っ て多量に視入、 焼
けた 壁土多 量混入、 国産掏器片、 中 国産陶器片が出土。

井戸状遺構の 中 で は 出 土 品 は少な く 、 か わ ら け、 国産淘器片、 白 磁片 、 木製品 が出土。 56SDl9 よ り 古
い。

現代 ま で機能 し て い た木樋 に よ っ て上部は掘削 さ れ て い る 。 かわ ら け細片 、 石製鉢が出土。

整地層 を 掘 り 込んで構築 さ れて い る 。 埋土の性質 か ら 井戸状遺構。 かわ ら け の 全出土麓 は3 , 700g。 、 渥
美産陶器2点、 鉄製 品 、 壁土が出 土。

柳之御所遺跡井戸一覧表 ( 2 )
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21SE2 
1 黒褐色 シ ル ト 。 炭化物、 か わ ら け片、 焼

土粒、 礫含。
黒褐色粘土質 シ ル ト 。 炭化物、 焼土粒含。
灰黄褐色 シ ル ト 。 炭化物含。
黒色 シ ル ト 。 炭化物含。
にぶい黄橙色 シ ル ト 。
灰黄褐色粘土質 シ ル ト 。 炭化物含。

ロロ27,IOO ...... ---, 

* 

：
 

E
益 ゜
芯
"

1

P692 

a ― •oorn•1 

＊ 

55SE1 
1 10YR2/3焦褐色土 礫多量混入 国産陶器片 を含む
2 10YR6/2灰黄褐色砂 かわ ら け細片微最混入
3a 10YR4/2灰黄褐色土 炭化物粒、 か わ ら け細片多批況入 大

型のかわ ら け片 も あ る
3b 10YR3/ l黒褐色土 かわ ら け （ ほ ぽ完形） を含む
4a  10YR3/2黒褐色土 かわ ら け （ ほ ぽ完形） を含む
4b  10Y3/2 オ リ ー プ馬色土 か わ ら け （ ほ ぽ完形） を 含 む 木

屑 を 多批含む
5 10YR4/2灰黄褐色土 10YR7/8黄橙色 ロ ー ム 縞状に少限混入

する
6 10YR7/8黄橙色 ロ ー ム 10YR4/2灰黄褐色土縞状に多批混入
7 2 . 5Y8/4淡黄 色 ロ ー ム 10YR7/2に ぶい黄橙色 ロ ー ム ま だ ら

に多量混入
8 10YR7/8黄橙色 ロ ー ム 10YR4/l褐灰色土 プ ロ ッ ク 状に少餓

混入
9 7 . 5GY7/1明緑灰色土 lOYRl . 7/1黒 色 土 プ ロ ッ ク 状 に混入

5GY6/lオ リ ー プ灰色 ま だ ら 少飛滉入 箸、 木片 を含む
約 2 . 5Y7/8黄 色 ロ ー ム 10YR6/1褐灰色土 プ ロ ッ ク 状に 少飛混

入
11 5GY6/l オ リ ー プ灰色 ロ ー ム lOYRl . 7/1黒色土少批況入
12 5G7 /1明緑灰色 ロ ー ム 10GY3/l黒緑灰色土縞状に混入
13 5BG2/1秤黒色土 有機質分多餓滉入 木屑多飛混入
14 5G7/l 明緑灰色 ロ ー ム 有機質分少Jil:混入 箸、 かわ ら け 片

含む
15 N3/暗灰色土 5G7/1明緑灰 色 ロ ー ム 縞状 に 混 入 木片、 木

屑多批 に混入
16 10GY7/l暗緑灰色土 N3/暗灰色土 ま だ ら 少派視入 木片、

木屑 を ほ と ん ど含 ま な い
17 N3/暗灰色土 10G7/l 暗緑灰 色 ロ ー ム 霜 降 り 状 に 少阻混入

木屑多批に含む
18 5Y7/6黄色 ロ ー ム N3/暗灰色土 ま だ ら 多最混入 木片、 木

屑少罰含む 井戸枠材 を含む
19 7 . 5GY8/1 明 緑 灰 色 ロ ー ム 砂 っ ぼ い 部 分 も あ る 。 礫 混 入

部分的にN3/暗灰色土 を プ ロ ッ ク 状に含む 木屑 を ご く 稀 に
含む 底面は礫層 で酸化鉄分が沈殿 して皮膜 を なす

28SE3 
la IOYRZ/3黒褐色砂混 じ り シ ル ト 。 か わ ら け細片含。 礫多祉。 （人為堆積）
lb !OYRZ/3黒褐色砂滉 じ り シ ル ト 。 IOYR6/8明褐色砂約 2 %含。 礫多最。 （ 人

為堆積）
2a IOYR4/6褐色粗砂主体。 IOYR6/6明黄褐色粘土プ ロ ッ ク 約 2 %含。 か わ ら

け細片含。 炭化物約 2 % ( 人為堆積）
2b IOYR5/3にぶい黄褐色砂主体。 か わ ら け細片含。 （ 人為堆積）
3a !OYR3/3暗褐色 シ ル ト 。 炭化物片約 7 %。 径 5 cm前後の焼壁土塊 を 多量含。

（ 人為堆積）
3b IOYR3/3暗褐 色 シ ル ト 。 3a層 に 類似。 3a層 に比ぺ焼壁土塊の混入が多 い。

（人為堆積）
3c IOYR3/3暗褐色 シ ル ト 。 3a層 に類似。 焼壁土塊は多いが、 3a層 に比較 し 炭

化物混入の割合が多い。 大量の木炭片、 か わ ら け片が捨て ら れ て い る 。 （ 人
為堆積）

4 緑灰色粘土。 炭化材多数出土。 人頭大の亜円礫 （熱を 受 け て い る ） を含む。
※ 3 - 4 層 は廃棄物 で構成 さ れた層か。

゜ 2 m  

第81 図 井戸跡 ( 1 )
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18 S E l 6 

', ------ . 
' 

4 � 

28 S E 1 1 

□□ �A 

,J� 三i I 
〗 ＿

��LJ 

ll S E  l 

25.,00  
トー

2XSE•l 
I 1 0 \' l< :J/2,'じ 褐 色 砂ill し , , シ ル 1、 か わ ら け甜Il l 「 少が·
2 IOYl < :ll :JI I介 褐 色 シ ル ト か わ ら け甜11 1 ヤ 含 炭化物 I \· 約 2 %
'l I OYl < :il :JII行 褐 色 シ ル ト 机 砂 多 ：，： か わ ら I t 甜Il l \ 含

IOY l < :l/•11 1行 褐 色 砂ill じ り シ ル ト か わ ら け糸111 1 \· 含 尤 ら か し 、
I OY H :J/2 ,',I, し 褐 色 シ ル ト 砂 多 し 、 炭化物 J ', -約 2 %
1 0\ ' 1 <2 1:l! じ 褐 色 帖 I : ・ 炭 化物 1 「約 2 %
I OY RV:J に ぷ し ヽ 貨 褐 色 粘 l·.iJl じ り 砂
] ( J\' 1/,] / :J に ぷ し ヽ 貨 褐 色 粘 ) ·, かi'. 2 . SY7/ll l リ j 黄 褐 色 粘 I : プ ロ ノ ク 約 1 - 2 %
含

!l I OYR:11:l l l ;\ 褐 色 シ ル ト が i '. 2 .  SY7  /fl l リ l h'i 褐 色 粘 I ·. 小 プ ロ ノ ク 約 7 % 含 炭
化物約 2 % か わ ら け I ',含

10 ] ( JY l<:J/2!,I,\ 褐 色 砂 ilも し ！ ） シ ル ト 炭 化物 ］ 「 約 2 %
1 1  l O Y l<:l/2黒 褐 色 砂 ill じ り シ ル lヽ
12 I O Y ICJ/2黒 褐 色 砂ii し し り シ ル ト が L 2 . SY7/fi 叫貨 褐 色 粘 I · プ ロ ッ ク 約 1 5%

（ 人 IふJIH1't l
1 :l ! fJYl< :J/2!,I,', 褐 色 砂混 し り シ ル ト がL 2 . SY7/ll l リJ 黄 褐 色 粘 I ·. プ ロ ッ ク 約20%

( /、 /.\ J IHi'i l
l •l IOY H:l/ 2},I,', 褐 色 砂混 し り シ ル ト がi '. 2 . ",Y7/lllリJ り＇［褐 色 粘 I·. プ ロ ッ ク 約20%

( /、 1\ 1 11: W l
応 I O Y R :  う12 ,',I,', 褐 色 粘 I
l il I OYlU/ii l リ j 貨 褐 色 粘 )·, プ ロ ノ ク 堺 o, J,ii!t; I 
17 J O Y l< S/211謹'i 褐 色 粘 )·,
18 J OY RV2,',I, し 褐 色 粘 卜 が i'. J O Y Rll/8 1りJ //i 褐 色 粘 I · プ ロ ソ ク 約 2 % 炭 化物 , :

約 2 '%
l !l J O Y l< : 112 ,',l,1 褐 色 粘 卜 が L 2 . S\'8/•I 浅 黄 色 粘 I プ ロ ノ ク 約 2 % 炭 化 物 1 「 約

2 %  
20 J O\' l< :J/2リ＇ 褐 色 粘 I ', が L 2 .  SY泣l 浅/<'i 色 枯 I : プ ロ ノ ク 約 1 %
21 J OYl < :l/ 1 黒 褐 色 柑; L 結城物 含
22 緑 灰 色 粘 Ui•1
2:J 緑I火 色 粘 Ui•1 I 砂ilし し り ）

28SEI  I 
1 J O Y l i ",l:l に ぷ し 喰＇（ 褐 色 砂 枇 し I J シ ル ト が i• )I, 常 に 賂密 I ·. 部 に は 、 '1 • ~ 1 •

礫 多 放 含 ま れ る 練イ i た っ た の で は な い か と 息 わ せ る 行40cm ほ ど の 1 -: 礫 も
· fll, I あ る ，ll c l ' I 昧 多

2 / O Y H S/:1 に ぷ し 、 り'i 褐 色 砂 枇 じ I J シ ル ト に 、 2 . SY7/:l 浅 貨 色 粘J · プ ロ ノ ク 1 /f
:: ~ S rm l が@% ほ と入 る

:J l O Y H S/3 に ふ し ヽ りし 褐 色 店I L 砂 部 分 nり に ラ ミ ネ ー シ ョ ン 発 迩 l ' I 然 JII:梢 か
2 . S\' 7 1:1浅黄 色 柑， I ·. プ ロ 9 ク 1 /f C, cm l i ど ） が 散 {,

la 2 . SY Sl:l債 褐 色 粘 I '. ラ ミ ネ ー シ ョ ン 発 達 薄 し 、 シ ル ト /1'/4 も あ り 「 I 然JfH1'i 、

緊密
l b  •I » と I••! じ I ·た がla よ り も 粘 I '. か 多 い n 然）IL/1\ 緊密
S •I と 似 た I·. に 2 . SY71:l 粘 I · プ ロ ノ ク （ 径 I rm く ら し ヽ ） や牛1 1 1;紐叫 じ る
,; I OY H:i/:l ll,'[ 褐 色 li'; I : 、 砂iJ, し I J . I : . ilc 人物 な し
, 2 . sn1:;r,i; 1 フ＇ ロ ノ ク 1 /f S cm ( ま ど が りt 位 ）
X l l lYR212:I.' 褐 色 粘 L 、 シ ル ト 、 砂 混 し ,, I·. あ ま り し ま り な し 火礫 （ 径 7

- ! Sm, ! 多 放 I ( 礫 も ・ \l,',I あ る
9 1 0 \' l<S/:l に ぶ し ヽ が［ 褐 色 粘 I ·. 、 シ ル ト 、 砂混 し り I : lt•Wd こ J IH/i し て し 、 る し

ま り あ り 中 に 2 . SY71:1戊黄 色 粘 l ', 0 ) /J.li い 府 が 入 る
1 1 1  1 11\' H S/2 1火 飢 褐 色 粘 1 、 2 . SY7/:l 戊 が（ 色 f,'; I ブ ロ 9 ク l if :l rm ) か わ ら け

細 ／ ＇ , 含 11'1 状 に 2 . SY7i •I 粘 1、 砂の /(•', も 池 く 人 る
1 1  l OY H :l/ :llli\ 褐 色 粘 1、 シ ル ト 、 砂 し ま り は 、＇む 伐 ヽ
1 2  1 0\ 'H , J IWi b'i 褐 色 粘 L 、 砂 混 し り I : し ま り あ り
1 :1 I OY l<•l /2 1火Vi 褐 色 粘 1 、 シ ル ト 、 砂 叫 し り I ·. し ま り あ り 2 . 5\' 7/'.1 浅 貨 色

帖 1、 シ ル ト 、 砂叫 し IJ I :  が11'1-I人 に 人 る し ま り あ り
I •\ ii'. 叫 も オ L
I S  1/i!ift'i '[ Lか 多 し 、 こ の , i , か ら ·,じ 形 か わ ら け 、 折 敷 な どが/ I i i オ リ ー プ灰 色

に 変 色 し た 粘 1 プ ロ 9 ク 1 行 ：l ~ C> 1·m l も い く ら か 人 る
ふ

:l ! S E I  
I 2 . SY S/2 11泊火 貨 色 シ ル ト 、 l ·. ;;i; に 砂 がii, し る !','; I :  も 多 し ヽ i' I 然JfU/ri(1 水

成料 水 た ま り と な っ て い た の て あ ろ う ）、践 か 人 れ ら れ て い る ま た 、 最
l、祁 に 漆 悩 1111が • 枚 人 っ て し 、 た 1淘 器 ）叫 か 2 点 人 っ て し 、 た こ の /(•', は 別 の

直 t/1, と すへ さ で あ ろ う か
2a I O\' R i . 71 1 .'じ 色 砂 ilc し , , シ ル ト がi• 中 に 地 , 1 , 起 源 OJ SY7/•1 浅 俯 色 粘 I : I こ

の 色 は ·-� 気 に 触 れ て 酸 化 し た 色 で あ る 酸化す る 1il1 は 、 JO( ;S/ I ~  Ii/ I 緑I火 色
て あ る ） 砂 iJ, じ （ ） シ ル ト プ ロ ノ ク か：111% ほ ど 含 ま れ る プ ロ ノ ク は 1や ］ ～
:: l'l\l 漆甜椀1；、 1 !.'!、 1 1 1 1 ·.

2 1 ,  2a と H じl'i' 'i'[ O) I·. た だ 、 こ ち ら の ）jがSY7/•I 浅 貨 色 粘 L 、 シ ル ト 、 砂 況 し
り プ ロ 、ノ ク が 多 い 1 70'% ほ ど ）

2c C,\' 7/,] 没黄 色 村; I ·. プ ロ ・ノ ク
2d 2a と j , ;j じl'U't の I ·. C,\' 71 ,J i 訊 色 粘 I ·. プ ロ ／ ク の i t は I ~ •I cm 
z,. I I I Y H l . 7/ 1 黒 色 砂 混 し I) シ ル ト が i '. 1 0\' li.J IZ I火 貨 褐 色 砂 混 じ り シ ル ト プ

口 9 ク I 2 - :J cm l 、 SY7/•I 浅 貨 色 帖 I. シ ル ト 、 砂 ii [ じ り I ·. プ ロ ッ ク 1 径 3
- •I ,·m l が211'% ほ と含 ま れ る

21 2c と l,;J じ
紐 l O Y H-1 121火黄 褐 色 シ ル ト 、 砂ilc じ I) I プ ロ ノ ク 1 /f I - S em i が i • 1 0 \' R l . 7/ 1 

.'.I.', 色 砂 ilc し り シ ル ト プ ロ ／ ク か!O'Y,, ほ と こ の 中 に は 4 cm以 卜 の 小咤 も 含 ま
れ る

2 h  l l lY ll 1 .  71 1 /.1.\ 色 砂 il l し り シ ル ト プ ロ ／ ク がc;o'% ほ ど こ の 中 に は 行 I rn, 以
ド の 小礫 も 人 る
s n •-1 浅貨 色 粘 L 、 シ ル ト 、 砂 ii, じ I J I プ ロ ／ ク が10';1/,, ほ ど プ ロ ッ ク の

）＜ き さ は 1 - S em 
2i 2g と 1 , ,, し ·l'l' '['( OJ - 1 ·. l llY ll c l/2 1,dし 褐 色 砂 混 じ り シ ル ト プ ロ ノ ク が l

I I IYl< I . 7/ 1 黒 色 砂枇 じ り シ ル 1、 プ ロ ッ ク が20'%ほ ど
均 2g と l , ;J じIt 質 の I
2k 2h と l••I じll'C[OJ I 
2 1  J O Y R ! .  7 1 1 !.I.\ 色 砂 ilc し り シ ル 1、 小媒 I 仔 I cm以 ド ） も 人 る
2m ,,Y7/ •I 浅 糾 色 W; I :  プ ロ ., ク （ 地 1 1 1 起 源 ）
Z n  I O Y !n . 7 1 1 /.1.', 色 砂混 じ り シ ル l、 小 練 ( if I cm以 1、 ） も 人 る
2o SY71,1 戊 b'i 色 粘 I · プ ロ ノ ク が L I OY R l . 7/ 1 黒 色 砂 混 し り シ ル ト （ 径約 I rm 

以 Iヽ ） の 小條 も 含 む I SO'!/, ほ と ）
,,, snn浅黄 色 w , - 1 ・・ プ ロ ッ ク
2q J O Y !l l  . 7 1 1 .'.I』 色 砂 ii, し り シ ル ト こ の 中 に は か わ ら け 1 :· が 1 、,.'!: 人 っ て し ヽ た
Z r  I O Y l< J . 71 1 !.1.', 色 砂 混 し り シ ル ト に SY7/• I 浅 /,し 色 粘 I プ ロ ソ ク 、 （ 砂 プ ロ ／ ク

も 少 し あ り ） かii, し る
2 s  SY,/ , I浅りし 色 帖 I · プ ロ ソ ク が J• 砂 プ ロ ッ ク も あ る

2XSE 1 <> 
I 1 0\' J{ , l/ :l に ぶ い貨 褐 色 シ ル ト 、 し ま り あ り I '% 0) 炭 化物 、 酸 化以 含 む 1 ,  

昧 I /り ） 、 火1税 1 ,m 1 • 1 - , m 1り ） を 含 む
1 0\'l<S/:1 、 ) 0\' R 1i/叫l 黄 褐 色 粘J ·. が i淋 砂 も 混 し る I '% 前 後 の 炭化物 混
人 ）、 !.\ flり に 投 東 さ れ た も の で あ ろ う

2 ·  !O C \ \' •1 / 1 賠緑灰 色 、 砂 質 粘 1部 分的 に 人 る 程 度
:; 1 0\ ' l <S/ 1 褐 1火 色 、 礫 111 l 中 ～ 脊． 火 程 度 の 礫 が び っ し I) 人 る 人 為 JIH,'i l 多

:,: ; O) か わ ら l t l \が 人 る
灰 色 粘 I ·が;, 緑灰 色 村， I·. 、 砂 混 し り シ ル ト プ ロ 9 ク が 入 る
l O Y J< :l/ 1 オ リ ー プ/.1.\ -緑1火 色 枯 l

゜ 2 111 
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3 1 S E 2 
3 7 S  E 2 

＼
 

50 S E 3 

希．“

A
 

31SE2 
la 2. 5Y5/31lt褐色、 北へ延 びる 撹乱。 ビ ニ ー ル 出 1五
lb 2. 5Y5/3貨褐色 シ ル ト 。 緊密。
2 2 . 5Y4/2暗灰黄色 シ ル ト 。 炭化物片微撤点在。 緊密。

3a 2.  5Y5/2111'i灰黄色 シ ル ト 。 緊密であ る が軟質。
3b lOYRS/2灰黄褐 色 ， lOYRS/ 1灰 白 色 シ ル ト 。 下 部 に 灰

白 色 シ ル ト の ラ ミ ナ 4 枚。 行1· 9 枚の ラ ミ ナ 。 緊密だが
軟質。

3c 2 . 5Y4/ 1黄灰色 シ ル ト 。 上位：：：)@ と 比ぺ る と 粘性 強 い 。
3d 2 . 5Y5/ l lll'i灰黄色 シ ル ト 。 2 · 3a · 3bが途 切 れ る よ う

に 見 え た た め 線 を ひ い た が 、 疑 Ill! あ り 。 3a · 3 b に 似 る 。
4 2 . 5Y5/4 黄褐色 シ ル ト 。 緊密だが軟質。
5 2 . 5Y6/6 明 黄 褐 色 、 2 . 5Y7/4浅黄 色 ほ か 、 地 111 起 源 汚

れ砂 質I:。 2 . 5Y4/211釦灰 黄 色 シ ル ト が斑状に 兄 ら れ る
礫群。

6-9 6- 9)叶1こ 部 は ，記録 を 取 る 前 に 雨 に よ り Iii 壊。
9a 木版の 削 り かすで構成 さ れ る 陪 。
9 2 . 5Y3/ l 黒 褐 色 泥 士 （ 粘 質 ．ー／こ） 。 加 工 材 、 自 然 木 、 ,v,

木類 の 出 士 が 多 い 。 破風板等、 迅築部材 ら し い板が多
批 に 含 ま れ る 。 下 部 に は 、 nJJ緑灰 色土 プ ロ ッ ク が混 じ っ
て い る 。

1 0  5Y3/ l オ リ ー プ 黒 色 粘 士 が 叶［越。 7 . 5GY6/ l 緑 灰 色 シ
ル ト や枯こI·. ·プ ロ ッ ク がili\人。 か わ ら け 片 は 少 な い 。 木
製 品 も 少 な い 。 ウ ＇］ 科 を 屯体 と す る 種子が多 く ill.人 し 、

・ 部 は ま と ま っ て プ ロ ッ ク 状 に 出 土 す る 。 種子 は 屯 に
10Y3/2 の オ リ ー プ黒色 ．一I: に 入 る 。 L•22 . 4 5 m 付 近 か ら
は緑灰 色 シ ル ト が 多 く な る 。

1 1  5G6/l オ リ ー プ灰 色 の 粘 土 （ 地 llJ起源 ） 、 砂がほ と ん と·,
10G6/ l 緑 灰 色 粘 土 部分 も あ り 。 逍物 含 ま ず。 こ の 逍
栴 （ 井戸か ？ ） を 使 Ill し な く な っ た 後 、 地 1 L1 粘—I: を ）I! 
い て 井戸底部 を 狸 め 、 平 ら な状態の 1こlfii に 鋭 を 骰 い た
のか。 鋭の下部周 辺 に は 黒 色の1餅甜七が多 い 。

52S E 8 A 

志：

L•'7,lm A - ーB

37SE2 
1 lOYRZ/3黒褐色 シ ル ト 粘性な し 砂 を 多 lit に 含 む

炭化物 2 % 、 か わ ら け細）ヤ を 少批含む 下 部 に 人頭大
ー こ ぷ し 大 の 1 9 礫 を 含 む

2 a  10YR3/3暗 褐 色 シ ル ト 粘性大 炭化物 3 % か わ
ら け を 多jiJ: に 含 む 半頭大～ こ ぷ し 大 の 礫 を 含 む

2 b  碁 本 的 に は 2a 層 と 同 じ 砂 を ほ と ん ど 含 ま な い 炭
化物 2 %

3a 10YR7 /60))黄褐色 粘:I:.が主体 か わ ら け 微jj[ に 含 む
暗褐色 ．—K を 斑 状 に 含 む し ま り 大 炭化物 1 %

3b 桔 本 的 に は3a/M と 同 じ 浅 黄 褐 色 粘 ．一1一． が_,;r越 ・ 炭 化
物 1 %

3c ほ と ん ど3a と 同 じ
3d 明黄褐色 粘：I一． と II音褐色納1-. の混士 粘性、 し ま り 大
4 lOYRS/4浅黄楼色 粘：I: し ま り 大 非 常 に 硬 い ドJ

環状 に め ぐ る 意識的 に埋め て い る 。
5 3bl情 に類似 一 部 グ ラ イ 化 し て い る 部材 を 含 む
6 10YR8/4 浅 貨 橙 色 粘 ．一I: 主 体 に 暗褐 色 土 が 若 干 iii\ じ る

拳大の亜 円 礫 を 多 批 に 含 む
7 1,e本的 に は 5 ls� に 類似す る II音褐色：1-. を 2 %含 む
8 礫1惰 'l°'V/i大～拳大の礫がぴっ し り つ ま る
9 10YR7/2 オ リ ー プ灰色 グ ラ イ 化 し た 粘．一l消d
10 10YR7/2 オ リ ー プ灰色 ）l ll め も と’ し た 砂 11'1
11 10YR7 /2 オ リ ー プ灰 色 粘 ．一1·.i此 じ り の 砂 11"1 (砂が,;,

越 す る ）

5tSE8 
1 10YR7/8黄橙 色 ロ ー ム lOBGIリ）緑灰 色土 ま だ ら に 少祇混人 炭 化

物粒多J,t に 混 入
10YR5/2灰黄褐色土 炭化物粒 多批枇人 礫 多 批 に ilも人
10YR7/8黄橙色 ロ ー ム 10YR5/2灰黄褐色 ．—K ま だ ら に 多 :lltil! 人 礫
非常 に 多址況人
10YR3/l息褐色土 1 0YR7/8黄橙色 ロ ー ム ま だ ら に 多 址 枇 入
10YR2/ 1黒褐色:I: 炭化物粒、 か わ ら け1ヤ多批混入 焼 け た 墜 cl·.Jヤ
少ガti比人

6 2 .  5YR6/8橙 色 の 焼 け た 整土）ヤで構成 され る 1惰 炭 化物 粒 多 ・ it に iii\
入

7 lOYRl . 7 / 1 黒 色 炭化物 Im か わ ら け 片 多1社 混 人 焼 け た 壁 土 1ヤ 少抵
混入
10GY7/11YJ緑灰色：I: 炭化物粒 多批に混入 板材 を 含 む
10GY4/lll行緑灰 色 ロ ー ム 完形かわ ら け 木 製 品 、 自 然 木1,•1 を 非 常
に 多 lit に 含 む

1 0  10GY6/ l緑灰色砂 部分的 に l司 色 の ロ ー ム を 含 む 完形か わ ら け 、
木 製 品 を 非常 に 多 措 含 む が 9 I蜀 よ り は や や 少 な い

50SE3 
1 10YR4/2灰 黄褐色 ．一I: 10YR7/8黄橙色 ロ ー ム プ ロ ッ ク le.部 に 少批 混

人 礫 、 砂南側 に少批混人 逍物 の 出 :I: ほ と ん ど な し
2 10YR4/2灰黄褐色土 礫 多拭混入 造物の出 ．一I: ほ と ん ど な し
3a 7 .  5Y2/l黒色土 炭化物粒 多 抵 混 入 ）習 全体に酸化鉄分が染みて い

る
3b 7 .  5Y2/ l黒色土 炭化物粒、 木）ヤ 、 か わ ら け 片 多祉ilt入 有機質分

が 多 い 士で あ る 。
3 c  IOGY7/l 明 緑 灰 色 粘 ．←f·. /図 7 .  5Y2/ l 媒 色 土 少 批 混 入 ら に 多 批 混 人

10YR2/1黒色土 ま だ ら に少散iiも入
3d 7 . 5Y2/l黒色:I·. 炭化物粒、 木片、 か わ ら け 片 多批混人 {.j機 質 分

が 多 い 士 で あ る 。 (3b/菌 と 同 じ ）
3e 7 . 5Y2/l黒色土 10GY7/l明緑灰色粘：ヒ縞 状 に 多 挺 況 人 布機質分

が 多 い土であ る 。
3 f  10GY7/l明緑灰色粘 ．ー1:/® 7 . 5Y2/l黒色土縞状 に 多 抵 iii\人
3g N3/ll音灰色土 有機質分多拭混入 木 片 、 か わ ら け な ど逍物 を 多lil:

に 含 む
4 10GY7/l l!/l緑灰色粘 土）習 2 .  5GY5/l オ リ ー プ灰色：I :  ま だ ら に 多 枇

混入 造物 の 出 士 は非常に 少 な い
5 10GY7/ l明緑灰色粘土）蕩 砂 を 多拭混入 遣物 の 出 土 は ほ と ん ど な

し ‘

゜ 2 m  
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52S E 9 
52S E 1 0  

A
 土。 □ 

―B 

＼ 

文,SEi l
I 1 1 1 \ ' I !,  I に ふ し ， 訊 褐 色 1 條 多 ： ，灼L L 人
, I I IY l !7 蹟 杓 色 ロ ー ム I I I Y Iく I i I 褐 I火 色 1 ま た ら に 多 ： , i: ill 人 酸 化

鉄 分 多 ：, : ;1u、
: I I IYl! l i  I 褐 I火 色 I : ,Yx :: 改 仇 色 ロ ー 1、 ま た ら 少 ： ， ： 社 ［ 人
I 1 1 1\ I !li . l 褐 I火 色 I 酸 化り、 分 多 ： ， ： ill 人
, , . c,c ; y  I 1 11立 オ リ ー フ 1人 色 I ·炭 化物 1 :「 、 條 多 ：， ：／」 し 人 本 1 ', ill 人
I i  ] IIY I !  I 1 1姑 灰 色 I ·. I I I Y I! ,  J I り 1 社 1火 色 ロ ー ム を ま た ら に 多 ： ，： 札 I、

,; Oli i! ヽ " ら I t を 含 む
; , . :,r ; y  I I ll;'; オ リ ー フ 1火 色 I : J l l( ; y ;  J I り 1乎111火 色 ロ ー ム を i1::, ;IJ、 ！ こ 名

： ，： 混 人
X J ll( ;y;  ] l ijj 緑 1火 色 砂 ] O( ; y ; ;  ] ll(i糸1!1火 1 ま た ら ： こ 多 ： ， ： 直 人
IJ J I ICY:: 1 1叡ぶ火 色 1、 本 It/ 、 本 I ', 、 1 1 1 1 物 I ', 含 む
I l l  I l l ( ;\言 l 紐I火 色 I : I I IYl, r i  I 褐 I火 色 1 を フ ロ ， ク 1人 に 少 ： ， ：札 人

I、芦
-59

- B 

"、s 1,: 1 1 1
I l i iY li i "火 偵 褐 色 1 炭 i じ 物 1ふ 、 Mt L P 少, : , : iJU、-
, I I I Y IU o 訊 朽 色 u ー ム 炭 化物 Iや 、 I I I Y !i:, "火 机 褐 色 1. t た ら ： こ 少

： ， ： i此 人
、; :,Y o  I IJ、 色 I . ./J't I フ ロ ！ ク 、 炭 化 物 p 多 ： ， ： iJU、 1 I I Y ! i 7  o i•'t 杓 色

ロ ー ム フ ロ ） ク 少 ： ， ：. ii,  人
I 1 1 1Y l i7  o 仇 伶 色 ロ ー ム .,Y :, i i火 色 I : フ ロ ｝ ク 名 ： ， ： 祝 人
i 7 :,Y i  I I火 色 I . I I IY !U o 払 拾 色 ロ ー ム フ lJ ··, ク 少 ： ， ：叫 jヽ ＇，し II, ヵ ，

オ ） ら I t i i i  ;IJ、 ,'，り 合 な ど 1 名 ： ， ： 1 こ 含 む
, ;  :, 料 ：；改 伍 色 ロ ー ム 7 . ', Y i  I I人 色 I . ま た ら に 多 ： ， ：iJU、
7 , Y o  "火 色 ロ ー ム 酸 化 鉄 分 少 ：, iiJ e 入 7 . :, Y o  I I人 色 u,:,, ,11、 1 こ 少 ： ， ：

批 人
o iYo "火 色 1 . i ii少 っ は し • I 7 .  i Y I  I I火 色 I ←

; u ) ク 1人 に 少 ： ， ： 枇 ）、
i況: iじ1,; 1攻 少• ii il U、

り I I I Y Iむ l 児 褐 色 I . 木 1叶 多 ： ,: 合 む
2 Ill 

第84図 井戸跡 ( 4 )

〔 6 〕 園池 (23 S G l )  

I" 心 処 物 群 の 南 11Lj 側 に 位 闘 し て い る 。 1 2
1

1J:紀 の 中 で 大 き く 2 1 1一が 開l の 変 造 が 1 リl ら か に な っ て お り 、 古 し 、 設 附

II 闊 以 降 の 国 池 の 状 況 に 1対 し て も こ こ で 概 況 す るを I 期 、 糾 し い 段 階 を [I 期 と し て 恨 告 し て き た 。 そ し て

が計嘩I l l は 57 次 恨 告 で 行 う こ と と す る 。

〈 I 期〉

． 机1 之 御 所堀 内 部 地 区 に 初 め て 造 ら れ た ［祖［ 池 で あ る 。

80- 90cm は 少 な く と も 洲
＇

； 水 が1 1J 能 な 深 さ を水 を 湛 え る 池 で 規 較 は 東 11L1 最 大 で 22 111 、 市 北 最 大 25 111 を 測 る

行 し て い た 。

池 の 南 端 部 に つ い て は II 期 の 深 い 溝③⑤ の 陸 に あ ら わ れ る I 期 池 の 典 ： ［ ： か ら 想 定 し た 。

地 山 を 掘 り 込 ん で 平 坦 な 池 底 と し 、 底 か ら 岸 へ の ．ー,'/. ち 上 が り に は 改 め て 土 を 入 れ 直 し て 緩 や か に 立： ち 上 が

る よ う に 成 形 さ れ て い る 。

礫 は
一

切 用 し ヽ ら れ て し ヽ な し — 。

1世i闘肘祁 に は 排 水 溝 が付 I t ら iし 、 "1世i側 べ 延 び て 1'』11 之 御 所 を 区 圃 す る 堀 へ と 排 水 さ れ て し ヽ た 。

• 池 底 か ら H-'1 :lー し た か わ ら け は 手 づ く ね か わ ら け で 1 2-[li: 紀 後 半 （ 秀 衡 期 ） の も の で あ る 。

〈 II 期〉

. I 期 の 池 を 廃 し そ の 上 に 規 楔 を 拡 大 す る 形 で 構考'E さ れ て い る 。
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・ 東西約40 . 5 m 、 南北約 32 . 4 m の 範 囲 で 地 山 を 掘 削 し 、 改 め て 立体 的 に 盛 土 を 行 い 大 小 の礫 を 表面 に 貼 り

付 け て整形 し て い る 。

・ 幾筋 も の 溝状 の 「流れ る 」 低 い 部分 と そ の 溝 の 間 に で き る 島 ・ 尾根状 の 高 い 部分 （低 く な い 部分 と い っ

た 方が適切 か） か ら 成 る 。 溝 は 8 条程想定 さ れ、 そ の 要所 に景石が配置 さ れ る 。

・ 溝 は大 き く 分け て 南へ流 れ る も の と 、 南西側へ流れ る も の と があ る 。 前者 は最終的 に 1 本の溝 に 集結 し 、

ゃ ゃ蛇行 し て柳之御所 を 囲 む堀 へ と 延 びて い る 。 後者 に 関 し て は緩 や か に 下 る 地形の 影響 で遺構が 自 然消

滅 し て し ま い 全容 は把握で き な い 。 こ れ ら の 溝 に 新旧 関係が存在す る 可 能性 も 否定で き な い が、 II 期 池 の

埋土 は 前 回 の調査で掘 ら れ て な い た め今回 の 調査で は 検証で き な か っ た 。 溝が大 き く 別 れ て 流 れ る 間 の 空

間 （陸地 の 部分） に は 一 見、 園 池 と は 無 関 係 に 配置 さ れ た よ う に 見 え る 礫群があ る 。 礎石の根石 と の 指摘

も あ り 、 現存す る も の は記録 を と っ た が残 り が悪 く 、 建物 に な る よ う に 展 開 す る か判 か ら な か っ た 。

・ 出 土 し た か わ ら け か ら は 1 2世紀後半 と 位置づけ る の が妥 当 で奥朴I 藤 原氏滅亡 の 頃 ま で機能 し て い た と 考 え

た い 。

〈 II 期以降〉

・ 園 池東側 の 溝③～⑥ を 埋 め 戻 し 、 水 を 湛 え る 池若 し く は 窪地 と な っ て い る こ と が埋土の状況か ら 推測 さ れ

る 。

. II 期 以 降 に つ い て は 12世紀 の も の か そ れ以 降 か判 断 し 難 い 。

〔 7 〕 竪穴建物跡

竪穴建物跡 は 2 棟検 出 さ れ た 。 平泉遺跡群 の 中 で も 事例 は 少 な く 、ら こ の 時期 の 平泉 で は 一 般的 な 施設 と は

い え な い遺構で あ る 。 （第85図）

55 S X 2 約 8 X 7 m を 測 る 方形 プ ラ ン の 本体の北側 と 東側 に 張 出 を 有す る 平面形で あ る 。 張出 を 含 め た 長

さ は東西約 14 m 、 南北約 12 m に な る 。 検 出 面 か ら の 深 さ は約 1 m で あ る 。 床面並 び に 床面直上 に は 完形かわ

ら け が極 め て 多量 に 分布 す る 。 埋土 は ロ ー ム を 主体 と す る も の で 人為 的 に 埋 め 戻 さ れ て い た 。 本遺構 の北辺

に接 し て板が抜 き 取 ら れ た塀跡55 S A 1 が存在す る が、 土層 断面 の 観察 に よ り 塀 と 本竪穴 は 同 時存在の可能

性が高 い と 判 断 さ れ る 。 床面 に は柱穴が規則 的 に 並 ん で検出 さ れ た 。 こ の 竪穴建物 の検出位置 は 、 中 心建物

群 の 重複域 に接す る 北側 で 、 あ る 時期 の 中 心域 を 構成す る 建物 の 一 つ で あ っ た と 推測 さ れ る 。 出 土 し た か わ

ら け の特徴か ら 12世紀後半 の 遺構 と 判 断 さ れ る 。

52 S I 2 平面形は不整 な 隅 丸長方形 を 呈す る 。 規模 は 5 . 5 X 3 . 5 m 、 深 さ は最大で36cm を 測 り 底面 は概ね平

坦であ る 。 埋土 は 人為堆積で ほ ぽ一 時 に埋 め 戻 さ れ た と 判 断 さ れ る 。 遺物 は ロ ク ロ か わ ら け と 思 わ れ る 破片

の み が 出 土 し て い る 。

〔 8 〕 土坑

遺跡の ほ ぼ全域 に 分布 し 、 規模 ・ 形態 と も か な り 多様で そ の性格 に つ い て も 単純で は な か っ た で あ ろ う が、

多 く の場合、 具体的 な 性格 を 明 ら か に で き な い 。 本遺跡 に は墓 と 認識で き る 土坑 は 認め ら れ な い。 こ の 中 で

ト イ レ 状遺構 に 関 し て は 別項で記述す る が遣構一 覧表で は 土坑 と ト イ レ 状遺構 は 統一 し て 作成 し て い る 。 56

． 次調査 ま で で278基検出 さ れ て い る 。
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55SX2 
1 2.5Y7/8黄色ロ ー ム10YR5/2灰黄

褐色土紙状に少低混入 かわらけ
片を少批含む 人為的に埋めた土

2 10YR5/2灰黄褐色土 2.5¥7/8黄
色 ロ ー ムまだらに多批混入、炭化
物粒、かわらけ片（完形も多い）
多枇混入

2' 10YR7/1灰白色土 水成層か
3 10YR7/8黄橙色ロ ー ム10YR5/2灰

黄 褐 色土プロックで少賊混 入
10YR7/8黄橙色ロ ー ムまだら少薗
混入 柱痕

4 10YR4/1褐灰色土 かわらけ細）ヤ
非常に多枇に滉入 下部には完形
かわらけを非常に多散に枇入 炭
化物粒多批に混入

5 2.5Y7/8黄色 ロ ー ム 10YR5/2灰
黄褐色土縞状に少批混入 かわら
け細）ヤ礫を含む 1層に類似する

6 10YR5/l褐灰色土 砂が縞状に入
る かわらけ細片多批混入 55S
xzの埋土ではなく55SK1の埋土
の残存か

7 !OYR2/l黒色土 IOYR7/8黄橙色
ロ ー ムまだら多批混入

8 !OYR6/l褐灰色土 かわらけ細片
多箭混入 あまりしまりがない
板塀の抜き取り痕か

9 !OYRI. 7/1黒色土 炭化物粒多飛
混入 しまりなし

P 1458 
① !OYR3/2黒褐土 炭化物粒多批混

入

55SX2を切る別個の土坑か、 または
SX 2 P26 
② !OYR7/4にぶい黄褐色ロ ー ム 炭

化物粒少批混入
③ !OYR6/2灰黄褐色土 炭化物粒少

孤視入

P 516 
① !OYR5/2灰黄褐色土 礫少址混入

柱痕
⑤ !OYR7/8黄橙色ロ ー ムIOYR5/2灰

黄褐色土まだら少批混入 掘方の
土

0竿立 →

賃

·�· 

52S12 
1 10YR7/8黄橙色ロ ー ム !OYR6/l褐灰色土まだらに

多批ill.入
2 !OYR7/8黄橙色ロ ー ム IOYR6/l褐灰色土まだらに

少屈混入
3 IOYR7/8黄橙色ロ ー ム 10YR6/l褐灰色土粒状に少

批混入

1-31名ともに人為的に埋めた土

0 2m 

I I I 

第85図 竪穴建物跡

逍構名 位1代
規 校 (m)

特 徴
計測面 長 径 短 径 深 さ

21SK13 89-104 検出而 1 08 0 96 
0 66 性質 かわらけは意図的に入れられた可能性はあるが、不明である。 遺物．かわらけ(ti日：上半分は多祉の細片、下半部は1/2以上のも

底 面 0 90 0 84 の15点）。Ill土かわらけの全重批は5,829gである。 時期’かわらけから判断すれば12戦紀後半代の可能性が高い。

21SK14 88-103 検出面 2 42 2 05 
1 82 性質 不明である。 造物．かわらけが少批入る。出土全煎餓は110• である。 時期：JJll:I: の性質とかわらけから12世紀後半代に埋めら

底 面 I 02 0 84 れたと推測。

21SK16 88-103 検出圃 0 95 0 82 
1 27 性質：埋土と形態から考えるとトイレ状逍構の可能性がある。ただし、寄生虫などの分析はしていない。逍物．かわらけ破片が比較的多く

底 面 0 80 0 75 含まれ、出土全煎批は3.400gである。i面n�にはウリ科の種子や木片が含まれる。 時期'121tt紀後半代に埋められたと推測。

21SK17 検出画 1 10 I 08 
0 88 性質．不明である。造物：かわらけ片がいくらか含まれ、出土全煎枇は3,125• である。 時期 ）＇Ii土の性質から121阻紀後半代に狸められ89-103 

底 面 0 68 0 68 たと誰測。

21SK!8 89-103 検出面 1 10 I 06 
1 16 性質：不明である。 造物：かわらけ細片が比較的多く含まれるが、1/2以上のものは1点。 時期 埋土から考えるならばI211t紀後半代に

底 面 0 75 0 72 埋められたと計譴I]。

21SK19 検出面 0 92 0 92 
0 56 性質：不明である。 遺物：かわらけ細片が少枇入り、出土全1ll批は100gである。 時期：12世紀後半代に埋められたと推測。89-103 

底 面 0 84 0 84 

21SK20 89-103 検出面 1 28 I 02 
0 65 性質：不明である。 遺物 かわらけ片が比較的多く出土し、出土全煎批は5,090gである。 時期'12ilr.紀後半代に埋められたと推測。

底 面 1 06 I 04 

21SK 2 5 88-101 検出面 l 35 I 19 
0 55 性質 不明である。 遺物： 1/2以上のかわらけは2点で、全重批は2,090• である。 時期：出士遺物の状態から121阻紀後半代に哩められ

88-102 底 面 0 66 0 57 たと推測。

21SK26 88-101 検出面 0 68 0 60 
0 42 性質．埋土から何かを埋めるための穴と誰測できる。 追物．かわらけ）ヤが比較的多く出士11/2以上は10点）。底面に、完形に近いかわら

底 雁 0 54 0 54 けが 3枚水平にあった。全服抽は3 64Qgである。 時期 出土選物の状態から121せ紀後半代に埋められたとJllillll。

21SK33 89-100 検出面 ! .. !2 I 01 I 24 性質 不明である。 追物：かわらけ片が3,645g含まれる。 時期＇開U:から考えると12·世紀後半代の可能性がある。
底 面 0 64 0 55 

21SK35 93-104 検出面 0 98 0 91 
0 38 性質：何かを埋めた可能性がある。 姐物 かわらけが少枇出土し、全重litは250gである。 時期： JJl!:I: から、121仕紀後半代に埋められ

底 面 たと判断できる。

2!SK36 検出面 0 60 0 58 
性質：不明である。 遺物 縄文土器片が少批出土した。 時期 狸土は12世紀後半代の：I: に似るが不明である。93-104 

底flif 0 52 0 48 
0 48 

土 坑 覧 表(1)
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追構名 位 ii',:
規 m (Ill) 

lI 徴
"「il!l]1f,i J心径 知 If 深さ

21SK37 !J2-JO:'l 
検出1l1i 1 2S I 16 

0 68 
t'l'i'i 小1リ1である 造物 1,,1心'II 1111に炭化材が放I欠入ってし、た かわらけ片が少： ,:11•,1 し、令/Ill:,: は775gてある 11¥'JIII JIJ'Iから

底 lfli 0 82 0 80 どえるとmi:紀後平代の直構であるとJllil!IJでさる

21SK:JS り2-10:1
検111,r,i 1 12 {) !).1 

071 竹沿'[ 和リ1である 迅物 かわらltl',が伸わずかに含まj[、令/1¥1:,: は"""てある 時1リI1'!11: 紀後r代にJり＇められたものである
底 1l1i 0% O 8G 

検1111111 1 31 1 20 竹c'/'i ウリ科の神／が）、ってし、たことから、 トイレ11、ii'.it/1,として使Illさ1した,,r,;,yi,もどえらJtるが、 1の分析はしてし＇なし、 迎物かォ，
21SK 1:l D:3-101 I 00 らlt',c:形品が2!'.i、112以 Io, 破}¥か1/.i、小破J',が S!l!lg.J'I'I I ; 笛からl'I盤j/、I製品が1点、 i'I'Iq, 部からi/,H,J.,,',,:、1'1111・(:I; からt-JしのH2i.i

底 ,1n 0 !J I (l xx ヵヽIllIした 11¥lリI12111: 紀後乎（しに）り！められたとJll測した

検：1¥1111 1 ;J,J ()!)I t'I贋 形態からどえるとトイレ，19遺¥l/1,として使ILLされた11fii'1'1もあるが、 I oJ分析はしていなし、 またウリ !'Iの神［なとは検出されてし、な
21SKl<I 85-100 I SD し‘ 逍物 かわらltl¥を多：，：・に含み、 ]/2以 IOJ破I',は19,.'!:(令1111:, しは,;:,io,1. I'll. I q,;;1; から底；；蒻噂冴しさitた手づくねかわらIt人1111

底 1111 0 80 0 7,1 がli!.111Iした 巳文Hille破1「1点、 1,1,年1:糾器1',2.点が/1',I IIY!IIJ ii¥ I追物やi'l'Iから12111亙心後'I代に!'I'めらJlたとJII勺¥Illでさる

検/l'olfll 1 52 I 20 
21SK,17 85-100 0 80 1 SG 

tt'i'i I、イレ1)、iut/1,として使Illされた"mmもあるか、 1の分/ljはしてし、ない 直物 かわらけ似I',が小：，：1111し."'/1¥ I :,: は/IS()gであ
底 ,111 1 () ! ,11:; じ

る「 l'I'IIヽ，翡から !'I 伍／｝が 1.•.'.UII I II、l!UJ 12111 紀後 I'•代にl'HめられたとllUl!IIできる

21SK 18 85-100 
検il¥1l1i 112 0 9S 

I 12 ft1.-'i'::1t:、: I・ イレ状逍構として使Illさ)l/こ"J能I'!もあるが、 1の分析はしてしヽなし、 直物 ；： 1:1オが1/,:と、かわらけ／＇, が17Sg/l:Iした ）'l'I 
底 1l1i () 8,( () 8:1 蔽 !';¥IIからウ 1JjlOJf,f,わが複数検/11さILた ll'i)り1逍物や!'Iiiから12111:紀後'I'代に1'I'められた刈能竹かある

21SK49 HG-100 
検1111111 I 50 117 tU'i I、イレ；II、iil構として使Illされた"J能ti:もあるが、 Iの分析はしてし＇なし、 直物 かわらけ片が少：，しあり、令/Ill:,:はSIISgである
底,,,; 0 8S 0 7G 

I :J,J 
Jり!II名1;と,i,部からl;IJ)訊がJi.(ずつ/111 l'l!l/1と1、;;1;からウリfloiH.rか恨牧検/1¥さilた II、¥'!りI i,111: 紀後1・代にJ'I'められたとlllil!II

21SK50 86-100 
検/l¥1l1i 0 82 0 7,! 

0 :1D 1'1''/'i 小lリ1である 追物 かわらけ糸1111',をわずかに含む 11.¥'IUI i'l'Iから12111:紀後l代O)ii¥f/1,とJilil!IIした
底 r(ri (IC,.¥ 0 18 

21SK51 86-100 
検111,1,1 O GS 0 58 

0 27 
1'1 判~ 即められた 11んである 追物 かわらけ破J;がMi少：，：：含まJLる. 時期 ）9「|からどえると FT部は12111:紀後 r•代に）'Iiめらhた"r

底 ,111 0 50 () ,(8 能性がある

21SKS2 87-100 
検/l'df1i l (G 0 li8 

() 7' 竹"i'i )軋められた!!;しである 迅物 かわらけ破I',カ湘少：，｝含まれる 11,! リI12111: 紀後r代にJ'I!められたとlllill!Jする
Ii(1l1j 0 72 0 67 

検出1l1i 112 1 011 fl'i't ウリIIのN「Rがあったことから、人役が入っていた"r能竹が想定でさ、 1、イレ；11,,ut: りとして使IJ]されたとJliiJ!llでさる 追物かわ
21SK5.1 85-99 1 sr; らけか多：，tに人る 1/WI破片は15点、イ,1111,[,::, しは718Sgである また、チュウ木とどえられるl1111Iすがl'lllii'.I、m1から多：，：・に：Iii 

底 1111 0 83 072 1兆O)j,f,.IもJ'I'II、部、 1,と1喩［から1点ずつ/111した ll'dりI12111紀後1'・代にJ'i'めら1したと推測

検11:,1,; 0 90 () 88 1'1'i'i I、イレ11、直構として使Illされた"i能1'1もあるか、 1の分析はしてし、な,, 直物 かわらけ片が少：，：人り、令11•,1,r,:,:·は"""てある
21SK51 85-¥JD I 66 112以 1のものは2か、ある ）'l!li,lド祁からウ＇）の利， fが比枚,,,り多</I', I, I兆o,f,[<{も）'IllI、,;';1;、i,ll';謂から1,れずつ/Illした II!) JIii I~ 

底 1/11 0 7-1 0 i,I Ill: 紀後TiしにJillめられたと推測

検出,iii 1 :18 I :<2 l'l:'i'/ Ill迩小lり1だが、 1ふ々なものが人iしらiLた 1坑てある. i1i物 かわらItIヤが多州に含まれ、 l!W.10!ものは12..:,:、令1111:,:: は2ISK55 8G-98 1 SC, 
Ii(1l1i 1 21 121 i iiS, てある 最 1部から1111物の底板、折敷、内ぐし,11、製品など、多：，：・o,,,製品が出 1した 11!,a)りI12111紀後乎代に）'I!めらiしたと」lhillll

2¥SKSG 8/HJ!l 
検1111111

I J,J fl質 小lリ1である m 直物 かわらけ破I¥oJ'illl I :, しはI:J!IO gである 112以 IOJ破I¥が:1.,閃ある 時l!11 小!VJてあるがかわらけの残り
底 1lu 1 03 O!lH )jからJlhf!IIすると、 m,紀後＇『代のもの OJIIJ能l'Iかある

検/1¥1/li () 8,( 07G H'i'i 使Illにより l'I"品の Iが )If柏し、その後にl'I'めたとJlls測でさる 追物 かわらI)が比校(I)多く人り、 ¥/2)).I OJものが3、,'_,:,・;-JtJ・ 人21SKI沿 90-!)8 0 i2 
外の破Iし.,r,: :,: はGIiiigてある， Jll!II平部にウリ科・O)j,「,_,.が含まilる II、l"JII[ i,iil: 紀後Tfしに1り＇めら itたとJl/:ilil[した

戒 1111 O 6S ()()5 

2JSK7,1 8!-97 
検il'.1111 (} 9(i 0 !M 

o G2 
lt'i'i !'I'められた IJんである，、 逍物 かわらけ片が比校(Iり多く入り、 ":IiiI :, しは2155"である IIJj)II/ !'I'/や直物の 11',l•II、 1兄から 12

底 1l1i () 7'2 0 5:l Ill: 紀後1叶こ）り！められたとJlhilltlした

2¥SK7S 8・1-07 
検111,1,;

() "' II 8,) o:is 竹•'Ci i'I'められた !Ji(てある．、 直物 かわらけ片がJt枚的多く ill!し、令/Iii:,::はI225gである 1り'II;¥!¥から完11)/,/,が1,'_(11¥Iした
底 tl1i 071 o 62 II,¥期 ）'i!IやかわらけのIllI ,JJ;i, しから12111紀後'I'代に)'I!めら"たとJ/hill!I

検111,rn 0 76 O 17 'l'l'i'i 使Illにより l'l部の 1かJli柏し、その後に)'「めたとJII測でさる トイレ状追構"'"「iiヒ1'Iもあるが、 I OJクJ'lJj・はしてしヽ なし、
21SK76 8,1-97 070 姐物 かわらけ）iがn,1文的多く人る 112以 Ioi破I¥がSi!.て、そit以外の破1',,f,:,:はI:11c,, てある 似 1・;¥1;からウ ,1n,,1,r,r力'1111した

底 rlri {) S7 0 ,l:i 時期 J'I! IやかわらI/OJ/I¥I .IJ:il1から12111.紀後平代にJ'i'めら1したと推測

検：11,111 0 96 0 82 1'1'Ct 使Illの後）用めらllた 1坑てある 追物 かわらけI',を J じ1•1/Jり多く含み、少破1',0J/1\I:,: はI'""飴て/あ¥・¥る J,2JJ.I OJ破I',は1点II¥/
2ISKi8 KHJ!i 0 8G したc、また、底1lliからオふHi'iに人ったi:M,と1,粁c/1,IJ悩／しが>.1.'i:llI 他に、 111!1から1,、1,,・(:F,IJ悩J',1直、,・, ,<'.,: か：l',Iした 1111!!/J i'l'I 

底 1l1i 071 (I ,;,1 と：Iii辿物から12111:紀後＇「（しに J'I'められたとJIUIIII

検出rlri 1 2,1 111 竹・'i'/ lfl!Iの後Jり！められた !litである 逍物 かわらけ片がJt校nり多<1111し、破I¥OJ 令/111•f(I,しはI!l~Ssである ） 1¥;';1; からIii・叡',OJ;'Iii 
2¥SK80 83-97 0 88 ヵ＜欠Hiしたロクロかわらけ）,1111か1点：Iiiした i1,I、部から1兆OJ(,f,fが L•'!:lli I J'I! Iから l•li'i●1:,111訊 2、,:,:か/1',Iした llfJIIJ l'l!.Iと/1',I

底 ,1,1 1 18 1 011 直物からm1:紀後T代にJ'I'められたと推測

検111,111 0 88 () 87 1'1'i'i Nill)O)後I'llめられた 11んである トイレ、•II、 ill 構の可能竹がある 炭化物やかわらけはi"Iらかり）iii, を1人l映している"r能刊がある
凡直j)J j免ill1l1i0Ji,lI ill; にある炭化物11'1I tinと、 Jl/!I1'1勺¥/10)すぐ Itillにi"iしヽ 炭化物1,,111/liには）訊110)か),らIt/¥、・,;:,移かわらItか広がって

21SK81 糾—!JG I 12 ぃtこかわらけ片が比牧的多く 11¥1し、破,:0)令/1¥1:,: はZ813gである ・,ell, 品を含む1/Z以 Io, 破I',はZ:l点出 1し、牡に炭化物,,,,,に集q,

底 1l1i () !)8 0 88 
1,1,UiJ!il ヤカ 1/,c ィヒ 1勿 i,•l カヽら 1,:.-:1111, また、 J'I!I I :¥Ii I 1/1joJ 炭化物 1,•1 からは）,, りの焼附 11¥が放点/1',1 l'l'.I I、部、 /1,I、祁の所々からウ 'I
利 OJj•f< fと1兆O)f,f,.(, 点も/Illした 時期 /Iii追物から1'111:祀後T代に)'['めらalたとJllil!IJ

21SK82 85-!)i 
検111,ru 2 2,1 0 .so 

fl'i'i 小lリlてある 追物かわらけI',が少：，｛人る 時期 J'I! Iから12111:紀後'I'-代にJ'I'めら1したとl/1.ili'I
底 1l1i 2 08 0,10 

o:J:J 

21SKH,I 85-% 
検/1¥1111 I 06 ()!):l 

12G 
YI・質 使Ill 後立中まて 1用めて、その後 I,~来されてしヽ !c"r能YIがある 追物 かわらけI',がしヽくつか含まjLる また、 I'll'・cl',I.J盛,,か,.,:し、

底 ,1,; {) 7,¥ 0 70 qq,,1,, ・（磁器11・か2点出!,. ii!J'IUI 12111: 紀後r代に迩q,までJり＇められたと Jl!illll

21SK88 8:HJ! 
検：11,111 0 82 () 78 

0 :12 
1'i''i'i )'!'められた I!,しである 追物 かわらけ）；が少：，：含まれ、令/!¥I:,:は!lllllgである II、¥!VI l'i'IからIZIII:紀後TfしにJり＇めら alたと111

底 ,r,i (}(}( 0 GO 測

21SK!ll 8,!-!)5 
検/1',i[I[ 073 071 

0 51 
tt'Ci J'I! められた 1坑てある 辿物 かわらけI',カ湘少：，1:/1¥Iし、令11:1:,: はllllgである II、¥JUI l'I'Iからi,111紀後・11しにl'I'めら1した

底 1l1i () so 0 1I 2 とLLL測

検!l¥1l1i () 8S (I 8,¥ 'l'l'i'i l'i:l:o,Jjif/i Iは I!/(!史IIJIIJ,.の1'1.れを小す")能性がある 辿物 かわらけI¥が少：，:1111し、 r,,11o, 令：Ill:,:・ は2i5gである l/2JJ.I 21SK92 8¥-% o :ix 
底 1lti 0 G2 0 5(i の破1:・が,.,:,,:、 1,し1,,r陶器I¥が1/UI¥I I『II': 狐からオ、製品か1点/1',Iした， 11.¥"JIII 1'1'11、部は1,111紀後l'-f(OJ"I能1'1がある

21SK9:J 8,1-% 
検：l¥1ili 0 70 06:l 

1'1'{'( )'.(い使Illの後， )'I!められた 1坑である 直物採狛されてし、なし‘ IIか！り ）'l'.Iカヽ らmi:祀後Tlしに）'I'めらJlたとll/,/1111
底 1111 0 32 0 22 

0 5G 

検/1',tfli 0 79 071 ttfi 最終的には)'I'められた[・)んである
2ISK叫 85-95 o :n 辿物 かわらけ片が少1,1:111Iし、全/111:,:・ はI15". I'll I ,:, 位から手づくねかわらけ小1111',cJ/j,',,',がI!.'.(、1,1,,・c/1,1,J盛I¥が1,,:UI¥Iした

底 1l1i 062 0 51 IIか!UJ l'J!.I・ ベ'il¥lii'i1/Jt;ヽら12111:紀後'I'代に）'J!.めら;,たと推測

検出,1,1 I 08 1 OJ fl''i'i l史Illの後I'llめらJLた 1坑である 追物 i1とl・INには尤形のかわらけが放1久人JLら)lてし、た かわらけI',は多：,: に人っており、破,:0) 
21SK95 85-95 I 08 伯 Iii/,しは19825,'Hgて.IHあifる 完形品を含むl/WI倣 I',は110点で、）,rは/1とl・INからの出 1 泣l'li'iからはウ,,「1o,r,r, rも恨牧/1',I 他に、

底 1111 0 93 0 80 胡桃の神].':,(、 l"i I¥がIi.UI¥Iした 11!,JUJ J'l'Iや：111; 直物から12111:紀後乎代に)'「めらiしたとJI!測

検/1¥rfli l 01 0 99 1t'i'i 使Illの後）'I'められた II;し 1、イレ；II、辿構として1、11111された"i能l'Iがある 心物 かわらけI',が比校的多く 11',Iし｀破I',OJ"'.111 I :,: は
,1SK9G 85-95 1 50 2 26Sg て~ある ll2JJ.I破 I¥は3点、 1,,1,,,:11.11悩l',2!.',、、 '1'1>11争屁料I',か2,点、 l'ltl:Wcl没品がI{UI¥Iした ）り!li1 と 1ヽ~部からウ ')!'Iの利,,..か：I¥ 

底 1l1i () so () !2 Iした II罪lj J'l!iや 1111直物から12111:紀後'I'代にJ'I'められたとjff,il[lj

21SK'7 85-9,1 
検1111111 0 HO 0 iO 性'i'l iil終的には)'I!められた 1坑と'PJIIJiした造物 かわらけ1ヤがJじ校的多く 11',Iし、令/1¥I:,:・ はI51,gである 111,が1:,¥J淵I',が>!げ:/1¥Iした
底 1111 0 GI 0 51 

0 22 
時期 ）'i!I・ からは12111:祀後r,代に坪められたとlllil!IJ.

検111,1u
0 68 

21SK!l!l 8G-95 
残/{ii'(

0 10 
1U'i J'l'.-1 I、・部は人為的に/'I!められてし 9るが、 /Iii会は小lリ1である 追物 かわらけ）iがりi少：，し含まれる 11.yJIIJ l'l'Iからは12111:紀後r代の

底 lfil
O GO 造構であるとtiい1111できる
残/ill'(

21SKIOI 8(HJ3 
検11111,1 0 80 0 ;:i t'l:'i'/ J用められたと」lf'ji!IJでさるが、小lリ1である 辿物 かわら IJI ヤは比l•J:liり多く /1\I し、令破 1',11\I:, しは3IISllgである 11.)! りIJり'.I力‘
底 1l1i 075 0 70 

0 08 
ら12111;紀後r代に)'I'められたとlliil肌

検1111111 0 71 0 65 竹•.'i'i 使Illの後J'I!められたIJんである m トイレ状迎構としてfiJIIIされた"i能ヤ1もあるが、 卜の分析はしてしヽ なし、 直物 かわらltJ¥・が少：，：
21SK!O・l 85-93 ()(I() /1¥Iし，破)¥・の":/1',I :,:: は520"てある 底1iliからロクロかわら<tJ,1111がI,れ、他に、 :lli'Iから陶器I',I!.'ふ 111'11,,I;卯や中部からウ •I 「/0) 朴

1,( 1111 0 ;1 () i;:, rが恨故1111した 時期 ）'Illや：1¥1辿物から12111:紀後乎代に）用められたとJfiii!II

21SKI05 85-!l2 
検出1111 1 :11 I :SO 

0 50 t'l仇 !'I'められたとlll叶1111でさるが、小IVJである 迅i1勿力、オ）らltl¥が：1¥1した 時期 J'lt IからIZ!ll:紀後平1しにJ'じめられたとJllil!II
底 lfli l 11 I OG 

柳之御所遺跡土坑一覧表 (2)
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逍構名 位 1在
規模 (m)

特 徴
計測面±そ径短径深さ

検出ifli 0 93 0 80 
0 90 
性質 使）ll後埋められた・I・.坑ある。 遺物・ かわらltlヤが少批111:1:し、全111:1-iitは570gである。他に、国産陶器）ヤが4点、鉄滓が1点111:1:し

21SKJ06 86-92 
底面 0 93 0 74 た。 時期 ）.m土から12泄紀後半代に埋められたと椎測。

86-92 
検出jfij 0 58 0 48 

0 54 性質 不IDJである。 逍物：かわらけ細片が極少批出土し、全出：l:lrtは15gである。 時期 埋．—1- から 1211[紀後半代に埋められたと推測。2!SK!07 
底面l 0 46 0 36 

検出lfil 2 23 1 55 性質 火舎や花瓶を狸めた：I: 坑の可能性はあるが、 l'll:l・.J・.'1'0部がその時のものであるかは不明。逍物 JJll土_I:半部の2悩下位から白木白碗

21SKI08 79-91 141 
破1ヤ 1点， ~I\士妓下li'llll悧 1,位から火舎1点，花瓶1点が出十．。かわらけ1ヤも比較的多く Ill七し、破片全m-1:批は6,727gである。国脱陶器I';
は25点出土し、そのうち埋：, .. 上部礫群中から17点出七した。時期．埋土下半部は12世紀後-r,代に埋められたと推測できるが、 I: 半部につい

底面 0 70 0 50 ては不明。

21SK109 93-106 
検出i籍 0 94 0 84 

0 48 
性質 埋められた土坑である。 辿物．採集されていない。 時期 周辺こI・坑の狸：l: の様f・から12泄紀後半代に埋められたと推測。 21SC1

底面 0 87 0 80 は整地柑の I:にあるので｀この逍構はそれよりは古いことになる。

21SK111 93-105 
検出［面 0 99 0 90 

0 72 
性質埋められた士坑である。 追物 採集されていない。 時期 12·11t紀後半代に埋められたと lllsilllJ 。 21SC1 は整地11~のI:.にあるので．

底面 0 74 0 68 この逍構はそれよりは古いことになる。

21SK115 90-105 
検出if1i I 04 I 04 

0 76 
性質： JJI! められた・I・.坑である。 迎物．国産陶器1ヤ1点、焼土墜Jt2点がIH-1:。 時期＇埋 ・I.や出土逍物から12世紀後半代に埋められたと徘

底而 0 84 0 84 測。 21SC1 は整地,~のI・.にあるので、この逍構はそれよりは古いことになる。

21SK123 91-104 
検出而 0 96 0 78 

0 16 
性質 狸められた土坑である。 辺物 採集されていない。 時期 狸士から121阻紀後半代に埋められたと椎測。 2ISCIは整地府の上にあ

底画 0 74 0 62 るので、この遺構はそれよりは古いことになる。

21SK124 91-104 
検出lul 0 78 0 77 

0 34 
性質埋められた士坑である。 遺物 採集されていない。 時期 埋土から12世紀後半代にJJllめられたと推測。 21SCIは整地附の上にあ

底 [fjj 0.26 0 20 るので、この逍構はそれよりは古いことになる。

21SK125 90-103 
検出ifii 0 85 0 78 

0 56 
性質.l'P. められた土坑である。 逍物 かわらけ片がいくらか/U-1:し、最下IMから手づくねかわらけ小nn完形品が1点出士。 時期.121l<: 

底面 0 70 0 66 紀後半代に埋められたと」IUIIII。

21SK126 92-101 
検出i面 I 74 1 72 

0 66 
性質埋められた：I: 坑の可能性がある。 遺物 かわらけ）ヤが極少飛出：tした。 時期.21SC! の下にあり、かわらけを含むので、 12世紀

底面 0 80 0 74 後半代に埋められたと推測。

21SK127 91-100 
検11頃i 1 40 I 34 

0 70 性質埋められた：I: 坑とJm測した。 遺物 かわらけ1わが極少Jtt/U:1:した。 時期．且I!士と出土遺物から12・111:紀後半代に埋められたとlllsillll。
底面i 0 62 0 60 

23SK9 
検出面 0 89 0 89 

0 65 
性質．杜が埋められていた土坑である。 追物 'J!ll・I:下部に柱痕跡がある。かわらけ）ヤが少批出土し、全出士批はl!Ogである。 時期： JJll 

90-95 
底 m1 0 77 0 73 土からは12世紀後半代1こl'llめられたと椎測。

23SKIO 89-95 
検出lfil I 89 1 39 

0 76 
性質’狸められた士坑である。 追物：かわらけ）,,. が少撒含まれ、全111:1:Jll:は255gである。 1附から中国産磁器片が2点、 l'll:l:ifl下部から桃

底 ifii I 10 0 72 の種子が1点、胡桃の1/2核が11.e.lli:I:。 時期．月!:/:の性質から1211l紀後'Iと代に)!/!められたと椎測。

23S!(II 89-95 
検Uli面 1 20 1 17 

0 89 
性期質’写其から判断するならば、柱の抜き取り痕だけを完掘した可能性がある。 遺物＇かわらけ片が少 lit出：I: し、全1りl:Jttは220gである。

底 mi 0 28 0 22 時 埋士の性質から12"111:紀後半代に狸められたと推jlllj。

23SK45 86-85 
検出l(Jj 0 88 0 87 

0 38 
性質’柱を抜き取った後にJJI!められた:I・坑と推定できる。 逍物 かわらけ片が少lrllU.-1:し．全出土ill:は845gである。 時期.12"1it紀後半

底 ifii 0 83 0 78 代に埋められたとiun,1。

23SK46 86-85 
検出rm 0 81 0 76 

0 66 
性質’埋められた土坑である。 WI代から判断すると 23SA•lの柱穴と llliilill できるが．柱痕跡は検出されなかった。 姐物’かわらIt片が比較

底面 0 76 0 65 的多く 11¥:1'.し、全出・1:撒は1.905gである。 時期 '1211!紀後半代に/!I!められたとjfRilllJ。

23SK48 86-85 
検出W1 I 07 0 88 

0 23 
性質 埋められた士坑である。 逍物’かわらけ片が少Jit/l¥:I:し、全ill+.批は8QQgである。

底面 0.92 0 72 時期： 121U: 紀後半代に）JI[められたと推測した。

23SK49 87-85 
検出jfij I 87 I 20 

0 90 
性質 柱が立てられていたとJ11,m11できる。 逍物．かわらけ1ヤが少J,t出土し、全/JU:賊は640"である。 時期 '1悩は12・11t紀よりも後の堆

底 lfif 梢土の可能性があるが、それより下崩は12111:紀後半代の堆梢と ~Rillll した。

23SK50 89-85 
検l!Hfii 0 98 0 92 

0 G5 
性質埋められた：I: 坑である0 ill物 かわらけ片が少J,t人り、全/1¥:1:址はgoogである。 時期．埋士とかわらけから判断するならば12

底 lflj 0 66 0 65 Ill: 紀後半代に埋められたと」Ifill!。

23SK51 89-84 
検111面 2 00 156 

0 28 
性質．埋められた．一I・坑である。 逍物’かわらけ片が極少批111.-1・ し、全ill土批は335gである。 時期 埋tの性質から判断するならば12

底 j/1i 174 1 35 世紀後半代にJ!i!められたと推ill!]。

23SK52 89-84 
検11¥Tfil 1 08 I 02 

0 72 
性質．使Ill後埋められた土坑である。 逍物 かわらけ片が比較的多く人り、全Ill:!・批は2,075gである。完形かわらけも/'IU:下部から出

底 m, I 09 1 00 土した。猟.J・下半61約から漆皮膜のみが残った漆器碗が1点11¥-1:した。 時期 ')IH:¥:や遺物から12世紀後半代にlll!められたと推il¥11。

検出面 1 32 1 14 性質：トイレ状逍構として使Illされたことがあった可能性がある命。蚊o終的には埋められた士坑である。逍物．底に近い部分にウリ科の種{-
23SK55 89-84 0 57 が多く人っていた。かわらIt)わが比較的多く入り、全111-1-.批はI gである。 時期 i'Iじ卜ゃ111:1:逍物からは12泄紀後半代に埋められた

底 ・,rn 1 16 0 88 と拙測。

検出j[U 0 89 0 80 性質： iJIしめられた士坑であると ~liilfll できるが，氾録が不足しており、 i「確なことは不1リ 1 である。追物 かわらけ1わが出土しているが、批は不
23SK59 85-83 0 18 

底面 0 77 0 72 叫である。時期 '12惟紀後半代に埋められたと推illiJ。

23SK60 85-82 
検出面 1 10 0 42 性質’埋められた土坑であると推illl)できるが，記録が不足しており、正確なことは不Iリ）である。 近物 かわらけ）ヤが出十しているが、批は
底面 0 98 不明である。 時期 .J2tlt紀後半代にJJtlめられたとlll:iltll。

検IJ¥iui 1 93 1 34 性質 ・JJじめられた士坑であるとtliillllできるが，記録が不足しており、正確なことは不明である。 逍物 かわらけ片が出・I:しているが枇は不
23SK61 87-83 0 24 叫である。他に、 1,1廂陶器1ヤ2点、鉄滓1点が出：I・ している。

底 ffii 時期 121U: 紀後半代に」軋められたとjlf:iJllf。

23SK63 89-83 
検出1面 0 96 0 89 

111 
性質：埋められた:I・.坑である。 逍物．かわらけ）.¥'が比較的多く/l¥-1.し、全出土祉は17)5gである。

底 ifil 0 75 0 73 時期 12llt紀後半代に埋められたと引11i!IIJ。

23SK64 
検出lfn 0 90 0 79 

0 66 
性質 •JJIIめられた：t坑である。 迎物．かわらIt)ヤが比校（1り多く 111.-1し．全/ll:1:批は3065gである。

底 mi 0 82 0 79 時期 )'I! 土から判断するならば、 12111:紀後半代に埋められたとtl;illl)。

23S1(65 90-83 
検出l籍 1 00 0 88 

I 30 
性質’使Ill後埋められた土坑である。 追物 かわらけ片をいくらか含むが1,tは不明である。

底面i 0 82 0 70 時期 ,)JI!士から121tt紀後半代にJ!i!められたと計/;ill!]。

23SK68 91-82 戸底 ffii 断m;尖illl]l>Iはない 性質’使JI)後埋められた七坑である。 逍物 かわらけ片を比較的多く含み、破片全Ill-/:龍は3,300gである。完形品、略完形，1/,も15点含ま
れる。時期 121阻紀後半代に猟められたと推ilill。

23SK69 91-82 
検出i面 1 02 0 99 

0.99 
性質 使Ill 後埋められた—I:坑である。 逍物 かわらけ片が少批人るが、批は不IVJである。時期 埋＿七から121り：紀後半代に埋められたと推

底雁 0 82 0 72 illlJ。

23SK70 90-81 
検出iui 1 90 0 87 

0 27 性質 埋められた土坑である。 逍物’採集されていない。時期 .)'1¥:1・.の性質から121阻紀後半代に埋められたと推測。
底 jjij 1 82 0 76 

検出面 142 134 性質・ 使jりの後埋めもどした：I: 坑とり繍I）できる。 遺物・かわらけ片が多批に出土し、全111::1:JJJI! i¥土はの32性.8質15とgである。完形品、略完形品が12
23SK72 89-82 I 03 点出．一1・、完形品は底I面に近いところから9点出土した。他に国産掏器）ヤが2点出土した。時期 出土遺物から121tt紀後半代に且II

底面 I 48 142 められたと推測。

23SK74 89-82 
検出面 0 86 0 82 

1 35 
性質’形態はトイレ状逍構にも似るが不代明である。 1史）IIの後埋めもどした：t坑である。 逍物 かわらけ片が比較的多く含まれ、全llJ:I:批

底 jfii 0 57 0 57 は2945gである。 時期 121~ 紀後半 に猟められたと椎測。

23SK79 87-81 
検出面 0 94 0 54 

0 39 性質：，氾録が少なく不明である。 逍物・ かわらけ）ヤが95g含まれる。 時期.~l!.:t-. の性質から考えると1211t紀後半代の逍構と推測。
底 lfii 0 85 0 44 

23SK80 87-80 
検出面 0 94 0 81 

0 72 
性質 トイレ状逍構として使Illされたことがあった可能性もあるが、使Ill後埋められた：I: 坑である。 遺物 かわらけ片が少撒出土し、全

底面 0 75 0 50 111:1: 批は390gである。埋土下半部にはウリ科の種子が入る。時期 '121tt紀後半代に埋められたと推測。

23SK81 87-79 
検出面 0 74 0 74 

0 27 
性質 トイレ状逍構として使Illされたことがあった可能性もあるが、使Ill後埋められた七坑である。 追物 かわらけ片が10g含まれる。

底面 0 56 0 53 妓下層からウ＇）科の種子が出士した。 時期 ・JJIU:の性質から判断するならば、 12世紀後半代に埋められたと推測。

検出ilii I 05 0 98 性質 トイレ状遺構として使）IIされたことがあった可能性もあるが、最終的には埋められ、 tそ片のも上比に較塀的が多造<らlllれ:Iた:し。 逍物 3層からチュウ木やウリ
23SK83 89-79 0 89 科の種子が出土。他に、扇の11-、鉄鈴1点、粁白磁合子1点、梅の種6点が出土した。かわら1 、全出士批は7.305gである。 時

底面 0 88 0 83 期.121阻紀後半代のかわらけを含み、 1211t紀後半代の遺構と推測される23SA1に切られるので、 12世紀後半代に埋められたものである。

23SK84 89-79 
検出l/ii 0 92 0 72 

0 47 
性質．埋められた土坑である。 遺物：かわらけ片を比較的多く含み、全出土祉は4.470gである。他に、 Ji片2点、焼整土片1点が出：I: した。

底面 0 76 0 55 時期 埋：I: から考えると12世祀後半代に埋められたと推測。

23SK87 86-78 
検出面 116 I 06 

0 56 
性質．何かを狸めるための士坑だったのかもしれない。 逍物．かわらけ）ヤを比較的多く含み、全出：K批はIOIOgである。 時期’埋土か

底面 0 75 0 72 ら考えると121せ紀後半代に埋められたとllUI¥IJ。

23SK89 86-78 
検出面 0 92 0 79 

0 68 
性質．埋められた:I・.坑である。 逍物：かわらけ片を比較的多く含み、全111:1:餓は1.160gである。 時期 .J.!I!土から考えると121せ紀後半代

底 JFII 0 82 0 65 に埋められたと推ill!。

23SK96 91-82 
検出面 0 74 0 72 

0 26 
性質．埋められた土坑である。 逍物．かわらけ片が含まれる。完形品が1点、最下層の上i面に正位であった。また、焼け：I: 墜片が1点出土

底面 0 60 0 60 した。 時期 埋土や111:1:辿物から12ilf紀後'1'・代に埋められたと推測。

柳之御所遺跡土坑一覧表 (3)
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直構名 1:; ii'i. 
規校 (!ll)

lY 徴
.. 1測1l1i E it 知径 深さ

2:lSK!/7 S:1-78 
検/l',1111 IH I 00 

0 21 
YI'/'/ J'llめられに I!んである 直物 かわらけI',が少：，しff¥!したが、：，｝は小IVJである II!)'/りI l'i!.IOJ刊•'i'i カヽら 12111:紀後r代1こl'I'めらil

Ii.(,r,i 0 90 0 88 たとJllsillll

検/111111 I 13 l 12 YU'i I史 Ill 後）'I'められた lliL と Jll'il!IJ て~きる 辿物 かわらけ片かJt校的多く含まオL、イ：出 I:,:・はI07!Jeてある 他に、 !'-11•i祁，\］悶出か Ji.(
2XSKI 7,1-(i9 095 11¥Iした 11!, 期 1部 0)」1「Iは12111紀後'I'代にJil'められたとlliil!II しかし、 Ji!'Io,色刈から・PJIIJrナるならは、 1·•,i より 1の 111 には 12111:紀

底 1111 090 0 85 よりも新ししヽII蹟1の 1も人っている11[能性がある

28S!(G 
検1111111 125 1 2:i 

(I 5(1 ヤI俎 本来の1111りは小!VJだが， i,l終的には)'/「められた lli[である 直物 かわら1t1:・がI7lllg/l¥ Iした 他に 1,-1m11.1揺苔片が~!.',:、焼け 180-(i9 
底 ,1,; 1 02 (} !)9 ＼籾,.,カiJi.UI',Iした IL¥期 ）'" I OJ"i'l''i'/から12111紀後r代に）り！めらjlたとJli;i!IJ

検111,1,; 1 ,o ]J,! YI'/'/ f'J;IIJ後）用められた I!んとJI打1111できる 辿物 かわら1t1:を比l必I)多く含み、令11',I:,:・ はGlllilgである J'll Ii,¥ I ill/からl1,l1'Cl',IJ悩I',
2HSK7 7!-70 I 25 かIiし、 J-LI「か/1,I、,・;i: から1点、 q,祁からl!.'UI',Iした 時I'll JIil I OJ-It'/しから'[IJl!Jiするならば、 I i:1: は12111:祀後I'代に)'I'めら1したと」ll:il!I!

底 llri ()7(( 0 67 しかし、最 1,:1:は12111:紀よりも祈ししヽ11.f!IIIにJU,柏した可能I'トがある

検ll¥1l1i 1 :12 1 18 
1'i''l'[ 水本のIll迄は小lりItこか．最終的にはかわらけI',や 1,.1,•i祁，IJ 協 I', 、燒けた ,i,i,.1,r 飴淵 I',なととJしに 1を人iし、 i'I'めた I!んである
追物 211'1 から l•IJli'F,IJ 盛 1',:iU,: と中[,、l1'i'磁淵/',SO.れが出［した 'i'i••ll'i' 飴::,の多くは破損,iiiに 次 }JI(熱を受けてし＇るようであった かわら

28SK9 76-70 0 80 ill「もJt校的多(/111し、令/!',!:,: は111llSSg I lづくね：ぅ11/g、ロクロ1111117glである 他に、 21,,から燒け JI脱I',:i,:,:111 Iした 11¥JIII 

底 rlri I 12 I OS 
/1',I直物やl'l!Iから12111:紀後平代にl'I' めら 1 したと Jll•il!II ; 韮構 Irlliは柊地さ1してし、たのて、 12111:紀における堀内揺地1メ{IJ/IJの最後のゎ'Iiては
なく、 1,111:紀における 1地利Ill途中の行l.)てあったと J'-j』でさる

検：11,111 2,17 1 (j!) l'l'l'i IIんが:1'1/iJであった11',-にとのような1代能をもってし、たかは小'"I 最終,-,りには/'I'められた 11;,てある 戒物 かわらけI',が比校iiり多
28SKI I 78-70 () (j() く含まれ、全/Iii:,しはI8•12gてある 他に、 J'I'.I I /iiiから焼ItI ":tllかぬ’＇曹 /Illした 時JIil l'l!IのYU'iやかわらIJの状態からm1紀後

底 1111 2:;2 1 :,,; r・-mこJ用められたと推測

検111,1,; 2 02 I XS 竹質~ 泣終的には,,,,められた IJんである '8SKI Iに形態がし，＜らかjlJ.る 辿物 かわらけ奇1111¥が少：，！あり、',:出 I:,:・は8711gてある Ii( 
28SKJ:'l i8-il I IS 

部,,'(jtがlrm以ドの超小刑品か1、'凡ある 他に、 1'1,が陶器I',かl点：l',Iした 11!,JIIJ 12111紀後平代にJI/'めら;,たとJII測I,( . 1111 1 7(i I (iS 

検：l',1111 1 22 1 11 ・ドl'i't I史Ill後、最柊niには多：，：0)鰈てJII!//)られた !lんである 逍物 底1111に令1;りと怒かi府かれてし、た かわらけ似,:が,;22110/1! Iしたか
28SK1 I 8:1-71 1 5S Iiとんどは2111JJ.I、からOJ/1',Iであり、 4.Jに:,1,,11こ集q,してし、た 完11,1,:,、,,,各・,し形品は3点、 1,m.1破 1:は1点ある 他1こ、 11'[I 11;,i: I.'.'し、 3

底 1l1i 0 86 0 69 /,;,!; ヽ らウリ科のH.fが複放//11した 11.¥JIIJ J11'I CJ'l'I・'Ciと：1¥1逍物から、 !2111紀後'I'代に）り！められたとJII測

検/l',1l1i I :;2 I 1:1 Jり＇められた /!1しである 戒物 かわらけ1ヤかJt校的多く含まオし、令/1¥I:,: は7:JS収てある 完形品、略',clll,品l'>iし、 1,m.1破 I',X 
28SKJ5 7!1-72 I :J,J 

1也1こ、 l'I!I Iii防からJ/lI'10: 2iiil¥ I 11¥!!IJ Jり！！のH質と：1¥1追物から、 12111糾後Tlしに）り＇めら )lたとJlill!II底 ,r,; 1 ]:J {) 9(i 

検1111111 l :m I Z:l 』l'l:Y'i I史Ill後l'I'めら1した llitである 逍物 か1,らIt/ヤか比校的多く含ま iL、令1111:,: は11111111, てある 完Jfi,',,',、mi¥完Ifク,',/,c,点、 1:2以
28SKl!i 8:1-7] I S:l I破｝，'は5点ある ）'l'I I祁 1-:lli'Iから1,-1m陶悩I',かIi.'.(、J.Lが3点： 1\1、 71(•1 から焼 11<,(I\ が 1 点、他 1 こ、 l'I が 1部と I;悶からそitそitl,.'UI',

Ii(1l1i I JG l {Hi I IIり1りI)'I! I O)j'['i'lと/1¥1直物から、 12111:紀後r,代にl'I!めら1したとJII測

検出,1,; ]%  1 28 』l'i''/'i 使Ill後、 J'i!められた IJ,してある 辿物 かわらけI',か多く ii¥!し、令!Ill:,:は20IISlgてある ，し11;,品、略・,:し1診品は27.'.尺， 1•2以 I
~~SK 17 8:'l-7:'l I SS 破I¥は8点あり、人）11 品は 711'•'11 こ集 ,i, I也1こ、 71,,11部から,,.,,閉 F,IJ!:11\ が I/•:, o/o/r,]rH1!. 淵I',かl点、'!',,り・かj,らI)小I',が11¥/III 111,!IIJ i'I' 

底 1111 I 00 () !l7 I OJI'!'i'/と1111逍物から、 12111紀後乎代に）り＇めら JtたとJl!.il!IJ

検lil1l1i I 12 08:J l'l'/'i I史Ill後、 i'I'められた 1」んである 追物 かわら1t1:が多：，：に含まit、令/1',I:,:: は:n"""てある ', し形品、 l'l,¥',clf狐はII、,:,:、 ,,m
28SK18 8.1-71 I ill Iv皮I',は12点あり、すべて2(1から/1¥I 穿1しか )J ら l/2.1.'し、',!'•,りかオ）らIt!戌,'1',I 他に、 21111から水品の粘晶l、,:.,、 IJl:,11',1、,:し、焼 111,,1',i,ヽ

底 1lli {l {J:l 0 7G 1点/Ill 11/dりIJ'i!.l・oi竹・し＇（と /1¥I」直物から、 m1紀後'『1しにl'I!めらhたとJII測

28SKI9 
検：l¥1i1i 12:l () 9:i 

(} 75 l'l'l'l 小IUIだが、!'!然に)'!'まった，濡分が多し、 lliLである 』物 破I',を含めたかわらIto!/,吋Ill:,:は2118g ',ciliかわらIt!.'凡か底1!11から
底 1111 l Ol () ;)() /Illした 時期 出 1したかわらけと．その出 1,11、illからIW紀後1・代にI'じめらjLたとlllil!l]

28SK21 i:Hi 
検：l'.1111 1 z,1 () % 

() so 竹'i'l l'Hめられた [Jんである 辿物かわらltl',がllg/11 Iした 時）りI JI[!.[の l'l'l'l と 11',I追物から、 1~111祀後 'l'fしに J'I!めら)lたとJllil[I[
底 lfli ''" 0 88 

28SK22 7:i-77 検底： l ',11 11i f1 i 
28SE18にりJられている 竹o'Ci )'I! められた 11;,である ;n1勿 力、わらけ小片が:BgJI:Iしに 時削 Jり！！の1'1'i'iと11!1直物から、 1'111:紀後I'代にJ'I'めらiしたと

ために小1リ1 Jli'il!IL 

I災111,1,i I 50 I 3G fl質 1、イレ状i且構として{、11111されたこともあっtこ"i能竹があるが、最終flJには）り＇められた 1」んである 迅i1勿 G(', カヽ らウ＇）月の NIか
28SK2:J 7::1-78 0 7:1 複数/Illした かわらけ片が少：，:・1111し、令出 I:,:は21:lgてある 時期 出 1したかわらけと、その出 111、i兄からm,,祀後'I'代に1用めら

底 1l1i 1 01 0 8(i れたとJII測

28SK21 7:1-79 
検/l¥1lli I 02 () !J! 

{) (j() 
』It質 Jり＇められた IJんである i且l勿 力、),らけI¥が少：，：す1¥1じヽ 、令11¥l:,:・ は11:lg/l¥Iした 11¥aWJ J'I!. I O)i'l'i'iと/Ill直物から、 ,;ill:祀

底 ,111 0 89 (} 8:i i交・1代に）'I!められたと」[lil[I[.

28SK2S 7,1-78 
検!1!1lu I 18 1 ¥{] 

I :JH 忍i1)J カヽ わらIt/ヤか］（）汎lg/I¥I した 11',l!IJ 直1/110)/fi他、規悩 fヽ'Ji筏から、 !~Ill:祀後lf妙）ものである可能性が応ヽ
底 1111 0 9:l （）！）（） 

28SK29 71-78 
検111,1,; I 18 I I≪ 

l :12 
1'1'Cf J'I'めらオした IJんである 追物 かわらけ片がJヒ散的多く /Illし、 ,,1111:,:, よ8!l:J7g/l¥ Iした ',clli/,,',、略・,しJli品が1況＇し、"'以 I

底 1111 0 92 () !)2 破1:か10,れ：Iiiした 1也に、焼 1",tl¥か：l/し/Iii IIおりIJII!. Io,、l'l'i'iと：Iii直物から、 1,111紀後＇「代に Jil!,//JらJLたとJll;l[lj

2xs10:1 
検：1:,1,; 0 9!1 ()()7 

I l!l l'l'i'l l'I'めら)Lた lliLである 追物かわらけの令/1¥I:,: は7I Ilgである完形品、略',じJfj品が孔'.(、 L'S以 Iil}I', が11!.'UI',Iした他に、
底 !Iii 1,,1,,ri::.Ji:;1 「か 1 、•,'i,/1\I 時期 ）り!I Ol'l'I'i'i と /1',lii'.i物から、 I~Ill:紀後'I'(しに）'I!めら)lたとJlfjl[!J 

28SK:1 l 
検：l',1/11 1 2:1 112 

I 71 
l'l'i'し かわらItを人1しながら、 l'I'めらiした 11;,である 追物 かわらけの令11:1州はC,"""てある 完形品、 Ill各・,しJlil,I,が3点、 11,以 I

底 ,1,1 0 7:1 () ti!J 破片かII以'i.含ま,,る， 1,: 礫も如'i.人ってし、た ll!J'il/J J用Iや 1111かわらけから、 12111:祀後lfしにJり＇めら 1したとllhili'I

::l1SK2 ii-89 
検：l¥ll1i 1 OJ () 95 

() :-!2 性'i'i l'I'められた IIんである 追物 かわらIii¥がJじ1,,11り多く人り、令1111:,: は:itJ:lio/1¥ Iした l!W、1破/',は1点てある 11.11111 JIil 
底 1l1i 0 DO {) 8,[ Iのl'l'/'iから1'111:紀後rr,にJ'I'められたとJIUIIII

:l!SKG 7"-SG 
l&Ul',1111 08:l O 7D 

() ,l() 性'/'i l'ltめられた 1坑である j,'ij勿力、オ）らけI',が211"!11Iした 11.l!UI J'lt I oJYl'Ciから12111:紀後T代にJ'i'められたとill,1!11
底 1111 0 ,12 0 37 

:11SKi 7!i-8!i 
検/1¥tlti I OS 0 85 

（）］（） 
'l'l'i'i 糸Illかなことは小1り1てある ・'韮物 完形かわらlt2/.Iか/1¥I、かわらltl¥OJ令出 I:,:・は1181gてある 他に、 JL片1/.1.l<l,H,IJl:,1¥1 

底 ,rn 0 83 0 (i8 /(7がii',I Lた 11-l'IリIl'I'I OJ1'i'間1/ヽらt,/11:紀後1・・.代に）り＇めら 1tたとJ!liillil

:11SK.S 7G-Hli 
検/111fli J l),J （）！）（） 

() 78 'l'l'i'i j,,/ヵヽをJ'I!め、その後放崩してし、た JJAてある 追物 かわらltl¥かXGllg/l¥Iした また、 :Jli'Iから,:ヽ，(から！しか伸ひてし 9る,,I¥分をf-11
底 1lu 072 0 (i I Illした 4ゞ製品が/Illした 時期 ）'I'I CJt'I'Ciから12111:紀後!Itに/'I!めらiLたとlll,1111

:11SK!J 75-86 
検1111111 I 7G l 26 

o 52 t'l'i'i J'I! められた I!,してある 追物 かわらIt/「か比較的多く：1¥1し、令：Ill:,:-は1"GIJX"である 1';:1: に完形かわらけやJIii物破1ヤが含
底 rlli I S!J 1 17 まれていた また、漆盛の皮II促もあった 時期 Jilli oi・l'l'i'lから12111:紀後llしにl'I'められたと推測

3¥SKIO 77-81 
検/l¥1l1i 0 80 (JC,!) 

O 17 lt'i'i 小1リ1てある 辿物風化したかわらけI',が22,1,含まれる ll';JUJ J'I! Iの1'1'質からm1:祀後乎代にJ'じめられたとllisil!II
牧" 1i11 . 0 18 O'.l2 

:11SK12 7G-8.[ 
検111,1,1 0 88 0 15 

o:;2 竹''i'i)'i!められた IIんである 逍物 かわらけ釘1111¥が少：ill¥ Iした 11',IUI Jり!Iの'l'l"i'iからt2111:紀後l代lこJり！めらjしたとJli'illll
底 1i1i O G8 0 28 

:lJSKJS 7:1-.S:i 
検/1',tfli l 08 0 9,1 

I !O 
ヤI'Ct 1ヽ米<JIiiiとはイ澗1だが、次節にJり！まり、 Ji¥終nりにはJ'I'めらオした mi1 カ、オ 9らけI',かllllg/11Iした 1也に、 titり）｛＇「＇［も /1',I

底 ,r,i 0 7~ 0 51 時期 1のl'l虹から12[11:紀後l代にJ'I'めらilたとlli測

:l!SK2:l 7:-1-8 ! 
検/l¥tl1i I 2,J I HJ 

() 68 
'l'i''/'/ J'I! めらiした llんである 辿物かわら1/1¥かJt較的多く /Iiiし、令/1',I:,: は:J1'7gである 完形品、 Ill,,完形品は1,',:である 21(•1 か

Ii(tlli I JU 1 (l(j らは板I¥、1,.11:も放点：1¥1しな他に、 11-1,平11,11器片が1点：1¥1 11',. 期 J'I!. Iの1'1・'i'iから12111:紀後半代に即めらiLたとllfailliJ

検/l¥1lli 11:l 0 "~ tt'i'l I、イレ!)、j1il/1,としてflllllされたことがあったl』JiiヒI'「があるが、 IJJ砂j-!Jj・はしていない 最終的にはi'I'められた I!んである ・'"物
:JJSK'7 79-8:1 I GG 底に近しヽ部分からウリJ'IOlH.f-が桟放出 1した、かわらけI',か少：，：~出 1し、令11¥I:,: はG!:J"てある 11,;1りIJ'I'I OJ』I'!し＇［と： 1¥1直物から、

底 Ii/I I 00 0 87 12111: 祀後1・,代にJ'IIめられたとJll:il!II

:1ISK28 70-8:l 
検111,111 I :JS I~5 

1 21 
t'l'i'i l史llli交J'I!められた IIんである 辿物 1,,,、・1('1底''"から、完形かわらけ,_._,_,:,;;:, 以！破I¥Ii.•/ や木製品か出 1 した かわらけの令出

底" ,111 . I 18 115 I:,:: は1,G7oである 他に、 1,.1,1TIF.IJ悩I,がl!.'UI¥I II、iiりI11',I、II、1兄から12111:紀後・1・（しに)1]'めら]lたとlliil!lj

:11s10:1 70-82 
検/1¥tfli l 50 I 17 

1 GO 
t'i''i't 711'1は1、イレ状心構として利Illされた11J能t'しがあるが、 IIJ砂汁!j・はしてし、な,, 逍物 かわらけI',か比枚1、Iり多く含まれており、ウ

底 1f1i 122 0 77 ＇）科の利 ,.rも桟放人っていた また、 Ji片も1点/Iiiしたヘ 11,Y)リI/'I!! のl'l'/'iと出 1辿物から、 12111:紀後平に）里められたとl!Ull'I

:11S!OG 71-79 
検/1¥ifli 1 ,1 099 

o:is 竹•'Ci I'部はfl然JI!秘o,.. rn,nもあるか小lり1てある 追物 かわらけ）「かS!Sg/1¥Iした "''期 )~Ill: 祀後rrしの直梢と推illl]
底 ,r,; 0 GO 0 .13 

]JSK:rn 70-78 
検/l¥1l1i 125 I O¥J 

0 25 
ヤI質 ）用めら1した llんである 追物 かわらIt!',か:J577g/l¥ Iした 1戊rlriに加;・ドなI,'汁rr;;が I.•・'.(あった 11.¥!!IJ 12[11: 紀後l'Iしの"r能1'1

底 1l1i 0 75 0 71 もあるが、 I色がこの周辺の12111:紀のものとはいくらかI'.'.なる

検出1lu I 10 1 :rn 'IU'i l史Ill後J也tltl',1,1・をIllし、て111!められた 1・1,してある C・ ．追物 かわらItOJ令/1¥1:,: は!5Olili'I' i"である完形品、略‘必形品がHi/UI¥Iしたか、
3ISK39 70-77 I 85 すべてfづくねかわらけてある、他に、 1'1磁J;1..:,:、1,,1,ゞcl淘器1;が21.'i./l¥I 11¥/UJ J'I! I OJ 'i'iやかわらけから、 12111:紀後 I'•代にJ'I'められ

底 1111 I 07 l 03 たと推測

:lJSK,10 i0-i8 
検出,111 I 18 I 10 

1 :JS 
l'l'i'l I・ イレ：II、逍構として利Illされた"l能ヤIがあるが、 llll分析はしていなし、 迅物 かわらけの令1111・:,:は:i:,o:Jgてある hi¥ I点も

底 lfli (}!}2 () 73 /1',I 他に、多：，：~のウ＇）科·OJ!•l,f- と l:,;/t したド駄も U.'i/1\ I 時期 ）り'lOJfl-'i'iから、 12111:紀後 l'•l こ /'I' めら /l たと」11:1111

柳之御所遺跡土坑一覧表 (4)
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逍構名 位閻
規模 (m)

特 徴
計illilf面長径短径深さ

31SK41 69-77 
検出i(1] 0 77 0 74 

152 性質．トイレ状逍構として利用された可能性がある土がの、土性壌質分や析かはわしていない。 逍物．完形品を含むかわらけの全出土枇は2,915gである。
底面 0 66 0 62 底而近くからウリ科の種子が複数出土。 時期：埋 らけの含まれ方から、 12世紀後半に埋められたと推測。

31SK42 69-77 
検出面i 0 99 0 92 

131 性質．何かを入れるために掘り、使用後埋められた可能性あり。 遺物’かわらけの全出土抵は1.後23半6g代でにあ埋りめ、かわらけ小皿完形品が1点
底面 0 65 0 53 出：I: した。他に、硯1点、白磁四耳壷底辺］点が出：I:。 時期埋土の性質や出土遺物から、 12世紀 られたと推測。

31SK43 68-78 
検出ifii 1 93 1 72 

1 03 
性質.Iii/口していた土坑が崩壊しながら埋まったと推測できる。 逍物：かわらけ片が比較的多く出土し、全出土抵は2672gである。 時

底面i 0 97 0 91 期’逍物のIll土状態から、 12世紀後半代に埋まったと拙測。

31SK44 67-78 
検出面 1 21 1 00 

1 19 
性質：何かを入れるために開口しており、使Ill/妥埋め戻された可能性あり。 逍物 底面上部からウリ科の種子が複数出土。かわらけ片が

底 j紺 0 57 0 44 998g出土した。 時期 遺物の出土状態から、 12世紀後半代に埋められたと推測。

検Ill面i 1 10 I 10 性質．便所1関連施設として利JIJされたことがあった可能性があるが、利m後埋められた土坑である。 遺物： 1/2以上破片の4点を含むかわ
31SK46 66-78 1 48 らけ全出j:Jilは2.586gである。上半部からチュウ木と推測される木製品が多数出土。下半部からヨシのような草木類やウリ科を中心とする

底面 0 82 0 64 種子類が多J,lにIll土。 時期 逍物の性質や出土遺物から、 12世紀後半代に埋められたと推測。

31SK54 68-75 
検illlfli I 00 0 95 

0 62 
性質 利Ill後、多批のかわらけ1ヤを埋め、その後放棄した土坑であると推測。 遺物：かわらけ片が多饉に含まれる。全出土謹は22.456g

底面 0 62 0 55 である。 時期 ・121せ紀後半代に埋められ、その後放棄したと推測した。

31SK55 64-75 
検出1ui 0 86 0 86 

0 57 性質 埋められた：I.: 坑である。 遺物・かわらけ片が52g出土した。 時期・ 埋土の性質から、 12泄紀後半代に埋められたと推測。
底 ifii 0 72 0 66 

31SK57 70-74 
検/11面 0 88 0 74 

0 24 
性質 'I'llめられた土坑である。 逍物．かわらけ完形品を含む1/2破片が9点出土。かわらけの全出土批は2.138gである。 時期’かわらけ

底 I創 0 68 0 66 の出土状況から121せ紀後半代の堆積と推測。

31SK58 70-73 
杭/l¥j面 1 80 1 40 

I 23 
性質 トイレ状遺構として利Illしたことがあった可能性もあるが、利用の後埋められた土坑である。 逍物．草木類やウリ科の種子が3廣

底 i葡 I 09 0 93 下部に多く見られた。かわらけ片が少枇含まれ、全出：t枇は1.298gである。時期’堆積状況から12世紀後半代の堆積と誰測。

31SK59 69-74 
検11¥lfll 119 0 93 

0 33 性質 ')'I!められた土坑である。 遺物：かわらけ片が少批入り、全出土批は869gである。 時期 '12世紀後半代に埋められたと推測。
底曲 0 93 0 80 

31SK60 67-74 
検mmr 0 98 0 85 

1 06 性質 礫で埋められた土坑である。 逍物・ かわらけ片が603g入る。 時期：埋土の性質から、 12世紀後半代に埋められたと推測。
底面 0 64 0 61 

31SK62 66-74 
検出面i 0 85 0 85 

0 45 
性質 不明である。 逍物．かわらけ片が極少批出土し、全出土祉は37gである。 時期’埋土の性質から、埋土上部は12世紀よりも新し

底面 0 55 0 54 いと推測できるが、下部に1関しては、 12冊紀の可能性もあり、土坑が掘られた時期に関しては12世紀後半代に推測。

31SK65 67-73 
検出ifii 0 73 0 61 

0 86 
性質 利Iりの後埋められた：I: 坑である。 逍物：かわらけ片が少批出土し、全出土批は385g。他に、国産陶器片が出：I:。 時期・埋：tの性

底 ifil 0 44 0 36 質から、 12世紀後半代に狸められたと推測。

検出面 I 70 159 性質 トイレ状逍構施設として,flj/lJされたことがあった可能性があるが、利用の後埋められた土坑である。 遺物• 最下廣に木片や木製品
31SK70 67-71 I 32 がいくらか含まれる。かわらけ完形品2点を含む、時全期出：土埋Jj土tはの6性,00質9gカである。ウリ科種子等の植物種子が複数出土。他に、須息器の転Ill硯1

底［爾 0 65 0 55 点、国産陶器片1点、漆器の漆皮膜が1点出士。 らヽ、 12世紀後半代に埋められたと推測。

31SK71 71-71 
検出i籍 1 04 0 93 

0 25 
性質柱の抜き取り穴の可能性がある。 逍物 かわらけ片が比較的多く出：l: し、全出土載は1.781gである。 時期：埋.:I:の性質から、 12

底 mi 1 02 0 94 他紀後半代にJJI[められたと推測。

3ISK72 68-70 
検出ffri 1 22 I 20 

0 62 
性質．埋められた：I: 坑である。 逍物．かわらけ1ヤが上部から出土し62g出土した。 時期．逍構の形態や規模から、 12世紀後半代に埋め

底而 0 89 0 80 られたと雅測。

31SK76 71-68 
検出illi 2 00 197 

I 19 
性質 長いlllllllいていた可能性がある。 遺物．かわらけ）ヤが少批出土し、出土祉は317gである。 時期 埋土の性質から、 12泄紀に掘ら

底 ffii 0 90 0 83 れた土坑であると批測。

31SK79 70-67 
検出1fii I 48 I 36 

I 40 性質 利Ill後埋められた土坑である。 逍物 かわらけの全出土批は2.19192g世で紀あにる埋。41,,1には加工された板片が多く入れられている。他に、
底而 0 88 0 87 国産陶器片が10点、中国産磁描片が1点出：I:。 時IYl'l里士の性質から、 められたと推測。

検Ill面 1 09 1 08 性質 。便他所あるいは便所11!1述施設として利川1点後が狸出め：らI・.。れウた：I: 坑である。 遺物 完形品や略完形品9点を含むかわらけの全出土拙は3.219g
3ISK80 70-66 1 58 である に、折敷片3点、規掛のある板片 リ科の種子や折敷片とともにチュウ木と推定した木製品が多批に面的に広がって

底而 0 79 0 74 出土した。 時期’埋土の性質や出．七逍物から、 12世紀に埋められたと推測。

31SK81 75-65 
検llimi 0 89 0 72 

0 43 
性質．柱を抜いた後に埋めた：I: 坑の可能性がある。 遺物：かわらけが1.092g出土した。 時期・ 埋土の性質から、 12世紀後半代に埋めら

底 lffl 0 46 0 35 れたと推iJIII。

31SK82 75-65 
検Ulifii 0 74 0 69 

0 53 
性質 柱を抜いた後に埋めた：I: 坑の可能性がある。 逍物．不明。 時期 調査時点では12世紀よりも新しい時代のものと推定していたが、

底面i 0 37 0 32 遺構は位l(tから12泄紀の逍構になる可能性もある。 ュ

31SK83 74-65 
検illffri 0 84 0 82 

0 44 
性質 地山粘土を）IJいて底から上面まで埋められた土坑である。 遺物 かわらけ片が極少抵入る。 時期 埋土の性質から、 12世紀後半

底 i面 0 61 0 47 代に埋められたと拙測。

31SK84 74-65 
検出rni 0 72 0 66 

0 33 
性質 JJ/! められた：I: 坑である。 造物：かわらけた片施が設2を54形g出成土しした。 時期： JJ/! 土の性質から、 12批紀後半代に埋められたと推測。 3ISK81

底面 0 49 0 41 ~31SK84の：I: 坑は同時に存在し、互いに関述し ていた可能性もある。

31SK85 74-65 
検Ul"rfii 0 96 0 90 

0 90 
性質 利Illの後、埋められた：I: 坑である。 逍物 ・J.ll土上部からかわらけ片が56lglll:1:.した。 時期．埋土の性質から、 12世紀後半代に埋

底面 0 80 0 75 められたと椎測。

31SK87 73-64 
検lliiJii 1 16 0 93 

1 24 
性質．'便I点所、あるいは便所関述施設として平1)/IJされ、その後埋められたと推測。 造物’かわらけ片が669g出土。他に、埋土上部から国産陶

底 rm 0 57 0 54 器1ヤカ 瓦片が2点Ill土。 時期： l'll:I・. の性質から、 12世紀後半代に埋められたと推測。

31SK89 68-76 
検illl面 0 97 0 61 

0 68 性質 埋められた：L坑とj(l測できる。 遺物 かわらけ片が3,593g出土した。 時期：埋土の性質から、 12枇紀後半代に埋められたと誰測。
底 ml 0 76 0 49 

検出ifii 1 32 1 30 性質．底面から30cmほどの所まで，便所、便所関巡施設として利/jjされたと誰測することもできるが、それより上は利用状況が変わる。

36SK8 69-63 1 GG 逍物 検出面からI5るm加以工下材のも部多分くにウリ科、ナスなどの植物種子が多批に入っていた。また、底点部出付近には折敷や折敷片が数枚入っていた。
チュウ木と拙定でき あり、それらと共に加工された板が2枚、硯状の木襲品が1 土した。かわらけ片が比較的多く出土し、

底 llii 1 32 1 30 全11J士lltは4,016gである。時期 J'J! 土の性質から、 12世紀後半代に埋められたと推測。

検U¥[frj 1 28 1 28 性質，土坑が造られた当初は、便所、便所関連施設として利Jljされたと推測することもできるが、それを示す痕跡は底部だけである。遺物
36SK9 74-63 1 14 ’底面に近い部分にはウリ科、ナスなどの植物種子が多批に入っていた。また、かわらけ片が多枇に出土し、全出土批は22.648gである。

底 1ui 0 68 0 64 時期'/限士の性質から、 12世紀後半代に埋められたと推測。

36SK23 71-61 
検11¥ifii 0 84 0 83 

0 18 
性質 利Illの後、狸められた土坑である。 逍物 3k, に梅の種子が2点、針紫樹の樹皮、広薬樹の策などが入っていた。かわらけ細片が

底面 0 82 0 78 23g出土した。 時期’埋土の性質から、 1211t紀後半代に埋められたと推測。

36SK25 61-59 
検出lfii 0 88 0 82 

0 81 
性質 利）flの後、狸められた土坑である。 逍物 3/1~ の//~の近い部分から炭化物、木片、植物の菟状のものが複数出土。かわらけ細片が

底面 0 72 0 68 12g/U土した。 時期：ガI!_土の性質から、 12世紀後半代に埋められたと推illl)。

36SK29 58-53 
検出jfij 1 16 0 88 

0 15 
性質．埋められたと誰illllした。 遺物 底面に近いところからロクロかわらけ大皿完形品1点と1/2以上破片が2点出土した。 時期：かわ

底 ifli 114 0 87 らけの出：I: 状況から、 12世紀後半代に埋められたと推測。

41SK2 64-70 
検出面 1 34 0 44 

0 16 
性質．本測来のIll途は不明。 造物 かわらけ片が少祉出土し、全出土批は610gである。 時期：埋土の性質から、 12世紀後半代に埋められ

底涌i 0 68 0 28 たと推 。

検mm; 1 18 0 98 性質．穴は開けられたまま、自然に土が周囲から入り埋まったと推測。 逍物 かわらけ片が少批出土し、全出土餓は105gである。 時期
41SK3 66-70 0 52 '埋土の性質から、 12世紀後半代に放棄され、自然に埋まったと推測。埋土には12世紀より後の時代に堆積したものも入っている可能性が

底 ifli 0 88 0 66 ある。

41SK4 65-69 
検llillli 0 66 0 66 

0 18 
性質 何かにmいられたかわらけなどを埋めた土坑とも推測できるが、不明である。 遺物 少し深いタイプのロクロかわらけ小皿3点と

底面 0 52 0 52 柱状高台1点が出土した。 時期 .ll¥土したかわらけから、 12世紀後半代に埋められたと推測。

41SK5 66-69 
検出面i I 20 0 92 

0 74 
性質 111途は不明だが、最終的には人為的に埋められた土坑である。 遺物．かわらけ片が少批出土し、全出土祉は294gである。 時期：

底面 0 84 0 68 12世紀後半代のかわらけが複数埋められていた41SK6の埋土に近いので、 12世紀後半代に埋められたと推測。

4ISK6 65-69 
検出面i I 18 0 95 

0 10 
性質 かわらけとともに何かを埋めたと推測できるが不明である。 逍物 .2屑上面に完形品、略完形品3点を含む7点出土。かわらけ破片

底面 0 96 0 60 の全出土批は212gである。時期：埋土の性質から、 12世紀後半代に埋められたと推測。

検11¥Wl 119 l 01 性質．便所あるいは便所1彫述施設として利Illされたことがあったが、最終的には埋められた土坑である。逍物 9層からは、チュウ木と推

41SK7 58-63 1 28 
測される木製品、細く割れた折敷などが多数出木土片。また、ウリ科やナスなどの種子も多く観察木された。 10陪はチュウ木の可能性のある木片
は少ないが、墨掛のある板片や漆が途られた 、手完斧形、か角わ材ら力けも出土した。 12時滴期はチュウ が集中。ウリ科やナスなどの種子植物が多く

底 mi 1 07 0 89 出．七。完形かわらけ4点も出土した。他に、底面には <J点ずつあった。 埋土の性質から,12世紀後半代に埋められたと推測。

52SKI 68-59 
検出i/Ii 0 80 0 55 

0 50 
逍物 ロクロかわらけの完形品］点を含み、かわらけの全出土枇は3470gである。他に、常滑産二筋壺片を含む常滑産陶器片が4点、 i屋美産

底面 0 90 0 65 淘器片4点が出土している。時期 ・52SDJより古く、 12世紀に城する。

52SK9 66-61 
検出面 1 30 0 95 

0 80 性質：トイレ状遺構に分類。 遺物 底面にウ＇）の種子を含む土がある。遺物の出土なし。 時期 '12世紀に属する。
底 [Hj 0 65 0 55 

52SKIO 69-59 
検出i面 I 00 1 00 

I 95 
性質ら下多部厭のの6Mは有機質分の多い土でトイレ状逍構に分類。 遺物’中国産磁器1点、常滑産陶器片1点、渥美産淘器片4点が出士。他に、

底面 0 85 0 65 6壻か チュウ木が出土した。 時期 '12世紀に属する。

柳之御所遺跡土坑一覧表 (5)
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造構名 位 ii',:
規役 (111)

Ji' 徴
,;lil!ll1l11 」<if)'.lffi菜さ

検出1i1i 1 20 1 20 ↑'I'i'i 訂！惰な l、イレ；II妙叫糾H,の 1ではないが、 :,};t,からチュウ水が多：，しに出1しており、 トイレ,11、逍枯と'1111析される。 追物 !Il,'fのあ
,2SKII il-GO 1 8, 

るかわらけを含め、かわらけの令/1¥1:,:・ はc,7'Sgである.他に、柑知平陶悩I¥S;.',:、',Ji忠辟系陶器1',J点が出 1。 時期 12111; 紀にl応する。
底 1/11 Oilc, 0 80 

SZSKIZ 7Hi2 
検/l',1f1i () 7う (I so 

() Si 竹'iT l'!!Iは1イレ11泌i構の 1とはり［なる 追物 rづくねかわらけを含む、かわらけの令：!¥・! :, しは:J8900である。他に.'i,fil抒/(f,IJ器)¥・
底 tl1i () ,j() {) ,1 () Ji計Iii IIヤ1!11 12111: 紀に属する

S2SKJ:l i3-G2 
検出,1,1 I 10 0 x:, 

I IS 
'l'I・'i'i J'I! Io, l'/1!;:,111からN.{-が/illし1、イレ11、直構とTill訴される， 造物 かわらItOJ令/1¥-1:,:: は2]](lgである。他に、 jl,'J冥cl',IJ器J',2点

底 ,1,; 0 GO () :;:, /1¥I 111/!!IJ 12111. 紀に属する（

S~SKI I i0-62 
検：l¥1i11 I :rn l 05 

l 1:, 
1'1''['[ IリJll(tなlイレ11、直構のJ'I!Iではないが、形状と深さからどえて 1、イレ：II、il'it/1,である可能1'1 が;•::;い， 幽物 かわらけの介1111-:,::は

底 lfli 0 60 () "j(l 1 180"てある 時1!11 12[1I: 祀に属する

S2SK21 71-G2 
検i1',1i1i l 0~ I 00 

1 30 
竹•'Ci l'ltl I心·;1,,i21(1 はイ沖屈'l 分の多し •Iで、 トイレ11、iijl杓と llJIUrされる。 追物 かわらけの令1111・:,::はIO7,IOgである。また、 ikリ)N'jl,¥J

Ii(tlti 0 70 0 70 悩1',2;.'i.、'i'i'-1陶悩J;.'i./11I, II、'il!IJ 12111: 祀1こ属する，

32SK22 70-G,J 
検11:,1,; () 8:i 0 7G 

{) 8;i j'l,'i'[ i,t ,,,,v,:i附は;;,化物附であり、 I !/LOJJl,11、と合わせてトイレ11妙直構o,.. rn,1・1が;-;:;いr 姐物 かわらけの介11',I1,1・ は l.•190gである。

底 1111 0 ::iO () ,[() 11!,'JIIJ 12111: 紀に屈する 32SK2'.lOlH穴と屯恨するがそれよりも占い，

検：11,111 1 10 I :JS 1'1'i'i l'fi:I: のl'l'.IはIII幻'i分の多い1でチュウ本と神 Rが多：，しに11',Iし、 トイレ1i,;ut杓であることをがしている' j韮物 かわらけ/',0) 
;,2SK21 72-61 l !10 '.ell¥ I 1,(は8""""になる 他に＇衛 'i'h'lil;¥J淵11:、;1,:r:,平l',IJ器21:、l/i必悩系1:,1.1器11',や木J;・ 部材が/Ill,また、 !(1lliに＇，I＇漆が弔ら 1したJJ、1戎

底 ,1,1 l 20 I OS O)! し力、:H女ii¥!した 時l!1] 12111: 紀に属する

S2SK2S il-G~ 
検/l¥1l1i () so 

0 85 
n•'Ci l'!! I・1, g1:o, 1111 から朴 Rが1111 しており 1、イレ j)遥i構と ·1•,11ur される 追物 かわらけの介/Iii:,:.は•l20gである. 11.1期 12111; 紀に

底 rlri O GS 
0 " 

属する「 32SBJ:WJ!i穴と屯複するか、それよりも占い

;i2SK28 70-frl 
検出,111 2 20 l HO 

(} 2:-i 1'i''i't 1111:11、0)浅し,1J,してある， J且物 ほぼ必形のかわらけが少：，：：まとまって出1。かわらけの令1111:, しはI7G0oである'他に、 l'l!"Iから
底 ,ru I OS () ¥)() 詣滑11iL'!);,,・,;oi破I',が出1した 時!!II 12111: 紀に属する

:i2SK29 72-(i;i 
検/ll1f11 (I 70 0 70 

() 8S lt'fi I用Iは 1、イレ状 1坑のものとは1見なる 迅物 かわらけの令1111:,: は255"gである 時1!11 12111: 紀に屈する「
底 ,r,i 0 G~) () 1() 

:i2SK30 70-(iS 
検11:,1,; 0 90 0 90 

0 70 fl'('[ J'i!. Iは1、イレV妙韮t/1,0Jものとは沢なる j化物 ',Oilのロクロかわらけか数，•.'i、まとめて出1 した，かわらけ介11',I:,:. はI515gであ
底 ,1,; 0 75 0 70 る II炉JIii 12111: 紀に属する

:.2s1rn 67-{i{) 
検111,1,; () so 

0 li 1'1'Ct J'i!. Iは1、イレ状逍構のものとは¥I'.なる 111'1'11 12111: 紀に属する,32S11と，T,腹するがそれよりも古い。
底 ,1,1 0 15 

S2SK:l2 (j(j-(j() 
検111,r,; 0 80 () iO 

0 15 件'Cl Jり'Iは 1、イレ ,11,;nt礼のものとは I'•'.•なる 心物 かわらけの令11',I:,:: は:i:m"である， IIか1りI 12111: 紀に1屈する，
底 1l1i o (iS 0 65 

32SK:l.: Gi-fiO 
検111,ru O KS () (i(} 

0 iO ヤl'/'i l'l'Iは 1、イレ,11泣追構のものとは汎なる， 逍物 かわらけの令/Iii1, しはIOGO"てある， /1.¥]!I] 12111: 紀に屈する，．
底 1111 0 70 0 GO 

52SK:l5 67-60 
検111,ru O 65 () :i:-i 

0 10 l'l'i'i 浅い Ilicである 直物 底,,,;から・,しillかわらけが少：,:1111 かわらけの令/1',I:,:: は 5•1llgである．． 時期 12111: 紀に属する 9・
底 ,111 0 60 () :i5 

:>2SK:rn (i7-(i(l 
検/l¥1l1i

() " 0 55 0 :iS 性'i'i J'I! Iはトイレ11、追//1,とは異なる 追物 底 1111 から •:c形のかわらけが出1。かわら ItOJ令：11-11, しは1OIOgである他に、須忠悩系I¥¥J
底 1fli () ! 5 () ,1:; 器:11:が/1¥I ll!i)!IJ 12111: 紀に属する

検//¥1/li I IC, l (L'"> t'i''i't I JAの形状から 1、イレ：II、追構の可能1'1が翡い， i直物 かわらけの令11:-1:,:: は:,2ouである，． 時期 12111: 紀に属する，，迅路1)、逍構の
32SK:l7 71-:18 l 53 逍路(111Ji,Yi'2SIJ:l0と，F複するか、 S2SJJ:l0の残/,'状況がJP・砧に：屈く、,;,;後関係は判1urでさなかった，また本迅構は）＜刑建物52Sll2SOJプラン11、l

底 ,r,; I 00 ()()() にあり、 1,,jll'i/{/1ではなし、＼

,,2SK:J8 7~-GO 
検/l'dl1i O 70 0 GO 

0 15 性'i'i iJi し •Ilicである 逍物かわらけの令/Ill:,:は:<GS"てある，他に， ili!Vcil,IJ器21「が1111した，、
底 ,r,; () ss () so 11.¥JIIJ 1211国に柄する

55SKII ;s-GJ 
検11¥llli 0 80 0 7G 

() 5;i 逍物 かわら1t1:・少：，：・、 11-1,紅糾器I', IIが1111 12111: 奇せO)ftf/JtYI力',:':;し、底..1111. 0 15 () ! s 

GGSKI, 73-6~ 
検：l',1f1i 120 0 75 

0 70 時1!11 12111: 紀の可能1'1が翡い
底 ,r,; 1 ¥() () ::;5 

SSSKIG 711-G2 
検111,111 () ;o 0 60 

I 00 迅il!J 力、オつらIt、丸JL、1,、IJ'c!IIJ悩I', IIが1111 12111: 紀
底 rlli () ;i{) o l::i 
検出1111 0 HO ' 55SK17 7,[-62 
底 lfli

0 20 時!!II 12111: 崩)O),,「能Nが翡し、
OGS 

SSSK21 i9-G2 
検出,r,; 1 20 I 10 

()()() 追物かわらltl', 11.\•l!IJ 12111: 祀
Ii.(1l1i 1 ()() （）！）（） 

SSSK22 78-G2 
検11¥u'II 0 85 () (i() 

0 90 ll!illll 12111; 紀
底 11,i 0 iO 0 so 

,:,sK~:l 8(Hi:-! 
検/l',1/11 I 2G 1 10 

I r;c, 辿物かわらけI',、'"'''"陶悩I', 11.j')リI 12111: 紀
底 1l1i 0%  0 90 

SSSK2S 80-(j2 
検11¥1111 0 BO {) ii:i 

{I ,,o 追物かわらけI¥ ll}JIIJ 12111: 紀 r.SSK20よ,,,,,ぃ
底 rlri 0 80 0 GO 

:i1SK2!l 80-6:1 
検111,1,; 165 () (jj 

2 20 逍物 完形かわらけ含む、折敷Jヤ、 l!l,'l木I', IIが1!11 12111: 龍
底 1111 I 33 0 GO 

:i:iSK33 7G-52 
検11111,1 l 15 0 !JO 

155 追物 ‘心形かわらけ折りかさなって：111. 1,.1m1:.1n,11・,、qq,.1,'clllJWI', IIが1りI12111: 紀，
底 1f1i 0 90 0 iO 

s:.SJぶ:ll i 1-G:1 
検出1lu I OS (I (15 

I O:i 直物焼""I、1,q陥l',IJ悩I¥、'l'Jし、チュウ木 lt.fJIII 12111: 紀
底 illi () 8() () ;o 

3',SK'.l3 7X-55 
検：l',1iti I 80 175 

I c,c, 逍物 かわらIt奇1111ヤ少：，：・、 11,1,望陶悩,,,. ,i,i,.1m11m1・,、折敷？ 時期 12111: 紐
底 1f1i 0 95 () ()() 

55SK% i(i-和1
検/l¥1l1i 1 ()() 0 !JS 

0 15 追物 1,i,q; 悼J器I', I均1りI 12111: 紀
Ii(IIH 0 85 0 80 

SSSK:17 i(i-52 検出''"
0 !)() O 75 

(} ,t:i 逍物かわらけ1;・、1,,im1:1m1', ll!iJIII \~]II: 紀
底 illi O 75 O GS 

55SK'.l!l -II-ー-：），-） 
検/l',1f1i 1 to I 25 

0 ::iS 姐物 1,,im1,;J器I', 11.¥l!IJ 12111: 紀
底 1l1i I 05 0 90 

53SK,to 78-:i:1 
検/l¥1l1i I 30 1 JS -1'1'/'l I、イレ，I）、i且l/11 i1ii治のため底1l1iまで，IIJ介してしヽ なしヽ ． 追物 'fcl診かわらけを含むかわらけ1; 、 1,t,>cl'IJ1怜 I\ 、 JJ[- 訥、 Jli•)]\端部 1;·?
牧" 1111 . I :rn I 15 IIおりI 1~111: 紀．

iiiiSK !I 79-52 
検/l'dfli I :i:, 1 ]() 

I 50 竹：'i't I、イレ11、逍構 直物 完形かわらけを含むかわらけ甜111¥、L>lrc!IIJl訊 IIと1関 12111: 紀c
底 ,111 1 {l.i 0 90 

55SK112 79-i3 
検/l¥1l1i o 8S 0 80 

025 辿物 かわらIt、[,,[,'ci',IJ器I', II.flりI12111: 紀， 1'8117より新しし、
底 rlri () (i() (} ss 

:i~SK応 80-5:3 
検111,1,; J ,J, l'.l, 

0 D3 逍物 かわらけ甜111ヤ少：，：・、 l"i陀陶悩/',, 11.)/111 12111: 紀，
底 1l1i 0 !'" 0 85 

33SK、JG 79-3,1 検ll¥11ii
095 0 85 

o :m 迅物 かわらけ糸1111',少：，J・ IL¥JIIJ 12111: 和し
底 1f1i O 80 0 50 

55SK17 80-55 
検：11,1,; () !)() 0 HO 

(} iO 辿物 1,,[mt,¥J器1;・、qq,q;沿磁器J;・. II.I期 12111: 紀ぐ
底 ,ru o i3 0 70 

55SK 19 81-和1
検111,1,; 1 1:; I OS 

073 直物 完形かわらけを含むかわらけ針111',多：，：：ill人、 1,、屑¥IIJ淵I',, 時期 12111: 紀
底 1l1i ()()5 

53SK30 80-35 
検出1i1i I 10 l 00 

0 75 竹t'i 2¥1は、 Iり1らかに人／ふnりにJ用めた¥1である、、 逍物 かわらけ片少枯含む' IIふIりI12111紀 55SK51よりも古い，．
底 ,ru O 93 0 90 

55SK51 :-l0-5:i 
検/l',if1i 1 00 () 95 

3 50 性'['[ !';1!:,i-1は l・イレ状逍構,iI・ に似る， 追物 朴/-ii!人、かわらけ甜111¥少：，l:i)!人,1,1,'/i!i)J器）＼、中1,i;発陶器J',。 時期 12111: 紀。
底 1l1i () 73 0 63 

SSSKS3 8J-3,1 
検/!¥1ili I 05 1 ()(I 

1 50 1'1'Cl I、イレ,11、逍構か 迅物 l"i>'iil淘器I',、かわらけ、丸Jし、折敷， 時期 12111: 条心
底 rlri () 95 O 90 

柳之御所遺跡土坑一覧表 (6)
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迎構名 位 1/t
規模 (m)

特 徴
;11-m輝i長径短径深さ

検Ill面i 0 95 0 90 
性質 トイレ状遺構。 逍物’かわらけ細片、国産陶器）ヤ、刀子。 時期,12世紀。55SK54 81-55 

底 Wi 1 05 0 95 
1 90 

55SK55 80-53 
検/l¥j面 0 90 

底 I面 0 70 

0 90 

0 60 
0 70 退物 かわらけ細片、国産淘器片，丸瓦。 時期 12泄紀。

55SK56 83-56 
検出,ii I 10 

底 lfil 0 65 

0 80 

0 50 
0 80 逍物 国産陶器）ヤ多批混入。 時期 ・12泄紀。

検/Hllii 0 95 0 85 
逍物 完形かわらけを含むかわらけ細片多拭洗人、国産陶器片。 時期 121!!: 紀。55SK57 81-55 

底 ml 0 80 0 70 
0 95 

81-56 
検出面 1 20 1 10 

0 55 逍物 かわらけ細片。 時期 12世紀。55SK58 
底 irri 1 10 0 90 

79-65 
検/1¥[fjj 0 85 0 70 

0 85 遺物 かわらけ細片、軒平瓦。 時期 12枇紀。55SK59 
底 ifli 0 60 0 45 

82-59 
検出面 0 80 0 70 

0 60 逍物・ かわらけ細1ヤ、焼・I・プロック。 時期 12世紀。 55SK8の柱穴PM59よりも古い。55SK60 
底 ,i, 0 55 0 50 

検//¥jfii 0 80 0 75 
遺物：かわらけ細片、陶器片。 時期 '12惟紀。5551(62 79-55 

底 I頂 0 75 0 65 
0 30 

55SK63 79-53 
検1/ll;i 0 70 0 65 

0 30 時期 '12世紀。
底 lflj 0 55 0 50 

55SK64 81-60 
検/lllfil 1 00 0 90 

0 40 遺物’かわらけ細片。 時期 12'1!! 紀。 55柱列1の柱穴P1355よりも古い。
底 mi 0 75 0 85 

56SKI 60-50 
検/llilil 1 30 1 10 

性質 土坑。 逍物：かわらけの全出土枇180g。他に、常滑産陶器片出土。 時期 '12世紀
136SK361 底 m;

56SK3 60-51 
検出面 0 70 0 40 

性質：土坑。 迫物’かわらけの全出土批10g。 時期： 12世紀
底 Uii

56SK6 60-53 
検出而 0 90 

性質 士坑。 遺物.150g。 時期.12世紀。 56S019より古い。
底 i籍

56SK12 G0-54 
検illlf1i

性質．土坑。 時期 121旺紀。 56SK23より古い。
底 ml

56SKI5 
59-53 

検出m1
性質：：l: 坑。 逍物 かわらけの全111.:1:l~JOg。 時期 12世紀の可能性が高い。 56SK24・56SK81・56SK82・56P639より古い。

136SK301 底 rm
56SKI9 

62-51 
検/1¥illi I 45 1 40 

性質 .:I:坑。 逍物 かわらけの全111:1:批!Og。 時期 ・12泄紀。 56SK9・56P153より古い。
13GSK351 底 l面

56SK24 60-53 
検11¥Tfli 0 70 

性質：：I: 坑。 遺物 かわらけの全11¥:1:搬170g。 時期 121財紀。 56SK15(36SK30)より新しい。
底 ,r,i

56SK25 62-49 
検illlfii 0 90 0 65 

0 05 性質 ':I・坑。 遺物 かわらけの全出士祉190g。木製品出士。 時期： 12泄紀
底 lflj 0 70 0 50 

56SK26 63-49 
検11¥ifii I 00 0 85 

0 85 性質＇トイレ状逍構。 遺物 かわらけ全Ill七訛2.319g、‘常滑産陶器片、種子、 TIり物側板，炭化物出土。 時期： 12世紀
底 m; 0 95 0 70 

56SK27 63-48 
検/U[fil 0 95 0 95 

0 80 性質 トイレ状逍構。 逍物．かわらけ全111:1滋tl.590g、種子、木製品、炭化物111:1:。 時期.12世紀
底 ifii 0 80 0 75 

56SK28 63-49 
検U¥1面 0 80 0 80 性質 トイレ状遺構。 遺物．かわらけ全出土祉2.700g, 国産陶僻片19点、中国産磁器1点、ウ＇）科種子、チュウ木を含む木製品、炭化物

底 ifii 0 55 0 50 
2 10 
出土。 時期： 12世紀

56SK29 63-48 
検出ifli 0 70 0 65 

性質 トイレ状遺構。 逍物：かわらけ全出土祉2.IOOg、国産陶器片9点、ウリ科種子、木製品、炭化物出土。 時期： 12世紀
底 ifli 0 55 0 45 

0 45 

56SK30 62-49 
検出ifli 0 50 0 50 

性質．士坑。 逍物.J: 部は削平を受けていると見られる木枠検11.1, 時期 12世紀
底 Jlli 0 50 0 45 

0 10 

56SK31 62-50 
検/1¥ifli 0 75 0 65 性質：周辺の慧i似した逍構からトイレ状遣構と考えられる。 逍物’かわらけ全出：t餓780g、国産陶器、吉州窯の製品と考えられる中国産
底 ffif 0 75 0 60 

0 90 
陶器、木製品が出土。 時期： 12世紀。

56SK32 63-49 
検il¥"il1i 0 80 0 60 

性質：トイレ状逍構。 逍物 かわらけ小片出士、かわらけの全ll1:1北：批は30g。 時期 121阻紀か。
底 ffli 0 50 0 40 

0 15 

検/1¥j紺 1 00 I 00 性質’逍構の深さから井戸状逍構と考えられるが、チュウ木や種子のlll:r.などから、後にトイレ状逍構に転Illされたものと見化られ物る。 遺
56SK33 63-50 3 80 物．かわらけ全出土抵は8,070g、住l産陶器、中国産掏器18点、平瓦、鉄棉、砥石、種子、チュウ木を含む木製品多数、漆器、炭 が出土。

底 1f1i 0 60 0 60 時期 121り；紀。

56SK34 64-50 
検出if1i 0 95 0 90 

性質．トイレ状逍構。 逍物：かわらけ全出土枇は1.420g、国産陶器片2点、棒状製品、炭化物出：I:。 時期 12泄紀
底 [fjj 0 75 0 75 

I 75 

56S1(35 64-51 
検llrtfti 0 90 0 70 

性質 トイレ状逍構。 時期 '12祉紀。 565D40より新しい。
底 l面

56SK36 64-50 
検/1¥Wi 0 70 0 60 

性質：トイレ状遺構。 追物：かわらけの全出土批は!Og。 時期 '12世紀。 56SD40より新しい。
底 lfli

56SK37 65-50 
検/1¥ifii 0 65 0 65 

性質’トイレ状逍構。 時期 12龍紀。 56SD40より新しい。
底 ffli

5GSK38 66-49 
検11¥mi 0 90 0 90 

性質’トイレ状逍構。時期 12世紀。
底面

56SK39 66-50 
検11¥Trri 0 90 0 80 

性質・ トイレ状遺構。 逍物 かわらけの全11¥:1:Jrtは2g。 時期 121財紀。
底祖i

56SK40 67-49 
検出i紺 0 85 0 85 

性質 トイレ状逍構。 時期 ・12世紀。
底 lili

56SK41 67-50 
検出ifli 0 90 0 80 

性質 トイレ状逍構。時期 .12世紀。
底 iui

56SK42 68-50 
検出面 0 80 0 80 

性質 トイレ状遺構。 時期.12世紀。
底 Tfii

56SK43 67-51 
検出面i 0 65 0 55 

性質．士坑。遺構の深さはあまりない。逍物 かわらけの全Ill:!:批は120g、渥美産陶器1点、壁土出土。時期 '12世紀。
底面 0 55 0 50 

0 20 

56SK51 74-49 
検出［紺 1 40 1 30 

性質．トイレ状遺構。逍物’中国産磁器1点。時期 12世紀。
底 lfil

56SK52 72-50 
検lllffii I 05 1 00 

性質：トイレ状逍構。造物 かわらけの全出土餓は80g、国産陶器片3点、焼土塊が出土。時期： 12世紀。
底面

56SK53 73-50 
検出伯i 1 40 I 05 

1 20 
性質・ 種子やチュウ木の出土からトイレ状逍構と考えられる。逍物 かわらけの全出土批は3.330g,、国産陶器42点、焼土塊が出土。

底面i 0 90 0 80 時期 '12世紀。

56SK54 73-51 
検出面 115 0 90 

性質 トイレ状遺構。時期.12世紀。 56P265より古い。
底面

56SK55 73-51 
検lli[fil 1 55 155 

性質 トイレ状遺構。遣物．かわらけの全出土恨は20g、i屋美産陶器1点、焼土塊が出土。時期 12世紀。 56P267より古い。
底 jfi]

56SK56 74~50 
検出面 1 05 I 05 

性質．トイレ状遣構。遺物：かわらけの全出土抵は!Og。時期： 12111: 紀。
底 i面

56SK57 74-50 
検出mi 0 65 0 65 

性質．トイレ状遺構。時期 '12世紀。
底 ffil

56SK58 72-52 
検1Hifl1 0 85 0 80 

性質 トイレ状遺構。時期 .12世紀。
底面

柳之御所遺跡土坑一覧表 (7)
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〔9〕 トイレ状遺構

杓計l'iされた土坑の中で、形態と出上逍物から使所として械能したことが打磨測できるもの、あるいは使所と

してではないものの、人廿りのす」I礼!I:物の処埋と何らかのI焚l連をもつことが拙測できるような土坑をここで扱う。

具休的に 1、イレ状逍構．とした逍梢にはチュウ木を出土する土坑、ウリ村の種子を 1廿土する土坑、その両方

が/ILLするものや土填分析の結果からトイレ状追構の可能↑化の高い逍構などである。各逍構の内容は土坑類

一見表にその特徴を整那した。

分布をみると密恥して検出されたものと、散在するものとに人きく分けられる。 i'1ii者は堀内部地区の北iLLi

邸に30数陥ものトイレ状追構がまとまって分布しているのを確認している。木追跡でも最大規模の建物跡(55

SB 6) のすぐ西側に位附しており、東西約60m、南北約25mの範罰に不規則に展閲している。 この地区に

はトイレ状逍構のほか、 12111:紀の追桃は56S D40以外になく、 jJjp之御所班跡が檬熊している間は一貰して枡

泄物を廃棄する場面であったことは確実である。位附的には堀内部地区の中でも 1東I池や中心建物群からは最

も翡If:れた場1叶であること、当時は平坦な地形ではなかったため廷物を構築するのには適さない場所であった

と推寮されることなどが多数のトイレ状逍構が占地する埋山として考えられる。

後者は迅跡の由端から北端までの広い範[JI―lに散らばって分布するが、その中でも追跡南端部にやや多く、

1淑I池23S G 1の11りや叫翡の希;iりな北西部など中心部からは外れた場所に位附している。

こうした分布の近いはあるもののHt鳴として北西祁の密見して確認された場所を使い、散介するものは土

坑 ·JI'-戸などの転用や各）屋敷に付属するかたちで設けられた—-•ll~i 的なものであったと見たい。

トイレ状迅札りについては、直按利用あるいは廃梨の場であったものとが苔えられるはすだが、 lZilJ:紀の生

活IIりが失われているためu鳴の1翡迅は不明であること、 ;111」．の状況からはそうした述いを厳密に抽出するこ
とはできないことなどから、分けて扱うことは1杢l靴である。開上の牡徴としてチュウ木やウリ店I・種・・［を出土

する土坑の主休となる土は、水分の多い;,,J、色や）火一緑I火色上及び悧古土てあることが多かった。また一土坑の
JW」.I刈jiffに炭粒が沖い）＼りを成して炭放観寮されるものも lei立った。原則として人朽的に人れられた多椋な土

で構成され、自然胤柏（流れ込み）による上はなかった。 このことからIHJII部には1―l頃は盗店しくは犀恨の

ような施設が想定でき 雨水などが流オし込まなし叫，状態にしてあったことは想像に'Jiltくなし％（第87図）

〔 10〕その他の遺構（祭祀遺構）（第88~91[又［）

(1) 特殊オtダLJ

21 S X 36と21S X 37は堀跡21SD 1の附端部に架かる低21S X35の北側から検出されている。堀とは平行

して;'i(;ぶ 3II¥Jの柱穴状土坑で構成される。この柱穴状土坑の深さは28-76cmで、柱IIりは21S X 36が10.20m、

21 S X37が8.84111を測る。埋土は甚本的に人乃Jjf柏といえ、各柱穴ff¥]にみられる切り合い1梵l係には時間的関

係がどれほどあるか不明なものも多いと指摘されている。 12¥_ll:紀の整地）曽の下から検出されており、道路逍

構21SC 1よりも以前に埋められた辿梢である c

31 S X 1と31S X 2は1叫池23S G 1西端の両約40111にある。両逍構は並んで位置しており、 31S X 1のほう

が祈しいという前後閉係はあるものの、同時に建てられ恨能しだII」他性もある。太く長い柱 3本が一直線状

に建てられたと推測される追構である。

31 S X 1は2間 (5.70m) 

31cmであった。

31 S X 2は2間（約 GIll) 

の柱列で、柱の深さは69~100cm あり、 ii冊方向は N34'W を指す。柱痕跡は35~

の村列で、 1111!1線方向はN3CYI¥を指す。柱痕は残っていなかった。
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(2) 地鎮具埋納跡

28S K 1 28 SA 1北辺の東端に近い部分に重なる浅い土坑である。以前の報告書では28SX 1が28SA 1 

を切ると判断している。また本逍構は28SB 1の柱穴に切られる。

本遣構の平面形は隅丸方形で、浅い部分と深い部分とにほぼ中央で分かれる。どちらも底面は平坦で、逍

物が納められた土坑の長軋11はN30°Wである。埋土は人為堆積で、地鎮具を納めた後に一気に埋めたと推測

される。地鎖具としては輪宝 1点、檄 1点、手づくねかわらけ 7点 (8点の可能性もある）が底面に置かれ

た状態で在った。輪宝が北部底面中央に水平に置かれ、その中央に概が刺さっていた。かわらけはその南側

から出土している。北部に 2枚、それに平行して中部に 3枚、さらにそれに平行して南部に 2枚、東端のラ

ィンがほぽー直線になるように並べられていた。新11=:1関係は、 28SX 1は28SA 1と28SB 6より新しいと

判浙した。

(3) その他祭祀追構

55 S X 1は外径約 6111の円形の掘り込みのはぼ中央に、内径約 2111地山の掘り残しを有する。埋土（とく

に底部）からは多景のかわらけが出土したが、具体的な用途は見いだせず、何らかの祭祀的な用途に用いら

れた逍構と推測される。人為的に埋め戻されており、埋め戻し層の上位からは底部に穿孔した小型手づくね

かわらけを合わせ口にしたものが 1箇所からまとまって約 4組出土した。

追構名 I•'·ii', 
規悦 (Ill)

4l 徴
.. 1;1111,1,; E If 鉗 if 深さ

:i(iSK"i!J i]~ "i:{ 
検111,1,; () 7:i 0 711 

'l'l'i'i I、イレ,jJ、ii'ilil, 11.¥!!IJ l2!11: 紀
I 」"¥ 1111 

:iliSK(i() il-:-il 
検/l',11,i 0 70 

』l'l'i'i I、イレII、;i'.il/1, 11!,!!IJ 12111祉
底 l「I/

~!iSl-i:li:! 72-11 
検/l'.il1i

底 1111

I 1:, () K~l 
l'l'i'i I、イレ：II、凸1/1, IIお111 12111: 祀祁SK<沿より，！，し，

:i!;SJ..;! 沿 iZ-:i1 
検ll¥1lli I 10 (I Sil 

rl't'i I、イレ.11、,uhY, i!'i1)J 1,1,,;;1:,11閤ii',11,.•.rn: I 11.l!!IJ lZIII: 忍~ ,liSK11, より /Irしし、
底 1111

祁SK!iI i~<il 
検：1:,1,; ()~:i 0 70 

』l'l'Ci I、イレ,11、,u1:1, 1111111 m, 祀
底 1111

頂iSK応 72-:i l 
検：IHl11 (I [)() () 7:i 

l'I'i'[ I、イレ,11、直1/11 IL¥!111 12111: 祀
底 ,1,1

S(iSl¥(i(i 70-,2 laUl¥lili 
I uo (J ¥)() 

l'l'i'i I、イレ11、li'il/1, 11.¥'!!IJ t,111: 紀祁/',>)[ょ Iii'りしし、
底 1111

:i!iSK!ii iO-:i'.: 
検出1ili 1 (I{) (I 0J 

1 70 'l'l'i'i N f やチ~-,,,の11:1から 1、イレ,11、直111,とどえらjLる 追物 かj,らI)介illI 1,lllillg、多牧のチュウオ』が1111 IL¥Jllj m1紀
収． rill． u :iS 0 10 

布Sl¥tぶ 70-:i~ 
検：11,111 1 ():"j I oo 

l'I'l'i I、イレ:IJ、]五構 11!,l'IJ 1,111: 祀
底 1i1i

:i(iSKfi!J 71-:i I 
1,11111111 () ,o 

・]']'i'l I、イレc]J、ai!f/1, 11.¥JII] t,]11: 元
Ii(1111 

1(iSK1U 7()-"j() 
検1111111 I 0:1 () i(I 

fl'i'l I、イレ；]J妙i'il/1, 11.¥l!ll l2!11: 祀
l1" ¥ 1111 

:i!iSK,2 (;2-""il 
検111,1,; () !)() 0 Xi 

'l'I'/'i I Ji( II、¥Jill 12111祀 :,1r,K,: より，,,し、
底 Jill

:ifiSl{ii 19-:,0 
Hill'di1i 

底 1111

1 ()() () \)~) 
IH'i ll, し直物 かわらけのイ:n:1:,: はlllg ILJJ!IJ 12111紀祁1'12:Jより ,iiしし、

;i!iSKX! :i¥Hil 
検il',1ili I l:i 

竹・'l'i 11/c 11.¥Jlij lClll:iじ ollSIJCII ,llSX lllより ;'Iiしし、
底 1111 ()~II I 

::i6SIぶぺ3 :1s-1;:1 
検出1ili 1 lo (I (i() 

』l'l'i'i II/(ILIIIIJ 11111: 祀
収.1111. 

うfiSlヽぷ7 :ii-58 
検：l',1i11 1 :10 I iO 

l'I'{'[ I l,l 11,¥a!!IJ 1~111, 心
i,¥ 1i1i 

:i!iSK沢） ;i(Hi~l 検/l¥1i1i
(I ,S"j 

・l'l'i'l lliL ll)!!IJ t2111. 発し力‘
底 ,1,;

1!iSK!Hl :i8-(i:i 
検111,111 I oo 

.「IY'( I lJし 11.\•)!IJ 12111; 崩上か :i!iSD2oより占し、
1」¥ 1i1i 

:ifiSK!Jl 芍-(i()
検/l',1i11 () i'.i 

l'l'Ci ll, し 11.¥!!IJ 12111奇~ ,i;s1J.:1より，,,し)
,, .. , 1i11 . 

:i(iSK!l: 訳— !9
検11111,1 () !)j (l :Hl 

竹c'i'i ilん J且l勿 カヽオ9らけの令11:1:,: は:mo IIヤ!!Ii 11111: 祀か SIISl(!llより，,,し、
11 .. ¥ till . 

:i(iSK!ll 硲ーJ!)
検ll¥1l1i 0 70 (I (ill 

'i'l''i'i I Ji( 直物 かJ,ら 1 位）令 /1\1 いは 1:rng 、 l•·i,•rd韮n:il',が/1',I II切111 mi: 紀か :,11s1くり:l・:,Gl'711 ;GP713より祈しL、
I ↓ " , 1i11 

:iliSK!Ji :iX-1¥J 
検/1',tlll (I (j(I 

l'l'i'i Ilic 11i物 かわらけの"'II',I :, しは:mg 11.l!IIJ 1~111. 祀か 祁SDI心Ill より占\•
底 1i,i

:iGSK% 布ー!9
検/l',1i1i I:;:, () !):i 

竹'i'i JJi, 11.,rn1 t,111: 祀か :,i;prnより，りく、 ,i;si;叩より /Irしし、
,,, 1111 

;i(iSK!li :ii-1!) 
検/1¥11,i

1'1''/'i I JA 11.¥!IIJ 10111: 祀かI 氏.. ,,.,, 

渾SK!J¥J :i(i-:il 
検/l',1i11 (I~! ;i （）！）（） 

（），；ぅ l'lii., 'l'が[：:I¥ 1各地府を1屈:1'り込111:紀ん 構裕，1 Fi、々 なものを,,じ,,する），してあったとどえら)Lる 直物 かわらI)、1,,憤 1::,J船]!.',,:、 qq,,1充陶器l
底 !ill 0 XS ()~(l I 11,,Jtll 

,iliSI-::101 (i2-:i 1 
検/l',1111 (l i:i 

'l'l''/'i I Jん ll)'JIIJ 12111:/,」ヵ、 ,GSIJK211より，,,し，
底 1111

柳之御所遺跡土坑一覧表 (8)

-152-



21SX36・37 

31SX1• 2 ． ． 

／ 

入

畜 ◎
HI 仇

c ¥I I lff ＼ヽ

100 
◎ 

゜

-:~, ... >
゜

10m 

ヒ

第88図祭祀遺構ほか (l)

-153-



1'800 
~ 

~ 
2JSK•lll 
1 2.sn;,1戊訊色粘I.プロノクか
i'. 賠褐色砂枇じりシルトプロ・J
ク

IOYIぶv:,11(;褐色砂枇じりシルトか
i・・ /Iし褐色I:プロソク
:J lllYICl/:lllii褐色砂枇しりシルトか
i'. 炭化物I',・I-:Vii, 

, I 111Yl<•l/:l にふいりし褐色砂況じりシ
ルトか上 針褐色粘I:プロ Jク
S JOY!{、1/2にぶい飢褐色砂iJ且しりシ
ルトかL
G 111Yli2/l:.I.¥褐色砂iJ!じりシルトが
L Iリ1/1',褐色柑，こI・.プロック

21SKl22 
I 2.SYi/•I 浅黄色柑， L プロックと
I 0¥'l!:l/,1 II;¥褐色砂況しりシルトが
il!/1: [,',Iく賂密
2 IOYl!•l/:l にぶい黄褐色砂il! じりシ
ルト 杜痕跡のnf能性あり [,';[ < 
駁•,~•
： l I に姐似するか、 2.5\'i/•I 浅貨色
粘I:がi

8

I

I

〉

S

II 

こ上

□ 
11 SK 111 

□r 
ロ

21S! ぶ:,,i
I 2.5¥'7/:l浅貨色粘 I・．が i.
IIIYl/5/:-: にふし、仇褐色少：，： J,',I < 
緊密
2 IOYR:l/7黒褐色砂視しりシルト約
70%か i'. 2.5¥'7/:l汲貨色枯I:プ
ロック約：lO';/, 
:, 2.5¥'71:li£ 机色粘I・. ;';1: 分iiり1こ砂
が人る

•I 2.5¥'71:l浅黄色糾I:と111Yli:ll2.'.I.¥
褐色砂混しりシルトかilU1:
5 IOYR•\/:l にぶい貨褐色砂ilc じりシ
ルト l,',Iく緊密小院含 l且ii跡
の,ij能'Itあり

ZISK 117 
I 10YR7/6Iリ1黄褐色シルト i1'しIJ
砂［占［い

2 lOYIU/GIリ1貨褐色シルト1此しり砂
か i'. 2.5\'71•1浅貨釦'i'dプロ I
ク散{I/

:1 10¥'!(5/21火貨褐色砂a,しりシルト
かi'. lOYl{:11::1賠褐色砂ilししりシ
ルト少:,::1,:1在 [,'i[t、
I 10Yli0l/:lにぷし咽褐色砂批しりシ
ルトカ'.i'. 2.5¥'71-1没貨色1'i'i.J-.プ
口 J クか散在炭化物I',含 J,',Jし、
5 IOYR2/J!.1.¥li少illじりシルトがi'.
2.sn1,1浅/i'i色1'i'i:I:プロ J ク少
:，:: [,',it、

21 S Klll•114 

'"' ・冒‘‘

21 S Kill 
1<000 ~, 

□三言―

2
4
.
8
0
0
 

•• 

11/／
！
 

21SKII:: ·II•\ 
1 2.SY7/•li£ 貨色砂iJ1じり粘 I.プ

ロックと IOYR:J/,\11行褐色砂枇~じり
シルトフロックがiJUi:11,1く緊密
2 IOYl<S/8貨褐色砂混しり粘 I.プ
ロック
:: 10¥'!{31:lにぷし、仇褐色1術J1しIJシ
ルトか L 2.sn;,1浅飢色粘I:プ
ロソク /1~{1: !,';! く禁密
IOYR•\16 褐色砂批じりシルトか
L 2.5\'7/•I没貨色粘 I.プロック
か部分的に人る 1,•,1 く緊密
5 IOY!i•l/t; 褐色1少iiもしりシルト

2!SKl20 
I l0Yii5/:Jにふし、訊褐色粘 I.、
lOY li•l/21火貨褐色 Ii少 ill じりシル
ト、 2.sn1,1没貨色粘:I:が混fr
2 lOYR,J/:lにぶい貨褐色砂iiもしりシ
ルト ｝火~イじi,m;,
:l lOYl!:l/211存褐色砂混しりシルト
縄文II.¥代,i,JIUl:I:器0)他含J,;,, 炭化
物}',含

ZISK118 
I 10¥'1161:lにふい黄桁色砂illじりシ
ルト、 2.oY7 /•I 浅飢色粘上プロ J
ク、 111¥'!13/:lにふしヽ訊褐色砂泥じ
りシルトか混{11、[,';[し‘
2 10\'R•ll:Jにぷしヽ貨褐色砂混じりシ
ルトカヽ L 2.SY7/•I浅黄色柑，I:プ
ロソク:tH: l,';Iし、

21 SK 116 --0八
,uoo 
. -・' 

＼二
11 SK 111 I¥ 

□ .co-
ペ

2ISK11G 
1 ; 炎机色粘 :I:プロックが j_

JOYR•l/21火貨褐色砂泥しりシルト
プロック lOYli•l/:llこぶし咽褐色
砂iiもじりシルトプロックがiJU,

21SK121 
l JOYIC/2.'.I.'. 褐色砂拙じりシルト
炭イじ物I',・含
2 JOY!i:J/311存褐色 ~JOYR•l/21火黄褐
色砂説じりシルトか_i• 地1111礼土
小プロック散{i'
:J IOYR3/2黒褐色砂枇じりシルト
I 10YR5Y8/4浅りし色粘：I: プロック
,;,: 越

5 JOYR•l/21火貨褐色砂ii, しりシルト
が i・・地1l1糾 1-.プロ・ノク少：，［散在
6 5Y8/•li炎貨色粘I:プロソク 汚れ
少ない
7 5Y8/•li炎貨色粘:I:プロソクと！！！褐
色砂混しりシルトプロックか混
{1 

゜
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『三
31SXI-2 

25.05' 
ト―

板材

25.100 

’’ ―IA 

31SX!l7S-63-PPI) 

~ 

31SX1 
1 IOYR4/4褐色シルト。炭化物）ヤ約 3%つか
わらIt)ヤ少批。浮石含。
IOYR7/6明黄褐色-10YR6/6粘土。
IOYR5/2灰黄褐色シルト。炭化物片約 5%。
かわらIt)ヤ少批。径約15cmの礫含3
4 IOYR6/31こぶい黄褐色粘土。地111粘土プ
ロック 3%。小礫散在。
5 IOYR5/3にぶい黄褐色砂混じり粘土。地山
粘土プロック 5%。炭化物片約 1%。
6a 2.5Y7/4浅黄色と2.5Y6/4にぶい黄色粘士。
5陪の土が部分的に入る 3

6b IOYR6/6明黄褐色砂枇じり粘土,IOYR6/2 
灰黄褐色土含。
7 IOYR4/6褐色-5/4にぶい黄褐色砂混じり
シルト。地1l1粘土プロック約 3%。小礫含。
8 IOYR5/4にぶい黄褐色-IOYR4/6褐色。
9 IOYR4/2灰黄褐色粘土。地山粘土プロック
多批。炭化物片約3%。

31SX2 
1 IOYR6/6明黄褐色粘土。
2 IOYR3/2黒褐色粘土混じりシルト，黄褐色
粘土粒含っ
3 IOYR5/3にぶい黄褐色砂iii¥じりシルト。
4a 10YR5/6黄褐色机砂。
4b IOYR6/61月黄褐色砂。
5a 10YR5/6黄褐色砂。
5b 2. 5Y6/6明黄褐色砂c
6a IOYR4/4褐色シルト。地1J1粘土プロック（径
約2cm)約 3%。小礫含。
6b IOYR6/4にぶい黄褐色シルト。 6aより少
ないが、小礫含。

3ISX2(75-63-PP2) /n 

25.,00 
0, 

ー一"

31SX2 
1 10YR6/3にぶい黄褐色シルト。褐灰色土約10%。炭化物片約 1%。小礫比
較的多い。地山粘土プロック（径約 2-3 cm)含。
2 10YR7/6明黄褐色粘士。炭化物片約 1%。
3a 10YR3/3暗褐色シルト。地山粘土粒少址。炭化物片約 1%。
3b 10YR4/3にぶい黄褐色シルト。地111粘土プロック（径約 1-2cm) と礫
を含む。（約 7%)。炭化物片約 1%。
4 10YR6/6明黄褐色粘土。部分的に 31習の土が入る。炭化物1「約 1%。
5 10YR6/8明黄褐色粘土。地山粘土粒（径約 5mm) と浮石が約 3%。
6 10YR3/2黒褐色シルト。
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3JSXJ(74-61-PPIJ 

31SXI 
1 IOYR4/4褐色シルト。地ill粘土プロック約10%。
2 IOYR3/3暗褐色シルト。
3 2.5Y7/4浅黄色粘土。径約!-3cmの礫散在。
4 IOYR6/6-6/8明黄褐色枡砂。
5 !OYR5/3にぶい黄褐色砂混じりシルト。小礫（径約 5cm)散在。炭化物片約 1%。
6 IOYR4/4褐色。地山粘土粒少址。

25.100 

← ／ 

>
---a ロ

31SX1 
1 10YR5/4にぷい黄褐色シルト。炭化物片微
批。
5Y5/l灰色粘土。
10YR6/3にぶい黄褐色-10YR5/4にぶい黄
褐色。径約 5cmの地111、浮石混じり土プロッ
ク散在。
4 10YR6/3にぶい黄褐色粗砂。炭化物片約
1%。浮石含。
5 2.5Y6/2灰黄褐色粘土・地111粘土プロック
約20%。
6 10YR6/3にぶい黄褐色枡砂。炭化物片約
1%。浮石含。
7 2.5Yl. 7/1黒色粘土。炭化物片約 1%。

゜
2m 
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I IIIYli•l/3 にふし、員褐色砂札しりシルトか HJヽ、 IOYIU•iil り 1 りし褐色地 1111',1, I: フロ；クか約111%、かオ）らlt/1111',
か含まILる 1.5Y7• 、iiu,"( 色地 111,.,,; I・ プロ J ク少：，：

ぬ IOYIU!lilリlbし褐色地1111',1,I・. フロ J ク
11, IIIYR7•1i1VJ 貨褐色地 111 粘 I.フロックか LH、 1. 5Y7•I 戊！＇し色地 1111',1, I・. プロ！クも入る
:J 11, に切)j、 1.5Y7••1 戊！！し色地 1111.,,, I: フロ Jクか多し、
la IOYl(,I 111火りし褐色砂ilししりシルトか Hi、 IIIYIU/lilり1りし褐色地1l1i,1,I: フロ／クか約111%人る i文化物/',、か
わらけ斎1111',を少：，：含
lb laと灯！似するか、地）111',', I: フロ J クの：，：か多し、
5a IOYl{•l/1 褐 I火色砂胤しりシルトか Lf木 IIJYR7/lil リ 1 飢褐色、 1.5Y7,•1 地 111l.,,i Lフロノク 1/fI rmlか平J,% 
1此しる 炭化物I',か少：，：含まれる
51, 5aと珀似するか、 IOYIU/lilリl貨褐色地111粘 I・フロノクの：，：か多し、
Ii IOYJ{.1/1褐灰色Ii如)[し IJシルトかu木 IOYl{7•1il り 1 訊褐色地 rlri・，,, Iフロ／ク 1/fがり Irmlか約 :1%札しる
7 IOYR7/lilリJ机褐色地111柑， Lプロ；クか LH、 IIIYl{•I :Jにぷし、仇褐色砂札し I)シルトか弘J,%iiししる
8 IOYIU•Iii りJ 貨褐色地 111 粘 I·プロ！クか i.f木 1.5Y7',I戊貨色地1111',',I: プロ／クか約111%枇しる
!I lllYl{7/lilリ1貨褐色地1l1i,1,I・ プロックか LH、1.iY7,I戊貨色地1l1i',',I・ プロ｝クか各JIil%札しる 18S.¥ Iの111'I
10 IIJYR7!1i1Uj貨掲色地111,,';I. が LH、 1.5¥'7/ I戊訊色地111!,1,I・ プロノクか約 ,%iiししる 18S.¥ Iり）i'l!I 
11 IOY!U•lilUJi,"i• 褐色地111粘 Lか L休

55SX l 

ご

＼ 

／ 
'-----'_..--;;: 
ミ--~---~ 

＼ B 

C 
L•27 100m 

SSSXI 
I Ill¥'代J.J褐I火色 L fillかし，砂、かオ）らけ/',、 i)と化物粒多：，：直人
1・ IOYR・l I褐I火色 I: ll1Yli7 8員怜色ロームまたら多：，：枇人 /Ii しし •.11it/1,か
2 IIIYIぶ叡¥:!<'i扮色ローム JOY! 切 l褐I火色 Lまたら少：，：・i!し入 か;,らけ ,i,m・. ·,~11,, を
z・ IOYR8':Jilc貨伶色ローム IOYR5 I褐IJ(色 I.またら多：，：i!U、 かわらけ I/成/',、完1診1を
:J IIIYR8.:J戊貨杓色ローム 1少・；ぽい 地,1,11,,
I IOY!iG・l褐灰色I: 炭化物P:微：，：社し入
, IOYI翌 I'じ色 I. かわらItI破"、完11,1 を含む
Ii IIIYl!5:J褐I火色 I: !OYR8•3没机杓色ロー 1、またら少：，：i!, 人

（） 
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2 出土遺物

〔1〕かわらけ

(1)かわらけの種類

本遺跡を含め平泉遺跡群で12世紀を中心とする時期に出土するかわらけの種類は、ロクロかわらけ・手づ

くねかわらけ・柱状高台に大きく分けられる。これらはさらに大型のものと小型のものとに分けられる。手

づくねかわらけの場合、口径が11cm以上を大型、 10cm以下を小型と見る。ロクロかわらけでは10cmを境に、

柱状高台では大型が13cm以上、小型は10cm前後と大小の違いが顕著である。また、手づくねかわらけとロク

ロかわらけの胎土も基本的に異なっている。

(2)平泉でのかわらけの絹年

この時点で最も新しい平泉（岩手県）での編年を参考にすることとする。この中には本遺跡の資料も含ま

れているので、それらを中心にここで説明したい。

〈1期〉

11世紀の中葉から12世紀前葉に位置付けられ、何れもロクロ整形で手づくねを含まない。この中で12世紀

に関して見ると、ロクロかわらけの碗（杯）、小皿、柱状高台によって構成されており、国産陶器を全く含

まない段階である。

52S E 10の資料（第92・93図・写真図版51-54)

深さ2.3mの井戸状遺構 (52SE 10) の埋土上部 (5層）からまとまって出土した。 5層は10cm程の層厚

しかなく、かわらけは一時に廃棄されたと判断される。 99点が図化でき、他に図化できない細片が1,700g 

ある。これらのかわらけは全てロクロ製である。 → 

碗（坪）、小皿、大型の柱状高台、小型の柱状高台の 4種類に分けられるが、小皿 (74点）と碗 (15点）

の数量に偏りがあるのが特徴的である。また大型の柱状高台は平泉遺跡群では非常に例の少ないものである。

ロクロかわらけ（大型）の法量の変化は前記した編年図からも分かるように時期差を反映しており平泉出土

のかわらけでは最も古い形態を有している。本遺構出土大型かわらけの法量平均値は以下の通りである。

口径13.7cm 底径5.6cm 器高4.9cm 底径／口径0.41

〈2期〉

常滑．渥美窯の生産開始後、製品が岩手県まで流通し、手づくねかわらけが導入され、広範に伝播する時

期にあたる。常滑の編年では 1b型式期 (1130-1150年） -3型式 (1175-1190年）の12世紀末までになる。

平泉においては、かわらけ・陶磁器の消費の最盛期である。以下は 2期の資料の中で古い順に並べている。

55S E 1の資料（第93・94図・ 写真図版55)

井戸枠をもつ。埋土の上部から大量の遺物が出土し、かわらけは総量22,410gが出土した。図化可能な資

料は80点である。ロクロかわらけのみで構成され、小皿のほうが個体数としては多いのが特徴である。渥美

産陶器甕の破片 1点が出土しており、平泉に国産陶器が本格的に搬入されはじめた初期段階に位置付けられ

る可能性が高い。大型かわらけの法量平均値は、口径13.2cm 底径5.9cm 器高5.0cm 底径／底径0.45 と

なった。年代は12世紀前半であろう。羽柴氏の編年では II期にあたり、伽羅之御所5次と共に中尊寺金剛院

下層出土資料の次段階に位置付けられる。
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52S E 7の資料（第94・95図・写真図版42・43

井戸上部の第 2層中からロクロかわらけが一括で多：けに出上している。 これらは令てロクロかわらけで手

づくねのものは破片も含め出土してしヽなし、。図化11f能な1181休は小!_¥')かわらけ17』，し、大刑かわらげが73、,}ょであ

る。かわらけの他には渥芙茫陶料に甕破片が出」．している。破片が小さく仝体の謡形や所屈時間などは1リlら

かではない。本追構からは手づくねかわらけの破片が全く混入してしヽなしヽことから、『づくねかわらけ導人

以他のII'.『期の所肝と衿えられる。加えて討芙庄陶悩片が含まれることから、店美砧陶悩甕のlj:_j年間1始年代か

ら121仕紀第 l[JI.I半期には上らない年代を想定することが可熊とぢえられる。前辿したり2SE 10と比較すると、

大刈LJ、小別の比率が逆転しており、 この段階以降、大小のかわらけの比率が逆転するようである。 4対直梢,'!',

土-}_Jf;'.!かわらけの法畠平均値は以下のようになる。

I If―f.14.3cm 底径6.5cm 辟高3.7cm 底径/II径0.45

28 SE 18の贅料も詞時期煩の可能・I、生がある。

50S E 3の資料（第96・97図・写真図版4I・42) 

井戸の:nかからはロクロかわらけと手づくねかわらけが混在して出上している。漆が染みた麻布が見られ
た白磁l!_L/耳壺が出土しているが（太平]fl'分煩の Ill系）、その形懇は II系の白飴ll_ll且符位の形態に近く、 I11系で

も古い段附のものと推測される。 ロクロかわらけと手づくねかわらけが共に出I.しており、 このヒtiか平泉に

おける手づくねかわらけの消人IIか期と考ええられる。大）r;11ロクロかわらけの法：1:: 平均仙は次の辿りてある。

口径14.3cm 底径6.9cm 悩高3.3cm 底径/1::J径〇.48

28S E 9の資料

28S B 3と28SK 13より紐しい。かわらけの出上状況をみると上,'i:[,出上と 1外',[,(291,,,.,:i 111',J・ ・しこ大きく分（ナ

られるが、比較的まとまりをもって出土している2%1)の資料を見ると、ロクロかわらけが主休で手づくねか

わらけは小破片が 1、1仄のみである。同じ層からは八悛鯰破片が出土している。）ゞJf;'Iロクロかわらけの法：け'I':

均値は次の辿りである。

Cl径14.3cm 底径7.0cm 器高3.9cm 底径／口径0.48

52S E 9の資料（第97図）

深さ3.9mの井戸である。主に 6I骨と 9-10屈で完形に近いかわらけや木製1'川が出土している。手づくね

かわらけはこく 1菫かで主休はロクロかわらけである。大小の個体数を比較すると）ぐ加！］のロクロかわらけのは

うが多い。

法畠平均値 「l径14.9cm 底径7.3cm n旦一，午、）
倫四0.9cm 底仔／底径0.49

28S E 16の資料（第97・98図）

「人々給絹l」出」が記された折敷が出土した）中戸である。手づくねかわらけとロクロかわらけが札在して

／廿土している。 この井戸からは年輪年代ll58年を持つ折放が出土しており、 これを恨拠の一つとし、 1:21仕紀

第2四半期に位附付けている。大呪1のロクロかわらけの法摯平均値は r1径14.4cm 底径7.4cm '"o -,-,. 
佑tIいJ

3.7cm 底径／口径0.51 である。

同時期のかわらけは28SE 2、28SE 4、28SE 15、28SE 17、21SE l、50SD 8、52SE lなどがある。
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28S E 3の資料（第99図）

手づくねかわらけとロクロかわらけとが混在して出土している。他に瓦が比較的多く出土している。そし

て年輪年代測定1175年を有する折敷が出土している。大型ロクロかわらけの法量平均値は 口径14.1cm

底径7.7cm 器高3.6cm 底径／口径0.54である。同時期のかわらけとして28SE 5、28SEll、30SE 

6の資料があげられる。

52S E 8の資料（第99・100図・写真図版44-50)

本遺構からは実測可能な手づくねかわらけが281個体、ロクロかわらけ 5個体が出土している。手づくね

かわらけの形態から平泉最末期に相当するものである。この多量の手づくねかわらけの中に、ロクロかわら

けの胎土で作られた手づくねかわらけが少数（実測可能個体11点）含まれている。これらは非常に粗末なっ

くりであるのが特徴で、ひび割れた部分に粘土を貼ったりしているものもあり、ロクロかわらけのエ人が手

づくねかわらけの技法でつくったかわらけと考えられる資料である。平泉滅亡直前の僅か数年間の土器様相

を反映した資料といえそうである。

小 結 12世紀の平泉において、かわらけが導入された段階は12世紀初頭と見てよいであろう。具体的に

は柳之御所遺跡堀内部地区の52S ElO出土の資料や中尊寺金剛院下層の資料がそれにあたる。この段階のか

わらけは全てロクロ整形である。京都の技法である手づくねかわらけが導入されたのは12世紀中葉 (1150年

前後）と認識されており、該当するものとしては志羅山遺跡35次南側低地 5層下位出土の資料がこれにあた

る。柳之御所遺跡堀内部地区においてはこれまでのところ該期の手づくねかわらけがみられない。平泉遺跡

群の中でも中心的な遺跡であった本遺跡が、この段階にはその性格が変わっていたと見なければならない。

この時期、政庁施設（当主の宿館）が別の場所にあった可能性が推察される事象といえる。

(3)柳之御所における代表的な一括資料

前述した資料を含め遺構内出土のかわらけ時期区分を一覧表にまとめた。

遺構名 ロわ（個クら数ロけか大） ロわ（個クら数ロけか小） 
法 撒（平均イ直）

手ヵ(1ヽづオ]っ1,]娑くら父ね） け 備 考
口径 底径 器高 底径／口径

28S E 3 5 8 14 1 7 7 3.6 0.54 13 年輪年代1175年測定の折敷

28S E 9 26 ， 14.3 7.0 3. 9 0 48 1 28S B 3と28SK 13より新、 28SB 2とは空間的に璽複

28S Ell 11 2 14.2 7 5 3 3 0. 53 5 28S A 4より新、年輪年代1175年測定の折敷

28S E 4 llO 16-21 14 2 7.4 3. 7 0 52 71 年輪年代1124年測定の折敷

28S El5 52 42 13. 9 7 8 3 7 0. 56 38 

28S El6 ， 12 14 5 8.1 3.6 0 56 21 年輪年代1092・1138年測定の折敷

28S E 18 2 

゜
14 1 6.6 3 7 0 71 

゜31 SE 2 2 

゜
13 7 5.4 ~4 0 39 〇 門と推定される板屋根材

31 SE 4 2 3 13 6 6.8 4 3 0 74 0 31 SE 3より古い31SB 4に切られる

36S E 3 1 3 13. 9 6.3 4 8 0.45 〇柱状高台 l点

52 SE 10 6 63-83 13 7 5.6 4. 9 0 41 0 12世紀初頭のかわらけであろう

55 SE 1 5 37-43 13. 2 5. 9 5 0 0.45 0 12泄紀前半のかわらけであろう

52S E 7 69 16-20 14 3 6.5 3. 7 0 45 0 52 S B25より古、道路逍構と空間的に重複

52 SE 1 10 0-1 14. 0 7 .4 3 6 0 53 15 52 SD 1より古

52S E 8 4 1-11 13 5 6.4 3. 2 0 47 多数 ロクロ胎土の手づくねかわらけあり、年輪年代1186年測定の折敷

52S E 9 14 4-5 14. 9 7 .3 3. 9 0 49 5 12世紀中葉か

50S E 3 10 2 14 3 6. 9 3. 3 0.49 50 銅印、白磁四耳壺

50S D 8 35 14.4 7 .1 3.1 0 49 16 

遺構別□クロかわらけ計測値一覧表
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(4) その他 出土傾向

JI―一戸以外での）ご乳：出土例としては55S X lと55S X 2がある。

55S X 1は径約 6Illの掘り込みほほ中央部に、作約 2Illの地山の捌り残しを打する追構．で、例らかの怒祀的

な用途が考えられる。埋上から多量のかわらけ（総州27,440g) が出上した (l2[1J:紀後半:)。

55S X 2は中心建物群に北隣する竪穴建物である。非常に多娼のかわらけ (546ぷ70g) が出:Iこしており、

迎上は一•叶に埋め戻した土と判 I妍される (12111:紀後半）。

この他に柳之御所追跡を取り圃lむ堀跡からも大贔のかわらけが出土している。堀からは1![i々 な村直！の追物

が多菫に出土しており、 12棋紀後‘ドを中心にものを拾てる場となっていたようである。かわらけには柊々な

形態のものがあるが、賓料の一括性、陶磁悩との共伴関係、 1位位的な洲後1児係を咀仰に示せるものは胄られ

ていない。地鎖埋糾lに係ると見られる賓料に閃しては、辿構編にてその状況を概説している。

〔2〕 陶磁器

堀内部地区から出土した12111:紀の陶磁悩は1叫充陶器と輸入陶磁器とに分けられるが、各種如とも辟形の仝

容を知り得る贅料や、ある一時期に使用された陶磁器の糾み合わせが把捏できる出上冽は多くない。

(1) I』産陶悩（第101-103図）

札ぶ美記・ ・,;1「消窟陶僻の贔が他を1上例している。厳密な放：在は訃測できなしヽが両者ははほ:l;iJじくらいの：化が

持ち込まれているようである。次いで姐恵悩系陶悩、水沼、束山などとなる。悩種ではJfl(.壺姐が泣も多く、

鉢や碗煩がこれに次ぐ。平泉辿跡群の中でも ITT]~Hli柏に占める出u波片放か多いこと、壺姐の出上が多しヽの

が牡徴のひとつで、本逍跡の‘性格を反映したものと理解できる。

21次-41次袖',j脊ll'i」-_陶協は既にまとめられているので、ここではそれ以降の翡行で出上した責判を中心に

集成図を作成している。

(2)輸入陶磁悩（第]0,1・105図）

輸入陶磁悩が最も多く出土しているのは1―』II之fdll所追跡の中でも堀外部地区であり、堀内［第地1ぺがこれより

やや少ない輩が出上している。調脊而柏に古める出土：店を比べると他の平泉追跡開よりは段泣いに多い。

柳之fill!所追跡堀内部地区では白磁四耳紐［や陶料壺類が多いのに対し、志羅山・泉｝玉逍跡では碗JITI.や青白（1支委

の比率が高くなっている。輸入された陶器を見ると平泉追跡群の中では槻1之御所追跡から 9~』弱が出土する

といった傾向を指掠jできる。内訳は堀外部地区29%、堀内部地区57%である。また、種煩別比辛を見ても白

磁に次いで多いのは柳之fill!所辿跡堀内部地区だけで、平泉の中でも明らかに偏った分布をしている。全1本的

な傾向として輸入陶磁器と国産陶器に出土状況に際立った迎いを見出すことはできない。むしろ両者は直構

内外を間わず混しって破片の状態で出土する場合の方が自然である。そうした中で50SE 3から出上した白

磁四耳壺は珍しい例にあたろう。

50S E 3から出土した白磁四耳壺は、割れた状態で出土したが接合するとはぽ完形になる。このような白

磁四耳壺の完品は平泉遣跡詳では初めての出土である。中囚福建省付近の砧と批測され12111:紀第 3j/_Lj半期の

輸入と考えられる。この壺の特沢な点は漆のしみこんだ布で覆われていることである。出上した時、点では多

くの部分が漆布で覆われていたことが観寮できたが、多くは取り上けの際に刹落した。残された［第分を観察

すると、怠図的に漆の染みた布を器面に密着するように貼り付けたと考えられる。漆布が貼り付けられてい
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た範囲は外底面から口縁外面までの外面全部、 そして口緑内面の頸部付近までと推測される。 布の素材は未

同定であるが麻布と推測される。

白磁四耳壺に漆布を貼り付ける意味については、 大きな課題として残っている。 内部に入れたものを密封

する、 運搬時の保謹、 祭祀的な目的であったとは考えられず、 可能性の一つとして蒔絵の工程の一つに 「布

着せ」という工程がある。 柳之御所遣跡ではこれまでにも漆工に関連する遣物が出土しており、 その作業中

に壺が割れた等の不都合が生じ廃棄されたという説がある。 何れにせよ壺に漆布を貼り付けたのは平泉搬入

後の可能性が高いことは明らかである。

(3)平泉遺跡群と柳之御所遺跡の比較

本遣跡と周辺遣跡の輸入陶磁器の出土量を比較するための一 覧表を作成した。 これまでにも指摘されてい

るように、 出土量では柳之御所遺跡堀外部地区・堀内部地区が多く市街地で調査の進んでいる志羅山遣跡や

泉屋遣跡がこれに次ぐ。 器種構成の特徴をみると柳之御所遣跡堀内部地区では白磁四耳壺や陶器壺類が多い

のに対し、 志羅山 ・泉屋遺跡では碗皿や青白磁の比率が高いといった傾向があり、 遣跡の性格の違いが出土

した陶磁器の構成にも現れている。

I r. 讃

逍跡名
細分頬

柳之御所内部地区
柳之御所外部地区
必羅111逍跡
泉屋逍跡
t越が跡
<l•i/7寺
北部地区
東部地区
南部地区
西部地区
総 数

種類
分類

追跡名
器種

柳之御1折内部地区
柳之御1り「外部地1叉
志羅111逍跡
泉）硝追跡
t越寺跡
中将寺
北部地区
東部地区
南部地区
西部地区
恥匁'. f' ,I. 

白

壺
IT Ill 

系 系
9 233 309 

H 172 396 
9 58 121 
0 17 118 
゜ I ゜

1 8 11 
゜ ゜ ゜

゜ 2 ゜

゜ 3 1 
゜ ゜ 1 

33 191 960 

計 椀
椀

111[ 

2 2 39 
6 5 81 
゜ /4 21 
2 3 39 
゜ ゜ ゜

1 ゜ 8 
゜ ゜ ゜

゜ ゜ 3 
゜ ゜ ゜

1 ゜ ゜

12 H 197 

飢
II ill 

Ill 

系 類
3S ゜

66 ゜

33 1 

椀 化 化
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椀 椀
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13 H 

8 28 

IT IV 

�1 23 
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1 3 3 13 22 18 36 
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JV V 
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23 11 :J 11 18 
8 31 3 15 :JO 

6 22 1 20 26 
17 2 ゜ 2 7 10 21 23 � :1 31 1 6 28 
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゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 1 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜ 1 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

� ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 1 1 
1:i:i 0 り 6 27 30 11 85 138 76 10 102 8 53 107 

平泉遺跡群輸入陶磁器構成1

,l; 磁 青： (I 飴
訛 泉 窯 系 同安窯系

13 13 15 椀 椀 合
JIil 壺 椀 椀 椀 lUl 椀 illl 壺 盗
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平泉遺跡群輸入陶磁器構成2
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Jill 定 総
化 化 II 

llll イI 佃．． II 皿 N V VI 

Jill Jill Ill 窯 数

゜ (i 2 2 3 1 2 3 21 0 803 
1 1 ゜ 1 � r ,1 7 3 14 6 911 
3 3 2 ゜ ゜ 2 z I 10 1 /417 
I 1 1 ゜ ゜ ゜ 1 11 1 0 312 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ I 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 0 27 
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陶 器
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10% 

71% 

青磁 135 

□ 青白磁 116 

陶器 128 

柳之御所遺跡堀外部地区 輸入掏磁器種類別比率

37% 

10% 

2% 

□ 白磁壺類 648 

■ その他壺 123 

□ 碗皿類 476 

曰その他 25

柳之御所遺跡堀外郁地区器種別構成

〔3〕 瓦

青磁 52 
10% 

65% 

柳之御所遣跡堀内部地区 輸入陶磁器種類別比率

5% 

29% 

47% 

□ 白磁壺類 586 

■ その他壺 235 

□ 碗皿類 362 

その他 60 

柳之御所遺跡堀内部地区器種別構成

柳之御所遺跡堀内部地区では平泉遺跡群の中でもとりわけ多量の瓦が出土した。

堀内部地区 の6 年間の調査(21-41次）では81kg、50次調査では計測してないが全出土量は8 点 55次調

査では12 kg 52次調査では18kg、56次調査では3.7kg出土している。平泉町教育委員会が1980年に調査した13

次調査区(23S G 1の南西にあたる）からは約700点出土しているが重量は不明である。 量的には総瓦葺の

建物があったとは想定できない。 しかしながら、 文様や反り・大きさなどが異なる瓦の存在から複数の建物

に用いられていたことは想像に難くない。

分布を見ると園池23S G 1の南方（地形的に下がっていくほう）、同じく園池23SG 1の西方（地形的に下っ

ていくほう）、 そして中心建物群の付近である。 堀跡21SD 1の12世紀堆積の層からは数点しか出土してい

ない。 以下、 50次調査以降に出土した瓦を中心に図示した。（第106·107図）
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〔4〕木製品類

種類が多く分類できないものも相当数ある。 21---'-41次調査の資料は報告書でまとめられているため、

では50次以降の資料を中心にまとめている。（第108-112図）

(1)折敷

、-
'-'一

柾目材の薄板に、大小の差はあるが長方形に切り整え、幅 5-lOmm程の縁を周縁に巡らせたものが多い。

完全な形で出土することは稀で転用されていることの方が多いともいえる。よって折敷と認定できたものの

方が珍しい可能性もある。井戸からの出土が圧倒的に多く他に土坑類や堀跡からも出土する。ここでは特徴

的な資料を中心に概説する。

56 S D39 (T 4)堀跡から出土した折敷は、脚が取り付けられていた可能性が高い資料である。縦39cm、

横26cm、厚さ2.4cmを測り、周縁は一辺が欠けているものの、他はほぼ完全な状態で残っている。底板の裏

面に十字と楕円状に28カ所の釘穴が認められること、底板の厚さも一般的な折敷に比べかなり厚く、平泉で

出土する折敷の中では異質な特徴を有している。また、底板には表裏に傷跡が多く認められ、使い捨てでは

なかった可能性や転用（まな板など）の可能性も指摘できる。

52S E 8からは破片数で33点出土している。その中で 9層出土の折敷 (5010)は年輪年代測定で1186年伐

採の年代が得られている。共伴したかわらけは数も豊富で平泉最末期の基準資料になり得る資料である。

50S E 3と52SE 8からは底板に墨書がある折敷が出土しているが、内容は未解読である。

(2)漆器

椀皿が中心であるが遺存状態は整った形を残すものは少なく、破片となったものが圧倒的に多い。また、

木地が腐食して漆膜のみが残る場合も相当数ある。

52S E 8から椀が2点、 55SE 1から椀が2点 55 S K40から椀が1点 56K33から椀が1点、 56S D39 

堀から椀が4点出土している。文様を施したものはない。 4001は口縁部が片口または輪花状になっている。

(3)箸

細い棒に面取りの加工をし、両端を細めたものが多い。堀跡、井戸、トイレ状遣構などから多く出土する。

(4)下駄

ー木製の連歯下駄と歯部と台部が別材の差歯下駄とがある。 56S D39堀から 3点（割れを継いでいるもの

あり）出土している。

(5) 曲げ物

37S E 2から 1点、 50SE 3から 1点、 52SE 8から 1点、 52S KlOから 1点、 56S K26から 1点、 56S

D39から 1点出土している。

(6) その他の木製品

櫛 5056・5057は52SE 8から出土したもので刻線で文様を施している。50SE 3からも 1点出土している。

扇の骨 50S E 3から 1点、 56S D38堀跡から 1点、 55SE 1から 3点、 52SE 8から 6点が出土している。

5050は4本が組み合わされた状態で出土した。
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木簡 木洲及び出胄のある木片は52SE 8から 5、1只出土している。 5005にはカナ文字が習かれている。

杓子 52 SE 8から 3、1¥、56S D39から 1、it(が出上してしヽる。

糸巻なし

物差し 50 SE 3から出土した脊料は腐兵が著しい。

格子 55 SE 1、55S K40から出上している。

形代 52 SE 8から 3、点出土してしヽ る。 5089は刀形であろうか。

宝塔 半分に欠担した雫塔の箱が50SE 3から出上している。

鍬 56 S D38堀跡から出上している。先端に穿孔がある。

井戸枠 追札りの瑣を参照。

チュウ木 トイレ状逍構を始め、 JI:戸、堀跡などからも出土する場合がある。 1.U土旱ぱ相当放にのほり、折

放などの板材を転）廿しているのであろう。

刻み目のある板状木製品 細長い板状の製晶で•方の端部側面に刻みが1911酋以上施されている。端部から 10

番11の刻みに対応する1F而と背liliに線が刻まれている。）+J途不I・リ」の製晶である。

特異な漆塗りの木製品 11、Jj[!ljが｛由鉾形に合ljり貫かれ、外rm、内liliともに漆が沿られている。底間の両端には
布の痕跡がある。何らかの容器と者えられるが具体的な）廿迄は不Iリ］である。

〔5〕文字・絵画資料（第ll3・11 ,1 I叉I)

5013は鋼製の印亭である。 1.:11面は角がやや丸し)I I~ 方形 (4.7cml/l./方）で、いさは0.7cm、印j(ijから鉗頂部ま

での閥さは3.7cmを測る。屯：ドは167.4 gで大きさのわりに重凰感がある。窟廿の部分は弧状となっており、特

に孔は穿たれてしヽなし、（弧釧無孔）。材質はfl,iJで鋳造により製作され、 J_見から取りだした後、細部を工具芯

で闊整してしヽる。 j;JJ濯富為には、方[tfJを1リl示する「上」の文字が刻印される。印面は陽刻、楷礼｝休で「磐前村

印」の文字がある。印部のJllj面に、部分的に朱と息われる赤色秒且料が残存しており、実際に使用した痕跡が

認められるが、 1.:1nMはほとんどI.か耗していなし、。「的前村印」は「いわさきむらいん」、或いは「いわがさき

むらいん」と説まれ、地名であるとw:定される。
2080は28SE 2出上折吸に襄殿造の対のI咤と苔えられる絵が拙かれたものである。 2249は28SE 4出土の

手つくねかわらけの哀1ffiに人111iを打峠りしたものてある。 2772は出で「人々給絹日記」と叫された折放である。

この他にも木簡・木片・漆悩椀• かわらけ閤に平占がみられる贅料があるが残存状態が良いとはいえず解

読できないものがはとんどである。しかしながらi'.11,:.1.したものに関してはほほ全点がこれまでの報告曹には

掲載されており、今後説解が進む可能骨は高しヽと息わiLる。

-180-



□ ~~91 ニ
I I I 

‘¥-＼叫
。ごt立勾芝う

I 4007 

~ 

50次出土

0 10cm 

第108図木製品集成図 Cl)

-181-



ぷ

5010 

ー

（

）

ー

＼

＼

＼
 

5049 

三/
5008 5072 

ー~四—

5006 

5003 

2
 

-500 

ー.., "''"""'"-

5005 

゜
10cm 

ー

5064 5068 

,．
Nー

L
v
,

5057 

5062 52次出土①

第109図木製品集成図 (2)

-182-



52次出土②

~ 
'=' 

音 111111-I II-1111 ＼＼＼＼ I I II 
ふ|1・ 

!1 

J 1 
一胆ml/- i 

り ¥.JJ' 

5051 5052 

I 

ー江叫一 I I 

5053 5055 5054 

゜
第110図木製品集成図 (3)

-183-



4001 
~ 4002 

7
 

U

1

 

,. 

＇ 

,9,1・ 

．
 

゜
4
 

5
 

'|—

j2 

゜
4
 

7
 
2
 ゜

J
_
9
 __ 
,＇

,
1
1川
日
日
|
|
什
|
|
ぃ
"
,
J

-

4

 

゜

n
_
L
9
,

冑

|
1
1
1

丁
—
口
’
ー
，

h
~
0
3
4
 

I 

ニ—
I 4079 

I Iツ 1

I 
4031 I 

•

1~ 

ー・ ロ—
4034 

月
1

|fJI口飼

「

丁

'
23
 

940 

ロ
ニ
〗
〗

3
 

．
 

,' ー
／
ー
1
□

□

-403

ー
ロ
ロ
ロ
ロ
〗
ロ

＿

一

'I'I  

4035 

55次出土

56次出土er

J
.
 

令

、

．．
 

ノ

,．
 

＇ 

• 
,

．

,

.

 

,．
 

•9 

', 

＇ 

＇ 

一¢L
ー

1
_
,
＇’

一
L
~

ー＿

ふ

や,,/ "'  

＂ 

c
¥
＼
]
 

／
 

,

f

 

E
I
:
'
1
い
似
ー
，
＇

1
i
'
,
1
ー

.

,

i

 

,＇ 

｀
 

公

ii I llrn, 

I_:--_-----Iここご 1 

g
 /

5

.

 

9
,
 

，
 

＼
 
A
 

＇ 
＇ 

4109 

I 

二 /
I 4035 

〗ニニ丁

,- ( 

:~-4~;7 

I 

「了了l―直―二憂
i 4005 

U IClt-111 
I --I ゴ

第111図 木製品集成図 (4)

-]84-



冒 l4069 I 

三

ーニ讐

|0
ロロロロ
V
I

―

―

 

一

）
 

ヽヽ]
 

り

r
,
1
|

一

i
ー
＼
．
1

,
士

L
I

ー

―

―

 

C

、
.
ー
|
ー
ー
ー
—
土
ー
ー
ー
ー

-

l

 

血

8
 
4
 ゜

ー

ー

一

4
 

4052 4090 ．
 

ー

J
h
'
9
,
0
 
4
 

4066 

56次出土② 4070 10cm 

第112図木製品集成図 (5)

-185-



ツ
キ

ヮ

1
4ハh

if塔五
『
．
？
杢
唸
ょ

各
伐

、レー
h

汰＇む
‘
f

汗
ぺ
（

O

•
[
；
心
ヵ
ら
；
”
-
｀
。
一
，

¥
A
,
 

ス、ハ
h
-

｀

ヤ
ヘ
一

"
1
 

木
伎
f

i
 枝沿

stItit-

代

午

↑

｀

ふ

苔

＂＂ー

會

ヽ

カー、"-

＼

つ

4

4

袋
勺
S

未
汲
涅
”
9

ァ
ー

カ
サ
・
ヘ

：

ー

「

一

」

：

J

-

モ―}二
lll-
――
-Il
」ilol

ー

72

_
＂
,
0

ー
—

2
2
7

-
Lト
上

文忍`
閑枠一

4,
川
訓
聡

”
i

h
守
ト

゜

{tJ9‘ 

ーヽ‘
.
l
ハ

'

.

／

ノ

ー

タ

る
＂
富
ら
ー
り
ぅ
小

7
 

石
7
た＼

ー
ー
ー

9.

゜̂) 
。
G
`
 

,̀' 
~ -一ロニ-:—-~ 

， ゚

II り ](lc-111

I,,,, 1- i 

2080 

Aーニ―8

5013 

（） ,)('Ill 

第113図 絵画・文字資料集成図 (l)

-186-



一亡二ニジ,'
_,, ,' 

6029 

~。

- I -t-

5002 

゜
10cm 

文
（
裏
面
）

「
六
疋

中

上

十

五

疋

十

五

疋

」

五
尺
十
「
十
」
四
疋
四
尺
八
寸
十
六
疋
四
尺
三
寸
六
疋

四
尺
七
寸
十
疋
巳
上
四
十
六
疋
入
物
一
合

四
尺
ロ
ロ

中

十

疋

五
尺
一
疋
四
尺
八
寸
十
疋

下
四
尺
八
寸
五
丈
三
切
六
丈
一
切

四
尺
一
疋
四
尺
八
寸
九
疋

釈

六
疋

（
力
）

石
埼
次
郎
殿

四
尺

赤
根
染
綾
一

赤
根
染
綾
一

水
干
袴

カ
リ
キ
ヌ
ハ
カ
マ

海
道
四
郎
殿
赤
根
染
綾
一

瀬
川
次
郎

橘
藤
口

橘
口

（太）

四
郎
口
郎
殿

小
次
郎
殿

信
寿
太
郎
殿

石
川
太
郎
殿

（染）

石
川
三
郎
殿
赤
根
□

カ
サ
ネ

文
（
表
面
）

（
力
）
（
力
）

人
々
給
絹
日
記

釈

一
ヒ
ト
エ

大
夫
小
大
夫
殿
紺
大
目
綾

□

口

（
ヒ
ト
エ
一
）

A
‘

、，`ヽ
≫AA

（
綾
力
）

大
夫
四
郎
殿
紺
大
目
口

A
>＞

A
A
A
A
>
>
、A
>

紺
大
目
綾
カ
サ
ネ
タ
リ

赤
根
染
青

□

口

綾

カ

サ

ネ

タ

リ

赤

根

染

白

カ

リ

キ

ヌ

ハ

カ

マ

カ
サ
ネ
タ
リ

赤

根

染

白

カ

リ

キ

ヌ

（力）ロ
サ
ネ
タ
リ

赤

根

染

白

ア

ヲ

ハ

カ

マ

赤
根
染
ウ
ヘ
一
シ
タ
キ
ハ
大
□

ロ

i

A

A

A

A

A

A

 

カ
リ
キ
ヌ
ハ
カ
マ

四
尺
二
疋

第114図 絵画・文字資料集成図 (2)

-187-



〔6〕金属製品（第115図）

提子 銅製で捉子の片n部に付く金具である。
鎧の札 52 S K 24から 3、1・':(出土している。

内耳鉄鍋 堀跡21SD lの底Wi付瓜から出土した。ほぽ完晶で1□1縁を｛菫かに欠く。なお、内耳上鍋のI―I犀ぷ，，1;

破片が21S X 4から出土している。

鉄槌・翌 28 SK 14の底面は隅丸方形をしているが、その向かい合う隅のそれぞれによった位附に狐仙と

（袋翌）が近図的に附かれていた。鉄槌の柄は迎附された後に腐敗したと考えられる。出上状況から地仇'[:~

係わる行為に用いられたものと批測される。

火舎・花瓶 21 S Kl08の下半から花瓶が上、火舎が下になる状煎で重なって出上した。ともに欽錆物製―、一

ある。花瓶は本1本部と脚部を別々に作って按合している。 17唇邸はり豆く直立する。器高は29.7cmである。火

舎としたものは吊り手 2個が3617の上につく。内而には火を焚いた痕跡がある。化瓶としたものとともに記

摩坦などに）廿しヽられる京教用具と枡・,測した。

和鏡 31 SE 2の底面直上から什'1J・_した松鶴鋭である。出土状況から）[: 戸状追椛の鉛めの儀式に係わるも(})

と批測される。
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3 まとめ

遺構変遷

柳之御所追跡堀内部地区の12世紀における追構変遷について、歴史的な事象とも若丁・絡めながら整狸し、

本報告書のまとめとしたい。

存続期間

21次-41次調奔を総括した報告書((!!オ）岩手埋文1995) では、柳之征II所辿跡は奥小l·I 藤原氏三代秀衡の 11~1

代 (12世紀後半）の遣跡とされていた。本追跡が国指定史跡となり、囚容確認調脊を糸悦続していた平成12年

度、平泉における最古の形態のかわらけがー井戸状辿椛：52 SE  10からまとまって出土し、オリII之御I叶追跡は初代

清衡が江刺から平泉へ移った頃より使川されてしヽることが1リ］らかになった。清衡の平泉人府は11I仕紀オこから

121仕紀初頭と考えられているが、本稿ではひとます12-W:紀初碩としておく。

『吾妻鏡』には文治 5年 (1189年）に奥州籐原氏は滅んだとある。また、各古学的な成呆からは井戸状処

構52SE 8から1187年伐採の材の折吸が多州のかわらけと共に畠Iこしており、 Wll之御所逍跡がll89年の平泉

滅しまで使用されているのは確実という感がある。よって終末一年代に関して本稿ではひとまず12111:紀末とし

ておく。加えて滅亡後の鎌貪時代の追構・逍物は枡II之御所辿跡からは始どみられない。この後、追跡が1りび

利用されるのは16世紀後半以降である。

柳之征II所追跡の使川間始時期は12世紀初如、廃絶年代は12世紀末 (1189年）とすることができる。出上す

るかわらけにはこの期1間を通じて盛衰が認められる。したがって検出された辿構にもそうした状況が反映さ

れていると見た方が索直であろう。

堀について

前述したが21次-41次調査をまとめた報告占では堀についても 1211J:紀後半に位廿り付けられていた。柳之往ll

所逍跡は 2重の堀で囲まれる範囲を堀内部地区、その外・部を堀外部地区と呼び分けをしている。東を北上川、

西を猫間が淵跡（低湿地及び沢地形）に挟まれた本逍跡が在る台地の縁に自然地形に沿って堀を巡らせてい

る。こうした現地形を活かした堀の区両は11憔紀代、安倍・、清原氏の柵（館）と立地を含めて共辿，点が多い。

したがって柳之御所遣跡を巡る 2重の堀に1関しては、初代清衡が平泉に拠、1ばを移した際、この地に安伯・泊

原氏の柵ぼ脊）の系諮を引く居館を築いたときに構築されたと考えられる。前辿したように12111:紀初唄のか

わらけが出土していること、 12世紀後半には多賛の逍物が廃棄され埋まりかけていること、堀の外から堀内

部へと道路が途切れなく連続して延びていることなどからも構築年代を121仕紀初頭とするのが最も妥当と考・

える。

堀の持つ防御的な機能は次第に失われ、様々な追物が廃棄される場となっていく。しかしながら、坦まり

きってはいないこと、また堀を埋め立てようともしていないことから、堀は最後までその痕跡を留めていた。

よって平泉減亡段階までは堀の外と内とを区圃する意味は有していたと考えられる。

中心建物群

堀内部地区のはぼ中央部、 1成1池 (23S G 1) の北東約20m付近には規模の大きな建物が集中する場所があ

る。建物の規模は平泉造跡群の中でも大型であり、その検出位置からも本追跡の中心施設であることはlfiJ追

いない。該当する追構は、 28S B 1・28 S B 2・28 S B 3・28 S B 4・28 S B 6・28 S B 7・28 S B 8・28 
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SA 1・55 S X 2で、いずれの建物も軸方向をほぽ正方位となるように建てられており、重複して検出され

ている。この地区には他に井戸状遺構、祭祀遺構、竪穴建物、土坑、柵（塀）などがある。

これらの中心建物群には 5段階の変遷を想定できる。しかしながら空間的には重複するものの、柱穴どう

しが切り合わない場合もあって、厳密な前後関係を捉えることはできない。複数の解釈が可能で、これまで

にもいくつかの変遷案が提示されている。まず、各遺構の前後関係及び諸条件をまとめておく。

柱穴間の新旧関係をみると次のようになる。

zs s B z <zs s B 7 >zs s B 6 <zs s B 1 
その他に以下の条件もある。

（新＞古）

・28 SB 7と同時存在の可能性があるのは28SB 3である（他の建物は空間的に重複するため）

・28 SB 4は6段階 (12世紀最末期）には位置付けられない（重複する28S Ellから年輪年代1179年伐採材

を使った折敷が出土しているため）。

・28S B 8も6段階 (12世紀最末期）には位置付けられない（重複する28SE 11から年輪年代1179年伐採

材を使った折敷が出土しているため）。

・28 SB 2は1・2段階以外には位置付けられない（重複する28S E 2・28 S E 9から出土したかわらけの

年代観から）

・28S B 3は4段階よりも古く位置付けなければならない。

そうした中、現時点では以下のように変遷していると想定した。古い順に並べるとこのようになる。

I 28 SB 6 I→ I 28 SB 2 I→ 128 SB 3 I→ I 28S B 1 I → 128 SB 41… 主要な建物が北へ展開
I 28 s B 8 I I 28 s B 7 I I 55 s X 2 I → (HS Bllほか）

これに加えて、中心建物28SB 4の柱穴を切る建物50SB 4がある。よって建物の変遷は12世紀初頭から

12世紀末までに 6段階の変遷を想定することができるのである。

前述した中心建物群とは場所を異にして規模の大きな建物がみられる。これらの建物も堀内部地区の中心

施設であったことは疑いなく。それまで一貫して同じ場所で建て替えを繰り返していた中心建物群が約90m

北側へ移動したと解釈した。これが中心建物28SB 4より新しい 6段階目の建物50SB 4と時期的に同じで

はないかと考えられ、平泉藤原氏が滅亡する段階に建っていた中心建物と位置付けた (52B25、55SB 6)。

その他の建物

これまでの調査で39棟の建物が想定されている。中心建物に付属しその機能を補助する施設、職能・実務

官術といった異なる性格をもつ施設と推察される。中心建物群は正方位を意識して建てられたものが多いが、

その他の建物は違う主軸方向を持つ。このことからも中心建物群の特殊性、建物の性格の違いが、規模のみ

ならず主軸方向にも現れていると推察できる。そのため、ある時期を捉える場合にも複数の主軸方向を持つ

建物が同時存在している様相が想定されるのである。

これら12世紀の建物に関しては細かく時期区分することは難しい。前述した 6段階の変遷に対応すること

ができればよいのかもしれないが、全ての建物が同時期に一斉に建て替えを行うわけでもないであろうし、

建物の存続時期には長短があって当然である。したがって現時点では中心建物群に認められた 6段階の変遷

という成果を他の建物（及びその他の遺構）に完全には反映できないと判断した。以下、これとは別な遺跡

内での画期を捉え、それに基づいて遺構変遷を整理していくが、中心建物の 6段階変遷はその中に活かして

いく。
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遺跡内での画期

遣構の重複関係、 出土遺物の年代観などから考えて後述する3つの段階を想定し、 これに基づいて検出さ

れた逍構を整理してみたい。 古いほうから新しいはうへI期. II期・1ll期としているが前述したように中心

建物群の重複関係をみれば細分が可能で、 それはrra-rrb …などと表現する。

1期…本遣跡が使用された最初の段階。 自然地形に沿って堀が巡り、 この堀によって外部とは隔てられて

いた。 奥州藤原氏初代清衡が平泉のこの地に移ってきた12世紀初頭から12-世紀前薬の様相。

11期…堀の防御的な意味が薄れはじめ堀内部に東西南北に縦貰・横断する道路が構築される。 この道路は

平泉拠点地区を区画する道路に連続するもので、 柳之御所遺跡が都市域と接続された段階とみることができ

る。12世紀中葉。

Ill期…堀内部に園池が整備される。 前述した道路も造り替えられる。 規模の大きな建物がこれまでよりも

北に建てられるなど大きな変化がある。 こうした事象を基に細分できるはずだが、 ここでは一 括して扱う。

12-世紀後葉から12世紀末の様相で 『吾妻鏡』に記された 「平泉館」に相当すると考えられ、 周辺には藤原氏

類族の居所・無最光院・加羅御所が取り巻く様相が想定できる。

区分

遣構間の切り合い、 出土遣物の年代観、 建物や塀（柱列） ・道路であれば、 その庫川方向（角度）などを根

拠にして上述した各段階ごと遣構を整理した。 その中でさらに細分の可能なものに関しては分けている。

I 期

①建物

遣 構 名
28 SB 6 
28 SB 2 

軸方向
N-6 ° -E 
N-1 ° -E 

柱間寸法 えlと の 他
10.3尺 28S B 1、28SB 7より古い。
9 .6尺

28S B 8 N-2 ° -E 9 尺 本来は5 X 2間の身舎に二面庇のつく建物か。
55 SB 5 N-6 ° -E 
HSBl N-14 ° -E 
HSB2 N-11 ° -E 
HSB3 N-7 ° -E 

55 SB 8 N-3 ° -E 
50S B 6 B N-18° -E 
52 SB 18 N-4 ° -E 
55 SB 19 N-6 ° -E 
HS Bl3 N -23 ° -E 

②柵列、 塀

8尺主体
6.9尺
5.5-8.3尺
4.1-8.3尺
6.5尺、 8尺
6 .8-8.5尺
6·7·8尺
7·8尺
6.4尺·7 .6尺

間尺の基準は見出せない。
間尺の基準は見出せない。

55柱列1 (軸方法N-6
°

-E)

③その他の遺構

23 SA 4 (軸方向N-6
°

-El

井戸状遺構： 36 SE 3、52 SE 10、55 SE 1、31 SE 4、28SE 3 

竪穴遣構： 52 S I 2 

II 期(IIa•IIb期に細分される可能性あり）

①建物

遺 構 名 軸方 向 主要柱間寸法
28S B 3 N- 2 ° -E 10.3尺

細分 そ
II a 

の 他

28S B 7 N-1 ° -E II a 建物構成する柱穴が少ないので要検討。
50 SB 6 A N-17° -E 8尺 II a 
56 SB 2 N-19 ° -E 7.6-8.8、8.5尺 II a 
5 2  SB 19 N-17' -E 6.6-9 .6尺 JI a 

-192-



遺構名 軸方向 主要柱間寸法 細分 そ

HSB6 N-15°-E 8尺、 8.2尺 II a 

52 SB 14 N-22°-E 6.5・7 .5尺 II a 

55 S B24 N-7°-E 7尺 II a 

28S B 1 N-6°-E 9.6尺 II b 
31 SB 7 N-1°-E 7尺 II b III a期になる可能性あり。
HSB7 N-17°-E 5.5-8.3尺 II b 間尺に基準を見出せない。
HSBS N-20°-E II b 
HSB9 N-19°-E 6.9-7.9尺 11 b 間尺に基準を見出せない。
48S B 1 N-32°-E 8尺 II b 
HS Bl5 N-26°-E 6.2-7.6尺 II b 
HS Bl6 N-26°-E 5.8-9.6尺 II b 

②柵列・塀、道路状遺構

II a期： 50 SA 2 (軸方向N-17°-E)、23SA 3 (軸方向N-0°) 

II b期： 52 SC 1 (軸方向N-17°-E) 

③その他の遺構

井戸状遺構： 52 SE 7 (II a期）、 50SE 3 (II b期）

III期 (Illa期 ・Illb期に細分される可能性あり）

①建物

遺構名 軸方向 主要柱間寸法 細分

28S B 4 N-2°-E 9尺 ma 

31 SB 7 N-1°-E 7尺 ma 

55 S Bl6 N-12°-E 7.5尺 ma 

50S B 3 N-11°-E 7尺台 ma 

23S B 1 N-1°-E 皿a

28S B 9 N-1°-E 皿a

23S B 2 N-5°-E 7.5尺 ma 

HS Bl4 N-27°-E 6.1-6.6尺 皿a

HS Bl7 N-2°-E III a 
HS Bl8 N-6°-E 8尺 III a 
HS Bl9 N-1°-E 5.7-7.1尺 ma 

55S B 6 N-9°-E 10・10. 9尺 皿b
52 S B25 N-11°-E 9・10.25尺 皿b
56S B 1 N-7°-E 8・9尺 皿b
HS BIO N-22°-E 7.6-8.5尺 illb 

そ

II期にも含めている。

の 他

の 他

HSBll N-11°-E 7.3・8.3・7.6尺 Illb 28S B 4より新。平面形は50SB 4を再考したもの。
55 S BZO N-12°-E 8・9.5尺 III b 
31 SB 5 N-22°-E 10.7、10.2、7.9 III b 間尺に基準を見出せない。
HS B20 N-3°-E ill b 
HS B21 N-1°-E 8.2、8.4尺 皿b
HS B22 N-1°-E 6.9-8.6尺 Illb さまざまな間尺が使われている。
HS B23 N-1°-E 6.9-8.6尺 illb さまざまな間尺が使われている。

②柵列・塀、道路状遺構

皿a期： 55 SA 3 (軸方向N-11°-E)、55SA 4 (軸方向N-11°-E)、50SD 8 (L字形の溝）、 28

SA 1 (コ字形柵列） 55S C 1道路状遺構

IIIb期： 55柱列 2 (軸方向N-11°-E) 21S C 1道路状遺構

③その他の遺構

皿a期： 55 S X 2 (竪穴遺構）、 31S X 1・2 (祭祀遺構か）、 21SX35(橋脚）

IIIb期： 52 SE 8 (井戸状遺構）、 55S X 1 (祭祀遺構）
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おわりに

国指定史跡に指定され、 内容確認の調脊が巡展する中で柳之紐11所追跡の評価は大きく変わった。 その 一 つ

は年代観が大きく変わったことである。 12111:紀初唄に位骰付けられるかわらけが出上したことにより、 これ

までは121U:紀後半とされていた本追跡の使）廿開始時期が、 121仕紀初剥((初代泊衡の平泉入府段階）にまて遡

ることになった。 したがって柳之御所追跡は121仕紀初珀（初代泊衡の平泉入1付）から12111:紀末（奥什I 麻原氏

戚亡）まで、 盛衰を持ちつつも平泉の中でも重嬰な地区で在り続けていたとみて大過ないであろう。 12111:紀

後'['-.には、 『臼甚鏡』に，立された 「 平泉館 」 であるII」能性か高しヽとするこれまでの［平価に大きな訂l「はなし＼゜

猫間が淵跡は柳之樹）I叶追跡と無娼光院 .)JU諮(ii川）所の間にある低地(J)I!没沢）である。 柳之祉11)リi迅跡を取り

凹む2重の堀は、 この猫11\Jが淵の中を掘り込んで構築されてしヽることが1リlらかになった，） よって甜il/lJが淵は

柳之征11所辿跡の一 部を含んでしヽるとしヽえる。また、乳J�ば）ti況j[[ljと柳之御所追跡堀内罪地1ズとを糾ぶ低（道路）

も猫間が淵の1j1にある11」能鳳が翡し‘。;11見贔光院側から'['烏状に張り出す地形などがそのイ［力な地、,,'(ヽとして指

摘されている。 猫1/l]が淵には12111:紀当時の地形が残ってしヽる部分が多く、 �1 1 IIかの平泉を復元するL. ても乳l「：祝

できない地域と衿える。

平屎に於けるかわらけの細分が進んだこと、 柳之full所直跡での調作に伴し、fi玄期の追構．が1',"/)JIIしたことなど

により、 逍構の変造も内検吋が求められた。 しかしながら、 本追跡の追構・ 直物は膨）＜で、 本｛砂では主＇災な

．追1前を1-j-l心に変造を組み立てたかたちになり、 その恨拠も現II加，':(では弱し ,rn;分もある。検，(jする1j1で象）［たな

間也 、,,',,:もいくつか浮かび上がってきた。 主なものとして、 ＿‘月IIかの計逹Illな地形復元と、 包定された1J:1i立柱建物

跡の札［検，，iC令囚的にも該期の1け館に1月連する事例が始どなし、中でw,1々の施設の'Jl.1(1j形や性格を想定してし＼

かなければならないことなどがあげられる。 内容俯認の，，l,',J脊が紬けられ、!fi)iたな成果か胄らi Lると今同の見

陪にも訂正を加えることができよう。 また本恨告を恨会にl叫々な方1i'1iから 新たな視 、,,',(による111検叶も印わi L 

ることも期待してやまない。

iJ I 川・参ぢ文iHJ、

、I;·呆l!IJ教育委il公 199·1 「i、W之御iii跡兌オl:1\ i ,l,',Jfi'恨；';)::_I'/:·丁川[ 、 I;·凩Ill」文イじl!J il,',j介恨； 1;-,1; 第:is几

（！り） {':T県文化弧尻•J(菜1・Jjjlj!蔵文化財センタ ー 1995 「jJjp之糾Ii叶跡」 {':『県文化枷尻'Ji菜I-J!Jlli.1」':&:文化!!J"l,'J介恨； 1;., り第228集
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報 告 書抄録

ふ り がな ひらいずみいせきぐんはっくつちょうさほうこくしょ ねこまがふちあと

寧芦 名 平泉遺跡群発掘調査報告書 猫間が淵跡

副 書 名 発掘調査本報告書

巻 次

シリーズ名 岩手県文化財調査報告書

シリーズ番号 第118集

綱著者名 斎藤邦雄大関真人戸根貴之杉沢昭太郎

編集機関 岩手県教育委員会

所 在 地 岩手県盛岡市内丸10-1 

発行年月日 2004年 3月30日

ふりがな ふりがな コ ド 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 i遺跡番号 m 2 

ねこまがふちあと いわてけんにし 03402 38度 141度 第 1次～ 1,326 住宅建築・

猫間が淵跡 岩手県西 59分 、7分 第 5次 鉄塔建設・

いわいぐんひら $0秒 10秒 1981 宅地造成に

磐井郡平 伴う緊急調

いずみちょうひら 20030328 査

泉町平泉

いずみあざやなぎ

字柳御

のごしょ

所地内

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

猫間が淵跡 淵跡 縄文時代 淵跡 1基 縄文土器（後期） ・流れを伴う沢の

石器（石鏃、磨 痕跡 (NF5)

製石斧など） ．淵の形成は縄文

12世紀 土坑 1基 かわらけ 時代 (NFl、NFZ

国産陶器 他）

時期不詳 溝跡 1条 中国産陶磁器 ・12世紀には低湿

 
土坑 3基 瓦 地の可能性が高

木製品（椀他） It) ゚

フイゴの羽口 （灰白色火山灰

鉄滓 の堆積及び柳之

御所遺跡の堀の

形成との関係か

ら）

(NFl、NF5他）



報告書抄録

ふりがな ひらいずみいせきぐん やなぎのごしよいせき

粛 名 平泉逍跡群 柳之御所遣跡

副 書 名 第57次発掘調査概報、猫間が淵遺跡発掘調査本報告、第1次• 第2次内容確認調査総括報凸

次舌 次

シリーズ名 岩手県文化財調査報告書

シリーズ番号 第118集

編著者名 斎藤邦雄大関真人戸根貴之杉沢昭太郎

編集機関 岩手県教育委員会

所 在 地 岩手県盛岡市内丸10-1 

苑行年月日 2004年3月30日

ふりがな ゃなきのこしょ＼ヽ せき
位憧
北緯38度59分28秒 調査 史跡整備に向け

所収逍跡名 柳之御所追跡 東経141度7分35秒 原因 た内容確認調査

しよさし、ち しヽ わてけんにし＼ヽ わ＼ヽ くんひらし、ずみちょうあさやなきのこしょ コード（市町村）

所 在 地 岩手県西磐井郡平泉IHJ字柳之御所地内 0 3 4 0 2 

調 且木→ 名 調査面机
種別 主な時代 主な逍構 主な追物 特記事項

調査期間 Ill ．） 

第 l次• 第2 11,900 奥什I藤 12-世紀 塀・柱列 20条 かわらけ ．漆布に覆われた日飴四磁壺

次内容確認 原氏に
桐訂柱建物 41棟 国産陶器 ・「磐肌村印」と刻印された鋼
道路状逍構 1条 中國茫訓廣器 印

調査
閃連す 溝・堀跡 14条

瓦 ．皐書資料8点
井戸；［｝遺構 12甚

各柿木製贔
・12 Iじ紀の鐙の札

る居館 凰池 l基 ・12戦紀初頭の一括土器
19980515 t坑 121甚 （扇／折敷・ ・穴あき石({;越寺浄土庭樹使跡 その他 13基 下駄他） 川のものと同類）

20021129 近祉以降 桐立柱建物 37棟
穴あき石 ・12冊記後半の大塑建物跡

井戸；1人遣構 5基 鐙の札 (55SB6) 

溝．• 堀跡、 87条 近iJt掏隠悩 ・12世紀前期の井戸跡
十坑 39条 (55SE1) 

・居餡の外周を巡る2条の堀跡

時間不詳 掘立柱建物 15棟以」 (56SD38・39) 

柱列 峰 • トイレ状遺構の集中域
土坑 43基 (56SIく26他）

第57次発掘 4,000 奥Jl・I藤 12世紀 塀．柱列 l灸 かわらIt . I爾［地(23SG1)には最低でも2時

調査 原氏に
溝跡 4条 目産陶稲 期の変遷が確認された。これま

井戸状逍構 3基 中国崖剛誓器 で不明な点の多かった古い段陪

関連す 薗應 1基 瓦 の池についても規模や構造・時

20030414 
る居館 その他 3甚 戸、衣!J□口LI 

期について咀らかになった。
• 堀外部地区の調査ては遺跡内

（木樋他） 部を区訓する溝や塀が検出され
20031031 

跡 縄文時代 士坑 2条 琥珀 t~· o 
近戦陶屈僻

近世以降 溝跡 13条

及び 土坑 1基

時期不詳 その他 2基
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